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   議事日程第１号     第１回定例会 

   平成２９年２月２８日  午前９時３０分開議 

 

   開   会 

日程第 １ 会議録署名議員指名 

 〃  ２ 会期決定 

 〃  ３ 諸般の報告 

      （１）定例監査結果等報告について 

 〃  ４ 行政報告 

      （１）市政の概況について 

      （２）第６次寒河江市振興計画行動計画（平成２８年度～平成３２年度）について 

 〃  ５ 質疑 

 〃  ６ 議第 １号 寒河江市教育委員会委員の任命について 

 〃  ７ 議案説明 

 〃  ８ 委員会付託 

 〃  ９ 質疑・討論・採決 

 〃 １０ 議第 ２号 寒河江市醍醐財産区管理会財産区管理委員の選任について 

 〃 １１ 議案説明 

 〃 １２ 委員会付託 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

 〃 １４ 報告第１号 損害賠償の額の決定についての専決処分の報告について 

 〃 １５ 質疑 

 〃 １６ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度寒河江市一般会計補正

予算（第６号）） 

 〃 １７ 議第 ３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃 １８ 議第 ４号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃 １９ 議第 ５号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃 ２０ 議第 ６号 平成２９年度寒河江市一般会計予算 

 〃 ２１ 議第 ７号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃 ２２ 議第 ８号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃 ２３ 議第 ９号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃 ２４ 議第１０号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 ２５ 議第１１号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 ２６ 議第１２号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 ２７ 議第１３号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 ２８ 議第１４号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 ２９ 議第１５号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ３０ 議第１６号 平成２９年度寒河江市水道事業会計予算 
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日程第３１ 議第１７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第１８号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 

 〃 ３３ 議第１９号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第２０号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３５ 議第２１号 寒河江市長等及び一般職の職員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ３６ 議第２２号 寒河江市若者定着支援未来創成基金条例の制定について 

 〃 ３７ 議第２３号 寒河江市公民館に関する条例の一部改正について 

 〃 ３８ 議第２４号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ３９ 議第２５号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ４０ 議第２６号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 ４１ 議第２７号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ４２ 議第２８号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ４３ 議第２９号 寒河江市工場立地法に基づく地域準則を定める条例の一部改正について 

 〃 ４４ 議第３０号 寒河江市自転車等駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 〃 ４５ 議第３１号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規約の一部変更について 

 〃 ４６ 議第３２号 山形県市町村職員退職手当組合規約の一部変更について 

 〃 ４７ 議第３３号 市道路線の認定について 

 〃 ４８ 陳情第１号 防犯灯台帳の作成および電気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営を

行うことを求める陳情 

 〃 ４９ 陳情第２号 町内会で管理している防犯灯の電気料金等の助成を求める陳情 

 〃 ５０ 施政方針説明 

 〃 ５１ 議案説明 

   散   会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから、平成29年第１回寒河江市議会

定例会を開会いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ
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れより本日の会議を開きます。 

  なお、政策企画課より写真撮影の申し出があ

り、議長においてこれを許可しております。 

  本日の会議は、議事日程第１号によって進め

てまいります。 

 

会議録署名議員指名 

 

○國井輝明議長 日程第１、会議録署名議員指名

を行います。 

  会議録署名議員は、会議規則第87条の規定に

より議長において、７番太田芳彦議員、11番

登代子議員を指名いたします。 

 

会 期 決 定 

 

○國井輝明議長 日程第２、会期決定を議題とい

たします。 

  本定例会の会期など議事日程につきましては、

議会運営委員会で協議を願っておりますので、

その結果について委員長の報告を求めます。工

藤議会運営委員長。 

   〔工藤吉雄議会運営委員長 登壇〕 

○工藤吉雄議会運営委員長 おはようございます。 

  議会運営委員会における協議の結果について

御報告申しあげます。 

  本日招集になりました平成29年第１回寒河江

市議会定例会の運営につきましては、去る２月

23日、委員６名全員出席並びに関係者出席のも

と議会運営委員会を開催し、協議いたしました。 

  会期につきましては、提案されます議案数や

一般質問通告数及び諸般の報告等を勘案し、本

日から３月17日までの18日間と決定いたしまし

た。その間の会議等につきましては、お手元に

配付してあります日程表のとおり決定をいたし

ました。 

  以上、よろしくお取り計らいくださいますよ

うお願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本定例会の会期は、議会運営委員長報告のと

おり決定することに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、会期は本日から３月17日までの18日

間と決定いたしました。 

 

 

第１回定例会日程                     平成２９年２月２８日（火）開会 

月  日 時  間 会      議 場  所 

２月２８日(火) 午前９時３０分 本  会  議 

開会、会議録署名議員指

名、会期決定、諸般の報

告、行政報告、質疑、教育

委員任命議案上程、同説

明、委員会付託、質疑・討

論・採決、醍醐財産区管理

会財産区管理委員選任議案

上程、同説明、委員会付

託、質疑・討論・採決、報

告、質疑、議案・陳情上

程、施政方針説明、議案説

明 

議   場 

３月 １日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ２日(木) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 
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３月 ３日(金) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ４日(土) 休               会 

３月 ５日(日) 休               会 

３月 ６日(月) 午前９時３０分 本  会  議 一  般  質  問 議   場 

３月 ７日(火) 

午前９時３０分 本  会  議 
質疑、予算特別委員会設

置、委員会付託 
議   場 

本 会 議 終 了 後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月 ８日(水) 休   会 （ 議 案 調 査 ） 

３月 ９日(木) 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、議案・陳

情上程、質疑、予算特別委

員会設置、委員会付託 

議   場 

本 会 議 終 了 後 予算特別委員会 
開会、議案説明、質疑、分

科会分担付託 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１０日(金) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１１日(土) 休               会 

３月１２日(日) 休               会 

３月１３日(月) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１４日(火) 午前９時３０分 

総務産業常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第２会議室 

厚生文教常任委員会 

分科会 
付 託 案 件 審 査 第４会議室 

３月１５日(水) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 

３月１６日(木) 休   会 （ 事 務 処 理 ） 
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３月１７日(金) 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本  会  議 

議案・陳情上程、委員長報

告、質疑・討論・採決、閉

会 

議   場 

 

第１回定例会日程（その２）                 平成２９年２月２８日（火）開会 

月    日 時   間 会           議 場   所 

３月１７日(金) 

午前９時３０分 予算特別委員会 
分科会委員長報告、質疑・

討論・採決、閉会 
議   場 

予算特別委員会 

終  了  後 
本 会 議 

追加議案上程、同説明、質

疑・討論・採決、追加議案

上程、同説明、委員会付託 

議   場 

本 会 議 休 憩 中 総務産業常任委員会 付 託 案 件 審 査 第２会議室 

総務産業常任委員会 

終 了 後 
本  会  議 

議案上程、委員長報告、質

疑・討論・採決、議会案上

程、同説明、委員会付託、

質疑・討論・採決、閉会 

議   場 

 

 

諸 般 の 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第３、諸般の報告でありま

す。 

  （１）定例監査結果等報告については、お手

元に配付しておりますプリントによって御了承

願います。 

 

行 政 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第４、行政報告であります。 

  （１）市政の概況について、（２）第６次寒

河江市振興計画行動計画（平成28年度～平成32

年度）について、市長から報告を求めます。佐

藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 皆さん、おはようございます。 

  平成29年第１回定例会の開会に当たりまして、

12月定例会以降今定例会までの主な市政の概況

について御報告を申しあげます。 

  初めに、今冬の除雪の状況と雪による被害に

ついて御報告を申しあげます。 

  まず、昨年末から現在までの市道除雪の実施

状況でございますが、昨シーズンは暖冬のため

一斉除雪は３回という状況でございましたが、

今シーズンの一斉除雪は12月に２回、１月に９

回出動しており、除雪委託に係る支出が予算の

９割を超え、今後の降雪量も多いと見込まれた

ことから、１月31日に委託料等3,000万円の専

決処分を行ったところでございます。今後も降

雪状況に的確に対応し、交通環境の維持に努め

てまいる所存であります。 

  また、幹線農道の除雪につきましては、積雪

状況を見ながら地域の方々と協議の上、順次実

施しているところでございます。このほかに自

主的な除雪作業の促進のため、除雪用機材の支

援もあわせて実施しているところであります。 

  雪による農業関係の被害につきましては、１

月10日夕方から12日未明まで降り続いた雪によ

り、市内22カ所の農業用ハウスの倒壊が確認さ

れております。野菜や花卉栽培用のハウスのほ

か、ブドウ用、農業資材格納用についても被害

が及んでおります。そのほか、果樹の枝折れな
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どの被害も報告されておりますが、雪解け後に

全容が明らかになるものと思われ、被害規模の

拡大について危惧しているところでございます。 

  次に、雇用状況について申しあげます。 

  国の２月の月例経済報告では、「景気は、一

部に改善のおくれも見られるが、緩やかな回復

基調が続いている」としており、１月報告と同

様となっております。山形労働局発表の12月の

県内有効求人倍率は、原数値でありますが1.45

倍、ハローワーク寒河江管内で1.08倍、寒河江

市内に限りますと1.34倍で前月比0.19ポイント

増となっております。また、正社員に係る市内

の有効求人倍率は1.07倍で県平均の0.93倍、全

国平均の0.99倍を上回る高い数値を示しており

ます。 

  一方、西村山管内高校新卒者の就職内定率は

12月末現在で前年より一月早く100％に達して

おり、平成23年度以降６年連続で完全内定とな

っているところでございます。引き続き就職支

援を促進するインターンシップ事業を初め、就

職後のフォローアップ活動を行ってまいりたい

と考えているところでございます。 

  次に、企業誘致について申しあげます。 

  中央工業団地への企業誘致の促進につきまし

ては、昨年４月に分譲契約を締結しております

酒田市に本社のある外食産業への業務用食品、

資材の販売・卸を業務とする事務所と倉庫が完

成し、昨年12月から営業を行っているところで

あります。また、埼玉県に本社のある自動車用

部品製造会社と賃貸借により工場や駐車場とし

て使用していた用地の分譲契約の締結を昨年12

月に行っております。また、既に立地している

物流関係の会社と予約契約していた用地につい

て、１月25日に分譲代金の支払いが行われ、同

日付で譲渡しているところであります。 

  今後とも、魅力ある仕事の機会を創出し、若

者や女性などに新たな雇用の創造を関係機関と

連携を図りながら進めてまいりたいと考えてい

るところであります。 

  次に、やまがた雪フェスティバルについて申

しあげます。 

  第２回目となるやまがた雪フェスティバルが

昨年に引き続き山形県と西村山１市４町が連携

し、最上川ふるさと総合公園を会場に２月３日

から５日まで開催されました。 

  昨年は雪不足により、会場を縮小しての開催

を余儀なくされたところでありますが、今回は

十分な雪が確保され、期間中は天候にも恵まれ、

家族連れや若者、また、海外からの旅行者など

多くの観光客が訪れ、前回を上回る19万1,000

人の来場者に楽しんでいただきました。 

  会場のふるさと総合公園一帯では、シンボル

雪像や市民・団体の皆さんが制作したやまがた

式イグルーが会場内を飾り、県内のご当地グル

メが楽しめる「雪見横丁」や冬花火、雪上宝探

し、ステージイベント、雪国文化体験コーナー

や、やまがた雪フェスティバルのコラボイベン

トとして「木育・食育フェス」など子供から大

人まで、見て食べて体験して雪を楽しんでいた

だけたものと思っております。また、雪と光の

イルミネーション「シャイニングリバー」とあ

わせて、周辺の民活エリアの事業者と協力をし、

会場前の道路街路樹にもイルミネーションを設

置し、訪れた観光客の目を楽しませたところで

ございます。 

  課題でありました交通対策につきましては、

シャトルバスの発着所の変更や増便、会場周辺

の通行規制により大きな混乱もなく、さらに周

遊対策につきましては「山形どまんなか道の駅

フェス」と連携して、会場と各道の駅の周遊を

促進したところであります。いずれにしても、

今回の内容を十分検証し、次回開催がよりよい

ものになるよう検証してまいります。 

  次に、ふるさと納税について申しあげます。 

  先般、山形県において「平成28年４月から12

月までの県内市町村におけるふるさと納税の集
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計状況」が発表され、本市への寄附金額は、16

億1,300万円と、米沢市、天童市に次いで県内

３番目に多い納税額となっております。去る１

月には全国の自治体が出店している楽天市場に

おいて、ふるさと納税部門での「ショップ・オ

ズ・ザ・イヤー2016」を受賞したところであり

ます。今後は、姉妹都市である寒川町と連携し、

お互いの特産品の取り扱いを開始するなど、さ

らなる寒河江ファンの獲得につながるよう努め

てまいります。 

  次に、臨時福祉給付金支給事業及び灯油購入

費等助成事業について申しあげます。 

  消費税率の引き上げに伴い、低所得者への影

響を緩和するため臨時的な措置として臨時福祉

給付金支給事業を本年１月から実施をしており

ます。今回の給付額は平成29年４月から平成31

年９月までの分として、7,142人を対象に１人

当たり１万5,000円が支給されます。また、低

所得者等世帯の経済的負担の軽減を図るため、

1,351世帯を対象に一世帯当たり5,000円分を支

給する灯油購入費等助成事業もあわせて本年１

月から実施しているところであります。 

  次に、市内循環バス本格運行について申しあ

げます。 

  昨年１月27日から市街地周辺部と市中心部の

医療機関や商業施設を結ぶ循環バスの実証運行

を行ってまいりました。この間、利用者の皆様

から御意見をいただき、あわせて課題や利用実

績に基づいた検証を行い、昨年12月１日から本

格運行を実施しております。本格運行に際しま

しては、運行時間の前倒しや停留所の増設など

を行い、利便性の向上を図っておりますが、引

き続きＰＲに努め、利用者の拡大に努めてまい

ります。 

  最後に、南東北高校総体に向けた市民体育館

の整備について申しあげます。 

  ことしの７月28日から山形県、宮城県、福島

県の３県で開催される全国高校総体の男子バレ

ーボール競技が本市の市民体育館で開催される

ことから、昨年10月より市民体育館の床及び照

明等の改修工事を実施しておりましたが、この

２月に完成いたしました。大会では選手の皆さ

んのすばらしいプレーを期待したいと思ってお

ります。 

  以上、12月定例会以降の主な市政の概況を申

しあげましたが、今後とも議員各位の御理解と

御協力を賜りながら市政の運営に努めてまいり

ますので、よろしくお願いを申しあげる次第で

あります。 

  次に、第６次寒河江市振興計画行動計画、平

成28年度から平成32年度までについて御説明を

申しあげます。 

  行動計画につきましては、平成37年度を目標

年度とする第６次寒河江市振興計画を具現化す

るため、前期５年間の具体的な取り組みを示し

ており、毎年、事業の状況や情勢の変化などを

踏まえて見直しを行うこととしております。内

容につきましては、去る２月20日の全員協議会

において御協議いただいておりますので、それ

により報告にかえさせていただきたいと存じま

す。 

  以上でございます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第５、行政報告についての

質疑でありますが、後日行われます一般質問の

通告内容等と重複しないよう、議員において配

慮されますようお願いします。 

  ただいまの行政報告中、（１）市政の概況に

ついて質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、（２）第６次寒河江市振興計画行動計

画（平成28年度～平成32年度）について質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 
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  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第６、議第１号寒河江市教

育委員会委員の任命についてを議題といたしま

す。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第７、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第１号寒河江市教育委員会委

員の任命についてを御説明申しあげます。 

  教育委員会委員のうち菊地道子委員が、本日

２月28日をもって任期満了となることに伴い、

新たに寒河江市大字島字島南412番地の６、髙

橋まり子氏を任命いたしたく提案するものであ

ります。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願いを

申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第１号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第９、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第１号寒河江市教育委員会委員

の任命についてを採決いたします。 

  ただいま議題となっております議第１号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第１号については、これに同意す

ることに決しました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第10、議第２号寒河江市醍

醐財産区管理会財産区管理委員の選任について

を議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第11、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第２号寒河江市醍醐財産区管

理会財産区管理委員の選任についてを御説明申

しあげます。 

  醍醐財産区管理会財産区管理委員の任期が、

本年５月31日をもって満了となりますので、寒
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河江市財産区管理会条例第４条の規定により委

員の選任について議会の同意を求めるものでご

ざいます。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願いを

申しあげます。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第12、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第２号につ

いては、会議規則第37条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。これに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第２号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。 

  討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより、議第２号寒河江市醍醐財産区管理

会財産区管理委員の選任についてを採決いたし

ます。 

  ただいま議題となっております議第２号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第２号については、これに同意す

ることに決しました。 

 

議 案 上 程 

 
○國井輝明議長 日程第14、報告第１号損害賠償

の額の決定についての専決処分の報告について

を議題といたします。 

  市長から説明を求めます。佐藤市長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 報告第１号損害賠償の額の決定

についての専決処分の報告についてを御説明申

しあげます。 

  本年１月17日午後４時25分ごろ、市内石持町

地内において、市有除雪車の除雪作業中に発生

した車両の事故について、示談書を取り交わす

に当たり、地方自治法第180条第１項の規定に

より専決処分いたしましたので、御報告申しあ

げる次第であります。以上でございます。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第15、これより質疑に入り

ます。 

  報告第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第16、承認第１号専決処分

の承認を求めることについて（平成28年度寒河

江市一般会計補正予算（第６号））から日程第

49、陳情第２号町内会で管理している防犯灯の

電気料金等の助成を求める陳情までの34案件を

一括議題といたします。 
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施政方針説明 

 

○國井輝明議長 日程第50、施政方針説明であり

ます。 

  市長から説明を求めます。佐藤市長。 

〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 本日、平成29年第１回寒河江市

議会定例会が開催されるに当たりまして、平成

29年度の市政運営に臨む基本方針と施策の大要

を申しあげます。 

  私は、さきの市長選挙におきまして、多くの

市民の方々から温かい御支援をいただき、三た

び市政を担わせていただくことができました。

これまで「子どもからお年寄りまで安心して元

気に暮らせるまち寒河江」の実現を目指して取

り組んでまいりましたが、改めて４万2,000市

民の皆様の寄せる期待の大きさを感じますとと

もに、その責任の重大さに身の引き締まる思い

でございます。 

  平成21年１月の市長就任以来、一貫して意を

用いてまいりましたのは、市民目線に立った市

民主役のまちづくり、そして、市民一人一人の

幸せの向上と確かな未来づくりでございます。

３期目に当たりましても、その思いを忘れるこ

となく、平成28年度からスタートいたしました

第６次寒河江市振興計画を着実に推し進め、将

来都市像であります「さくらんぼと歴史が育む 

スマイルシティ 寒河江」を目指すとともに、

市民の皆様にお約束した施策の実現に誠心誠意

取り組んでまいる覚悟でございます。 

  今、寒河江市が抱える課題の一つは、何と申

しましても人口減少の問題であります。2015年

国勢調査の結果、市の人口は４万1,256人と、

この10年間で約2,400人減少しております。ぜ

ひともこの流れを食いとめていかなければなり

ません。待ったなしの最重要課題と考えており

ます。 

  そのためには、１つにはやはり、引き続き少

子化対策をこれまで以上に強力に進める必要が

あります。子どもの医療費無料化の拡大ととも

に新たに学校給食について無料化を進めるなど、

子育て世代への経済的支援を充実するとともに、

結婚・出産も含め切れ目のない子育て環境、保

育所・学童クラブ・学校など産み育てやすい環

境をさらに整備していくこと、そして、児童遊

具・学校施設など、学び、遊ぶ環境を充実し、

子供の笑顔あふれるまちを育てていくことであ

ります。また今、若者が都会へ出ていったきり

戻ってこないと言われております。こうした状

況を改善していくこと、多くの人々が寒河江に

住み続けて、そして、移り住んでもらうこと、

いわゆる移住・定住の対策に本腰を入れていく

必要があります。ＵＩＪターン促進への積極的

な支援を初め、寒河江独自の奨学金返還支援制

度の創設、住宅団地の造成などの新たな取り組

みを進めて誰もが住みたくなるまちを目指して

いきたいと考えております。また、地域の活力

を高めていくには、人口減少傾向の中にあって

も、地域経済を活性化させていく手だてを講じ

ていかなければなりません。そのためには、交

流人口を拡大していくことが重要であります。

にぎわいの創造であります。年間を通してこの

寒河江に多くの人々が訪れていただくこと、四

季を通した折々の祭り・イベントを充実させる

と同時にＪＲ左沢線を核とした広域観光をさら

に促進するとともに、長岡山の整備や道の駅チ

ェリーランドを21世紀型の道の駅として周辺も

含めてリニューアルしていくことといたします。

こうした取り組みを進めることによって、住ん

でよし来てよしの寒河江のまちをつくってまい

ります。 

  そして、２つ目の課題は、安全・安心のまち

づくりであります。東日本大震災から間もなく

６年、そして昨年は４月の熊本地震、そして鳥

取での地震、また、台風や大雨による被害が全

国各地で発生し、まさに災害列島であります。
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寒河江市は、おかげさまで近年大きな災害はあ

りませんが、備えは万全にしておく必要があり

ます。まずは心配される活断層対策など地震対

策の充実と、除排雪対策の強化により冬期間の

安全な市民生活確保を行うなど、災害に強いま

ちづくりを進めてまいります。防災対策のみな

らず、高齢化が進む中、健康寿命延伸への取り

組みを強めるとともに、ニーズに対応した介護

施設の整備や認知症対策等支援の充実など、お

年寄りに優しい安全・安心なまちづくりに努め

てまいります。また、市立病院につきましては、

機能充実と経営健全化に取り組むとともに、市

民生活を支える身近な道路の整備につきまして

も、落衣島線等の都市計画道路の整備を着実に

進め、安心して快適に暮らせるまちづくりに努

めます。 

  ３つ目は、宝を磨きブランド力を高め、寒河

江の元気を発信していくことであります。この

寒河江には、ほかにない誇れる宝が数多くあり

ます。そうした宝をさらに磨き、情報を発信し

て寒河江をＰＲし、活力に満ちたまち寒河江を

築いていきたいと考えております。 

  本市の特産品の紅秀峰やつや姫、加えてニッ

トなど名物の振興及び新たな特産品開発を支援

するとともに、新規就農者や後継者育成支援、

６次産業化の推進により、特産品の販路拡大を

強化してまいります。古刹慈恩寺につきまして

は、ガイダンス施設など観光拠点施設の早期整

備を進めることによって、地域全体の振興に結

びつくよう取り組んでまいります。ふるさと納

税制度を活用した全国へのアピールや東京オリ

ンピック・パラリンピックに向けたホストタウ

ン登録などにより、情報発信力の強化に努めて

まいります。 

  以上、私の所信の一端を申しあげましたが、

これらの課題解決はもちろん私一人や行政のみ

で解決できるものではありません。市民の皆様

とともに英知を結集してこそなし得るものと思

います。私は、その旗振り役として身を粉にし

て取り組む覚悟であります。そして、市民一人

一人がこの寒河江を愛し、そして、自信と誇り

を持ち暮らしていけるまちづくりに力の限りを

尽くしてまいる所存でありますので、議員各位

には引き続き格別の御指導、御理解を賜ります

ようお願い申し上げる次第であります。 

  次に、平成29年度当初予算について申しあげ

ます。 

  本市の財政は依然厳しい状況にありますが、

第６次寒河江市振興計画の実現と当面する市政

課題の解決に向け、積極的かつ重点的に取り組

みを進めるとともに財政の健全化にも配慮し予

算編成を行ったところであります。 

  まず、歳入予算につきましては、個人市民税

では、全体的な消費動向はまだ弱く営業所得の

落ち込みが予想される一方、給与所得等の増加

が見込まれることから増額とし、法人市民税は

市民税の落ち込みを考慮し減額の見込みといた

しました。固定資産税については、宅地開発や

住宅建築補助等の効果もあり増額を見込み、市

税全体では前年度当初予算対比1.9％増とした

ところであります。 

  地方交付税につきましては、前年度の実績を

もとに地方財政計画を勘案し、微増といたしま

した。 

  寄附金につきましては、好調な申し込み状況

が続いている実績を考慮し、ふるさと納税分と

して15億円を見込んでおります。 

  市債につきましては、地方財政計画を受け臨

時財政対策債は増加を見込み、その他の起債に

ついても対象となる投資的事業が前年度より増

加したことから、全体では前年度当初予算対比

9.6％増としたところでございます。 

  歳出予算については、２年目となる第６次振

興計画の着実な進展のための各種施策に取り組

むとともに、さがえ未来創成戦略に掲げる人口

減少対策についての施策を重点的に展開するこ
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ととしたところでございます。 

  その結果、平成29年度一般会計当初予算は前

年度当初予算対比4.5％増の181億6,500万円で

過去最大となり、特別会計と企業会計を合わせ

た予算総額は337億8,336万8,000円となったと

ころであります。 

  以下、第６次振興計画の５つの基本政策に沿

って、大要を申しあげます。 

  １つには、「子どもがすくすく育つまち」で

あります。 

  まず、「安心して生み育てられる環境づく

り」についてであります。 

  新たに赤ちゃんが生まれた家庭に対し、紙お

むつなど育児に必要な品物等を贈るさがえっ子

ハッピーギフト事業を開始し、その誕生を祝福

いたします。また、子育て世代包括支援センタ

ーでの相談支援体制を充実するほか、新たに産

前産後ヘルパーの助成事業を行います。インフ

ルエンザ予防接種費用の助成対象を、就学前の

児童から高校３年生までに拡大するとともに助

成額の大幅な引き上げを行い、子供を産み育て

やすいまちづくりをより一層推進してまいりま

す。 

  次に、「きめ細かな保育環境の整備」につい

てであります。 

  地域の保育ニーズに対応するため、市立にし

ね保育所の定員を平成29年度から30名を増員い

たします。さらに、年々増加する低年齢児の入

所希望に応えるため、民間立の認可保育所の施

設整備を支援し、さらなる保育環境の充実に努

めてまいります。また、移転・新築予定の市立

なか保育所の基本・実施設計に着手するととも

に、なか保育所みいずみ分園で、新たに土曜日

の１日延長保育を実施してまいります。 

  放課後児童クラブについては、西根小学校区

の利用児童が増加していることから、ねっこク

ラブ第３を、新たに開所してまいります。また、

多子世帯の同時入所に対する利用料の軽減を拡

充してまいります。 

  次に、「子育てを支える環境づくり」につい

てであります。 

  子育てに関する不安や負担感を解消し、安心

して子育てができるよう、きめ細かな支援が必

要であります。 

  子育て世帯の経済的負担の軽減を図るため、

高校３年生以下の子供が３人以上いる世帯の３

番目以降の幼児について保育料等を無料化して

まいりましたが、平成29年度から、一番上の子

の年齢制限を撤廃して、保育料無料化を拡大し

てまいります。また、ひとり親世帯の支援を図

るため、子供が高校に入学する際、新たに入学

準備として必要な学用品等の購入費用の一部を

助成してまいります。 

  また、児童遊園の遊具点検の結果を受けて、

キッズパーク整備事業補助金を交付し、地域に

おける児童遊園の遊具等の更新・修繕を支援し

てまいります。 

  次に、「豊かな心と体の育成について」であ

ります。 

  子育て世帯を社会全体で支えることは、子供

を産み育てやすい環境づくりにつながるととも

に、次世代を支える重要な土台づくりでありま

す。平成29年度から新たに学校給食の無料化に

向けての施策を展開してまいります。小学校で

は給食費の半額を補助するとともに、高校まで

に３人以上の子供がいる世帯については、３人

目以降の児童の給食費を全額無料といたします。

中学校については、食材費の上昇分について市

が負担することとし、保護者からの集金額につ

いては据え置くことといたしました。 

  次に、「未来を切り拓く学ぶ力の育成」につ

いてであります。 

  学びの充実と確かな学力の育成を図るため、

市教育委員会指定の公開研究発表を今年度から

中学校区ごとに行うほか、市教育研究所におい

ても小中が連携した９年間の学びを大切にして、
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系統的な学力の向上を推進してまいります。さ

らに、特別な配慮を必要とする幼児や児童生徒

への早期の適切な支援を行うとともに、教育相

談員の配置による不登校児童生徒への対応や教

育相談を充実してまいります。 

  また、高度情報化、社会のグローバル化に対

応していくため、電子黒板などの情報通信技術

の積極的な活用を図るとともに、３名の外国語

指導助手（ＡＬＴ）を市内小中学校に派遣して

学習指導のさらなる充実を図り、生きた英語教

育の推進や国際理解教育の充実等に努めます。 

  教育環境の整備については、新たに中学校３

年生の教室などにエアコンを設置するとともに

小学校に洋式トイレを増設してまいります。 

  ２つには「活力と交流を創成するまち」であ

ります。 

  まず、「魅力ある農業振興」についてであり

ます。 

  平成30年に控える米政策の見直しや農業従事

者の高齢化による担い手不足、耕作放棄地の増

加など、本市農業を取り巻く情勢は依然として

厳しい状況にあります。これらの課題に対し、

本市ではつや姫や紅秀峰を初めとしたブランド

農産物の販路拡大が重要であると捉え、効果的

なトップセールスや輸出事業を展開するととも

に、つや姫ヴィラージュの集約化の推進や紅秀

峰の生産体制をさらに強化してまいります。特

に、さくらんぼ収穫期の労力不足解消、作業効

率向上のため、箱詰め研修会の実施などの労力

確保対策や新たに乗用草刈り機導入支援にも取

り組んでまいります。また、昨年度好評であり

ましたさくらんぼの木オーナー制事業は、交流

人口増加のための要素を加え、新たな集客を図

ります。 

  さらに、新規就農者の確保のため、新・農業

人フェアへの積極的な出展や定住のための受け

入れ支援、設備補助や育成支援など、きめ細か

な対策を講じて担い手確保に努めるとともに、

農地の集積化による営農環境の健全化を図って

まいります。 

  次に、「地域資源を活かした観光振興」につ

いてであります。 

  観光客のニーズや動向を的確に捉え、寒河江

市でしか味わえない寒河江市ならではの着地型

観光を推進し、イベントの充実や効果的な情報

発信などの観光客誘致に努めてまいります。ま

た、昨年度実施した外国人観光誘客推進事業の

結果を踏まえた観光資源のさらなる磨き上げを

行うとともに、外国人観光客の利便性向上につ

ながる受け入れ態勢の強化を図ってまいります。 

  西村山地域のそれぞれが持つ観光資源を組み

合わせて活用し、新たな魅力を創出することは

交流人口の拡大への大きな力となることから、

連携強化による西村山地域を周遊するモデルコ

ースの充実や共同イベントの開催に取り組んで

まいります。 

  また、地域資源を活用したまちづくりとして、

西村山１市４町、中山町、山辺町及び山形県で

連携したフルーツライン左沢線を活用したまち

づくりを進めてまいります。さらに、ツール・

ド・さくらんぼなどの自転車を活用した取り組

みや農産物や森林資源を活用した誘客事業もあ

わせて進めてまいります。 

  次に、「賑わいを生む商工業振興」について

であります。 

  中心市街地の空き店舗対策として意欲ある商

業者に対し支援を強化してまいります。また、

ちぇりーマルシェ・朝市等のイベント開催によ

るにぎわい創出とあわせて、中心市街地活性化

センターの利活用計画の見直しを行い、交流人

口の増大に努めてまいります。また、新たにふ

るさと名物応援宣言を行ったさくらんぼ、つや

姫、ニットに代表される他に誇るべき地域産業

資源を活用した市産品を、国内外を問わず広く

ＰＲする取り組みへの支援を行い販路の拡大を

目指します。 



 - 15 -

  企業誘致が依然として厳しい状況の中、市内

産業における労働力確保には、若者や女性にと

って魅力的な就労の場の創出が必要であります。

本市が山形県の中央部に位置する、高速交通網

の要衝の地としての立地条件の優位性を積極的

に打ち出した企業誘致活動を引き続き展開し、

本市産業の活性化に全力で努めてまいります。 

  次に、「雇用の安定と就労環境の充実」につ

いてであります。 

  人口減少対策の柱である移住・定住支援につ

いて、若い世帯の本市への定着を図る観点から、

山形県と連携した奨学金返還支援制度に加えて、

既に奨学金を返還している若い世帯を支援対象

とした寒河江市独自の奨学金返還支援制度を新

たに創設し、若い世帯の本市への定着を図りま

す。 

  また、企業や学校等と連携を強化し、新規学

卒者等若者の就職支援とその後の地元定着支援

を行うとともに、東京都内においてガイダンス

事業を行い、進学等で地元を離れた若者のＵＩ

Ｊターンを図る取り組みを進めてまいります。

さらに、再就職を希望する高齢者や子育てなど

で一旦仕事から離れた女性が希望する職業につ

くことを可能にするため、合同就職面談会など

相談体制の強化を進めてまいります。 

  次に、「質の高い居住環境づくり」について

であります。 

  子育て定住住宅建築事業を引き続き実施し、

子育て世代の経済的負担軽減や住宅取得の促進、

定住人口拡大を図ってまいります。さらに、Ｕ

ＩＪターン等の転入者の移住支援や３世代同居

等のための住宅建築推進事業による住宅建築や

リフォームの支援を図り、定住人口の増加、住

環境整備に努めてまいります。また、今後も見

込まれる住宅地の需要に対応し、民間の住宅団

地開発を支援するとともに、市街地内の未利用

地の宅地等への転換や新たな住宅団地形成、整

備について検討を行ってまいります。 

  空き家の利活用を推進するため、所有者と利

用者とのマッチングと、空き家バンクへの登録

を積極的に働きかけます。利用困難な空き家に

ついては解体等の指導を強化して、空き家戸数

の減少に取り組んでまいります。また、移住者

が空き家バンクを利用し、空き家を売買または

賃貸し定住する際に、そのリフォーム費用の一

部を助成し、利活用を推進してまいります。 

  市営住宅につきましては、高齢者や障がい者

へ配慮したバリアフリー化や耐震化、修繕など

を計画的に進めます。また、平成29年度は、市

営住宅整備計画に基づき、老朽化した市営住宅

の移転改築に向け用地取得などを行ってまいり

ます。 

  ３つには、「元気に安心して暮らせるまち」

であります。 

  まず、「地域見守りネットワークの充実」に

ついてであります。 

  支え合い、助け合い、安心して暮らせるまち

づくりを進めるため、地域における要支援者等

に対するふだんの見守りと支援のネットワーク

を充実するとともに、災害時においては避難行

動に対する支援が適切かつ円滑に行われるよう

地域と行政とが一体となった体制を構築してま

いります。 

  被保護世帯及び生活困窮世帯等については、

生活保護制度や生活困窮者自立支援制度等を活

用して支援するとともに、ハローワーク等関係

機関との連携により就労支援を行い自立促進を

図ります。また、新たに子供の学習支援や家計

相談支援に取り組むことにより貧困の連鎖から

の脱却を支援してまいります。 

  ひきこもり対策については、本人や家族等の

相談支援に当たり、関係機関との連携により、

問題解決や社会復帰のための支援を行ってまい

ります。 

  次に、「高齢者支援体制の強化」についてで

あります。 
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  平成30年度から32年度までを計画期間とする

高齢者福祉計画・第７期介護保険事業計画を平

成29年度に策定いたします。特別養護老人ホー

ム等の施設整備につきましては、入所待機者の

動向などを勘案した上で、この計画の中に位置

づけて整備してまいります。 

  認知症高齢者を含む要介護者本人、家族への

支援、あるいは要介護とならないための介護予

防事業・活動には、介護保険サービスや公的サ

ービスのほか、今後多くの人々の支援が必要と

なってきます。そのため、認知症サポーターや

サークルで活動する方、元気な高齢者などが、

地域の支え合いに加われるよう取り組んでまい

ります。 

  次に、「共生社会の実現」についてでありま

す。 

  障がい者が、住みなれた地域で安心して暮ら

せるよう相談支援事業を充実していくとともに、

安心してサービスが受けられるよう、障がい関

係事業所のネットワークづくりを進めてまいり

ます。また、障がい者の自立と社会参加促進の

ため、関係機関団体との連携のもと障がい者団

体活動への支援を行ってまいります。 

  次に、「健康長寿のまちづくり」についてで

あります。 

  がん・循環器系疾患・糖尿病等、依然として

死亡率の高い生活習慣病について、生活習慣や

社会環境の改善を通じて、発症予防や重症化予

防の取り組みを進めてまいります。幼年期・若

い世代・働き盛り世代・高齢期のそれぞれのラ

イフステージにおける健康課題を的確に捉え、

効果的な健康教育や健康づくり事業等を実施し

てまいります。 

  また、疾病の早期発見・早期治療につなげる

ため、検診方法の改善、啓発強化等を進め、受

診率向上に努めてまいります。こころの健康づ

くりに関しましても、専門医によるこころの健

康相談や心の健康教室などを実施してまいりま

す。 

  次に、「いのちを守る地域医療体制の充実」

についてであります。 

  市立病院においては、県の二次保健医療圏ご

との医療需要を推計した地域医療構想を踏まえ

た市立病院新改革プランを３月に策定し、平成

29年度からこの新改革プランに基づき、民間的

経営手法を導入した行動計画を定め取り組みを

進めてまいります。また、医療情報ネットワー

ク等を効果的に活用しながら、二次保健医療圏

内の病院や一般診療所との連携強化と機能分担

を進めるとともに、山形大学医学部との連携を

一層強化し、医師派遣を継続して要請してまい

ります。 

  地区医師会など関係機関の協力を得ながら、

休日における診療体制の充実に取り組んでまい

ります。また、新たに貸し出し用の自動体外式

除細動器（ＡＥＤ）を導入してまいります。 

  次に、「地域防災力の強化」についてであり

ます。 

  災害時の食料や毛布などの備蓄品を各避難所

に早期に完備するとともに地域防災力を強化す

るため、自主防災組織の100％組織化を目指し、

防災リーダーの育成、防災訓練の充実を図って

まいります。また、山形大学と協力して市内の

活断層について調査を行い、活断層の情報も含

めた総合防災マップを全戸に配布してまいりま

す。防災行政無線の戸別受信機につきましては、

土砂災害特別警戒区域や市内の福祉施設、幼児

施設に配置拡充を行ってまいります。 

  地域を守る消防団員の服装・装備を充実する

ほか、計画的に軽積載車、小型動力ポンプを更

新して機能強化を図るとともに、能力や事情に

応じた特定の活動に参加する消防団員制度の導

入など、消防団活動の体制強化に努めてまいり

ます。 

  また、昭和58年の開業から35年を迎える本市

の市民浴場の建つ区域には活断層の存在が指摘
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されており、市民が安全かつ快適に市民浴場を

利用できるよう、移転改築に向けて調査を実施

してまいります。 

  次に、「交通事故や犯罪のない地域づくり」

についてであります。 

  平成28年度に策定した第10次寒河江市交通安

全計画に基づき、幼児から高齢者まで生涯にわ

たる交通安全教育を展開するとともに、新たに

高齢者の運転免許証の自主返納に対する支援に

取り組むほか、関係団体や地域住民と一体とな

った交通安全対策を講じてまいります。また、

防犯協会と連携した、青色防犯パトロール等の

防犯活動を展開するとともに、引き続き新たな

住宅地等へのＬＥＤ防犯街路灯の新規設置を推

進し、地域の防犯や通学路の安全確保に努める

など、安全・安心のまちづくりを進めてまいり

ます。 

  消費者保護の推進につきましては、消費生活

センターの相談窓口のより一層の周知を図りな

がら相談体制を堅持し、消費者の安全と安心を

確保してまいります。また、高齢者の特殊詐欺

被害防止に重点的に取り組むため、市民に対す

る情報提供や消費生活講座等を実施し、高齢者

福祉関係団体と連携した出前講座等をさらに充

実させてまいります。 

  ４つには、「一人ひとりが力を発揮するま

ち」であります。 

  まず、「市民・地域主体のまちづくり」につ

いてであります。 

  少子高齢化と人口減少社会を迎え、社会情勢

が大きく変化する中、地域コミュニティーの活

性化が課題となっており、そのため、地域づく

りにかかわる人材育成が急務であります。さく

らんぼ大学に新たに開設される地域づくりマイ

スター養成講座など地域づくりのプログラムを

活用し、団塊の世代の方などが活躍できる場づ

くりを支援してまいります。また、時代や地域

の特性に合ったコミュニティセンター機能を併

設した地区公民館のあり方について、柴橋地区

公民館をモデルとした寒河江型コミュニティセ

ンターの設置を検討してまいります。 

  地域活動の拠点施設である分館の整備につき

ましては、耐震化や増改築、エアコンの設置や

照明のＬＥＤ化等を支援し、安心・安全な施設

整備の推進を図ってまいります。 

  2020年開催の東京オリンピック・パラリンピ

ックに向けては、競技大会参加国との交流を通

じ、スポーツの振興と教育文化の向上及び地域

の活性化を図るため、ホストタウンの登録の動

きを加速してまいります。 

  次に、「豊かな人生の生きがいづくり」につ

いてであります。 

  寒河江さくらんぼ大学では、市民の学ぶ意欲

を一層喚起するため、開講講座を充実するとと

もに、より高い学習意欲に応えるため新たに大

学院を設置してまいります。 

  市立図書館では、乳幼児期からの本との出会

いを大切にし、親子のふれあいや読書習慣を育

むためのブックスタート事業や図書館まつりな

ど、読書や文学に親しみ、市民の交流の場とな

る魅力あるイベント等を実施するとともに、市

民の読書活動、児童生徒及び学校図書館等を支

援してまいります。 

  芸術文化の振興については、慈恩寺コンサー

トや人気芸能人の公演など市民の声に応えなが

ら多彩な芸術文化の鑑賞機会を提供するととも

に、より多くの市民が芸術文化活動にかかわる

ことができるよう、活動団体の発表機会の拡充

を図ってまいります。 

  また、平成29年度は全国高等学校総合体育大

会が山形、宮城、福島の南東北３県で開催され

ます。本市では男子バレーボール競技が開催さ

れますので、寒河江市の魅力をアピールしなが

ら、スムーズな大会運営に取り組んでまいりま

す。また、スポーツに情熱を持つ誰もがその競

技水準を高めることができるよう、競技力向上
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に向けた各種研修会等を開催してまいります。 

  国史跡慈恩寺旧境内については、史跡慈恩寺

旧境内整備基本計画を策定するとともに、ガイ

ダンス施設等の整備の取り組みを前倒しで進め

てまいります。また、慈恩寺講演会などを開催

し、慈恩寺文化の情報発信に努めてまいります。

すぐれた近代建築として県内で唯一近代建築

100選に選定されている市庁舎が開庁50周年を

迎えることから、現在、国の登録有形文化財へ

の登録手続を進めており、庁舎の魅力の再発見

につながる記念事業を展開してまいります。 

  次に、「男女とも活躍できる環境づくり」に

ついてであります。 

  男女とも活躍できる環境づくりにつきまして

は、第２次寒河江市男女共同参画計画に基づき

関係機関や企業等と連携を図りながら情報発信

を行い、意識の醸成を図るとともに職場環境の

整備に努めてまいります。 

  次に、「市民ニーズを捉えた行財政改革」に

ついてであります。 

  少子高齢化の一層の進行に伴い、人口減少等

による市税収入等の伸び悩みや社会保障関係経

費の一層の増加が見込まれる中、新たな行財政

改革アクションプランに基づき、事務事業評価

などによる事業のスクラップ・アンド・ビルド

を進め、限られた人材、財源を有効に活用し、

長期的な視点に立った健全な財政運営を進めて

まいります。全国各地からふるさと納税でいた

だきました寄附金は、寄附者の意志を尊重し、

市の重要な施策に充当させていただくとともに、

本市特産の農産品や逸品などの返礼品を通して

地域産業の振興を図ってまいります。また、更

新期を迎える公共施設等については、公共施設

マネジメント方針に基づいて計画的な整備を検

討し、長寿命化、複合化等について推進してま

いります。 

  ５つには「便利で快適に生活できるまち」で

あります。 

  まず、「心地よい都市空間づくり」について

であります。 

  都市公園は、市民の健康増進の場として重要

な役割を担うとともに観光拠点としても重要な

側面も備えております。市のランドマークであ

る長岡山の寒河江公園の整備につきましては、

大型車が利用できるアクセス道路の完成に向け

取り組んでまいります。また、開園25年を迎え

施設の老朽化が進むチェリーランドについては、

チェリーランド再整備計画策定に取り組んでま

いります。さらに、最上川や寒河江川の豊かな

自然に恵まれた水辺景観を楽しめるよう、チェ

リーランド周辺及びチェリークア・パーク周辺

の桜回廊の整備に向けた準備を行ってまいりま

す。 

  次に、「人と自然が共生するまちづくり」に

ついてであります。 

  廃棄物を減らすための情報提供や資源ごみの

分別徹底、集団資源回収を実施する子ども会な

どの団体への支援、不用品登録を初めとする３

Ｒ（リデュース、リユース、リサイクル）活動

の推進とともに、ごみの不法投棄の撲滅や市民

一斉クリーン作戦などに引き続き取り組んでま

いります。また、再生可能エネルギーの導入を

支援し、普及促進を図ってまいります。 

  次に、「交通ネットワークの整備について」

であります。 

  橋梁長寿命化修繕計画に基づき、橋梁の安全

確保に努め、稲沢橋の補修工事については平成

29年度で完了の予定であります。また、雪押場

の確保、地域との協働による除排雪活動等を行

い冬期間の道路環境の確保を図ってまいります。 

  都市計画道路の整備については、市立病院前

の都市計画道路山西米沢線の平成29年度完成を

目指し集中的に取り組むとともに、都市計画道

路落衣島線の西根工区について、事業認可申請

に向けた概略設計を行ってまいります。市道島

高屋線に係る嶋踏切については、安全な歩行空
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間の確保に向けて、ＪＲ東日本株式会社との協

議を進めていくとともに、市民の身近な生活道

路の整備については、町会等からの整備要望を

受け、寒河江市公共事業整備優先順位基準に基

づいて進めてまいります。平塩橋の整備につき

ましては、引き続き早期実現に向けて県に対し

強く要望してまいります。 

  市内循環バスについては、運行時間の前倒し

や停留所の増設を行い昨年12月より本格運行を

実施しており、デマンドタクシーとあわせて高

齢者等の移動手段の確保に努めてまいります。 

  次に、「生活を守る上下水道の整備」につい

てであります。 

  地震や集中豪雨などの災害時でも、市民生活

や水道施設への被害を最小限に抑えるための水

道施設の強靭化が求められております。川原ポ

ンプ場から長岡山配水池及び木ノ沢配水池まで

の送水管や老朽化した配水管を更新し、耐震化

及び長寿命化を行い、安全で安心な水道水の安

定供給体制の構築を進めます。あわせて、川原

ポンプ場の非常用発電設備を更新し、災害に備

えてまいります。水道料金については、平成30

年４月からの村山広域水道の料金改定の状況を

踏まえた料金体系の見直しをいたします。 

  公共下水道事業については、寒河江中央工業

団地内の早期の完了を目指し、汚水管渠整備を

進めてまいります。また、局地的な集中豪雨に

よる冠水箇所などの解消を図るため、雨水排水

整備計画を策定し、計画的な雨水幹線の整備を

行ってまいります。浄化センターについては、

継続的な汚水処理を行うため、長寿命化計画に

基づき設備更新を行うとともに、下水道処理施

設の広域化に向け継続的に検討を行ってまいり

ます。浄化槽整備事業については、市設置型に

よる浄化槽整備事業の普及整備に努め、あわせ

て浄化槽排水管の整備を行ってまいります。さ

らに、水洗化率向上に向けた普及対策にも力を

入れてまいります。 

  以上、平成29年度の市政運営の基本方針及び

施策の大要を申しあげました。 

  市議会議員各位並びに市民の皆様の御理解と

御協力を賜り、実現に向けて誠心誠意取り組ん

でまいりますので、よろしくお願いを申しあげ

ます。 

  以上でございます。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第51、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 承認第１号専決処分の承認を求

めることについてを御説明申しあげます。 

  今冬の降雪量の増加に伴う除排雪経費の追加

のため、平成28年度寒河江市一般会計補正予算

（第６号）について、議会を招集する時間的余

裕がなく急を要しましたので、地方自治法第

179条第１項の規定により専決処分を行ったも

のでございます。 

  次に、議第３号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第７号）について御説明を申しあげ

ます。 

  このたびの補正予算は、地方創生拠点整備交

付金を活用して、旧田代小学校を葉山の里たし

ろ交流館として再生するための地域づくり推進

事業費などを追加するものであります。その結

果、歳入歳出それぞれ９億3,743万5,000円を追

加し、予算総額を194億5,393万7,000円とする

ものでございます。 

  次に、議第４号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）についてを

御説明申しあげます。 

  このたびの補正予算は、浄化センター建築事

業総合交付金について、年度内完成が困難なた

め翌年度に繰り越すものでございます。 
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  次に、議第５号平成28年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）についてを御説明申

しあげます。 

  このたびの補正予算は、患者数の減少に伴い

入院収益及び外来収益等を減額し、他会計補助

金等を追加するものであります。その結果、収

益的収入及び収益的支出それぞれ5,662万5,000

円を減額し、予算総額を18億2,687万8,000円と

するものでございます。 

  次に、議第６号平成29年度寒河江市一般会計

予算について御説明申しあげます。 

  先ほども御説明申しあげましたが、財政の健

全化に努めながら、第６次寒河江市振興計画の

着実な実現に向けた取り組みとさがえ未来創成

戦略に掲げた人口減少対策、特に少子化対策、

移住・定住支援、交流人口の拡大などについて

の施策を積極的に推進する予算編成を行ったと

ころでございます。その結果、予算総額は歳入

歳出それぞれ181億6,500万円で、前年度当初予

算と比較して4.5％の増となったところでござ

います。 

  次に、議第７号平成29年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算について御説明申しあげま

す。 

  公共用水域の水質保全と快適で文化的な生活

環境の改善を目指し、適切かつ効果的な整備促

進に努めるとともに、社会構造の変化に対応す

る予算編成を行ったところであります。その結

果、予算総額は歳入歳出それぞれ16億1,477万

3,000円で、前年度当初予算と比較して513万円

の増となったところでございます。 

  次に、議第８号平成29年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算についてを御説明申しあげ

ます。 

  浄化槽整備区域における公共用水域の水質保

全並びに生活環境の改善を目的に予算編成を行

ったところであります。その結果、予算総額は

歳入歳出それぞれ２億3,844万2,000円で、前年

度当初予算と比較して793万1,000円の増となっ

たところでございます。 

  次に、議第９号平成29年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算についてを御説明申しあげま

す。 

  田代簡易水道施設の維持管理等に要する一般

管理費などを計上するものでございます。予算

総額は歳入歳出それぞれ611万1,000円で、前年

度当初予算と比較して４万1,000円の減となっ

たところでございます。 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算についてを御説明申しあげま

す。 

  国民健康保険税の収納率の向上や医療費適正

化対策を強化するとともに、保健事業を充実し、

被保険者の健康保持増進を図り、健全財政の維

持と効率的な事業運営に努める予算編成を行っ

たところであります。その結果、予算総額は歳

入歳出それぞれ47億9,351万8,000円で、前年度

当初予算と比較して１億17万9,000円の減とな

ったところであります。 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算についてを御説明申しあげ

ます。 

  後期高齢者医療に係る保険料徴収と各種申請

などの窓口業務を行うための経費を計上するも

のでございます。予算総額は歳入歳出それぞれ

４億7,946万6,000円で、前年度当初予算と比較

して851万9,000円の増となったところでござい

ます。 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計予算についてを御説明申しあげます。 

  第６期介護保険事業計画の最終年度となるた

め、地域計画策定に向けた検証を行うとともに、

引き続き介護保険給付額の増加に対応し、安定

した財政運営を行う予算編成を行ったところで

あります。その結果、予算総額は歳入歳出それ

ぞれ45億3,557万7,000円で、前年度当初予算と



 - 21 -

比較して３億9,084万9,000円の増となったとこ

ろであります。 

  次に、議第13号平成29年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算についてを御説明

申しあげます。 

  被保険者の介護の必要性の有無及びその程度

を審査判定するための介護認定審査会に係る経

費を計上するものであります。予算総額は歳入

歳出それぞれ2,542万2,000円で、前年度当初予

算と比較して141万4,000円の減となったところ

でございます。 

  次に、議第14号平成29年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算についてを御

説明申しあげます。 

  各財産区とも管理運営のための経費を計上し

たものであります。予算総額は歳入歳出それぞ

れ72万8,000円で、前年度当初予算と比較して

２万4,000円の増となったところであります。 

  次に、議第15号平成29年度寒河江市立病院事

業会計予算についてを御説明申しあげます。 

  このたび策定する新改革プランに基づき、地

域の医療ニーズに的確に応え、市民がいつでも

安心して受診できる病院づくりと病院経営の健

全化に向けて予算編成を行ったところでありま

す。収益的収入及び支出については、収入総額

及び支出総額とも18億2,181万6,000円とし、資

本的収入及び支出については、収入総額を１億

8,920万1,000円に、支出総額を２億3,719万

8,000円にするものであります。 

  次に、議第16号平成29年度寒河江市水道事業

会計予算についてを御説明申しあげます。 

  老朽配水管と主要送水管の布設替えや川原ポ

ンプ場の非常用発電設備更新など水道管路の耐

震化と長寿命化、災害対策の充実及び水道の有

収率の向上に重点的に取り組み、安全で安心な

水道水の安定供給体制の構築及び上水道の維持

可能な経営基盤の確立を重点目標として予算編

成を行ったところであります。収益的収入及び

支出については、収入総額を11億105万1,000円、

支出総額を10億6,192万6,000円とし、資本的収

入及び支出については、収入総額を１億4,930

万円に、支出総額を８億339万1,000円にするも

のであります。 

  次に、議第17号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを御説明申しあげます。 

  行政機関の保有する個人情報の保護に関する

法律及び行政手続における特定の個人を識別す

るための番号の利用等に関する法律の一部改正

に伴い、所要の改正をしようとするものであり

ます。 

  次に、議第18号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例等の一部改正についてを御説

明申しあげます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律等の一

部改正に伴い、育児または介護を行う職員の深

夜勤務及び時間外勤務の制限等について所要の

改正をしようとするものであります。 

  次に、議第19号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを御説明申しあ

げます。 

  地方公務員の育児休業等に関する法律等の一

部改正に伴い、育児休業の対象範囲の拡大等に

ついて所要の改正をしようとするものでありま

す。 

  次に、議第20号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを御説

明申しあげます。 

  農業委員会等に関する法律の一部改正により、

農業委員会に農地利用最適化推進員を新たに設

置することに伴い、所要の改正をしようとする

ものであります。 

  次に、議第21号寒河江市長等及び一般職の職

員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改

正についてを御説明申しあげます。 

  安定的な財政運営の推進を図るため、市長等
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の給料及び一般職員の管理職手当に係る減額期

間を延長する改正をしようとするものでありま

す。 

  次に、議第22号寒河江市若者定着支援未来創

成基金条例の制定についてを御説明申しあげま

す。 

  奨学金の返還を支援する事業を実施し若者の

本市への定着を図るため、本条例を制定しよう

とするものであります。 

  次に、議第23号寒河江市公民館に関する条例

の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  東部地区公民館分館である下河原分館の所在

位置の変更に伴い、所要の改正をしようとする

ものであります。 

  次に、議第24号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてを御説明申しあげます。 

  地区内の保育ニーズに対応した入所が可能と

なるよう、にしね保育所の定員を増員しようと

するものであります。 

  次に、議第25号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを御説明申しあげます。 

  東日本大震災の被災者等に対し市民浴場の使

用料を無料とする期間を１年間延長するため、

所要の改正をしようとするものであります。 

  次に、議第26号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを御説明申しあげます。 

  消費税率10％への引き上げが平成31年10月に

延期されたことに伴い、平成27年度から実施し

てきた低所得者への保険料軽減を継続するため、

所要の改正をしようとするものであります。 

  次に、議第27号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について及び議第28号

寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事

業の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型

介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一

部改正についてを、関連がありますので一括し

て御説明申しあげます。 

  介護保険法施行規則等の一部改正に伴い、所

要の改正をしようとするものであります。 

  次に、議第29号寒河江市工業立地法に基づく

地域準則を定める条例の一部改正についてを御

説明申しあげます。 

  工業立地法の一部改正に伴い、所要の改正を

しようとするものであります。 

  次に、議第30号寒河江市自転車等駐車場設置

及び管理に関する条例の一部改正についてを御

説明申しあげます。 

  通勤や通学等でＪＲ左沢線を定期的に利用す

るものの負担軽減を図るため使用料を無料とす

ることについて、所要の改正をしようとするも

のであります。 

  次に、議第31号寒河江市西村山郡介護認定審

査会共同設置規約の一部改正についてを御説明

申しあげます。 

  介護保険法施行令の改正に伴い、介護認定審

査会の委員の任期を設定するため規約の一部を

変更するもので、地方自治法第252条の７第３

項の規定により提案するものでございます。 

  次に、議第32号山形県市町村職員退職手当組

合規約の一部変更についてを御説明申しあげま

す。 

  構成団体である置賜公立病院組合の名称を

「置賜公立病院企業団」に変更することに伴い、

山形県市町村職員退職手当組合規約の一部を変

更する必要があるため、地方自治法第290条の

規定により提案するものでございます。 

  次に、議第33号市道路線の認定についてを御

説明申しあげます。 

  円滑な道路交通の確保と住民生活の向上に資

するため、２路線を認定しようとするものでご

ざいます。 

  以上、31案件を御提案申しあげましたが、よ

ろしく御審議の上、御可決くださいますようお

願い申しあげる次第であります。 
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  以上でございます。 

 

   散    会    午前１０時５９分 

 

○國井輝明議長 本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第２号       第１回定例会 

   平成２９年３月２日（木）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開します。 

  本日の欠席通告議員は、10番沖津一博議員で

あります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第２号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、これより一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。質問時間は、１議

員につき答弁時間を含め60分以内となっており

ますので、質問者は要領よくかつ有効に進行さ

れますようお願いします。 

  この際、執行部におきましても、答弁者は質

問者の意をよく捉えられ、簡潔にして適切に答

弁されるよう要望します。 

 

 

 一般質問通告書 

 平成２９年３月２日（木）                        （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

放課後児童クラブ

について 

 

 

 

 

 

 

 

（１）各クラブの児童数と待機児童につ

いて 

（２）学童保育ニーズ充足の計画策定に

ついて 

（３）施設の基準について 

（４）料金について 

（５）職員の配置と労働条件について 

（６）学童保育の多子世帯への補助につ

いて 

７番 

太 田 芳 彦 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

２ 

 

 

市営住宅の建て替

えについて 

（７）小規模学童保育への委託料につい

て 

（１）建て替えと維持管理の経緯につい

て 

（２）評価委員について 

（３）概算事業費の算出根拠について 

（４）家賃の算出根拠について 

（５）現在入居者との話し合いについて 

（６）家賃の補助について 

 

 

市 長 

３ 

 

 

 

 

４ 

 

 

 

 

高松駅周辺の住宅

団地造成について 

 

 

 

農業政策について 

 

 

 

（１）都市計画マスタープランの住宅地

について 

（２）西部地区の生徒数の現状について 

（３）高松駅を核とした賑わいあるまち

づくりについて 

（１）農政の競争力強化プログラムにつ

いて 

（２）寒河江市の取り組みについて 

（３）紅秀峰の海外輸出の現状について 

（４）今後の海外輸出の取り組みについ

て 

３番 

佐 藤 耕 治 

市 長 

教 育 長 

 

 

 

市 長 

 

５ 

 

 

６ 

ＩＣＴの取り組み

について 

 

市立病院新改革プ

ランについて 

 

（１）タブレット導入について 

（２）ＩＣＴの取り組みと、専門部署の

設置について 

（１）現況と課題について 

（２）新ガイドラインを初めとする、

国・県の施策との連携について 

（３）二次保健医療圏の今後の見通しに

ついて 

（４）今後の取り組みと課題について 

１３番 

柏 倉 信 一 

市 長 

 

 

市 長 

病院事業管理者 

７ 

 

 

 

 

８ 

 

次代を担う新規就

農者・農業後継者

への育成支援と農

業農村整備のさら

なる推進について 

高齢化社会を支え

る若者の正規雇用

（１）農業用水路「二ノ堰」左岸（東

側）地域の袋小路農道早期解消と用

悪水路の再整備について 

（２）農業用施設と果樹等の豪雪被害を

踏まえた独自の緊急対策について 

（１）企業誘致の現状と若者の正規雇用

促進について 

４番 

渡 邉 賢 一 

市 長 

 

 

 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

 

９ 

促進支援と市民総

活躍社会実現のた

めの実効ある「は

たらき方改革」に

ついて 

 

スポーツで流す汗

が輝き、歴史と芸

術・文化の薫る魅

力あるまちづくり

について 

（２）「同一労働・同一賃金」に逆行す

る指定管理者制度等の委託問題につ

いて 

（３）育児・介護休業法改正の周知徹底

と「過労死」撲滅対策の推進につい

て 

（１）市陸上競技場と市野球場の早期整

備について 

（２）中心市街地にぎわい創出に向けた

空き家・空き店舗利用の「まちなか

市民美術館（仮称）」整備について 

（３）さくらんぼの歴史を育む「明治維

新150周年記念事業（仮称）」につい

て 

 

 

 

 

 

 

市 長 

教 育 長 

１０ 

 

 

 

 

 

１１ 

地域おこし協力隊

について 

 

 

 

 

教育行政について 

（１）活動内容について 

（２）支援策について 

（３）クラウドファンディングの支援策

について 

（４）今後の事業の継続性について 

（５）今後の課題の取り組みについて 

（１）英語教育の時間割の編成について 

（２）「英語村」のようなサポート体制

について 

（３）アクティブ・ラーニング導入によ

る教育現場への効果について 

２番 

古 沢 清 志 

市 長 

 

 

 

 

 

教 育 長 

 

 

太田芳彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号１番、２番について、

７番太田芳彦議員。 

○太田芳彦議員 おはようございます。 

  暦も３月に入りまして、寒さは残りますが、

めっきり春らしさが感じられるきょうこのごろ

であります。 

  ２月３日から５日に本市で開催されましたや

まがた雪フェスタには、19万1,000人の入場者

で、昨年を大きく上回る人数であったとの報道

をお聞きしまして、すばらしい結果に関係各位

には大変御苦労さまと申しあげたいと思います。 

  それから、雪の話題になりましたので御報告

いたしますが、２月８日・９日と第68回さっぽ

ろ雪まつりを視察研修させていただきました。

札幌市は、現在人口が194万人の大都市であり

ますが、第１回の開催が1950年で、２月18日１

日の開催だったそうです。この年は、第１回の

紅白歌合戦が始まった年で、開催のきっかけは、

市内の高校生が大通公園の除雪した雪の山を見
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て、この雪を使って何かできないのかなという

発想から６基の雪像を製作し、雪合戦やスクエ

アダンスを行ったのが初めで、１日の開催で５

万人の観客であったということで、当時の札幌

市の人口が31万人だったとの説明でありました。

それが、平成27年は264万人の観光客だったそ

うです。先人たちは、こんな大きなお祭りにな

ろうとは考えもつかなかったのではとのお話で

した。 

  札幌の市役所内で１時間30分ほどさっぽろ雪

まつりの概要をお聞きして、その後現場に行き、

じっくり観察させていただきましたが、会場は

観光客の歩行も一方通行になっており、ウイー

クデーにもかかわらず多くの観光客でにぎわっ

ていました。 

  交通に関しましては、札幌駅の近くでもあり

ますので、各種交通機関が利用できるため、市

民の足に関してはすごく恵まれているなという

感じでありました。車利用に関しては、一般車

両の乗り入れは全てだめで、観光バスに関して

は臨時駐車場があって、大きなトラブルもなく、

また会場が３会場であるので、シャトルバスが

有料で運行されておりました。 

  数字だけ見ますと、本市とは比べようもない

んですが、人口割で考えますと、札幌市が人口

194万人で入り込み数が264万人、本市が４万

2,000人で19万1,000人の入り込み数であります

ので、見方を変えて人口１人当たりに換算する

と、本市のほうが密度が濃かったように思いま

す。また、平成26年度のさっぽろ雪まつりの経

済効果が419億円あり、工業などのない観光産

業のウエートが大きい札幌市にとって、閑散期

に対応するイベントとして定着できたことが大

きかったとのお話でした。札幌市の担当者には、

大変お忙しい中、対応していただきました。本

当にありがとうございますと申しあげたいと思

います。 

  本市も２度目の開催でありますので、これか

ら雪フェスタがさっぽろ雪まつりのような大き

なイベントになるように、１市４町が力を合わ

せて頑張っていきたいとの思いを強くしたとこ

ろであります。 

  それでは、通告番号１番、本市の放課後児童

クラブについて何点か質問させていただきます。 

  現在、我が国では出生率の低下に伴い少子化

が進んでいます。子供や子育てをめぐる環境は

厳しく、核家族化や地域のつながりの希薄化に

より、子育てに不安や孤立感を覚える家庭も少

なくありません。また、子育てと仕事を両立で

きる環境の整備が必ずしも十分でないことなど

が問題となっており、そうした状況を前に子供

が欲しいという希望をかなえられない人も多い

のが現状です。もとより、幼児教育や保育は生

涯にわたる人格形成の基礎を培う上で重要なも

のであり、質の高い幼児教育や保育を地域のニ

ーズに応じて総合的に提供することが重要とさ

れています。 

  平成24年８月に成立した子ども・子育て支援

法、認定こども園法の一部改正法、子ども・子

育て支援法及び認定こども園法の一部改正法の

施行に伴う関係法律の整備等に関する法律の子

ども・子育て関連３法に基づく子ども・子育て

支援新制度が2015年４月からスタートしました。

新制度の主なポイントは、保育の量的拡大確保、

認定こども園の普及、地域子ども・子育て支援

の強化となっています。今回は、地域の子ど

も・子育て支援の充実について質問、提言をさ

せていただきます。 

  近年、学童保育は毎日の生活の場になってお

り、小学校で過ごす時間より460時間ほど長く

なっているとの調査報告もあります。学童保育

において、子供たちの安全を守り、安心感のあ

る生活を保障する学童保育の役割と指導員の責

任はとても重いものです。学童保育は、子供た

ちが毎日の生活を営む施設にふさわしいものと

して整備されなければならないと思いますが、
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本市には12の学童クラブが存在し、勉強や遊び

に頑張っているようですが、初めに、児童福祉

法の改定により対象児童が６年生までの小学生

に引き上げられましたので、利用される小学生

も大変多くなっていると思われますが、学童保

育は、共働きやひとり親家庭等などの小学生が

放課後の時間を、学校のない土曜日や長期休暇

は朝から１日を過ごす施設であり、家庭と同じ

ように過ごせる生活の場となっています。子供

たちが「ただいま」と帰ってくると「おかえ

り」と迎えてくれます。小学校低学年の児童が

学校で過ごす時間は、年間198日1,218時間、一

方、学童保育で過ごす時間は、小学校で過ごす

時間より415時間も多い1,633時間程度もの時間

を過ごしています。各クラブの児童数はどうな

っているのかと、本市で待機児童は発生してい

るのかをまず教えてください。 

○國井輝明議長 太田議員、一問一答でお願いい

たします。 

○太田芳彦議員 では、最初に児童数をお尋ねし

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  太田議員から放課後児童クラブについて何点

か御質問をいただくということでありますので、

順次お答えをしたいと思います。 

  市内12クラブのそれぞれの児童数ということ

でありますが、平成28年度の状況でありますが、

寒河江小学校区のきらきらクラブについては75

名、寒河江中部小学校区の第一、第二、第三わ

んぱくクラブ合計で128名、南部小学校のなか

よしクラブが62名、西根小のねっこクラブ、ね

っこクラブ第２合わせて71名、柴橋小区のやま

びこクラブが58名、高松小区のせせらぎクラブ

が41名、白岩小区のさくらっこクラブが42名、

醍醐小区のだいごっ子クラブが14名、三泉小学

校区の泉っこクラブが15名と、合わせて市内合

計で506名になっています。今小学校の児童と

いうのは2,100名ぐらいですからね、大体４人

に１人は学童クラブに入っているという状況に

なりますかね。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。平成24

年、26年の４月の人数から見ますと、随分やっ

ぱりふえているんですね。やっぱり今のニーズ

を反映してですかね、すごくやっぱりふえてい

るなという感じがしました。 

  それでは、関連で、本市での待機児童が発生

しているのかを教えてください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 待機児童は発生しておりません。

今後もないようにしてまいりたいというふうに

考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。待機児

童は発生していないということで、本市は子供

たちには満足のいくものになっていると考えら

れます。 

  次に、市区町村が放課後児童クラブの整備計

画を策定することが義務づけられたわけですけ

れども、５年後の学童保育ニーズを充足するた

めの計画というものを策定していると思われま

すが、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 放課後児童クラブの整備計画と

いうのは、このさがえっこ・すくすくプランの

中にも記載があるわけであります。これ平成26

年度に策定をいたしました子ども・子育て支援

事業計画の中で、平成27年度から平成31年度ま

での計画を策定しているというところでありま

す。その中では、ここに54・55ページにありま

すけれども、クラブ未設置地区への設置、それ

から児童数に応じた環境整備、それから安定し

た運営の確保に努めるということにしていると

ころでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 
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○太田芳彦議員 ありがとうございます。今市長

読み上げられましたさがえっこ・すくすくプラ

ンですか、これを見ますと、平成27年から31年

度までの５カ年となっておりまして、需要量の

見込み数と提供量が同数で見込んでおりますけ

れども、過不足はゼロとなっていますが、現状

の実績と今後について伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども申しあげましたが、待

機児童というのは存在させないという考え方で

すから、需要量が提供量と、こういうふうにな

るわけですが、27年度の実績は433名というこ

とでありました。それから、28年度は先ほど申

しあげましたとおり506名ということでありま

すが、29年度は577名になる予定でございます。 

  今後につきましても、ニーズ調査をしながら

新たな計画、31年度には、今度32年度から36年

度までの５年間の計画を策定するというふうに

今考えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 やっぱりこの計画書からまいり

ますと、随分ふえているなという感じがします。

今市長からもありましたように、ひとつその

時々の人数に合わせまして対応のほうを進めて

いただきたいと思います。 

  次に、施設の整備の基準が見直されまして、

児童の集団の規模はおおむね40人までとするこ

と、児童１人当たり1.65平米以上の面積を確保

すること、開所日数は250日以上、開所時間は

平日が１日３時間以上、休日が１日８時間以上

となりました。そこで、現在の放課後児童クラ

ブ施設で、この基準を満たしていない施設を伺

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 基準については、１人当たりの

面積基準という分野について満たしていないと

いうのが３施設あります。柴橋小学校区のやま

びこ、それから高松小学校区のせせらぎ、白岩

小学校区のさくらっこ、この３つのクラブが開

設当初より利用児童が増加したことによって、

専用区域としては１人当たりの面積基準を満た

していないということになっております。 

  ただ、高松のせせらぎ、それから白岩のさく

らっこクラブについては、御案内のとおり学校

の体育館のミーティングルームを使用しており

ますので、学校内の施設、特に体育館とかグラ

ウンドなんかも利用している、利用することが

できるということがあります。それから、柴橋

小学校区のやまびこクラブについては、今後公

民館の再整備などとあわせて、新たな施設を整

備する計画になっているところでありますので、

そういった基準などについてはある程度克服で

きるようにしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。やはり、

施設が基準を満たしていないからすぐ施設をふ

やせなんていうことも、今の現状では大変難し

いと思いますので、やはり体育館とか運動場と

か、そして学校自体も小学生はちょっと減って

いるような気もしますので、やっぱりそういう

空き教室を使うとか、そういう工夫をしていた

だきまして、できるだけこういう基準は補って

いただきたいと、このように思います。 

  次に、料金についてお尋ねしたいと思います。 

  本市の場合、どこの学童クラブも同じ料金で

見てもらえるのかと、私の隣にはわんぱくクラ

ブがあるわけですが、帰宅時間を見ますと大分

遅い時間に帰られるお子様も多いようですが、

そういったお子様も同じ料金で見ていただける

のでしょうか、お尋ねします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この利用料金については、クラ

ブごとに、先ほど御質問にもありましたけれど

も、開所の時間あるいは終了時間が異なってい

るということがあります。そういう意味で、月
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額についても9,000円から１万円ということの

範囲内になっております。必ずしも統一料金で

はないと、こういうことであります。 

  それから、わんぱくについては平日は19時ま

でになっているんですかね、きらきら・なかよ

しクラブは午後６時半、その他のクラブについ

ては19時となっておりますが、この19時までに

なっていることについての延長の料金というの

はありません。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 延長料金については徴収してい

ないということですね。確かに親御さんにとり

ましては、遅くまで見てもらえるのは非常に助

かるんでしょうけれども、支援員・補助員の先

生方にとりましては、家庭に帰れば主婦の方も

おられるだろうし、子供さんを抱える方もおら

れると思いますので、延長時間についてはよく

よく今後検討していただきたいなと思っており

ます。 

  続きまして、放課後児童クラブの運営支援の

拡充について伺いたいと思います。 

  国の放課後児童クラブの基準として、社会保

障審議会児童部会のもとに設置された放課後児

童クラブの基準に関する専門委員会で検討され、

従うべき基準として支援員・補助員は原則とし

て２人以上配置し、うち１人以上は研修を受け

た有資格者であることが提示されましたが、本

市ではこの基準が守られているのかお尋ねいた

します。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 指導に当たる放課後児童支援員

の数については、御質問のとおり支援の単位ご

とに２人以上配置するということになっていま

す。ただ、２人のうち１人は補助員、要するに

支援員を補助する者をもってこれにかえること

ができるというふうになっております。寒河江

市の場合は、支援の単位ごとに資格を有する常

勤の支援員２人または支援員と臨時パートなど

の補助員を配置をしておりまして、常時２人以

上で指導に当たるような勤務体制をとっている

ところでありまして、基準は満たしている状況

になっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 基準は満たしているということ

でございますので、今後もそのルールといいま

すか基準だけは守っていただきたいなと思いま

す。 

  関連で、私先ほど、うち１人以上は研修を受

けた有資格者ということで申しあげたんですけ

れども、有資格者とありますけれども、どうい

った資格なんでしょうか、教えてください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この資格というのは、寒河江市

の放課後児童健全育成事業の設置及び運営に関

する基準を定める条例というのがありまして、

その第10条にこう規定しているわけであります

けれども、保育士、それから社会福祉士、それ

から幼稚園、小学校、中学校、高校などの教諭

になる資格を有する者、２年以上放課後児童健

全育成事業等に従事した者などで、県知事が行

う研修を修了した者という、この今申しあげた

いずれかに該当する者と、こういうふうになっ

ております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。 

  次に、支援員等の勤務労働条件の改善につい

てお聞きします。 

  現在、補助員の身分はほとんどが非常勤、臨

時、嘱託、パートとなっており、安心して働き

続けられる条件が劣悪なことから、勤続年数も

１年から３年の補助員が多くなっています。今

市内の放課後児童クラブの補助員の賃金は、自

給700円から800円と聞いております。経験年数

の長い補助員が少ないことは、保育内容の蓄積、

向上に大きな障害となってきます。そこで、指

導員の賃金引き上げを行うためには、放課後児
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童クラブの補助単価の引き上げが必要と考えま

すが、市としての考え方を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この支援員などの処遇改善につ

いては、平成26年から実施をしているわけであ

ります。平成26年には基準額を158万1,000円、

28年度からもさらに基準額を293万2,000円とい

うことでアップをして、質の向上の一環という

ことで、終了時間が午後６時30分を超えて事業

を行う、そういう全部のクラブに対して、職員

の賃金改善に必要な経費を委託料に上乗せをさ

せていただいているところであります。そして、

国の29年度の予算、今国会中でありますけれど

も、その中でも支援員等の勤務年数などに合わ

せて支援員としてのレベル確保、向上に向けて

の処遇改善も実施していくという予算も織り込

まれているようでありますから、こういう資料

が来ておりますけれども、そういうふうなこと

を予算が通れば、まだ我々の予算にも入ってい

ませんから、それは補正をして、さらにそうい

う対応をしていければというふうに思っている

ところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。やはり、

現場の声をお聞きしますと、労働の割には賃金

が低いのと、保育時間が午後７時までというの

がネックになっておるようでありまして、現状

で補助員としての仕事が長く続かないと。ハロ

ーワークで募集しても、なかなか来てもらえな

いとのお話でしたので、ぜひこの辺は御検討を

お願いしたいと思います。 

  関連で、雇用保険、労災保険について教えて

ください。 

  雇用保険は週20時間以上の勤務者、労災保険

は賃金をいただいている方全員が加入しなけれ

ばならない強制保険ですが、本市の加入状況は

いかがですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 各学童クラブでは、１週間の所

定労働時間が20時間以上で雇用期間が31日以上

の職員については雇用保険に入っている、また

雇用している全職員が労災保険に加入している

というふうになっております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 保険のほうはしっかり入られて

いるということですので、引き続きよろしくお

願いしたいと思います。 

  次に、現在本市では保育所など３人目が無料

となっておりますけれども、学童保育は多子世

帯への補助がないために、金銭的に厳しいと上

の子をやめさせざるを得なくなってしまうので、

多子世帯への補助をお願いできないかとの現場

の声があるんですが、市長のお考えをお聞かせ

ください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今年度28年度までについては、

一部のクラブが独自で利用料軽減というのを実

施しておったわけでありますけれども、29年度

から新たに兄弟姉妹で同時利用している多子世

帯については、２人目については利用料を半減、

半額にして、３人目以降は全額助成をしていく

ということで対応していきたいというふうに考

えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ２人目が半分助成、３人目が全

額補助したいということでございますので、そ

の辺は大変ありがたいですね。ひとつよろしく

お願いしたいと思います。 

  次に、最後の質問になるわけですけれども、

小規模学童保育への委託料について伺わせてく

ださい。 

  三泉の泉っこクラブと、醍醐のだいごっ子ク

ラブが、本市の小規模学童保育に当たると思い

ますが、補助員が少ないので休みをとりたくて

もとれないでいると、小規模学童保育への委託

料を増額してほしいとの要望があるんですが、
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市長の見解をお聞かせください。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新しくできたところ、だいごっ

子、それから泉っこ、大変14人、15人というま

だ少ないところであります。そういう意味で、

少ないと利用料金も、収入も少ないということ

になりますから、運営費全体が大変厳しい状況

にあるということは十分承知をしているところ

でございます。そういうことのために、開所し

たその２つのクラブについては初年度加算とい

うものを設けさせていただいて、上乗せをして

安定した運営ができるように配慮をしているわ

けでありますが、今後も児童の入所、利用児童

の状況などを見ながら、万が一運営に支障を来

すことがないように配慮していく必要があると

いうふうに考えております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 そうですね、やはり補助員が少

ないと、用事があって家庭で何かあって休むの

も休めないということで、この辺は非常に大変

だろうなと思ってお聞きしたところであります。

どうか、やはり子供を預かっている仕事が３Ｋ

のような仕事だなんてうわさが立っても、これ

は大変でございますので、ひとつその辺はお酌

みおきをいただきまして対応していただきたい

と思います。 

  今回、現場を回って多くの要望をお聞きした

わけですけれども、支援員の先生方からは、市

長への感謝の言葉もありました。光熱費が無料

になっているのは本市と天童市ぐらいで、本当

に助かっているというお話でした。また、２月

３・４・５日と行われました雪フェスタのオー

プニングに学童も参加させていただいたことを

大変喜んでおりました。来年度の予算内示で、

やまびこクラブの施設整備とねっこクラブ第３

新設との予算配分で、子供たちのことについて

は常に心配りをしていただき、ありがたいと思

っていますが、ソフト面でもぜひ整備していた

だくようお願い申しあげまして、通告番号１番

についての質問を終わります。 

  続きまして、通告番号２番、寒河江市営住宅

の建てかえについて質問をさせていただきます。 

  １月20日の議員懇談会の席上、市営住宅の整

備計画案が当局より報告がありました。冒頭、

計画策定の目的が示され、平成18年６月に住生

活基本法が制定され、その後平成19年７月には

住宅セーフティネット法が施行され、公営住宅

は低所得者以外に高齢者、障がい者、子育て世

帯などが安心して暮らせる住まいとして中核的

な役割を果たすことを位置づけたことに伴い、

本市においても少子高齢化と人口減少、定住促

進などへの対応が迫られており、また厳しい財

政状況等のもとでの市営住宅など、公共施設等

ストックの維持管理などが課題となっている。 

  そのため、平成22年３月に安全で快適な住ま

いを長期間確保する修繕・改善・建てかえや予

防保全的な観点からの修繕・改善計画を定めた

寒河江市公営住宅等長寿命化計画を策定し、公

営住宅等の維持管理に当たるとともに、平成28

年には老朽化が進む市営住宅など公共施設等を

計画的に更新、効率化、長寿命化等を行うため

の寒河江市公共施設等総合管理計画と、地方創

生への取り組みなど厳しい環境変化に対応する

今後10年のまちづくりを定めた第６次寒河江市

振興計画を策定、スタートしました。本市にお

ける公営住宅管理に係る課題を明らかにし、団

地敷地の有効活用と良質な住宅ストックの形成

に向けて、地域の住宅需要に対応した総合的な

活用の方針を設定するとともに、その居住環境

を整備、促進を図ることを目的とするといった

内容の整備計画案が報告されました。 

  そこで、現在本市には西寒河江住宅、高屋住

宅、西浦住宅、ひがし団地、高田団地の５カ所

の公営住宅が存在するわけですが、今回の整備

計画では西寒河江、高屋、西浦の３カ所が建て

かえで、ひがし、高田の２カ所が維持管理とい



 - 35 -

う説明でありましたが、この計画は平成22年に

策定されたと聞いておりますが、どういった観

点から建てかえと維持管理になったのかお尋ね

したいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 建てかえと維持管理の区別につ

いては、平成22年につくられたということであ

りますけれども、平成22年に寒河江市公営住宅

等長寿命化計画というものを立てました。先ほ

どの住宅整備計画案の計画策定の目的にも記載

しているのでありますが、この長寿命化計画に

ついては、平成22年から31年までの10年間を計

画期間として、昭和30年代後半から建築されて

きた寒河江市の５つの団地198戸の市営住宅に

対して、老朽化が激しい市営住宅の建てかえで

ありますとか、長期活用を図るための中長期的

な維持管理計画というものを定めたものでござ

います。 

  ５つの団地のうち、西寒河江、高屋、西浦住

宅の３団地については、昭和38年から47年まで

築造されたものでありまして、耐用年数30年を

経過しています。老朽化が激しくなっていると

いう状況でありますが、その３団地のうち西寒

河江、高屋住宅については耐震診断によると倒

壊の可能性が高いと診断をされております。ま

た、西浦団地についても、耐震性を得るために

は基礎部分や外壁の大規模な改修が必要だとい

うふうになっておりまして、そういう意味から

入居者への安全・安心確保のためには建てかえ

が最善なのではないかというふうな判断をして、

計画としたものでございます。 

  また、そのほかの２つ、昭和53年から55年に

築造されたひがし団地、平成３年から平成５年

に築造された高田団地については、耐震性のあ

る鉄筋コンクリートづくりとなっておりますの

で、耐用年数70年のまだその範囲でありますか

ら、定期的な点検を行って改修・修繕を実施を

して長寿命化を図り、維持管理をしていくとい

うことにする計画にしたものでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 私のそばに西寒河江住宅があっ

て、時々見かけるのでありますけれども、非常

に傷んでおりまして、これは気の毒だなと思っ

ていたときに建てかえということを聞きまして、

本当にありがたいことだと思っております。 

  次に、建てかえ実施の方針の中で西寒河江住

宅、高屋住宅、西浦住宅を１カ所に総合建てか

えとして計画するとの説明でありました。議員

懇談会でお聞きしたのですが、総合建てかえと

なった経緯をお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげましたとおり、

西寒河江、高屋、西浦団地、３団地については

建てかえる計画と、こういうふうにしているわ

けでありますが、これは平成22年につくった長

寿命化計画でそういうふうにしております。ま

た、先ほどの資料に計画策定の目的の中にも記

載してありますけれども、平成28年度、公共施

設等総合管理計画というものも策定をさせてい

ただいておりまして、そういう中で市営住宅を

含む公共施設の更新、効率化、長寿命化を図っ

ていくんだと、その中には当然統廃合も検討し

ていくんだという全体的な管理計画を策定して

います。 

  御案内のとおり、これから人口減少、高齢化

というものが進んでいくわけでありますし、財

政状況も必ずしも見通しが明るいわけではあり

ませんので、そういった意味で市営住宅につい

て今後整備をしていく手法として、どういった

手法がよりいいのかということをいろいろ検討

してきているわけであります。そういった意味

で、整備目標とする住宅戸数30戸を整備してい

くために、効果的な方法をいろいろ検討してき

たところでございます。 

  そういう中で、例えば現地でそれぞれ３団地

建てかえをするということを仮に考えてみます
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と、１つには経費も、一緒にするよりは当然か

かっていくということも考えられますし、現地

で建てかえをすると、今入居している人は当然

仮移転をしなければならないということになり

ますので、入居者にも大変な労力と負担が生じ

るということであります。そういう意味で、こ

の計画の中にも記載してありますけれども、現

実的には現在地で建てかえをするということは

不可能だと、こういうふうに記載していますね。

そうすると、新しい場所でそれぞれ３施設をつ

くっていくということになると、非常に効率が

よろしくないというふうにもなります。もちろ

ん、そういう意味で新しい場所につくっていけ

ば、現在住んでいる人も新しい団地ができた段

階で移転するということが可能になりますから、

そういう意味で新しい団地に新しい土地を求め

て、それに統合建てかえをするというのがより

ベターな選択ではないのか、方策ではないのか

ということで計画をしたところであります。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 私から考えさせていただきます

と、１カ所に統合するよりは、今のあるところ

に建てかえしたほうが、使う人も利便性として

いいのかなと思ったんですけれども、やっぱり

そういう議論もなされて統合になったというこ

とでございますので、そのように立派なものを

建てていただきたいと思います。 

  次に、建設適地設定の考え方で、評価項目と

して利便性、安全性、快適性、まちづくりの整

合性、敷地特性の５つの視点をもとに設定した

との説明で、候補地の評価もまとまったようで

ありまして、塩水地区が建設適地となったよう

でありますが、当然評価するには評価委員がお

られてのことと思いますが、評価のやり方につ

いてどのようにされたのかお尋ねしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、太田議員から御質問の中で

ありましたけれども、当然候補地については、

高齢者の方が入る、あるいは子育て世代が入る

ということで、住みよい住環境を提供していく

ことを主眼にして、用地の確保についてもある

程度容易であること、あるいは日常生活の利便

性なども勘案した上で、最初は西根地区、塩水

地区、島地区の３カ所に絞って検討させていた

だいたところであります。 

  そういった中で、先ほどありましたが、利便

性、それから安全性、それから快適性、まちづ

くりとの整合性、それから敷地特性という５つ

の視点で評価をさせていただきました。評価す

るには、外部の方にお願いをしたということで

ありますが、寒河江市住宅建築推進協議会の会

長さんとか市営住宅入所者選考委員の方、ある

いは公募による委員など６名から寒河江市市営

住宅整備計画検討委員会というものを組織をし

ていただいて、専門的な知見やあるいは市民目

線による評価をいただいて、その中で一番評価

の高かった塩水地区が建設適地とされたところ

でございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 わかりました。 

  次に、建屋の条件としては、１つが高齢者や

小規模世帯を対象とした住宅、次に１ＬＤＫか

ら２ＬＤＫ程度の間取り、これが65平米程度、

次に団地全体戸数が30戸、もう一つが駐車場が

１戸当たり１台、及び来客用の駐車場の確保と

なっているようでありまして、概算事業費が約

３億9,000万円との説明でありましたけれども、

この金額根拠というものがどのように積算され

たのかもお尋ねしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほどちょっとお示しをした市

営住宅整備計画の中では、今後の入居需要や入

居の世帯の構成などから、ファミリーの世帯に

ついては比較的間取りの広いひがし団地、高田

団地での対応を考えております。そして、高齢
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者の方あるいは小規模世帯について、今回新た

に整備する住宅団地で対応していくということ

に考えているわけであります。特に、高齢者に

配慮した室内での車椅子利用が可能な寸法確保

というものを基本として、１戸の床面積合計に

ついては、これは国の計画にあるわけですが、

住生活基本計画という計画で示している都市居

住型誘導居住面積水準の40平米以上ということ

で、１ＬＤＫから２ＬＤＫ程度の間取りと設定

をしています。 

  なお、市営住宅の将来必要数については、現

在入居世帯に対応する戸数、それから緊急時な

どに対応する戸数、それから要配慮世帯に対応

する戸数などから、全体で182戸としたところ

でございます。この将来必要数182戸から、今

後長寿命化を図り維持管理をしていくことにし

ている、先ほど申しあげましたひがし団地、高

田団地合わせて152戸を差し引いた30戸分につ

いて、新たな市営住宅として整備計画をしてい

くということにしているところであります。駐

車場についても御質問がありましたが、１戸に

つき１台の駐車場と、そのほか来客用駐車場を

整備していくということにしております。 

  また、このたびの市営住宅整備計画では、団

地整備を行うモデルケースとして高齢者などの

入居者を想定しておりますので、木造または軽

量鉄骨づくりによる２階建てであります。１棟

10戸を３棟確保する配置計画というふうになっ

ております。 

  御質問の概算事業費についてでありますが、

これは国で定めております公営住宅法などによ

る基準建設費を勘案するとともに、日本住宅性

能標準基準を参照にして整備予定の１戸当たり

の床面積を乗じて、建設に係る概算費用として

算出したものでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 わかりました。 

  次に、建てかえで新しい市営住宅になり、市

民などに対する住環境整備が図られることにつ

いては大歓迎でありますが、肝心なのは月額の

家賃であります。建てかえ整備された住宅の家

賃が、寒河江市市営住宅整備計画案で最低が２

万4,000円から最高が６万3,700円の見込みとの

説明でしたが、建てかえ整備された住宅の家賃

とは何を根拠に算出されたのか伺わせてくださ

い。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これは市単独で決めているわけ

ではもちろんありませんので、市営住宅などの

公営住宅の家賃については、公営住宅法施行令

第２条、これ家賃の算定方法という項目なんで

すが、それに基づいて算定をしているというこ

とであります。具体的に申しあげますと、大変

細かくて専門的ないろんな計数を使っていると

ころであります。それぞれの計数、それぞれの

項目について、寒河江市の状況を置きかえて、

そして数値を当てはめて算出した結果が、最低

家賃が２万4,000円、最高家賃が６万3,700円と

いうふうになっているところでございますので

御理解をいただきたいなと思います。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 時間が迫ってまいりましたので、

ちょっとはしょってやります。 

  現在建てかえを予定している西寒河江、西浦、

高屋の月額の家賃に関しましては、西寒河江が

最高は3,200円で、最低が2,900円、西浦が最高

8,100円、最低が4,300円、高屋が最高が3,000

円で、最低が3,000円と、非常に安価な料金に

設定されておりましたので、入居者にとりまし

ては大きなメリットだったなと思うんですが、

建てかえ予定の住宅ですと、最低でも２万

4,000円ということで、現状と比べると大きい

開きが生じるのでありますけれども、現在利用

している方々との話し合いなどは行われたのか

伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 
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○佐藤洋樹市長 現在の入所者の方との話し合い

については、本格的な話し合いというのは、も

ちろんこの寒河江市営住宅整備計画を策定した

後にさせていただくということにしております。

しかしながら、これまで平成25年度と28年度２

回にわたって西寒河江、高屋、西浦地区に入所

されている方に対して、この整備計画の参考と

するために意向調査などもさせていただいてお

ります。退去をお願いした場合、または建てか

え等による移転した場合、現在の家賃よりも上

昇することなどについての意向調査をさせてい

ただいているということでございます。 

  そういう意味で、計画が策定なりましたから、

入所者の方に対してこの建てかえの必要性につ

いて改めて丁寧に説明をして、御理解をいただ

き、同意を得た上でこの整備計画を進めていく

ということにしてまいりたいというふうに考え

ております。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ぜひそのように、やはり話し合

いを十分にしないと、不平不満が残ってもあれ

でございますので、十二分にこの辺は話し合い

をしていただきたいと思います。 

  次に、建てかえ整備された住宅へ建てかえ対

象となる住宅の入居者の方が入所したくても、

家賃が大きな負担となり入居できない方もいら

っしゃるのではないかと懸念されますけれども、

その辺の救済的な処置的なことはお考えになっ

ているのかお尋ねします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげましたけれども、

御質問にもありましたけれども、新たに入居す

る住宅家賃、従前よりも大変高くなる可能性が

あるというわけでありますので、こういう場合

は、寒河江市営住宅条例第23条、24条にも定め

ておりますけれども、家賃の特例として、当該

入居者の家賃を減額をするということになって

います。その減額の方法についても、公営住宅

法施行令第11条によって段階的に傾斜家賃等の

措置を行うというふうになっているところであ

ります。こういった家賃の軽減措置などについ

ても、これから現入居者の方に対してわかりや

すく丁寧な説明を行って事業を進めてまいりた

いというふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 太田議員。 

○太田芳彦議員 ありがとうございます。本当に、

やはり何と申しましても、入居者にとりまして

は家賃が幾らになるのか、この辺が一番の焦点

だと思いますので、救済措置があるようでござ

いますので、その辺を十二分に活用して対処し

ていただきたいと思います。 

  建てかえによりまして、入所者が快適に住め

るような、そんな市営住宅を御期待申しあげて、

私の質問を終わります。ありがとうございまし

た。 

 

佐藤耕治議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号３番、４番について、

３番佐藤耕治議員。 

○佐藤耕治議員 新政クラブの佐藤耕治でござい

ます。よろしくお願いいたします。 

  春が待ち遠しいきょうこのごろですが、こと

しの冬は昨年の少雪とは一変して、１月中旬の

大雪により寒河江市でも農業被害が発生しまし

た。被害に遭われた皆様にお見舞いを申しあげ

ますとともに、一日でも早い復旧と復興をお祈

り申しあげます。また、被害に遭われた方への

手厚い支援体制が必要であるのではないかと思

いますので、よろしくお願い申しあげます。 

  さて、近年、社会情勢や政治、消費者ニーズ

が大きく変わっていく中、以前の十年一昔は今

では三年一昔まで早まっているように感じてお

ります。行政側も、スピード感のある行動が要

求されておるように感じております。 

  では、早速一般質問に入らせていただきます。 
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  通告番号３、高松駅周辺の住宅団地造成につ

いて質問いたします。 

  （１）都市計画マスタープランの住宅地につ

いてお尋ねいたします。 

  先日の議員懇談会において、都市計画マスタ

ープランの見直し案が掲示なりました。その中

において、高松地区民の悲願であった住宅団地

について、高松駅周辺地域を住宅地として挙げ

ていただいたことは、まことにうれしい限りで

す。工業団地就労者の受け皿として、高松地区

の定住人口の増加を図るという基本方針のもと

に住宅地として土地利用検討図に掲載されまし

たことは、地区民みんなが喜んでいることと思

います。ただ、検討図では、市内５カ所の地域

が住宅地として掲載なっておりますが、民間開

発でということだと思いますが、地区としての

優先順位などがあるかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 佐藤議員から住宅団地造成につ

いての御質問であります。 

  この都市計画マスタープランについては、平

成10年に策定をしているわけでありますけれど

も、その後の人口減少、少子高齢化並びに社会

構造が大きく変化していくという中において見

直しをしていく必要があるということで、平成

27年12月24日に市の都市計画審議会に諮問をさ

せていただきました。現在、都市計画審議会に

おいて鋭意審議をしていただいているわけであ

ります。 

  この見直しに際しましては、新たにアンケー

ト調査を実施したり、また市内８つのブロック

で地区ワークショップなどを開催しておりまし

て、地域の方々あるいは各層の方々との意見交

換を行って、市民の皆さんのニーズを酌み取る

という対応をして、委員みずからも御出席をい

ただいているところであります。このたび、こ

の審議会でも議論も大分進み、案としてまとま

ったということでありますので、先般、市議会

議員懇談会にその概要をお示ししたところでご

ざいます。 

  御質問にあったＪＲ羽前高松駅東側への新た

な住宅地開発などの誘導については、先ほど御

指摘もありましたが、西部地区の維持発展、そ

れから中央工業団地に就労する方への住宅地を

提供し、定住人口拡大といったことについて、

地域の方からも御意見や要望を多数いただいて

いるところであります。そういう要望に応えて

いくということからも対応していくということ

にしているところでございます。 

  この住宅地の開発というのは、５カ所を記載

しているわけでありますけれども、それぞれの

優先順位があるのかということについては、基

本的には民間の主体による住宅地の開発形成と

いうことを当然想定をしているわけであります

ので、そういう熟度が高まった地域からそうい

う取り組みが進んでいくということになろうか

というふうに思います。そういった意味で、市

のほうで優先順位をつけるなどということはな

かなか難しいというふうに推察をしているとこ

ろでございます。 

  いずれにしても、今年度中に審議会からの答

申が行われるというふうに伺っておりますので、

その答申を踏まえて都市計画マスタープランの

見直しを行わせていただいて、その内容に基づ

いて施策を計画的に展開をしてまいりたいとい

うふうに考えております。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ただいま、はっきり言えば優先

順位はついていないと、熟度が進めば進んでい

くでしょうということに認識しました。 

  続きまして、（２）の住宅地についてですけ

れども、西部地区の生徒数の現状についてお伺

いしたいと思います。 

  市内３校の中学校生徒数の順番では、陵南、

陵東、陵西中学校の順になって、大きな違いに

なっておりますが、西部地区の生徒数の現状に



 - 40 -

ついて教育長にお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 西部地区陵西中学校区の小中

学校の児童生徒数についてお答えいたします。 

  高松小学校が122名、醍醐小学校が62名、白

岩小学校が97名、幸生小学校が14名、そして陵

西中学校が173名ということで、小中合計では

468名ということになります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ありがとうございました。この

ような数字から見ても、大変少ない現状ではあ

りますが、この数字を捉えまして、教育長はど

のようにお考えになっているかお聞きしたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 平成22年度には、陵西中学校

区の児童生徒数が561名でありましたので、こ

の６年間で約90名減少しているということにな

ります。この減少傾向というのは、学校によっ

てばらつきはありますけれども、市全体として

も同様であります。児童生徒の減少傾向という

のは、今後も続いていくことが予想されるわけ

であります。 

  このような現状に対しまして、市の教育委員

会といたしましては、少子化への対策というの

は学校教育にとって喫緊の課題だというふうに

捉えております。そのために、これからの本市

の学校のあり方を考えていくために、このよう

な児童生徒数の現状あるいは今後の推移、そし

て教育を取り巻く環境の変化、そして小中一貫

教育とかコミュニティースクールなどの新たな

教育の動向などもございますし、本市の公共施

設等の総合管理計画、そういったことを勘案い

たしまして、これからの子供たちにとってどの

ような教育環境が望ましいのかということを、

保護者や地域住民の皆様のお考えなども十分に

踏まえながら、慎重に見きわめていかなければ

と考えているところであります。 

  そこで、来年度には学識経験者等も交えなが

ら、本市の今後の学校のあり方についてさらに

検討を進める、深めるというふうに考えている

ところであります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ただいま６年間で90名減少して

いると、それは寒河江市全体でも同じようなこ

とが言えるかと思います。しかしながら、現在

の陵西中学校の平成29年度の入学者減少により、

これまで２クラスから１クラスになってしまい

ます。大変残念なことで、寂しい、悲しい現実

であります。小中学校時代は、大勢の仲間たち

と切磋琢磨してこそすばらしい人格が形成され、

人としてよりよい成長が期待できるのではない

でしょうか。それには仲間が必要で、そのため

には子供の世代が集う新たな住宅地形成が必要

です。このことが、この地域活性化に大きくつ

ながっていると考えますが、市長の御見解をお

伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま佐藤議員からは、子供

たちの人格形成に与える影響を踏まえて、児童

生徒の増加を目指した子育て世代が集う新たな

住宅地形成という御意見をいただきましたが、

まことにおっしゃるとおりだというふうに思い

ます。きのうも高校の卒業式などにお邪魔をい

たしましたけれども、やっぱり人間形成には一

人だけではだめで、友達とか友人などの存在と

いうのは大きく影響してくる、それが重要だと

いうふうにも思います。そういった意味では、

ある程度の児童生徒が集まった学習環境が整っ

ていくということが大事だなというふうに思っ

ています。 

  そういう意味で、人口の集積のために定住人

口の増加、誘導というのは大きな施策だという

ふうに思います。そういった意味で、マスター

プランの見直しに際しましても、その他の地域

においても大きな議論になったというふうに聞
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いておりますし、この高松地区だけでなくて、

その地区においても同様の課題を抱えていると

いうふうに認識をしています。そういったこと

から、市といたしましても新たな住宅街、住宅

地の形成というのは、第６次振興計画、さらに

はさがえ未来創成戦略において定住人口拡大に

向けた展開の大きな柱というふうに考えている

ところでございます。今後、マスタープランが

答申される見込みでありますので、それを踏ま

えてさらに的確に住宅地形成に向けて施策を展

開してまいりたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 市長には、大変同調していただ

いた面もございまして、本当にありがとうござ

います。本当にすばらしい子供たちをつくるた

めには、人を育てるのは人でもありますので、

本当にこれから前向きに検討していただきたい

と思っているところであります。 

  続きまして、（３）高松駅を核としたにぎわ

いあるまちづくりについてお伺いしたいと思い

ます。 

  西部地区の人口減少に歯どめをかけるために、

一日でも早い実現をお願いしたいと思います。

西部地区は今、国史跡慈恩寺の開発、特に総合

案内施設の整備、田代を挙げてのおもてなしレ

ストランたしろ亭のにぎわいや旧田代小学校の

合宿所転用による葉山の登山の基地化、葉山慈

恩寺修験等の体験観光など、誘客に向けて地域

の宝を生かして魅力アップに頑張っております。

このような観光誘客にＪＲ左沢線を活用して、

高松駅を中心とした周辺地域の活性化が期待で

きる今が、新たな住宅地形成に向けた検討を進

める絶好の機会だと思っております。どのよう

に考えているのかお伺いします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま佐藤議員からもありま

したけれども、慈恩寺については、いつも申し

あげておりますが、本市の観光拠点の大きな一

つでありまして、地域づくり、さらには寒河江

市の発展を左右する拠点だというふうにも思っ

ています。そういう意味で、先ほど御質問にも

ありましたが、今後、総合案内施設の整備を含

めた周辺整備ということを推し進めていく、そ

してそれと同時に交流人口の拡大、さらにはほ

かの施設との回遊性なども高めていくための施

策を展開していかなければならないというふう

に思っています。 

  そういう意味で、御指摘のＪＲ羽前高松駅と

いうのは、鉄道を利用して慈恩寺地区を訪問す

る観光客の皆さんの玄関口でありますから、重

要な施設でございます。そういったことから、

鉄道事業者のほうとも十分協力をして、地域振

興に向けた取り組みを進めていかなければなら

ないというふうに思っております。 

  市政報告でも、施政の方針でも申しあげまし

たが、左沢線を活用した広域観光などにも取り

組んでいくことにしていますから、そういった

意味で新たなこの高松駅の意義というんですか、

そういうものが今まで以上に高まってくるとい

うふうにも思います。そういう意味で、この高

松駅の東側の開発誘導というのは、いろんな意

味で有効な手だてになっていくというふうに理

解をしているところでございますので、ぜひこ

のマスタープラン見直しを行って、施策の展開

を鋭意進めていきたいというふうに考えている

ところでございます。 

○國井輝明議長 お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は11時といたします。 

 休 憩 午前１０時４７分  

 再 開 午前１１時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 通告番号４番、農政改革につい
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てお尋ねいたします。 

  ただいま国会が開催され、個々農業関係にお

きましても、四、五年ぐらい大変さまざまな提

案、法律、支援策などが出ておりますが、近年

の農業改革について、最近では大変細かい細部

のことまで提案なされるようになってまいりま

した。 

  そこで、（１）農政改革の競争力強化プログ

ラムについてお伺いいたします。 

  農政が大きく農業改革に取り組み、農業の競

争力強化プログラムとして、一、生産資材価格

形成の仕組みの見直し、一、流通・加工の構造

改革、一、土地改良制度の見直し、一、戦略的

輸出体制の整備、一、収入保険制度の導入、一、

原料原価の表示の導入、一、生乳の改革、一、

人材力の強化、ほかにも４つほど打ち出され、

これまでにない細部にわたる改革がなされてお

りますが、このことについて市長の御所見をお

伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 佐藤議員から農業競争力強化プ

ログラムということで御質問がありましたが、

このプログラム、国が昨年11月29日に公表した

プログラムでありますけれども、農業者が自由

に経営展開できる環境を整備するとともに、農

業者の努力では解決できないような構造的な問

題を解決していくという意味で、このプログラ

ムを公表したところでございます。 

  内容については、先ほどありましたけれども、

生産資材価格の引き下げや収入保険制度など13

項目に及んでいるところでございます。国がこ

うした方針を打ち出した背景には、農業者の自

立、そして競争力の高い経営基盤の確立のため

に支援をしていくという国の強い意思を、決意

を示しているというふうに理解をしているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 先般の総務産業常任委員会と農

事実行組合連合会との意見交換会の中でも、収

入保険制度の導入についての質問が出されまし

た。農家の皆さんは、新聞・テレビなどの情報

がほとんどであります。内容について農家に周

知をすることで、経営指針が図られると思いま

すが、市長の御所見をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 収入保険制度、プログラムの取

り組みの方策の中で収入保険制度についてある

程度周知が図られているというふうに、御質問

でありますけれども、収入保険制度については

青色申告が必要になる関係から、他の項目に先

んじて示されているということですが、その他

の項目、部門、部分については、今御指摘、先

ほど御質問にもありましたけれども、今国会に

関係法案であります農業競争力強化支援法とい

うのが提案されているわけでありますので、こ

の法案が可決後、具体的に明らかになってくる

のではないかというふうに考えているところで

ございます。 

  ただ、農政局のほうでは、こうしたプログラ

ムなどについてセミナーの開催でありますとか

ホームページ上でも紹介しております。市とし

ても、さまざまな機会などを通して情報収集に

努めているところでございます。農家の方々、

皆さんにおかれても、こうした機会などを通し

て積極的に勉強していただき、自己の経営方針

に生かしていただければありがたいというふう

に考えております。 

  そういった状況でありますので、今後このプ

ログラムが具体的に動き出すタイミングなどで、

情報を収集した上で、農家の皆さんにも的確な

情報提供をしてまいりたいというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ぜひ、各生産組合及び全農家を

対象とした説明会等を開催し、丁寧に説明、対

応していただくようお願いいたしたいと思いま
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す。 

  続きまして、これを踏まえまして寒河江市の

農業の取り組みについてお伺いいたします。 

  ただいまありましたように、国会が開催され、

そして県議会も開催され、さまざまな農業指針

が出されてからの行動も大変大切ではあります

が、寒河江市の独自の支援、攻めの農業政策が

重要ではないかと考えますが、寒河江市農業の

取り組みについて市長に御見解を伺います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の農業政策の取り組み

という、非常に幅広い御質問なのかなとも思い

ますが、とりわけこの13のプログラムに限って

の取り組みなどについてお答えをしたいと思い

ますけれども、13の中で３の人材力強化という

のがあるわけでありますが、人材はやっぱり農

業にとっても大変大事なポイントでありますか

ら、市としてもいち早く取り組んで、新規就農

者の育成推進事業による新規就農者の経営基盤

の早期確立に対する支援などに努めているとこ

ろでありますし、さらにはさくらんぼの労力確

保対策事業によって、雇用の労力確保に向けた

独自の取り組みなどをさせていただいていると

ころでございます。 

  それから、４では戦略的輸出体制の整備とい

う項目があるわけですね。近年の農政において、

これ１から13まで優先順位ではありませんが、

４番目に戦略的な輸出体制ということで、それ

は御案内のとおり、今年度、海外輸出推進協議

会という組織をつくっていただいて、とりわけ

紅秀峰の輸出体制の強化というものを独自に取

り組ませていただいているところであります。

今後においても、寒河江市独自の攻めの農業・

農政というものを、政策を企画して実施したい

というふうに考えておりますので、ぜひいろん

な御意見、要望などを賜れればというふうに考

えているところでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 ただいま市長からは、輸出、人

材、収入保険制度等々にかかわることをこれか

ら進めるということでもありますが、本当にぜ

ひ方向性的には有識者、生産団体、幹部の方々

初め地域別、年代層、品目別など多くの方々と

の聞き取りや調査をしながら進めていっていた

だきたいと思っているところでございます。 

  続きまして、（３）紅秀峰の海外輸出の現状

についてお伺いいたします。 

  平成27年、農林水産輸出は過去最高の7,503

億円となり、日本食ブームを背景に米や牛肉な

どが順調に伸びたと報告されています。品目別

では、米、牛肉、イチゴ、ブドウ、茶などが過

去最高を更新しています。 

  寒河江市においても、平成25年度より紅秀峰

を台湾へ輸出が開始され、27年にはマレーシア

への輸出を展開されております。さらには、平

成28年度には、先ほど市長からお話あった寒河

江市海外輸出推進協議会が設立され、オリジナ

ルパッケージによる差別化商品として出荷され

ていると聞いております。 

  そこでお伺いいたします。寒河江市の紅秀峰

の海外輸出の現状と感想をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の紅秀峰輸出事業につ

いては、平成25年にさかのぼりますけれども、

開催された2013台北国際食品見本市、フード台

北に出展をしたのが最初でございまして、今年

度で４年目を経過しているところでございます。

台湾だけではなくて、27年度からはマレーシア

のほうにも紅秀峰を輸出させていただいている

ところでございます。今年度の実績としては、

台湾については180キロ、マレーシアへは前年

度の２倍となります400キロを輸出していると

ころでございます。 

  それから、先ほど佐藤議員御指摘ありました

けれども、輸出体制というものを円滑にしてい

くために、昨年３月に寒河江市海外輸出推進協
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議会というものを設立をしていただいて、日本

を、そして寒河江を強く印象づけるために、

500グラムの化粧箱作製などをして販売力強化

策にも取り組んでいるところでございます。具

体的に、今は台北市内４店舗、それからマレー

シアのクアラルンプール市内20店舗において試

食販売によるプロモーションの実施をしている

ところでございます。 

  特に、イスラム教徒が多数を占めるマレーシ

アにおいては、日の出から日の入りまで断食を

行うラマダン明けの休日に昨年トップセールス

を行ったわけでありますけれども、大変好評で

あり、手応えを感じているところでございます。

まだまだ数量的にはこれから伸びしろが期待で

きるというふうに考えておりますので、効果的

な輸出施策を展開していきたいというふうに考

えているところでございます。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 私も輸出の伸び率としては高い

傾向にあると思っております。でも、まだまだ

少ない状況下にあると思います。そこでお伺い

いたします。 

  （４）今後の海外輸出の取り組みについてお

伺いいたしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今も申しあげましたけれども、

まだまだ数量的には台湾それからマレーシアも

これからだというふうにも思っています。なか

なかそういう意味で、我々も生産を、販売を拡

大をするための生産体制を確立をしていくとい

うこと、それから販路も開拓をしていくなどと

いう努力をしていかなければならないというふ

うに考えておりますので、そういった意味で関

係団体あるいは機関とも連携を図りながら、そ

の充実に努めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 海外輸出については、ことし１

月に新政クラブの行政視察において、山梨県笛

吹市の海外輸出について研修してまいりました。

「桃・ぶどう日本一の郷 笛吹」と打ち出して、

国内ブランド力もトップ、生産量もトップであ

る笛吹市であります。海外輸出にも力を注いで

おりました。輸出品目は、ハウス桃、露地桃、

ブドウであり、品種も２種類を出荷していると

のことでありました。中でも、国内人気ナンバ

ーワンの果物、ブドウのシャインマスカットが

輸出されているとのことであります。さらに、

笛吹市では数年前からシャインマスカットへの

品種更新が順調に推移し、0.5ヘクタールから

２ヘクタールの栽培者が少なくないと言ってお

られました。 

  輸出先は、台湾、香港を初め６カ国、27年に

はインドネシアにも輸出しているとお聞きし、

販売チャンネルの多さに驚きました。出荷実績

では、前年対比119％の16万6,870キロとの報告

でした。 

  また、鮮度保持では、航空便、船便を輸出先

により使い分けし、冷蔵庫を活用し、温度設定

を０度、３度、５度と試験を重ねながら出荷に

努めているとのことでした。日もちが短い、輸

送に問題があると認識されている果物、桃、イ

チゴ、さくらんぼがありますが、現在の国内輸

出伸びていることは、栽培技術や鮮度保持技術

が進展したからではないでしょうか。 

  さらに驚かされたことは、出荷経路でありま

す。寒河江市では、輸出をするために農家へ期

日、数量が指定された条件の中、専用容器に箱

詰めし、出荷を行っており、農家負担が大きい

ことが挙げられます。笛吹では、ふだん農家が

行っているＪＡ出荷のみです。ＪＡから青果市

場へ出荷され、輸出入業者が輸出用に適したす

ぐれた商品を見出し、専用容器に入れ、輸出入

業者からバイヤーへ、輸出国、百貨店、専門店

へと専門職による取り扱いがなされ、輸出され

ているところでした。寒河江市でも、農家の箱
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詰め作業及び経費負担を少なくすることで出荷

量がふえ、さらに輸出入業者の営業力を活用す

ることで産出額アップにつながるのではないで

しょうか。 

  現在の少ない紅秀峰の栽培面積と少ない栽培

農家数では、出荷輸出量の増大と産出額アップ

には懸念される要素があると考えます。それに

は、大勢の栽培農家により出荷量増大と出荷期

間の延長が必要ではないでしょうか。国内品種

ナンバーワンでもあるさくらんぼの王様、佐藤

錦と紅秀峰とのリレー出荷輸出を考えてはどう

でしょうか。さらに、つや姫やほかの農産物を

組み合わせた輸出を検討してはどうでしょうか。

市長の御見解をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 海外展開については、これから

どういうふうに持っていくか、販路を拡大して

いくかという、あるいはさらに輸出先をふやし

ていくか、農産物をふやしていくかなどいろい

ろ課題があって、それに対応した生産体制を確

立するということも大きな課題であろうかとい

うふうに思います。 

  今、海外輸出については、県の国際経済振興

機構、一般社団法人ですけれども、にプロデュ

ースをお願いをして、台湾は商田実業、それか

らマレーシアはＪＭＧトレーディングと取引を

行っているところでございます。両者からも、

信用も年々獲得しているところであります。先

般、新聞にもありましたけれども、ＪＭＧトレ

ーディングの関係者が寒河江のほうにも来てい

ただいて、いろんなお話をさせていただきまし

た。そういう話をお聞きをすると、我々のライ

バルは紅秀峰でいえばアメリカンチェリーなわ

けですね。アメリカンチェリーがもう既に店頭

にありますから、そこに紅秀峰を並べて買って

もらうと、こういうことが一番課題なわけです

ね。それは、なじみが少ないということと、基

本的には値段が高い、それから寒河江から持っ

ていくというので時間がかかる、日もちが短い

ということがあります。それから、前にも申し

あげましたが、防除基準が国によって違うなど

ということが、いろんな課題があって輸送方法

の検討、さらには鮮度保持のための工夫なども

必要です。それから、いろんな試行錯誤をしな

がら、さらにはやっぱり目的は何かというと、

農家の皆さんの所得の向上というのが最終的な

目的でありますから、そういう意味で、何もし

なくて、あとは中間リーダーのほうにみんなお

願いするとなれば、それだけ実入りが少なくな

るということも懸念されるわけなので、その辺

をどういうふうにしていくかなどということも、

御指摘の点もいろいろ検討させていただいて、

最良の方法を総合的に模索していくということ

必要かというふうに思います。 

  それから、生産ロットを確保していくという

ことが大事なことだというふうに思います。量

的に拡大をしていくためには、どうしても販売

量を確保していくためには生産量も安定的に確

保していく、そのための防除基準に沿った生産

ができていくための農家の皆さんの御理解とい

うんですかね、そういうことが必要なのかなと

いうふうに思います。それが、出荷量の確保に

おいては極めて大事なことだというふうに思い

ます。 

  それから、御質問で佐藤錦とリレー出荷がで

きないかというふうなお話でありますけれども、

なかなかこれ現実的には難しいというふうに、

あっちのバイヤーなんかも言っておりますが、

やっぱり佐藤錦はやわらかくて傷みやすい、輸

送と鮮度落ちになかなか耐えられないというよ

うなところがあって、継続的に安定して佐藤錦

を南国に運ぶということについては極めて難し

いのではないかというような見解でございます。 

  そういう意味で、先般来たバイヤーのお話で

すと、さくらんぼだけでなくて、今ブドウがい

っぱい出ているということ、シャインマスカッ
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トなどが大変あちらのほうでは人気があるわけ

で、大量に出ている。大量に出ているというこ

とはどういうことかというと、品物のよくない

ものも行っているということで、大変混乱をし

ているというふうにこの間来たバイヤーの方は

言っておられましたので、これ継続的に安定し

て輸出を続けていく、拡大していくためには、

そんなに急にやっぱり高望みするというんです

かね、身の丈に合わないような取り組みをして

いくと、逆にしっぺ返しが来るというふうにも

思います。やっぱり寒河江のさくらんぼはいつ

でもいいものを出してくれるんだなという信頼

をずっとかち得ていくためには、少し地道とい

うか着実にではありますけれども、いいものを

きちんと着実に地盤固めをして取り組んでいく

というのがいいのではないかということで今考

えております。そういった意味で、先ほども申

しましたが、知名度アップ、それから信頼度を

高めていくということで、さらに努力をしてい

きたいというふうに思います。 

  また、さくらんぼ以外の農産物輸出について

も、我々としても模索をしていく、特に米であ

りますとか、他のイチゴとかブドウとかについ

ても、いろいろ需要あるいはニーズなども踏ま

えながら取り組みを検討していければというふ

うに思っているところでございますし、新たな

輸出国などの開拓についてもやっぱり努力をし

ていって、さらに全体的な海外輸出の拡充に向

けて、充実に向けて取り組みを進めていきたい

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 佐藤議員。 

○佐藤耕治議員 １年たってすぐ急に増大、なか

なか難しいことだと思います。私の40年の経験

からちょっと言わせていただきますと、さくら

んぼの佐藤錦がやわらかくなるということが、

農家の方、そして農協の方、さまざまな関係機

関の方々からすると、今普通に健全な木であり

ますと、１週間から10日収穫して放置しても腐

敗する状況にない栽培マニュアルがなされてお

ります。それは、今多分品質関係では、山形セ

レクションのさくらんぼが一番だと私は思って

いるところなんですけれども、それはあくまで

も品質重視でもありますが、木の状態で健全な

ことでなければ、その収穫したものは健全であ

るからこそ１週間、10日放置しても腐敗しない

という状況下にありますので、ハードルをもっ

て進めば、その軟化するさくらんぼ、佐藤錦に

ついては克服できるのではないかということが

ありますので、その辺は技術的なことなので、

ＪＡさんのほうで対応していってもらいたいと

私は思っております。 

  最後になりますけれども、県内でも家族経営

から法人化し、輸出されている方々がおられま

すが、ロットが小さいため大変苦戦していると、

綿密な商談ができずに行動している方々と耳に

しています。成功者の方々のお話では、通訳者

やバイヤーとの交渉には海外に年間10回程度足

を運び、農産物の特性や品質、気候風土、トレ

ーサビリティー、国際トレーサビリティーなど

の説明をし、人と人との信頼関係を構築し、展

開していると聞いております。海外輸出には個

人対応では限界があり、三位一体となった取り

組みが重要ではないでしょうか。ぜひ、農家の

所得向上と国内トップブランドを維持し、国際

トップブランド化を目指し、さらには寒河江市

のインバウンド事業にもより交流人口へと進展

していくことを願っておるところであります。

これまでのさまざまの経過の輸出産業の中では、

これから末永く続けていくことと、知名度アッ

プのためにも農家、行政、三位一体となって頑

張って進んでいきたいと思っています。中でも、

私も前向きに捉えながら努力したいと思ってい

ますので、今後ともよろしくお願い申しあげま

す。 

  これで私の一般質問を終わらせていただきま

す。 
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柏倉信一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号５番、６番について、

13番柏倉信一議員。 

○柏倉信一議員 本日３人目の一般質問でござい

ます。質問に入る前に恐縮ですが、通告書の訂

正をお願いいたします。 

  通告番号６番の（２）新ガイドプランをガイ

ドラインと訂正をお願いいたします。大変失礼

をいたしました。 

  さて、このたびの議会からタブレットの議場

持ち込みと使用が許可されておりますので、習

うよりなれろということわざもございます、実

際に使ってみないとわからないこともあると思

いますので、タブレットを使わせていただいて

質問をさせていただきます。 

  この時間帯は、昼食を挟んでしまうので、や

やもすると緊張感に欠ける嫌いがありますが、

気合いを入れて頑張りますので、ひとつよろし

くお願いをいたします。 

  さきの太田議員の質問の冒頭にもありました

が、私も今月の８日・９日と、太田議員初め同

僚議員８名と１泊２日で視察に行ってまいりま

した。青森県で初めてタブレットを導入した八

戸市、我が寒河江市議会においても、新年度予

算にタブレット導入を要望している時期であり、

大変タイムリーな視察となりました。 

  人口23万4,000人、議員定数が32名、平均年

齢57.9歳で、60歳以上の議員が19名ということ

でした。一般的に、タブレット導入については、

議員数が多く平均年齢が高い自治体ほど導入は

難しいと言われますが、八戸市議会ではそうし

た弊害はほとんどなく、導入検討から約２年で

実施しておられました。何事でも前向きな姿勢

があればできるものと感じてきたところです。

また、議会事務局に、前にＩＴの担当部署にお

られた方がいらっしゃったのもタイミング的に

よかったようでございます。導入までの経過や

課題、多くの参考資料を頂戴してまいりました。

御協力に感謝申しあげたいと思います。 

  通告番号５番について質問させていただきま

す。 

  我々寒河江市議会として、昨年春にタブレッ

ト導入検討委員会を立ち上げ、事務事業の効率

化、ペーパーレスなどを目的として、導入に向

け予想される課題にも真摯に向き合い、一つ一

つクリアして、同僚議員全員同意のもと、新年

度の予算化を要望してまいりました。県内自治

体として初めての取り組みとなるタブレット導

入について、このたび市長にも御理解をいただ

き、新年度予算に盛り込んでいただきました。

議会費の中の使用料及び賃借料に含まれている

と思いますが、タブレット導入にかかわる予算

の内訳について伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 柏倉議員からまずタブレットの

導入について御質問がございましたので、お答

えをしたいと思います。 

  議会におけるタブレット導入については、２

年ほど前から検討がなされてきたというふうに

お伺いをしておりましたが、このほど議案書そ

れから予算書、諸会議の案内通知、行政情報検

索などのペーパーレス化の推進、そしてこのペ

ーパーレス会議の実践を通して事務処理の効率

化を一層図るために、導入経費等について平成

29年度当初予算に計上させていただいたところ

でございます。 

  内容については、先ほど御指摘ありましたが、

議会費議会事業費に使用料及び賃借料として、

タブレット使用料約240万円と、文書共有シス

テム使用料約115万4,000円など導入関係経費約

360万円を盛り込んでいるところでございます。

これとは別に、このほか当局分として、総務管

理費情報化推進事業の使用料及び賃借料に、タ

ブレット30台分の賃借料約130万円をあわせて
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計上させていただいているところでございます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 詳細な中身の答弁をいただきま

した。市長には、議会の要望に応えていただき

ましてありがとうございました。タブレット導

入検討委員会の一員として取り組んできた件で

あり、責任の重さを感じるところです。 

  山新のことし１月10日の報道によれば、全国

で約60の自治体が導入しておるとのことですが、

先ほども申しあげましたとおり、県内自治体で

はどこも取り組んでいないところであり、でき

るだけ早くタブレットを有効活用した議会運営

を軌道に乗せていきたいものです。 

  ここに至るまで、おのおのの会派などにおい

て先進地視察等々で検討してまいりましたが、

ほとんどの場合、プロバイダー料金の負担分に

ついては幾ばくか政務活動費から支出している

ところが大半でございます。我々議会は、政務

活動費からの支出はゼロであり、議員個人の負

担分だけ３分の１としたことや、通信に伴うデ

ータ量を抑制し、スムーズな通信環境を維持す

るために、おのおのの自宅に自費でＷｉ－Ｆｉ

ルーターを整備することに全議員の同意を得た

ところは、対外的に胸の張れるところだと思っ

ております。いずれにせよ、公費を使ってのこ

とですので、費用対効果を十分認識して取り組

んでいきたいと思います。 

  次に、ＩＣＴの取り組みについてお尋ねをし

ます。 

  近年におけるＩＣＴの進展はすさまじいもの

があり、今後700余りの職種がＩＣＴの進展で

消滅すると言われております。こうした間近に

迫った状況の対応も踏まえ、義務教育の場にお

いても小学生からパソコンやタブレットの使い

方、アプリのつくり方なども授業に取り入れる

方向で進んでおります。ＩＣＴの聖地と言われ

るシリコンバレーでは、数年前から運転席に人

のいない車が走っていたとのこと。ＩＣＴは事

務事業の効率化などといったレベルではなく、

あらゆる分野において使われる時代となってい

ます。本市のまちづくりにおいても必要不可欠

なものと考えます。 

  このたび、タブレット導入に当たり、当局と

話し合いも重ねてきましたが、専門部署、専従

者が見当たらず、検討する上で大変だなと感じ

たものです。今後のまちづくりを視野に、ＩＣ

Ｔの専門部署を設けるべきと考えますが、市長

の見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ＩＣＴ、いわゆる情報通信技術

につきましては、柏倉議員御指摘のとおり急速

な進化を遂げているというふうになっておりま

して、総務省では、ＩＣＴはこれからも日々進

化を続け、2030年ごろまでの間に現時点では基

礎研究の段階にある多くの技術も実現化されて、

地域や暮らし、産業に大きな変化をもたらすと

いうふうに言っております。現在においても、

高齢者見守りシステムあるいは防災監視システ

ムなど、さまざまな分野において人工知能を含

む技術開発がなされているところでありまして、

市民生活を支えるためにはもう不可欠な状況に

なろうとしているわけであります。 

  また、2020年の東京オリンピック・パラリン

ピックがあるわけでありますけれども、その開

催に向けて観光拠点における無線ＬＡＮ環境の

整備を急務というふうに政府のほうではしてお

りますが、Ｗｉ－Ｆｉによる生活情報あるいは

観光情報の提供を行っている、そういう自治体

もございまして、寒河江市においても有効活用

を図っていく、そういう必要があるというふう

に思っているところでございます。 

  少子高齢化、人口減少が進んでいく中におい

て、行政機関によるＩＣＴ活用というのは、業

務の効率化、情報の迅速性といった観点からも、

今後さらに導入がもちろん進んでいくというふ

うにも思っているところでありまして、御質問
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の専門部署の設置については、今後の関係情報

の収集、環境の変化などを十分図りながら、そ

の必要性、さらには他の自治体の動向なども十

分勘案しながら検討していくテーマになってい

るというふうに考えております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただいたわけですが、

ちょっと質問のヒアリングをするときに、私の

聞き方が抽象的だったのかなというふうに思う

ところもあって反省をしているところですが、

このＩＣＴの取り組みに関して私なりに勉強さ

せていただいたわけですけれども、具体的な取

り組みの一例というふうなことで、身近なとこ

ろで仙台市、グローバルラボ仙台という民間企

業、教育機関、仙台市が産学官連携した組織を

立ち上げました。ＩＴ分野の人材の育成である

とか、市内のＩＴゲーム企業と海外企業のマッ

チングとか、市内企業が開発したアプリケーシ

ョンなどのローカライズなどの開発支援を行っ

たりと、市内海外企業進出をバックアップをし

たりしているようです。また、本県の中でも鶴

岡市は、日本のシリコンバレーを目指して頑張

るんだというようなことも耳にいたします。 

  私なりに考えるに、我が寒河江市においても

民間企業、また寒河江工業、そして市が連携し

たような組織を立ち上げて、こうした人材育成

等々に取り組むのもおもしろいのかなというふ

うに思いますし、これ、なれば芸工大なんかも

巻き込んで、そういった形を進められればなと、

そんな思いもあってここに取り上げさせていた

だいたわけですが、ＩＣＴという部分に関して

は、やっぱりどちらかというと行政よりも民間

のほうがかなり先行しているのかなというふう

に思われるわけで、民間のノウハウをうまく活

用するというか、そういった方法も検討課題の

一つかなというふうに思っております。ちょっ

とこの件に関しては詳細に通告をしておりませ

んので、別の機会にゆっくりと質問をさせてい

ただきたいなというふうに思っております。 

  次に、通告番号６番についてであります。 

  久保田さんが病院事業管理者に就任され、間

もなく１年になろうとしておりますが、これま

で泌尿器科のエキスパートとして活躍してこら

れたのが、病院の経営者としての重責を担い、

緊張の連続であり、日常生活においても笑いか

ら遠ざかっているのではないかなと心配をして

おります。周りから聞こえてくる評判は、非常

に真面目で随分と頑張っておられるとの評価が

大半のようでございます。大変よい人材に就任

していただいたと喜んでおるところでございま

すが、きょうは肩の力を抜いていただきまして、

リラックスして答弁をいただければなというふ

うに思います。 

  本題に入りますが、私のところに来る市立病

院の苦情の中でよく言われるのが、患者を受け

入れしてくれないという話をよく聞かされます。

しかし、よくよく話をお聞きすると、受け入れ

ないのではなくて、現在の市立病院の医療体制

では受け入れられないのだというふうに思う部

分が多々あります。市民サイドから考えると、

市立病院には外科、内科、整形外科等が診療項

目にあり、救急医療にも対応できるはずなのに

患者を受け入れてくれないとの思いがあるよう

です。すなわち、市立病院の診療体制が市民に

余り理解されていないのではと思われます。 

  そこで、初歩的な質問となりますが、市立病

院の診療体制は、救急告示病院となっています

が、救急告示病院とはどういう患者を受け入れ

できるのか、また県立河北病院などの２次医療

基幹病院との違いはどのようになっているのか

お伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 初めに、救急告示

病院はどういう患者を受け入れるのかのお尋ね

ですが、救急告示病院とは、昭和39年に救急病

院等を定める政令によって創設された制度で、
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救急隊によって搬送される傷病者に関する医療

を担当する医療機関をいう、と定義されており

ます。都道府県知事が、救急業務の対象となる

傷病者の発生状況等を勘案して必要と認定しま

す。その認定要件としては、エックス線装置や

救急医療に必要な施設・設備があり、救急医療

の知識・経験を有する医者が常時診療している

こと、救急患者の専用病床や優先的に使用され

る病床を有すること等が定められているもので

す。 

  救急告示病院において、救急隊搬送の中でど

のような病状の患者を受け入れるかは、施設の

規模や医師数等、担当可能な診療体制によって

大きく違いが出てくるものであります。どのよ

うな病状の患者を受け入れるかは示されてはお

りません。県内では、平成27年６月現在、山形

県立中央病院や山形市立病院済生館を初め、県

立河北病院、寒河江市立病院を含め計37病院が

救急告示病院の認定を受けています。しかし、

各病院でどのような患者を診察させていただく

かは、むしろ平成25年３月に県が示した第６次

山形県保健医療計画や、その一部にある平成28

年９月に示された山形県地域医療構想の中に、

１次、２次、３次救急の観点から案内されてい

ます。救急告示制度に加え、救急の病態別の受

け入れ区分として、昭和52年から１・２・３次

救急という考え方が使われております。 

  議員御指摘のごとく、厚生労働省の検討会で

も救急告示制度と１次、２次、３次医療制度が

併存し、住民にとってわかりづらく理解しづら

い原因になっていると指摘されております。こ

こで基本的事項を整理させていただきましたこ

とは、今後住民の方々が救急医療を、また市立

病院をわかりやすく利用する上で根本となる重

要な事項でございます。 

  次に、当院と河北病院などの基幹病院との違

いのことですが、先ほど申しあげました山形県

地域医療構想の中で、山形大学附属病院と県立

中央病院が、３次医療機関として高度で特殊な

医療を提供するとされております。そして、県

立河北病院、山形市立病院済生館、済生病院、

北村山公立病院が地域の基幹病院に位置づけら

れ、基幹病院として救急医療全般や専門性の高

い医療を担当することとなり、当院を含めたそ

の他の病院は回復機能の強化を分担されており

ますので、特に高齢者の肺炎や骨折など回復期

につながることが多い病気の治療を担うことが、

地域住民の皆様の必要性を満たすために最良で

あると考えられております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 何か難しい時間帯の質問なもの

ですから、考えるんですけれども、やっぱり私

が疑問に思うのと同じで、今の御答弁を聞いた

感じだけではやっぱりなかなか一般市民には理

解が大変なのかなというふうに思いながらお聞

きをしておったのですが、寒河江市立病院新改

革プランの果たすべき役割と目指すべき姿の中

で、現体制の中で創意工夫し、２次救急までの

受け入れを明確にしたいとありますが、ここで

言う２次救急とは具体的にどんな患者を指して

おられるのかお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 ２次救急患者の具

体例についてですが、２次救急は１次と３次の

間の患者という位置づけになっておりますので、

まずは３次と１次救急の例を挙げさせていただ

きます。 

  重篤救急患者の救命蘇生を行うのが３次救急

医療と分類され、山形県の医療機関としては県

立救命救急センター、山形大学附属病院、公立

置賜総合病院救命救急センター、日本海病院救

命救急センターが担うと示されております。３

次救急の内容としましては、心筋梗塞、脳卒中、

頭部外傷などの病名が挙げられております。ま

た、救命センターで担うべき重篤患者の基準と

して、大動脈疾患、大動脈瘤とか大動脈瘤の破
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裂、または重症な外傷、重症やけど、中毒や敗

血症、重症呼吸不全や心不全、重症な意識障害

などが挙げられています。 

  次に、１次救急、初期救急医療は、休日や夜

間などにおいて比較的軽症の救急患者や外来診

療を担当する役割が示されており、休日夜間診

療センターや在宅当番医等が担当する分担とな

っております。すなわち、病名といたしまして

はインフルエンザやねんざ、便秘、軽度の吐き

気、下痢などは、この１次救急が担うことにな

ります。 

  御質問にありました市立病院が担う２次救急

ですが、整備上の役割といたしましては、１次

救急により手術や入院治療を要すると診断され、

転送された患者の救急治療に当たると示され、

当院を初め３次救急で挙げられた医療機関以外

の救急告示病院が担当施設とされております。

２次救急の患者は、例えば当院で頻度の高い病

気といたしましては、大腿骨や背骨などの骨折、

在宅療養中の高齢者の肺炎、腰痛で命の危険は

ないけれども自宅では過ごせないような状態の

方、あるいは糖尿病療養中の方の食欲不振や、

胃腸炎による脱水で点滴が必要な方などを中心

に受け入れさせていただくことになります。た

だし、山形県の保健医療計画によりますと、１

次救急・初期救急医療は、休日夜間の救急急患

センター９施設と休日当番医がこれを担うこと

になっており、大変少のうございますので、２

次救急医療として告示された病院等でも、１次

救急に属する病態の患者のニーズにお応えしな

がら診療させていただいているのが現状であり、

当院でも今後も１次救急もカバーできるように、

さらに力を入れてまいります。全国の救急告示

病院の約７割は、ただ１人の医師が救急を担っ

ており、患者の高度で専門的な医療への志向の

高まりに応えられるように、大きな市では夜間

救急告示病院診療科案内をホームページに載せ

たりして、受診前に当直医たちの各診療科を確

認して受診先を選んでから向かえるようにして

おります。当院のホームページにも、当直医師

予定表に専門科目を掲載し、できる限り患者様

のニーズに合った診療をさせていただけるよう

に心がけております。 

○國井輝明議長 お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５７分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁を頂戴したわけですが、３

次と１次の間というふうな答弁でございました

けれども、非常にそこの部分だけはわかりやす

いなというふうに思いながら聞かせていただい

たわけでございますけれども、私的に単純に、

大した医療の知識のない人間から見ても、脳梗

塞や心筋梗塞になった場合に、率直に申しあげ

て市立病院には麻酔科というのは存在しないわ

けですから、そういうふうな状況の中で搬送さ

れるというのはかえって自殺行為になるのかな

と。誰でもわかるような話なんですけれども、

なかなか一般的にはそういった部分を理解され

ていないのかなと、そんな思いもあって質問を

させていただいたわけで、答弁をいただきまし

たけれども、私の想像していた部分と合致して

いるなと。やっぱり、市民向きにはなかなか、

その医療行為がどういうふうなことだったらお

願いできるのかという部分はわからないわけな

ので、できるだけ専門用語ではなくてわかり安

いような表現で周知の徹底を図っていただきた

いなというふうに思います。 

  次に、国・県の施策との連携についてお伺い

をしたいと思います。 

  厚生労働省は、地域医療構想策定に当たり、

都道府県に対し、医療機関は病床において担っ
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ている医療機能の現況と今後の方向を選択し、

都道府県に報告する制度を設けるというふうに

なっておりますが、市立病院としてはどのよう

な報告がなされているのでしょうか。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 平成26年度より開

始された病床機能報告制度に基づき、一般病床、

療養病床において担っている医療機関の現状と

今後の方向等を報告することとされております。

毎年７月１日時点での具体的な現状を県に報告

しております。今年度の報告につきましては、

急性期機能を担う一般病床94床、慢性期機能を

担う療養病床31床と届けております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 続けてお尋ねをしますが、山形

県が作成した地域医療構想の中で、病床機能の

分化が問われていますが、今後市立病院におけ

る病床機能はどのようになっていくのか。回復

期、慢性期の病床が主体となるように思われま

すが、どのように進められるのかお伺いをいた

します。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 地域医療構想では、

西村山地域の病床利用率の低い病棟を有する病

院は、地域包括ケア病棟など回復期機能への転

換や充実、病床規模の適正化を進めるようにと

明示されております。また、患者の受診動向は、

人口構造の変化により後期高齢者が増加するた

め、肺炎や骨折による入院患者の増加率が高く

なることが見込まれております。これらの回復

期につながることが多い病気の治療の充実や急

性期治療後のリハビリなど、回復期機能の病床

に転換していくことが必要となってまいります。 

  当院では、病状が安定した患者の在宅復帰を

円滑に進めるため、最長60日まで入院すること

が可能で、歩行、食事、入浴、トイレなど日常

生活復帰のための手厚いリハビリを行う地域包

括ケア病床が12床ありますが、このような回復

期機能を担う病床を今後ふやしていく必要があ

ると考えております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 御答弁をいただいたわけで、私

の想像している方向なんだろうなというふうに

思いながら答弁をお聞きしておってわけですけ

れども、この病床機能の分化というのは、病院

経営にとって非常に重要な問題なわけで、総務

省が公表している新公立病院ガイドプランの冒

頭で、今後の公立病院の目指すところは、前ガ

イドラインと大きく変わるものではないという

ふうにうたっておりますけれども、病院経営に

大きく影響を及ぼすと思われるのは、地方交付

税措置に新たに算定となる、算定の基礎となる

病床数を許可病床数から稼働病床数に変更する

というふうにされた点だというふうに思うんで

すけれども、医師や看護師不足、患者数の減少

で非稼働病床を抱える病院にとって、普通交付

税が減る分、経営的に大きな打撃を受けるとい

うことになるのではないかなと。 

  先日行われた市立病院の新改革プランの説明

で、病床利用率を85％というふうに設定した旨

私らもお聞きをしたわけですけれども、こうい

うような背景を考慮すると、高い数字を設定せ

ざるを得ないことがやっぱりうなずかざるを得

ないのかなと。かといって、医師、看護師を確

保して患者数を思い切りふやそうというふうに

したいところなんでしょうけれども、一方では、

先ほど来のお話もあったとおり、地域医療構想

の中では分化、分業化を強力に進めていこうと、

高度急性期、急性期の患者を受け入れる病院に

は医師あるいは医療資源を思い切って集中投入

させるというふうなシステムになっているわけ

なので、こういうような状況の中で簡単に医師

の確保なんていうのはなかなかいかないのかな

というふうに思いながら、私なりに勉強させて

いただいておって、そうした中でもとりわけこ

の我が山形県、山形大学の蔵王協議会が中心と
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なって、関連病院や県の健康福祉部なんかとの

関連も連携を密にしながら、早くから地域医療

構想の策定とか医療供給体制を進めてきたとい

うふうにお聞きをすると、なおなかなか難しい

なというふうに考えるわけで、そうした中での

回復期、慢性期の病床にシフトをとらざるを得

ないというのは、病院事業管理者のお立場、環

境なんかも私なりに推察するに、心中はかなり

複雑なんだろうなというふうにお察しをしてい

るところです。 

  次に、地域医療構想は団塊の世代が後期高齢

者、75歳以上となる2025年をめどに当面検討さ

れておりますが、７市７町が２次医療圏となる

村山地域における人口構造、病床機能ごとの必

要量というのはどのように推計されるのかお伺

いをいたします。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 県で作成しました

地域医療構想によれば、７市７町の村山地区に

おける2025年の将来人口推計については、2015

年を100とした場合、ゼロから14歳までは82％、

15歳から64歳までは87％となり、子供の人口と

生産年齢人口は減少していくと見込まれており

ます。また、65歳から75歳までの高齢者人口は

98％と若干減少に転ずると見込まれております。

一方で、75歳以上の後期高齢者は114％と今後

は増加傾向にあります。全体として、村山構想

地域の2015年の人口54万5,900人は、2025年に

は50万4,000人と92％に減少すると見込まれて

おります。 

  そのことから、将来的な入院患者の推計を行

った結果、2025年の必要病床数は、病床機能報

告の許可病床と比べると、高度急性期病床は

734床から523床に211床の減、急性期病床は

3,143床から1,687床に、総計1,456床の減とな

り、高度急性期及び急性期病床は約1,700床が

過剰と見込まれます。 

  一方、回復期病床は723床から1,431床と708

床不足、慢性期病床は1,185床から1,232床の47

床の不足と、回復期病床が約750床不足すると

見込まれております。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。私も自

分なりに数字を拾ったんですけれども、大体病

院事業管理者の今の答弁と大同小異かなと。私

の調べた数字からいくと、高度急性期・急性期

対応の現在の病床数がトータルで3,877、それ

で2025年で必要とされる病床数が2,210という

ことで、トータルで1,660多いと。回復期・慢

性期の現在の病床数は1,908床で、2025年度で

必要とされる病床数は2,663床、755が足りない

と。大体似たような数字だなというふうに思っ

て、多少調査するスパンなんかの違いもあろう

かと思いますので、数字的にはそんなものかな

というふうに思ったんですけれども、こういう

数字を十分念頭に置いて病院の方向性を決めて

いかなくてはならないという、当然そういうふ

うになってくると思います。市立病院の改革を

やっぱり進める上では、一番のポイントとなる

のが地域医療構想との連携、そしてまた周辺地

域の医療の実態に関するデータの分析、これが

非常に不可欠なものだというふうに思いますし、

エビデンスに基づく改革でなくてはならないと

いうふうに思って質問をさせていただきました。 

  これまでいろいろと質問させていただき、答

弁を頂戴しましたが、総じてこの西村山地域に

おいては、救急性の高い高度急性期医療につい

ては山大、県立中央病院、急性期医療について

は県立河北病院が中心で担い、当然のことなが

らそれに対応できる医師を初め医療資源が集中

投入されるということになるのだろうと思いま

す。我が寒河江市立病院は、今後西村山地域に

不足することが見込まれる回復期・慢性期の患

者を主体に医療提供をしていくことが望ましい

というような結論になろうと思います。そして

また、地域包括ケアシステムを担う介護施設、
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医師会等の連携も深める必要があると考えます

し、こうした方向で進むに当たっては、まずは

市民に理解を得ることも大変重要な部分ではな

いかなというふうに思います。医療スタッフと

して求める人材なども、おのずと変化していく

ことが予想されると思いますが、今後の取り組

み課題をどのように考えて対応していかれるの

かお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 久保田病院事業管理者。 

○久保田洋子病院事業管理者 先ほど申しあげま

したが、地域医療構想において、当院の今後の

施策として回復期機能への転換や充実、病床規

模の適正化が示されております。高齢者の肺炎

や骨折など回復期につながることが多い病気の

治療におきましても、認知症等高齢者ならでは

の多くの併存する病気の治療を同時に進める必

要があり、幅広く診療に対応できる医師が求め

られることとなります。 

  これまで、専門性を重視した医師育成のもと

に、専門領域に特化した診療以外は診ることが

できない医者がふえ、医療の高度化、患者の専

門医志向・高度医療志向と相まって、地域の小

規模病院において専門外の病気の診療に支障を

来すことが問題となってまいりました。 

  寒河江市立病院では、今後は専門性に特化し

過ぎず、総合的診療能力を持った医者を求めて

まいります。逆に、急性期患者の外科系手術に

携わる医師の派遣増員は、機能分担という方向

性を考慮すれば厳しい状況にあると考えられま

す。また、御質問にありますように、介護施設

や開業医の先生方との連携をより一層深め、患

者を紹介していただいたり、あるいは当院から

退院後のかかりつけ医として逆紹介したりなど、

病院完結型の医療から地域包括ケアシステムの

中の一医療機関として、地域のかけ橋になるこ

とが求められています。高度な急性期の治療後

や手術後の患者様を受け入れ、安心な状態で在

宅や地域へと帰せる病院として変革していきた

いと考えております。 

  寒河江市立病院新改革プランの初めにも記載

しておりますが、当院の基本理念は、「地域住

民に信頼され、安全で安心な笑顔の病院を目指

します」であります。地域に必要な病院機能を

維持し、地域住民の皆様に継続的に医療を提供

していくため、患者に親しまれる医師、親しま

れる看護師、医療スタッフを育成し、今後の病

院運営につなげていくことが使命と考えており

ます。 

○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 答弁をいただきました。思いは

かなり複雑なんだろうなというふうに思いなが

らお聞きをしておったわけでございます。県が

作成した地域医療構想の村山区域の主な課題と

しているのは、診療機能を地域に必要なものへ

の病床規模の適正化、病床利用率の低い病棟を

有する病院は、回復機能への転換と広域連携に

よる病床規模の適正化をうたっております。そ

ういう観点から、このたびの市立病院改革プラ

ンは整合性のあるものというふうに思います。

ただ、個人的には独自色を持った病院機能を確

保してほしいなというような思いも捨て切れな

い部分があるわけですけれども、取り巻くこの

環境等々を考慮すると、なかなか難しいのかな

というのが実態のようですね。 

  医師・看護師不足への対策と、この医療提供

体制の改革というのは表裏一体で取り組むよう

な問題だというふうに思うわけでございます。

限られたこの医療資源、地域全体でいかに配置

するかというのがポイントになってくるんでし

ょうね。しかし、何かに言っても、やはりこの

医療という特殊な現場で、私らの知り得ない部

分が多々あるところだというふうに思いますし、

やっぱり現場でというよりも現場を熟知してお

られる病院事業管理者の采配に期待するところ

が大であります。 

  ちょっとまた後ろから同僚議員に冷やかされ
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るかもしれませんけれども、さきの懇談会、ま

たきょうの答弁をお聞きをいたしまして、私も

久保田病院事業管理者初め市立病院のサポータ

ー役の一翼を担わせていただきたいなと、でき

得る限りやはり市民に今の市立病院の実態とい

うものをきちんと周知をしていかなくてはいけ

ない。なかなかその誤解があって、整合性がと

れていないのかなというふうな、これまでの私

の質問の中からも御理解をいただいたと思いま

すが、そういう意味で実態というものをきちん

と周知をした中で、改革プランを進めていかな

くてはいけない、それにはやはり病院事業管理

者一人にお願いするのではなくて、やっぱり我

もそれにのっとったような対応をしていかねば

ならないなと改めて認識をしたところでござい

ます。 

  これまで、久保田病院事業管理者の答弁から、

少なくとも西村山広域の中での連携や医師会を

初めとする関係団体との連結は欠かせないと、

地域包括ケアシステムの構築を通じ、地域にお

ける医療及び介護の総合的な確保を進めていか

ねばならないと考えます。今後において、市立

病院運営は、こうした多面的な対応の必要性が

予想されます。このたびの市立病院新改革プラ

ンを実りあるものに仕上げる意味で、市長とし

て後方支援の重要性は不可欠と考えますが、市

長の御所見をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市立病院は、これまでも

そしてこれからも、市内はもとより西村山地域

の中核的な医療施設として大変重要な役割を担

っていくのだろうというふうに考えております。

そして、市民が安心して生活できるためには、

なくてはならない重要な病院であるというふう

に思っています。 

  今進めている市立病院の新改革プランの中で、

地域医療構想を踏まえた市立病院の役割として

掲げている一つには、在宅医療の提供と支援体

制の強化、そして地域包括ケア病床の拡充など

の、先ほどから御質問何度も出ておりますが、

回復期機能の充実というのは、先ほど久保田病

院事業管理者の答弁にもありましたが、地域包

括ケアシステムの中での一医療機関として地域

のかけ橋となる病院に変革していきたいという

答弁がございましたが、今後の医療ニーズを考

えていけば、そして寒河江市内の中核的な医療

機関としての役割を考えていく中で、当然求め

られる方向だというふうにも思いますし、寒河

江市のみならず西村山全体の地域医療をさらに

充実して、地域住民に安全・安心な生活を約束

していくという意味では、その果たす役割とい

うのはこれからも大きなものがあるというふう

に思っているところでございます。 

  先ほど柏倉議員から、それだけではなくて、

さらに地域の中核的な病院としての総合的な医

療機関の充実もあったほうがいいのではないか

というようなお言葉もありましたが、我々もそ

ういう思いを持ちながらも、現在の医療環境の

中で引き続き市立病院が存続をしていく、そし

て市民の負託に応えていく役割を果たしていけ

る病院としていくためには、現在の地域医療構

想というものを踏まえて、その地域の中で県そ

れから関係機関団体とも連携を図って機能を充

実をしていくという役割があろうかというふう

に思います。そういう意味で、私は設置者であ

りますし、そういう意味では自治体の長という

役目もあります。それから１市４町を取りまと

めるという役割もあるわけでありますので、そ

ういった立場としてさらにその中で西村山全体

の医療の体制を構築していく、守っていくとい

う意味でのこの市立病院の果たす役割を感じな

がら、思いながら、保健あるいは介護分野など

とも幅広く連携をして、一体的にこの改革プラ

ンに沿って、その実現を目指して取り組んでい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 
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○國井輝明議長 柏倉議員。 

○柏倉信一議員 市長から答弁をいただいたわけ

ですけれども、市長には県の健康福祉部長の重

責を担ってこられた方というふうなことで、釈

迦に説法の質問になってしまったのかもしれま

せんけれども、やっぱりちょっと私なりに考え

るに、一例を申しあげれば、病院の必要病床数、

慢性期における病床数というのは、慢性期にお

ける在宅等の受け皿がどのように変化していく

かというふうなことによって、必要病床数も大

幅に狂ってくるというようなことも当然のこと

ながら予想されます。やっぱり地域包括ケアシ

ステムとの連携というのは本当に大事な部分だ

なと。 

  あと、もう一つ非常に自分が懸念する部分と

いうのは、公立病院には地域で必要とされる医

療を提供するために不採算医療なども担ってい

かなければならないというふうに使命を持って

いるのではないかなと。そこにこの公立病院の

存在意義があるというふうに思うわけで、また

一方では、高コスト構造を含め持続可能な経営

体制の構築というのは不可欠なわけで、こうし

た課題と向き合って病院運営をしていかなくて

はいけないということになるわけで、そういう

意味ではやっぱり市長部局のほうからも、ある

いは病院事業管理者のほうからも強いきずなを

深めていただいて今後の対応をお願いしたいな

と。 

  以上、私の提言を申しあげまして、質問を終

わらせていただきます。 

 

渡邉賢一議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号７番から９番までにつ

いて、４番渡邉賢一議員。 

○渡邉賢一議員 市民クラブ、社会民主党の渡邉

賢一でございます。 

  弥生３月、市長からもございましたけれども、

昨日は県立高校の卒業式が行われ、多くの若者

が学びやを巣立っていきました。昨年から参政

権を有した若者に、ぜひ政治とのかかわりを持

っていただいて、洋々たる前途が希望に満ちあ

ふれ、平和で幸多かれと今後の活躍に熱いエー

ルを送りたいというふうに思います。 

  さて、佐藤市長の３期目スタートは、期せず

して究極の独裁者と世界から非難を浴びている

米国トランプ大統領と同じ１月20日でございま

した。昨日、米国議会ではアメリカ大統領の就

任演説がございましたけれども、市長の政治理

念とは全く逆の内容で、私も非常にショックを

受けましたし、数々の大統領令を連発し、世界

の人々を恐怖と失望に陥れるようなワンマン政

治、それに追随する安倍首相の外交姿勢、これ

に多くの不安と危惧を禁じ得ません。 

  市長におかれましては、市政運営の基本指針

で表明されました３つの柱、選挙公約で表明さ

れたスマイルシティー像とカラーをさらに鮮明

にしていただいて、市民の笑顔と幸せのために

尽くしていただきたい。第６次振興計画前期ア

クションプランの諸課題も進めていただきたい

と思っております。そのすぐれた手腕を、多く

の市民の皆さんが高く評価し、また強く期待を

寄せております。私は、これまでどおり是は是、

そして非は非として、今後とも市民の弱い立場

の方々の声なき声、思いを拝聴しながら発言さ

せていただきたいと思いますので、どうぞよろ

しくお願いを申しあげます。 

  今回は、市民の皆様の切実な声を３点、農業

農村整備、そして雇用と労働、文化・スポーツ

の３項目の質問にまとめさせていただきました

ので、どうか前向きな御答弁をよろしくお願い

申しあげます。 

  通告番号７番、次代を担う新規就農者・農業

後継者への育成支援と農業農村整備のさらなる

推進についてでございます。 

  １つは、農業用水路二の堰左岸（東側）地域
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の袋小路農道の早期解消と用悪水路の再整備に

ついてでございます。 

  二の堰は、御案内のとおり農水省で選定した

疎水百選、これの寒河江川用水の一つであるわ

けでありまして、この二の堰左岸地域は昨年米

品評会で金賞を受賞された犬飼さんのつや姫の

圃場も位置するところであります。また、さく

らんぼ栽培の発祥の地と言われる石持地区との

ちょうど川向かいであることから、昔からさく

らんぼ栽培の盛んな果樹地帯でございます。 

  先日、さくらんぼ生産組合の総会や農業団体

との会合に私も出席させていただきまして、こ

の地で水稲や果樹の複合経営をしている若い後

継者を初め農家の皆さんから切実な声をお聞き

してまいりました。例えば、農地が点在して効

率が悪いと、特に農道が袋小路では軽トラック

や農業機械がＵターンばかりしなければならず、

非常に非効率的であると、これでは農地の借り

手もいなくなると。議案にもありますが、今後

農業委員会の新たな制度改正として、農地利用

最適化推進委員の方々の活躍が期待されるわけ

ですが、市内の遊休農地の解消、担い手への農

地の集約化を加速させて進めていく上で、この

状況は大きな障害となってきております。 

  そこで質問ですが、県営水環境整備事業にお

いて延長約４キロ、そのうちでも農地に係る

1.5キロの遊歩道がつくられまして、それまで

利用していた二の堰沿いの農道が著しく失われ、

結果としてくし状の袋小路が存在してしまった

箇所が多いということで、市民からは完全な設

計ミス、いつこれが解消してもらえるんだろう

というふうに言われてきたそうであります。現

在は、二の堰親水公園の一部ということで、建

設管理課で所管する公園の一部となって指定管

理されているものでございます。そもそも、村

山総合支庁の前身である山形平野土地改良事務

所、県が事業主体で国と県、本市の負担金など

で進めてきた事業でありまして、今は完全に本

市が維持管理している公園になっているわけで

す。地元農家のその旧農道の原状回復、または

機能代替の農道整備というものが必要ではない

かというふうに思うわけでございますが、御所

見をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 二の堰左岸の袋小路農道につい

ての御質問でありますが、二の堰左岸、要する

に二の堰沿い東側の農道でありますね、そこに

ついてはもともと道路としての用地がなくて、

二の堰の管理用通路を農家の方が利用されてい

たというふうに聞いておりますけれども、御案

内のように、平成元年から平成６年度までの県

営水環境整備事業によってその通路が通れなく

なったために袋小路になっている農道が１カ所

あるというわけでございます。 

  この県営水環境整備事業については、県のほ

うに照会をさせていただきましたが、先ほど渡

邉議員からもありましたが、県営土地改良事業

として法的手続をとって、地元に説明をしなが

ら工事を進めたというお話でありましたが、記

録も残っておらないところで確認がとれないと

いう状況でございます。 

  それで、御質問というか御要望があるわけで

ありますので、袋小路状態を何とか解消するた

めの農道の整備ということでありますけれども、

現在その補助メニューというのが存在をしない

のでありますね。そういう意味で、なかなか補

助事業では対応できないということになってお

ります。そういったことで、先ほど来ありまし

たけれども、市の管理下にあるということで、

市の事業として実施をしていく場合はどういう

方法があるかということについて、我々も地元

の皆さん、それから御要望いただく皆さんとと

もに検討して、何とかそういう御要望に応えて

いけるように努力をしたいというふうに思いま

す。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 
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○渡邉賢一議員 前向きな御回答に感謝申しあげ

ます。私も関係者、関係団体の代表の方と、農

林課さんあるいは建設管理課さん、当該の土地

改良区である寒河江川土地改良区さん、県の農

村整備課さんなどに伺いながらも、これはやっ

ぱり市で解決すべき問題だというふうに言われ、

しかしながらこの農林課さんと建設管理課さん

との、いやそっちだろうというふうなことで、

長い間ちょっと、言葉選びながら申しあげます

けれども、御苦労されてきたものであります。

私も、ぜひここについては、なかなか８回目の

質問ですけれども、ローカルな話題は取り上げ

てこなかったわけですが、ここにつきましては

地元の強い声がありますので、きょうも後ろに

いらっしゃいますので、ぜひお聞き願いたいと

いうふうに思います。 

  続いて、質問２つ目の用水路の関係でありま

す。 

  二の堰の水は、農業用水のみならず下流の住

宅密集地の排水路、冬期間の排雪路ということ

で有効利用されております。しかし、一定の水

量確保のために放流された水による、隣接農地

の侵食、流出などの被害が生じまして、農家の

方が苦情も申しあげているところであります。

そして、下流の町内会長さんからもこの水は絶

やさないでくれという要望もされているわけで

すが、残念ながら、この両者のお話も当然なん

ですけれども、解決に至っていないということ

であります。 

  農業後継者のための農地の保全、そして安

全・安心のまちづくりのためにも、この農地の

原状回復、被害対応のため、早期に用水路整備

もあわせて行うべきと思いますけれども、市長

の御所見をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 改めて申しあげるまでもありま

せんが、この二の堰については農業の施設のみ

ならず、すばらしい景観形成ということで、寒

河江の財産だというふうにも思っております。

そういったことで、何とかその維持保全のため

に我々も努力をしていきたいというふうに思っ

ております。 

  御質問の水路については、農業用水路として

使用していただいておりますけれども、先ほど

来ありましたけれども、渇水時期においても住

環境向上のための用水として流しているという

ことでございます。それで、水路沿いの泥上げ

とか草刈りなどの維持管理についても、農家の

方と一緒に地域住民の方も協力をしていただい

ているというふうに伺っておりますし、今回の

洗掘された箇所についても同様に行っていただ

いているというふうに聞いております。 

  農業用水路の整備については、改めて申しあ

げるまでもありませんが、受益者負担という観

点から農家の方より要望をいただくことが通例

でございますけれども、今回の場合は受益面積

も少なく、水路を利用している農家の受益者も

少ないという状況でありますから、なかなか、

前の質問と同じようでありますけれども、補助

事業としては乗りにくいと、該当しにくいとい

うわけでございます。そういう意味で、市の土

地改良事業補助制度を利用していくということ

になったとしても、市、土地改良区が合わせて

半分負担しますけれども、農家の方も半分を負

担していただかなければならないということで、

大変な多くの御負担が生じるということになっ

てしまいますね。そういうことで、なかなか現

実的に難しいところがあるわけでありますが、

しかしながら、先ほど来申しあげておりますと

おり、貴重な財産でもありますし、市民の住環

境向上のために流している水によって洗掘され

ているという状況でありますので、どういう方

法があるか、今後いろいろ調査検討を進めなが

ら、何とかこの件についても改善できるように

努力をしていきたいというふうに思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 



 - 59 -

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。ぜひ、

町会長さんのこういう要望書とかさまざまな声

が上がっていると思います。ここだけでなくて、

市内にも数々の箇所もあるわけですけれども、

ぜひその早期整備の必要性について、今市長か

らも御答弁いただきましたけれども、最優先に

していただく中で、ぜひ実現に向けて御検討を

お願いをしてまいりたいと思います。 

  さて、２つ目の課題、農業用施設と果樹等の

豪雪被害を踏まえた独自の緊急対策についてで

ございます。 

  午前中も同僚議員の質問にもあったわけです

けれども、今回の豪雪被害については市政報告

の中で御報告をいただきました。ハウスの倒壊

22棟、果樹の枝折れなど今後雪解けとともにそ

の全貌が明らかになるということでした。私も、

同僚議員とともに被害に遭われた方々への心か

らのお見舞いを申しあげたいと思います。 

  特に、ハウスの倒壊ばかりでなく、重い雪に

よる雨よけハウスのパイプの曲がりが多く、大

規模な補修を余儀なくされている箇所も数多い

とお聞きしております。果樹の枝折れの被害も

深刻であります。一部では、ことしは１割から

２割減収になるかもしれないというふうな深刻

な見方も出ているそうです。市長はどのように

御認識なのか、御所見をお伺いしたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 冒頭の開会の市政の概況の際も

御報告申しあげましたが、１月10日夕方から断

続的な大雪に見舞われて、特に南部地区を中心

にして、果樹用、野菜栽培用の農業ハウス倒壊

が見られているところであります。また、果樹

につきましても、先ほど来お話ありますが、市

内全域で樹体の枝折れ等の被害が確認されてい

る状況であります。積雪がありまして、樹園地

の確認が困難な場所もまだ多々ありますので、

サンプル調査という結果に今のところなります

が、特にリンゴの古木と洋梨に被害が多いよう

でございます。あの被害の全容につきましては、

ＪＡさがえ西村山と連携をとりながら現在調査

中でございます。 

  これまでの期間を通しての積雪量というのは

平年並みであるというふうには思いますが、雪

への準備が整わなかったところに一気に集中し

て積雪があったために対応が間に合わず、被害

が多くなったのではないかというふうに考えて

おりまして、大変残念に思っているところであ

ります。これまで被害に遭われた農家の方々に

は、謹んでお見舞いを申しあげたいというふう

に思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 近年まれに見る一時的などか雪

だったものですから、やっぱりなかなか被害が

大きくなってしまったということでありまして、

ぜひ独自の緊急対策ということでいろいろ御検

討いただきたいと思います。特に、意欲を持っ

て就農した農家ほど、今回の被害というのは心

が折れるような事態でございます。また、今後

農家の経営に直結するものでございまして、こ

れまでさまざまな無利子の融資とか、その補助

事業など救済策が過去にもあったわけですけれ

ども、本市独自としてもぜひ迅速に進めていた

だきたいと思うのでございますが、いかがでし

ょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 渡邉議員御指摘のとおり、この

たびの雪の被害、意欲ある農業者にとって大き

なダメージを与えたのではないかというふうに

危惧しているところでございます。これまで寒

河江市におきましては、雪害についての支援と

いうのは県の緊急対策を活用して行ってきたと

いうのが例でございました。今回の県の発動と

いうのは、まだ未定ということでございますけ

れども、県の緊急対策が発動しない場合におき

ましても、既存補助メニューを活用するなどし
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て支援を行いたいというふうに考えております。

具体的には、施設については園芸産地パワーア

ップ支援事業や園芸大国やまがた産地育成支援

事業、樹体については果樹経営支援事業、それ

から紅秀峰の里推進事業、これは市の単独事業

でありますけれども、などがあろうかというふ

うにございます。 

  また、無利子の融資については、農業制度支

援資金として認定農業者を対象にした青年等就

農資金や、これは無利子ではありませんけれど

も、低金利の農業経営基盤強化資金（スーパー

Ｌ資金）などがございます。また、予防策とい

うことでありますけれども、園芸産地雪害防止

取組促進事業、これは市の事業でありますけれ

ども、農道の除雪用としてロータリーアタッチ

メントの導入補助などを行っております。活用

いただきたいというふうに思います。 

  これは何度も申しあげますが、現時点では被

害の全容がまだ明らかではないということで、

今のところはこういった対策を、これ以上の対

策を見込んでおりませんけれども、被害の調査

結果が明らかになった段階で、また改めて対応

を検討していくということになろうかと思いま

す。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ、ここの救済についても意

を用いていただき、対応していただきたいと思

いますので、よろしくお願いします。 

  続いて、通告番号８番、高齢化社会を支える

若者の正規雇用促進支援と市民総活躍社会実現

のための実効ある「はたらき方改革」について

でございます。 

  １つ目は、企業誘致の現状と若者の正規雇用

促進について。 

  寒河江の中央工業団地の企業誘致の現状につ

きましては、市政概況報告にもございましたけ

れども、大変御苦労されている状況であります。

現在、工業団地には84社、約4,600人の労働者、

うち約600人が臨時社員というふうな内訳にな

っているそうですけれども、昨年には、この11

月ですか、木質系バイオマス利用の企業につい

て、いろんなプレゼンの募集などもあったわけ

ですけれども、企業誘致については、私ども総

務産業常任委員会の行政視察でも先進地、佐賀

県鳥栖市に伺いましていろんなお話を伺ってま

いりました。 

  東洋経済オンラインの住みよさランキングで

は、九州ブロック第３位というふうなことで、

本市は北海道・東北ブロックで残念ながら第10

位と、おととしは第８位だったわけですけれど

も、そういう住みよさランキングの中でも上位

ということで、しかも、20年後の人口、現在の

７万2,000人から８万2,000人と２割増の予想を

しているところでありました。雇用が経済効果

として地域に還元されて、さらなる住宅とかマ

ンション、この分譲地の拡大にもつながってお

って、非常に若者の雇用創出、雇用確保が進ん

でいるというふうなお話でありましたけれども、

私はこの若者の雇用創出というもの、雇用確保

というものは非常に重要な課題だというふうに

思います。既に進出した企業というふうなこと

は報告でわかったわけですけれども、今後に向

けてどのように進められるお考えなのかお伺い

したいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 人口減少対策を進めていく上で、

雇用の確保というのは一番重要な柱になります。

その中で、いかに雇用を確保していくかという

面で、やっぱり企業誘致というのはとりわけ主

要な施策に位置づけられるものだというふうに

思っています。そういう意味で、これからも引

き続き企業誘致活動を展開をしていかなければ

ならないというふうに思いますが、なかなか御

指摘のように新規の企業進出は依然として低調

であります。そういう意味で、環境は大変厳し

い状況になっているというふうに思います。 
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  そういった中でも、御指摘のような若者ある

いは女性が安心して働くことができる場を確保

していくということは重要でありますし、多く

の雇用を必要とする自動車関連あるいは電気機

械機器関連、さらには食品関連などの製造業、

さらには、先ほど御指摘ありましたが、寒河江、

西村山の地域資源であります木質系バイオマス

資源を活用する発電事業者などの企業誘致など

にも取り組んでいければというふうに思ってい

るところでございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。森林資

源を利用した木質系バイオマス利用の関連企業

につきましては、私どもも先進地であります庄

内地域、温海町などにも行って勉強させていた

だきましたけれども、こうした企業は庄内及び

最上地域に進出しているわけでありまして、ぜ

ひこっちの村山にも誘致していただいて、その

効果を上げていただきたいというふうに思って

いるところです。 

  もう一つの質問ですが、正規雇用、非正規雇

用が全労働者の約４割近くになっておりまして、

仮に正規雇用でも将来安泰ではなくて、さらに

共働き世帯が当たり前になっているというよう

な状況であります。午前中の同僚議員の質問に

も、放課後児童クラブのニーズが高くなってい

るというのもそのためでありますし、第６振に

もあるとおり、定住や婚活、子育て支援や地域

振興も全てはこの雇用確保から始まるというこ

とで、今市長からの御答弁をいただきました。 

  若者の新規雇用のために、新年度予算で県は

40歳未満の非正規雇用の労働者の正職員化や賃

金引き上げに取り組む企業に対しまして奨励金

を支給するんだというようなことで、２億

2,898万円という予算が出されています。また、

商業・サービス業を支援対象に加えるなど、中

小企業支援策として中小企業スーパートータル

サポート事業６億8,677万円というような事業

もありまして、ぜひ市内の特に中央工業団地を

初めとするそういう企業に対しまして、市独自

のかさ上げを行って、こうしたこの県の事業に、

県と一緒になって民間企業を応援していくよう

なことを行ってはどうかというふうに思うんで

すけれども、市長の御所見もお伺いしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど来申しあげておりますけ

れども、人口減少対策、若い世代が結婚をして

子供を産み育てることができる安定した雇用と

一定の所得というのが、人口減少を何とか食い

とめていく上での方策の大きな一つなのではな

いかというふうに思っているところでございま

す。 

  ことし２月に公表されました国の労働力調査、

平成28年平均速報によると、役員を除く雇用者

の非正規雇用労働者の割合というのは全国で

37.5％でございます。本県においては、国の平

成20年就業構造基本調査をもとに県が取りまと

め公表した資料によると、非正規雇用労働者の

割合は35.8％、そして男女年齢階級別の正規雇

用の割合でいきますと、男性は25歳から59歳ま

でが８割を超えている、正規雇用の割合ですね。

それから、女性は20歳から29歳まで６割、それ

以降だんだん低くなって、パートなどの割合が

増加しているということであります。つまり、

男性は生産年齢人口というのは80％以上が正規

雇用だということでありますから、そういう、

女性も20代はそうだと、６割だということであ

りますので、何を言いたいかというと、こうい

う若い人たちの正社員の雇用というのを継続し

ていく、途中でやめないようにしていくという

ことも大変重要なことでありますので、そうい

ったことを図るためにインターンシップの実施

でありますとか、就職の前後さまざまな学習を

行って、職業に対する知識の習得と自覚を持っ

てもらう、そして職場に定着をしていただくと、



 - 62 -

こういうことが必要になってくるのではないか

というふうに思います。そして、改めて申しあ

げるまでもないわけでありますけれども、女性

が働きやすく、そして出産や育児休暇などが充

実をして有給休暇がとりやすいような、そうい

った職場環境づくりというのがますます重要に

なって、そういう取り組みをしていかなければ

ならないというふうに思います。 

  県のほうでは、先ほど来お話ありましたが、

国のキャリアアップ助成金と連携をして、40歳

未満の非正規雇用労働者の正社員化のための上

乗せ奨励金、それから非正規職員の賃金を正社

員並みへのアップした場合の奨励金の支給とい

うものを予定しています。市のほうでは、市内

の民間の事業者に対しまして、国の制度あるい

は来年から予定している県の事業などについて

周知をしていく予定にしておりまして、その方

法としてことしの１月から開始をしたメールマ

ガジン「さがえ企業支援だより」というものを

配信をしておりますが、それによっても配信を

していきたいというふうに思いますし、また市

報やホームページなどにも掲載をしてＰＲをし

ていきたいというふうに思います。 

  それから、市の独自のかさ上げの御質問がご

ざいましたが、平成25年度から市独自の制度と

して取り組んでまいりました雇用創出特別奨励

金の交付が来年度で終了するということになっ

ておりますので、国あるいは県の制度事業の推

移を見ながら対応を検討していきたいというふ

うに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 昨日から就活が解禁されたとい

うふうなことで、新社会人が本当に未来に希望

を持って働き続けられるように、そして人生設

計が描けるように、ぜひこうした支援をお願い

をしたいというふうに思います。 

  さて、２つ目の同一労働・同一賃金に逆行す

る指定管理者制度等の委託問題についてでござ

います。 

  直営部門の民間委託によって、格差拡大と新

たな貧困が生じています。毎月の賃金格差はも

ちろんですが、一時金、ボーナスや退職金が支

給されなかったりして、年収200万円以下の労

働者、マスコミではいわゆる官製ワーキングプ

アと言われていますけれども、そうした労働者

が増大しています。一方、政府は同一労働・同

一賃金を掲げ、正規と比べ平均で約４割低い賃

金で働いている非正規労働者の処遇改善を目指

しているわけです。しかし、規制緩和による派

遣労働者が増大しておりまして、終身雇用とい

うものが崩壊をしている今、アベノミクスで

数々の矢を放っているわけですけれども、これ

が折れてしまうという経済対策、かけ声とはほ

ど遠いと言われているわけです。 

  議案にあるように、市長等特別職、病院事業

管理者や管理職の手当削減延長というものがあ

るわけですけれども、一定これについては理解

できますけれども、デフレ解消、賃上げとは逆

行する中身だというふうに言わざるを得ません。

市民の非正規の皆さんが求めているのはそうい

ったものではなくて、労働の適正な対価として

の賃金でありまして、正規との賃金格差、待遇

格差の解消であります。 

  そこで御質問ですけれども、市直営施設や直

営業務を指定管理者あるいは委託業者に委託を

した民間会社で働く労働者の平均賃金、あるい

は有給休暇、特別休暇、福利厚生などの実態に

ついて、市直営の状況とどのように比較されて、

その状況を把握されているのかという中身であ

ります。これまでも同僚議員の質問において過

去にお答えをいただいておりますけれども、こ

うした新たな情勢を踏まえて、監査等において

劣悪なところはぜひ是正勧告をして、公契約条

例的な歯どめが必要であるというふうに思って

おります。 

  また、市役所内の臨時非常勤職員の来年４月
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から始まる有期雇用５年以上繰り返した方の希

望で無期雇用に転換できるという労働契約法の

改正や、パート労働法の改正を踏まえ、60歳ま

での雇用あるいは期末手当等の支給なども、具

体的に総務省でも打ち出しておるわけですので、

こうしたものをぜひ検討すべきだと思いますけ

れども、市長の御所見をお聞きしたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の公の施設に係る指定

管理者制度、御案内かと思いますが、平成18年

度に導入をして、管理者の指定については議会

の議決をいただきながら、現在30施設について

19団体と協定をしているところでございます。 

  指定管理者候補の選定に当たりましては、公

募を原則として、申請団体から事業計画書の提

出を受けて、庁内で組織する選定委員会におい

て審査を行っているわけでありますが、募集要

項の中の基本方針には、法令等の遵守を明記し

ているところであります。労働基準法、最低賃

金法などもこの中に当然含まれていることにつ

いては、申請する団体においても理解していた

だいているというふうに思っているところでご

ざいます。 

  指定管理経費の積算における人件費について

は、ハローワークで取りまとめている職種別の

求人、求職、賃金情報等を参考にさせていただ

いております。申請団体の提出書類については、

内容を審査の上、事業計画書に記載されており

ます人員配置と人件費の照合を行って、不当と

思われる場合は評価点に反映をさせていただく

ということにしております。現在指定を受けて

いる団体にあっても、年度ごとの計画書の提出

の際に同様の審査を行って、必要な場合は計画

の修正についても指導を行っているところでご

ざいます。そして、募集要項あるいは基本協定

書には、法令違反も含めて不法行為があった場

合の指定取り消しについても当然言及をしてい

るところでございます。 

  指定管理者等を受けた会社で働く労働者の平

均賃金や休暇、福利厚生の実態把握について御

質問がございました。現状においては、この実

態把握はなかなか容易ではありませんけれども、

指定管理者に対して法令等の遵守、それから指

定の取り消しについて周知を徹底していきたい

というふうに思います。そういう意味で、なか

なか明確なお答えはできませんが、なかなか容

易ではないという状況にあるところでございま

す。 

  また、公契約条例的なものをどうかというこ

とについて、賃金額を指定する公契約条例につ

いては、前にも御答弁申しあげたことがありま

すが、引き続きいろいろ研究をさせていただき

たいというふうに思っているところでございま

す。 

  それから、あわせて臨時非常勤職員への期末

手当の支給についてでありますが、昨年12月に

総務省の有識者会議が制度改定を求める報告書

を総務大臣に提出をしております。国において

は、地方公務員の臨時非常勤職員への期末手当

などの支給が可能な制度に見直しをする検討が

進められているということでございます。なお、

詳細については現時点では正式には示されてお

りませんので、今後情報を収集しながら、具体

的には国の見直し内容、それから県や他の自治

体の状況などを把握しながら対応を進めていく

必要があるというふうに認識をしているところ

でございます。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。ぜひ、

関連して市立保育園とか市立病院等で働く臨時

職員の皆さんも多数いるわけでありまして、そ

の方へも対応できるような検討をお願いしたい

と思います。さらに、再任用職員の賃金につい

ては、行政職給料表の２級格付ということで今

なっているわけですけれども、県は新年度から
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３級格付ということで改善をしたのもお聞きし

ております。こうしたものに合わせて、ぜひ改

善をお願いをしたいというふうに思います。労

働者のための働き方改革、そして真の同一労

働・同一賃金のプロセスを、今後も国労働局や

県と一緒になって、処遇改善の底上げをぜひ図

っていただきたいというふうに思います。 

  さて、もう一つが育児・介護休業法改正の周

知徹底と過労死撲滅対策の推進についてです。 

  ことし１月から育児休業法、介護休業法の改

正が施行されまして、議案にも制度改正に合わ

せた条例改正も提案されているわけですけれど

も、育児・介護離職を防止するための企業、事

業主向け、一般市民向けの周知がぜひとも必要

であります。特に、介護が必要な家族を抱える

労働者が、介護サービスを十分に活用できるよ

うにするため、介護休業や柔軟な働き方の制度

をさまざま組み合わせて対応できるような制度

運用が必要だというふうに思います。今後は民

間業に対してどのように周知をされていこうと

思っておられるのかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御指摘のとおり、安心して結

婚・出産・子育てができる環境と、家族を大切

にして介護できる環境をともに確保していくと

いうのは大変重要なことで、それを実現してい

くためには仕事と生活の調和、ワークライフバ

ランスを実現していくということが必要不可欠

であります。 

  そういった状況の中で、先ほど御指摘があり

ました本年１月１日から法律が施行されたとい

うことでございます。仕事と家庭を両立するこ

とができる職場環境というのは、また逆に企業

の魅力を増して優秀な人材を確保することがで

きるようになる、さらに生産性の向上にもつな

がると、こう言われておりますから、市といた

しましては、この法律について山形労働局や県、

それから関係団体とも十分連携をとりながら、

市報、ホームページ、それからメールマガジン、

さらにはいろんな会合、それから研修会などで

も広く周知を図ってまいりたいというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ぜひ進めていただきたいと思い

ます。 

  もう一つが過労死撲滅対策であります。新入

社員、故高橋まつりさんの過労自殺が労災認定

されました、ブラック企業と言われる大手広告

代理店、株式会社電通への市職員の民間派遣研

修が今年度１名行われているわけです。市民か

らは、鬼十則の一つでもあります「仕事はみず

からつくるべきで、与えられるべきではない」

とか、「取り組んだら放すな、殺されても放す

な、目的完遂までは」などというふうにこの十

則の中にあるわけですけれども、こうしたもの

が研修で行われているやにお聞きします。まさ

か、この寒河江市役所をブラック企業にするた

めかというふうには思いたくありませんけれど

も、残念ながらその会社ではそういう状況にあ

るということであります。 

  日本の総労働時間は、政府が目標とする

1,800時間、週40時間にはほど遠く、実際は

2,000時間を超えているところが多くありまし

て、残業が当たり前の職場も少なくございませ

ん。今、政府が働き方改革実現会議ということ

で、残業時間の上限を年間720時間とかという

ふうな原案で議論されておりますけれども、過

労死ラインの月80とか100時間の上限は本当に

論外と言わなければなりません。残業の限度時

間を週15時間、月45時間、年間360時間の倍増

でありまして、これは全く許せない暴挙だとい

うふうに思っています。職員にも過労が原因の

自己都合退職とか、メンタル疾患による長期休

職者が出ているとお聞きしておりますので、そ

の過労死予備軍対策について、職員の時間外労

働の実態、特にイベントや除雪などによる休日
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出勤の振りかえの状況、年次有給休暇と特別休

暇の取得状況など、直近のデータを教えていた

だきながら取り組みについてお聞きしたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成27年度の時間外勤務実施状

況について申しあげたいと思います。職員１人

当たりの年間平均は52時間となっております。

また、最も多くの時間外勤務をした職員は、年

間の実施時間数360時間でございます。 

  それから、年次有給休暇の取得状況でござい

ますが、これは28年の暦年の実績になりますが、

１人当たり年間平均9.2日、夏季休暇は年間３

日間取得することができますが、１人当たり

2.9日の取得となっています。 

  イベントなどで休日出勤をした場合に、基本

的に振りかえ勤務を実施しているわけでありま

すが、イベント担当課での年間平均取得日数は

11日でございました。 

  前にもお答えしたことがあろうかというふう

に思いますが、平成27年６月議会でもお答え申

しあげましたが、それから比べると年次有給休

暇取得日数が約１日増加している状況にあろう

かというふうに思います。こうした時間外勤務

の縮減、それから振りかえ勤務の実施、年次有

給休暇・夏季休暇の取得促進については、私の

ほうからも適宜課長会などを通じて取得状況な

どの説明を行って、それから計画的な業務管理

あるいは年休を取得しやすい職場の雰囲気づく

りなどにも十分配慮していっているところでご

ざいますので、今後とも職員の健康の保持、維

持、増進などについては心身ともに努めてまい

りたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 ありがとうございます。今デー

タをお伺いしましたけれども、年次有給休暇20

日とれるわけですが、残念ながら半分にもいっ

ていないというふうな状況、まだまだゆとりを

持って働き続けることができない状況などある

と思いますので、その辺もぜひ御配慮をお願い

したいというふうに思います。 

  さて、時間の関係がありますので、３つ目の

通告番号９番、スポーツで流す汗が輝き、歴史

と芸術・文化の薫る魅力あるまちづくりについ

てでございます。 

  （１）市陸上競技場と市野球場の早期整備に

ついて、継続課題であります。 

  本市を含め西村山地域は、県で唯一、公認の

公営陸上競技場がなくて、中体連も他の地域で

行わなければならない状況になっております。

観衆がスタンドから応援できない、サッカーの

公式試合も招致できない空白地域、後進地域と

なってしまいました。 

  第４種公認の寒河江高校グラウンドは、もと

もと教育施設でありまして、当初は暫定的な利

用と理解していましたけれども、今もってそれ

を使わざるを得ないと。大会会場としては、駐

車場も狭く、アンツーカー、土でできているた

め維持管理も非常に大変、使用する小中学生含

めアスリートも非常に使いづらく、関係者の苦

労は半端ではありません。また、記録も手動計

時でコンマ１秒までというふうなことでとどめ

ざるを得ない。1964年の東京オリンピック時代

のものであります。残念ながら、ここまで後進

地域となっているのが実態でございます。 

  一方で、野球場も老朽化と照明設備がないた

め、県大会も招致できない。これから春休みで、

西村山管内の多くの球児は硬式野球の練習試合

すらできない。そのため球児の遠征費がかさん

でしまうというふうなことで、高校生の親から

も何とかならないのかと、署名活動も陳情でも

何でもするからというふうに言われております。 

  市長の公約にも、具体的にこの野球場等の整

備、改修整備ということで明記されております

し、また都市計画マスタープランの案の中にも、

具体的に柴橋地区に拠点となるスポーツ施設の
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将来構想検討ということになってございました。

まだ案の段階でありますけれども、競技力向上

のためにも、この土台となるハード整備を加速

していただいて、具体的に進めていくべきでは

ないかと思いますが、御所見をお伺いしたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 それでは、私から簡潔に申しあ

げたいというふうに思いますが、大変私もスポ

ーツも好きでありますし、また市民の皆さんが

スポーツに親しむ機会、あるいはそういう行事

などもつくっていくというのも、市全体を活性

化していく上では大変必要なのかなというふう

に思います。そういう意味で、振興計画やら教

育基本計画などにもスポーツの振興というもの

をうたっているわけであります。 

  そういう中で、渡邉議員から特に陸上競技場、

野球場については何とかするべきではないのか

というような、お叱りにも近い御質問をいただ

いているわけでありますが、御案内のとおり両

方とも寒河江公園内にあって、相当の年月を経

過して劣化が進んでいるわけでありますから、

どっちにしてもその両方の施設とも何とか考え

ていかなければならないという状況かというふ

うに思います。そういった意味では、皆さんか

らも改修要望が出されているところであります

ので、そういう意味では他の公共施設あるいは

他のスポーツ施設と比べても、優先順位を上げ

て何とか整備に向かって総合的に検討していく

必要があるのではないかというふうに思ってい

るところでありますので、引き続き前に進めて

いけるように頑張っていきたいと思います。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間がありませんので、よろし

くお願いしたいと思います。 

  （２）の中心市街地にぎわい創出に向けたこ

の空き家・空き店舗利用の「まちなか市民美術

館（仮称）」整備について御質問させていただ

きます。 

  本市出身の芸術家の作品の個展を開くような

会場が非常に少ないわけでありまして、かつて

はチェリードームなどで可能であったわけです

けれども、今はなかなか場所がないというふう

なことも伺っています。ぜひ町なかのにぎわい

づくりのためにも、空き家・空き店舗を利用し

た町なか美術館を整備してはどうかというふう

な声も上がっています。市役所前の旧銀行の建

物や、今月限りで閉館となる某結婚式場なども

有効活用できないかというふうなこともありま

す。ぜひ芸術文化協会初め市民の皆さんの御意

見を拝聴していただいて、地域の宝、芸術作品

に触れるような機会を多くつくっていただきた

いというふうに思います。あわせて、スローラ

イフ志向のニーズにも応えて、佐藤繊維さん初

め本市の宝、ニット産業と町なか美術館をコラ

ボしたような、芸術とファッションのまちづく

り、こうしたものも大事ではないかと思います

けれども、御所見をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 中心市街地のにぎわい創出に

向けてということで、空き家・空き店舗を利用

した町なか市民美術館の整備についてでござい

ますけれども、御案内のとおりでありますが、

本市には平成20年11月にフローラ３階にオープ

ンいたしました寒河江市美術館がまちの中心に

ございます。寒河江市美術館は、市民の方が気

軽に芸術作品を展示できる市民ギャラリーとい

うことを備えている、そういう機能を備えてお

りまして、身近に芸術を発表できる場として市

民の皆さんとか芸術団体の方々から御利用いた

だいておりまして、年間約9,500人から１万人

の方が寒河江市美術館を訪れているという状況

でございます。 

  一方で、平成28年11月１日には、障がいを持

つ方々などの作品展示を行うギャラリーが新た

にオープンしたということもありますし、また
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企業などによる芸術作品の展示も行われている

というふうに聞いております。そういうことか

ら、芸術活動の発表の場というものが広がりを

見せている状況だなというふうに認識をしてお

ります。 

  このような中、市内には日本美術展覧会、日

展でありますけれども、あるいは県美展などで

入賞される方々、すぐれた才能をお持ちの方々

がたくさんおられまして、その多くの方々が寒

河江市芸術文化協議会に加盟されております。

また、写真とか絵画、陶芸、彫刻など意欲的に

芸術活動を続けていらっしゃる寒河江にゆかり

のある若手作家もいらっしゃいます。教育委員

会といたしましては、市の芸術文化協議会の皆

さん、あるいは若手作家などの皆さん、そうい

う意欲的に制作活動に取り組んでいる方々から

もいろいろ御意見を伺いながら、寒河江市美術

館を中心としながらも空き家・空き店舗などを

活用したさまざまな芸術作品を展示できる新し

い町なか美術館の設置などについても検討いた

しまして、まちのにぎわいと本市の芸術文化の

一層の振興に努めてまいりたいと、こんなふう

に考えているところであります。 

  また、芸術とファッションのまちというお話

もございました。全国的にも有名になった寒河

江のニット製品ですね、こういったものを身に

まといながら、日本各地からたくさんの方々が

寒河江を訪れていただければ、それは大変すば

らしいことだなというふうに思います。教育委

員会といたしましても、そのような彩りあふれ

るまちができるように、ＰＲに一層努めてまい

りたいと考えております。 

○國井輝明議長 渡邉議員。 

○渡邉賢一議員 時間ありませんので、よろしく

お願いします。 

  最後に、３つ目、さくらんぼの歴史を育む

「明治維新150周年記念事業（仮称）」について

であります。 

  これは要望なんですけれども、予算案には市

庁舎落成50周年記念事業というメモリアルイベ

ントも御提案されているわけでありまして、

2018年、平成30年は明治維新から150年の節目

となります。ぜひ、来年のＮＨＫ大河ドラマ、

西郷隆盛に決定したそうですけれども、本市を

初め山形県の歴史を全国にＰＲする絶好のチャ

ンスだというふうに思います。そうした中で、

歴史的偉人、本市にゆかりのある偉人の功績を

とうとぶ機会でもあると思いますので、ぜひそ

うしたものも含めて御検討いただければという

ふうに思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたします。 

  郷土に関係する偉人を知るということは、郷

土に誇りを持って、そして郷土愛につながると

いうことでありますので、大切なことだなとい

うふうに思っております。今渡邉議員からは、

記念事業として幾つかの（制限時間終了ブザー

が鳴る）御提言をいただきましたが……（「以

上で終わります。どうもありがとうございまし

た」の声あり） 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は14時45分といたします。 

 休 憩 午後 ２時２９分  

 再 開 午後 ２時４５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

古沢清志議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号10番、11番について、

２番古沢清志議員。 

○古沢清志議員 公明党の古沢清志です。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

  あすは桃の節句、女の子の健やかな成長を願

う節句です。子供たちを慈しみ励ます文化をつ

くる、それが明るく平和な社会を築く力になる
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と確信いたします。佐藤市長におかれましても、

３期目に入り、昨年から第６次振興計画がスタ

ートし、確かな未来づくりに向けて前進されて

いることと思います。活力あるまちづくりに私

たちも全力で取り組んでまいりたいと思います。 

  では、本題に入り、通告に従って順次質問さ

せていただきます。 

  通告番号10番の地域おこし協力隊についてお

伺いいたします。 

  地方に新たな人の流れとして、地方に移り住

んで地域活性化に取り組む地域おこし協力隊が

急速に拡大しており、2016年の参加数が全国で

4,000人を突破いたしました。協力隊は、自治

体が都市部の若者を募集して地域活動に従事し

てもらう制度で、2009年に創設されました。活

動内容は、伝統芸能の復活、地域ブランドの開

発、耕作放棄地の再生などさまざまです。2009

年には全国で89人だった隊員が、現在では

4,000人を超え、受け入れ自治体も863にまで広

がったことは、協力隊が地方を元気にする起爆

剤として認められている証拠だと思います。 

  寒河江市は、総務省が創設した地域おこし協

力隊を平成25年度から着手し、現在４名の方が

活躍されておりますが、その協力隊の活動につ

いて、先月18日にも報告会があったようであり、

すばらしい内容であったと伺っております。そ

の活動内容について概略説明していただきたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員から地域おこし協力隊

について御質問いただきましたので、お答えを

申しあげたいと思いますが、この地域おこし協

力隊という呼び名については、総務省の制度概

要によりますと、都市地域から過疎地域などへ

生活の拠点を移した者が、各種地域協力活動を

行いながら、その地域への定住・定着を図る制

度だというふうになっております。 

  先ほどありましたとおり、寒河江市では３月

現在４名の地域おこし協力隊員が活動している

状況でございます。それぞれ観光ボランティア

のサポートなどを通じた観光地域づくりの推進、

それから２人目については旧田代小学校の再生

などの田代地区の地域づくり支援、３人目につ

いては広告カメラのキャリアを生かした寒河江

市の魅力発信・ブランド化推進、４人目の方は

中心市街地の活性化のためのにぎわい創出のイ

ベント開催や創業支援ということで、それぞれ

の目的に沿って地域の中に入りながら関係者と

いろいろ連携をしながら一生懸命頑張っていた

だいているところであります。 

  先月も報告会があったようでありますけれど

も、今月の15日にも改めて４名の報告会を予定

しておりますので、よろしくお願いを申しあげ

たいというふうに思います。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 実際、最長３年の任期が終了し

た後、隊員が定住を希望した場合、例えば会社

などを起業する場合、資金面やアドバイザーな

どの確保など、さまざまなサポート体制が必要

と思われます。また、会社勤めを希望するとい

った場合の地域に根差したさまざまな支援策に

ついてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今御質問にもありましたが、こ

の地域おこし協力隊というのは、活動任期とい

うのは原則３年ということでなっているわけで

ありますけれども、我々としては任期終了後も、

地域協力活動を通じて愛着を持ったこの寒河江

市にできれば定住をしていただきたいというふ

うに思っているわけであります。寒河江市とし

ては、総務省が主催をいたします地域おこし協

力隊の隊員の起業に向けた研修会というのが開

催をされますから、それへの参加を隊員の皆さ

んに促していっておりますし、また起業を考え

る場合の要するに経費などについても、任期終

了年次または任期終了翌年に起業する者１人当
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たり100万円が特別交付税により措置されてい

るところでありますので、その制度を活用した

支援などについて、そういう場合は考えていき

たいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 隊員ＯＢ・ＯＧのうち、約２割

の方が同じ地域内で起業されているようですが、

支援策の一つとして軽易に資金を調達できるク

ラウドファンディングの制度もありますが、強

化策の一つとしてどのようにお考えになります

か、お伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今御指摘のクラウドファンディ

ングについては、御案内のとおり不特定多数の

人々からインターネットなどを通じて資金調達

を図ると、こういうわけであります。国のほう

では、クラウドファンディング官民連携事業と

いうものを立ち上げて、そのクラウドファンデ

ィングの活用を進めているわけであります。寒

河江市においても、慈恩寺の文化財保護につい

てクラウドファンディングの活用をした実績が

あるわけでありますので、各種プロジェクトに

おける資金調達の一つの手段として活用もあり

なのかなというふうにも思っているところでご

ざいます。 

  他方、地域おこし協力隊の起業に係るプロジ

ェクトについて、クラウドファンディングを活

用するということについては、そのプロジェク

ト自体が地域の公益性に資するプロジェクトで

あるかどうかというのが、判断の材料になって

くるのではないかというふうに思います。そう

いう意味で、何でもクラウドファンディングの

対象になるかというと、なかなかそうはいかな

い場合も出てくるのではないかというふうに思

います。そういうところ、公益性なども十分踏

まえた上で活用を検討していく必要があるとい

うふうに思っております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 次に、通告してある（４）と

（５）については、関連づいておりますので一

緒の質問とさせていただきます。 

  地方創生の主役である自治体は、地方版総合

戦略を策定しており、地域おこし協力隊はその

柱の一つであります。隊員の定住促進に今から

手を打つことは、必ず将来のまちづくりにつな

がると思います。ある自治体においては、募集

しても１人も応募してこないところもあります。

隊員がいること自体、我がまちに魅力があるの

ではないかと感じるところであります。 

  今後の課題として、本気でやる気のある方を

選ぶ、人の確保や地域が応援できる体制、環境

づくりなどが挙げられると思いますが、こうい

った課題の取り組みについてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 古沢議員御指摘のとおり、この

地域おこし協力隊という制度は、外から来た隊

員が地域協力活動を通じて地域の活性化を促す

ということであります。活動する隊員と受け入

れる地域が一体となるというんですか、そこが

一番のポイントだというふうにも思っておりま

す。 

  先ほどお話ありましたとおり、本気でやる気

のある隊員を確保していく、そして隊員が円滑

に活動できる環境づくりを地域とともに確保し

ていくということが大変重要であります。この

制度をうまく活用していく、生かしていくとい

うことにつながるというふうに思いますので、

我々としては引き続き寒河江の魅力を全国に発

信をしていきながら、新しい隊員を確保して、

そして来ていただいた隊員がいろんな地域の関

係者、団体とも協力して、心おきなく地域づく

りに取り組んでいただけるよう、条件整備をし

ていきたいというふうに思っているところであ

ります。 

  そういった意味で、まだ４人今来ていただい

ておりますけれども、条件が整えばさらに、そ
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うして優秀な人材が確保できればさらにそうい

った意味でぜひ活用していく必要があるという

ふうに思っておりますし、またそういう意味で

は地域の受け入れ体制というのがやっぱり重要

かというふうに思いますので、そういった意味

でさらにそういうところにも十分意を用いなが

ら対応していく必要があるというふうに思って

いるところでございます。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 自分たちではなかなか見つけに

くい寒河江のよさを、協力隊に存分に発揮して

いただき、地域活性化の一翼を担い、全国に発

信していただきたいと思います。 

  続きまして、通告番号11番の教育行政につい

てお伺いいたします。 

  初めに、英語教育について質問させていただ

きます。 

  文科省は、小中学校の学習指導要領の改定案

を公表し、グローバル化に対応し、英語教育を

前倒し、聞く・話すを中心に英語に親しむ外国

語活動を小学３・４年生に導入し、現行外国語

活動を実施している５・６年生の英語は、教科

書を使って読む・書くも加えた正式教科になっ

てまいります。 

  小学校の３年生から６年生の授業時間が週１

こまふえるようでありますが、夏休みや土曜日

を活用して授業日数をふやすことや、授業時間

の配分、15分の短時間学習などさまざまな授業

時間のとり方があると思いますが、市では時間

割の編成をどのようにして組み込んでいくのか

お伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 英語教育にかかわって、時間

割の編成ということでの御質問でございました

けれども、文部科学省では授業時数の増加した

分について、これは小学校でありますけれども、

10分から15分程度の短時間学習を設定する、あ

るいは60分の授業を設定する、さらに長期休業

期間、そういう期間に学習活動を行う、さらに

土曜日を活用する、そして週当たりのこま数を

増加する、いろいろな手法が示されておりまし

て、これらについては地域や学校の実情に合わ

せて組み合わせながら、柔軟な時間割編成の工

夫が必要だと、こういう考えを示しているわけ

でございます。 

  2020年からの新学習指導要領の本格実施に向

けましては、時間割については、時間割編成に

つきましてはその実情に応じまして各学校が編

成をしていくということになります。時間割の

編成に当たっては、できるだけ子供たちの生活

あるいは他教科との兼ね合い、そういったこと

も勘案しながら、これから学校現場でさまざま

な創意工夫がなされるかと思いますが、教育委

員会といたしましても、積極的に支援、指導を

してまいりたいなと考えております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 昨年、厚生文教常任委員会では、

寒河江小学校の６年生の英語の授業を拝見させ

ていただきましたが、はるかに私たちのときよ

りも進んでいる状況でびっくりいたしました。

また、大阪府寝屋川市にも行政視察に行き、徹

底した授業のサポート状況を視察してまいりま

した。 

  小学校５・６年生の児童全員と中学生の希望

者を対象に、英語だけで交流する英語村を開設

し、自己紹介や歌、ゲームなどのほか、外国人

講師などと休憩時間や昼食の時間も英語だけで

１日過ごすといったプログラムでありました。

また、中学校では放課後や夏休み等に開催し、

英会話のほか国際理解のためのプログラムなど

を実施しておりました。あわせて、英語での授

業に対応できる教員の育成も図っておりました。

研修の場所としては、市の教育研修センターを

利用し、中学生はこのほか市内５カ所のコミュ

ニティーセンターを利用しておりました。 

  成果といたしましては、外国人講師と英語だ
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けで過ごすことによって、英語が通じた喜びを

感じ、もっと英語を勉強したいという意欲の向

上につながったり、聞き取る力が向上したとい

ったことが挙げられておりました。 

  本市におきましても、ＡＬＴをふやしたりし

て英語教育に力を注いでいる姿は見受けられま

すが、英語村のようなサポート体制も必要なの

ではないかと思いますが、御所見をお伺いした

いと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 英語村にかかわった御質問で

ございますけれども、古沢議員から今お話ござ

いましたこの寝屋川市の英語村のような取り組

みというのは、英語を学ぶ子供たちにとっては

大変意義のあるものだというふうに捉えており

ます。 

  本市といたしましても、昨年８月から外国語

指導助手、ＡＬＴを１名増員をして３名体制に

しておりますけれども、各小中学校に派遣をし

て、さらには来年度は小中学生の希望者を対象

にいたしまして、ＡＬＴ等と１日英語だけで過

ごすイングリッシュデー、こういう取り組みを

行うという計画をしております。このような取

り組みをきっかけにいたしまして、子供たちの

英語環境をさらに充実させまして、英語学習に

対する関心や意欲、そして英語によるコミュニ

ケーション能力というものを高めていきたいな

と、こういうふうに考えているところでありま

す。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 今、企業でも人手不足で悩んで

います。蔵王温泉のホテルにおいても、インバ

ウンドに対応するため英語は必須であり、寒河

江市の中央工業団地においても英語教育の場を

設けているそうです。海外に進出している会社、

現地でもコミュニケーションとしてのツールと

して、またコンピューターのプログラミング教

育として英語教育の必要性を感じます。子供の

将来にできるだけ不安をかけないような、楽し

んで働ける環境を今のうちから準備していきた

いものです。 

  次に、教育方針について、アクティブ・ラー

ニングが注目されている背景や、今回の学習指

導要領における位置づけについてお聞きいたし

ます。 

  文科省の資料によると、一方的に知識を得る

だけでなく、主体的・対話的で深い学び、いわ

ゆるアクティブ・ラーニングの視点からの授業

改善をさらに充実させる子供が、これからの時

代に求められる資質、能力を身につけ、生涯に

わたって能動的に学び続けることを目指します

とありますが、教育の現場においては、具体的

にどういうふうに変わっていくのかお伺いいた

します。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 アクティブ・ラーニングとい

うことについての御質問でございますが、これ

からの社会の変化というは、非常に加速度を増

して複雑で予想困難なものになっていくものと

考えられておりますけれども、これからの社会

を生き抜く子供たち一人一人が、この予測でき

ない変化に受け身で対処していくというのでは

なくて、主体的に向き合ってかかわり合って、

そしてその過程を通してみずからの可能性を発

揮するとともに、よりよい社会と幸福な人生の

つくり手となる、そういう力を身につけるとい

うことが求められているものと思っております。 

  新学習指導要領の案でありますけれども、今

お話ありましたように、主体的・対話的で深い

学びということで、案の中にはアクティブ・ラ

ーニングという言葉は使われてはおりませんけ

れども、アクティブ・ラーニングの視点で授業

改善が今後さらに充実されると、これからの時

代に求められる、生きて働く知識・技能、そし

て未知の状況にも対応できるような思考力・判

断力・表現力、こういったもの、さらにこの学
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びを人生や社会に生かそうとする学びに向かう

力、人間性等、こういったものを子供たちに身

につけさせていくということを目指しているも

のでございます。 

  本県や本市で今推進をしております探究型学

習というものでございますけれども、これはい

わゆるアクティブ・ラーニングと同義であると、

同じ意味であると捉えておりまして、具体的に

は、自分たちで課題を見つけて主体的に学習に

取り組んで、その課題について友達と学び合い

ながら考えを表現したり、よりよい解決の仕方

を考えたりするという、そういう学習活動をこ

れまで以上に充実させた授業というものが各学

校で展開されていくものと思っております。 

  今後は、これまで以上に子供たちがみずから

考え、課題を見つけて、友達とともに学び合っ

て、そして課題を解決していくという、そうい

う主体的・協同的、そういう学びが生み出され

る授業へと変えていくものであると思いますし、

変わっていくものだというふうに思っておりま

す。授業が変わり、子供たちの学びの質が変わ

るということで、確かな学力とこれからの時代

に求められる資質、能力というものを育成して

いきたいなと考えております。各学校での授業

改善が一層進むように、市教委といたしまして

も引き続き指導、助言に努めてまいりたいと思

っております。 

○國井輝明議長 古沢議員。 

○古沢清志議員 先生の進め方、また教育的セン

スによっては大きな差が開くことが懸念されて

います。現場任せではますます格差が出てくる

のではないでしょうか。指導要領は大変よいこ

とではありますが、幾らよくても機能しなけれ

ば混乱を招きかねません。しまいには先生にも

負担がかかり、学校と保護者の溝が深まってし

まうのではないでしょうか。導入に当たっては、

十分な準備が必要なのではないかと思います。

教育も新たな時代に入り、行政としても人材配

置や学校運営の改善を目指していかれますよう

御要望いたしまして、一般質問を終了させてい

ただきます。ありがとうございました。 

 

   散    会    午後３時１０分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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   議事日程第３号       第１回定例会 

   平成２９年３月６日（月）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 一般質問 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員は、10番沖津一博議員で

あります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第３号によって進め

てまいります。 

 

一 般 質 問 

 

○國井輝明議長 日程第１、引き続き一般質問を

行います。 

  通告順に質問を許します。 

 

 一般質問通告書 

 平成２９年３月６日（月）                        （第１回定例会） 

番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

１２ 

 

 

 

１３ 

 

 

 

 

段階的な学校給食

無料化について 

 

 

未来にいかす空き

家対策について 

（１）対象となる人数について 

（２）中学生の一部負担について 

（３）財源について 

（４）さらなる充実について 

（１）空き家条例制定後の状況について 

（２）具体的な対処の仕方について 

（３）今後の対策について 

（４）空き家バンクの今後の取り組みに

ついて 

６番 

遠 藤 智与子 

市 長 

教 育 長 

 

 

市 長 

 

 

 

 

１４ 

 

 

慈恩寺振興につい

て 

 

（１）今後の慈恩寺振興・活性化のため

の組織に関する検討結果について 

（２）史跡慈恩寺旧境内保存活用計画に

５番 

伊 藤 正 彦 

市 長 

教 育 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

除雪について 

ついて 

（３）史跡慈恩寺旧境内整備基本計画に

ついて 

（４）ガイダンス施設整備について 

（５）今後の振興の進め方について 

 課題と対策について 

 

 

 

 

 

市 長 

１６ 

 

 

 

 

 

 

１７ 

市工業団地を核と

した商業振興につ

いて 

 

 

 

 

ふるさと回帰支援

について 

（１）工業団地の現状について 

（２）立地調査の結果について 

（３）10年後の工業団地の構想について 

（４）技術交流プラザの機能充実につい

て 

（５）企業連携によるイベント開催につ

いて 

（１）ふるさと回帰の取り組みについて 

（２）青少年のふるさと回帰支援につい

て 

９番 

阿 部   清 

市 長 

 

 

 

 

 

 

市 長 

１８ 

 

 

 

 

 

平成29年度の市政

運営について 

 

 

 

 

 

 第６次寒河江市振興計画行動計画（平

成28年度～平成32年度）の推進にあたっ

て 

（１）保育所の整備充実について 

（２）学校給食を支える農業支援につい

て 

（３）高齢者ドライバー対策について 

（４）寒河江公園整備計画について 

（５）歴史資源の保存支援について 

８番 

石 山   忠 

市 長 

 

 

 

 

 

１９ 

 

 

 

２０ 

 

 

２１ 

 

２２ 

 

学校給食の無償化

について 

 

 

若者の希望実現に

ついて 

 

「里山ホテル」構

想について 

マスコミが報じた

全国の自治体が発

（１）中学生までを対象として無償化す

る考え方について 

（２）行動計画で示された無償化の恒久

財源について 

 「若者の正社員化の促進と非正規労働

者の賃金改定等を行う企業に支援する」

県の施策について 

 「葉山の里田代地域づくり計画」とＮ

ＰＯ法人「葉山の里たしろ」について 

（１）本市の防災無線整備工事に係わる

談合の有無について 

１５番 

内 藤   明 

市 長 

 

 

 

市 長 

 

 

市 長 

 

市 長 
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番号 質 問 事 項 要          旨 質  問  者 答 弁 者 

 注した消防防災無

線工事における談

合について 

（２）平成26年度に整備した西村山広域

行政事務組合における消防救急デジ

タル無線工事に係わる談合の有無に

ついて 

 

 

遠藤智与子議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号12番、13番について、

６番遠藤智与子議員。 

○遠藤智与子議員 おはようございます。 

  先日、約40光年離れた星の周りに、地球に似

た７つの星が見つかったという報道がありまし

た。生命誕生の奇跡の水がそこにも存在するか

もしれないということです。地球人私たちがめ

ぐりめぐって受け継いできた太古の水を枯らさ

ないように生きたいと思います。 

  それでは質問に入ります。私は、日本共産党

と通告してある質問内容に関心を寄せている市

民を代表して、以下佐藤市長に伺います。誠意

ある答弁をどうぞよろしくお願いいたします。 

  通告番号12番、段階的な学校給食無料化につ

いて伺います。 

  ことし２月20日に行われました全員協議会に

先立って渡された第６次振興計画行動計画を開

いて、私は思わずうれしい悲鳴を上げました。

学校給食の小学生半額補助、そして２年後の完

全無料化が明記されていたからです。追って山

形新聞に、「寒河江、４年かけ県内初小学校給

食無償化」、そして毎日新聞に「寒河江市小学

校の給食費半額、４年以内に完全無償化目指す、

４月から一律助成は県内の自治体で初」と見出

しが躍りました。これらに対する反響は大きく、

私のところへ寄せられた問い合わせと喜びの声

は１つや２つではありませんでした。私は、受

け答えの中で知らず知らず心が高揚し、うれし

さがこみ上げました。市長の英断に心から敬意

を表します。その前提に立ち、さらなる充実の

ために質問するものであります。 

  まず、初めに段階的な学校給食無料化を実施

するに当たっての市長の思いをお聞かせ願いた

いと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 皆さん、おはようございます。 

  遠藤議員からは学校給食の無料化について御

質問がございましたので、お答えをしたいとい

うふうに思います。 

  今定例会の冒頭、開会におきましても、私の

市政運営の方針の中で申しあげましたとおり、

人口減少対策というのは喫緊の最重要課題にな

っているわけであります。そうしたことを解決

していくためには、引き続き少子化対策をこれ

まで以上に強力に推し進めていかなければなら

ないというふうに認識をしています。 

  少子化対策を進めていく方策として、１つに

はやはり子育て世代の経済的負担を軽減してい

く、その支援を充実していくということ、それ

から２つには保育所や幼稚園、それから学校、

学童などの子育て、子育ち環境、子育ての施設

整備を進めていくこと、そして３つには働き方

改革も含めた子育てしやすい周辺環境を充実し

ていくこと、この３つが少子化対策には必要だ

というふうに認識をしているところであります。 

  私は、これまで就任以来、例えば医療費の中

学校３年生までの完全無料化でありますとか、

第３子以降の保育料無料化の対象年齢を高校３

年生まで拡大をしていくなどの経済的支援、そ

れからさまざまな子育ての施設の整備、そして

結婚・出産そして育児というふうに切れ目のな
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い施策の展開を図っていくということで進めて

きましたけれども、とりわけその経済的支援と

いうことについては、現在の若い子育て世帯の

現状を見るに、まだまだ充実強化していく必要

があるというふうに認識をしているところであ

ります。そのため、このたび新たに学校給食の

無料化を推進していくということにして、そう

いう若い世代への支援を拡充することにいたし

ました。 

  これは、子育て世代への経済的支援策の一つ

ではありますけれども、子育て世代を社会全体

で支えていく、もうそういう必要性がある時期

になってきているのではないかということであ

ります。そして、子供を産み育てやすい環境づ

くりに資する、重要な総合的なまちづくりの政

策の一環であるのではないかということを内外

に示していく施策だというふうに認識をしてい

るところであります。全ては子供の未来、寒河

江、そして山形県、日本をしょって立つ未来の

ためであります。今後ともさらに一層ギアを上

げて、次代を支える重要な土台づくりに向けて

力を尽くしてまいりたいというふうに考えてお

ります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 子育て世代の応援、それは社

会全体で支える時期に来ているのではないかと

いうお話でございます。住民福祉の増進は自治

体の基本任務だという言葉がありますけれども、

この言葉を文字どおり具現化していらっしゃる、

そのように思いました。 

  そしてまた、2013年６月には子どもの貧困対

策の推進に関する法律、14年１月施行が全会一

致で国会では成立しております。同法は、第４

条で地方公共団体の責務として、子供の貧困対

策について当該地域の状況に応じた施策を策定

し、及び実施する責務を有するとしております。

この言葉を聞くまでもなく、佐藤市長がこのよ

うな施策を展開するということ、これは大いに

勇気づけられることだなと思っております。 

  さて、対象となる人数について伺います。市

内小学校の対象児の人数、そのうち第３子以降

無料となる人数、また中学生の人数をお聞きい

たします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 対象となる人数という御質問

にお答えしたいと思います。なお、新年度にな

りますと、多少変動もあろうかと思いますけれ

ども、現段階で把握をしている対象となる児童

生徒数についてお答えをしたいと思います。 

  まず、小学校の半額補助の対象となる児童数

でありますが、第３子以降の児童を除いた数で

まず申しあげますが、除いた数は1,940名程度

を把握しております。それから、高校生までの

範囲で第３子以降に該当する児童数240名程度

と把握しております。 

  次に、給食を充実させた分の差額分を市が負

担する中学校の生徒数でありますが、1,200名

程度と把握しております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 小学生半額1,940名程度、そ

して第３子以降無料となる人数240名、中学生

1,200名ということで、多くの小学生、中学生

がその恩恵にあずかるということでございます。 

  続きまして、中学生の一部負担について具体

的に伺います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 中学生の一部負担ということ

でありますけれども、これは中学校の給食を充

実させた分、単価を上昇させるわけですが、そ

の単価分は市が助成するという、こういう内容

でございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 中学生の場合は、充実するた

めに単価を値上げした分のそのお金を据え置い

て市が負担するということになるわけですね。

はい、わかりました。 
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  それで、低所得世帯は、生活保護を受けてい

るか就学援助制度を受ければ給食費が支給され

るというふうになっております。憲法では、第

26条で、義務教育はこれを無償とすると規定し、

学校給食法は学校給食が教育の一環であるとし

ております。このように、寒河江市では、この

就学援助制度を受ければ給食費が支給されると

いうこの内容についてどのようになっているの

かお聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 生活保護世帯につきましては、

法令の規定によりまして給食費に係る経費が全

額支給されております。生活保護世帯に準ずる

準要保護世帯につきましては、寒河江市児童生

徒就学援助費交付要綱に基づきまして支給とな

っておりまして、平成28年度、今年度の給食費

につきましては実費の９割支給でありましたけ

れども、平成29年度には、来年度には10割支給

となるよう予算計上をしているところでありま

す。なお、準要保護に該当する小学生は173名、

中学生は117名を見込んでいるところでありま

す。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今年度は実費の９割、来年度

には10割給付をしたいということでございます。

今全国では、生活保護の認定基準が引き下げら

れたことで、それまで就学援助の対象として認

定されていた人も外されてしまうという事例が

多くなっているということでございます。寒河

江市の準要保護の対象者が小学生173名、中学

生117名ということでございますけれども、こ

れは引き続き就学援助していっていただけたら

なというふうに思っております。そして、この

合わせまして290人の児童生徒が対象として現

実にいるわけですので、この人たちに対しての

対策というものも引き続き考えていく必要があ

るというふうにも思いますが、まずその徴収方

法がどのようになっているのかお伺いしたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 給食費の徴収方法ということ

でありますが、小中学校、これはいずれも口座

引き落としによる徴収を行っております。 

  なお、小学校につきましては、学校ごとの私

会計で行っておりまして、徴収した給食費によ

って食材を購入しておりますので、残高不足等

により引き落としができなかった場合、学校か

ら電話連絡したり学校での面接、面談、訪問等

により未納額の解消に努めているところであり

ます。 

  中学校につきましては、公会計にて行ってお

りまして、食材の購入を市の一般会計の賄い材

料費で支出をしておりまして、保護者から納め

ていただいた給食費相当分を市の歳入の中学校

給食費負担金ということで徴収をさせていただ

いております。中学校においても、残高不足等

により引き落としがならなかった場合というの

は、保護者への納入通知書の郵送、あるいはそ

れでも未納の場合、電話連絡や訪問等によって

未納額の解消に努めさせていただいております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 大体は口座引き落としという

ことでございますね、小学生の場合は。中学校

が一般会計に給食費を徴収した分を入れるとい

うことでございました。 

  それでは、その徴収状況はどのようになって

いるでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えいたします。 

  平成27年度の状況でありますけれども、平成

27年度の各小学校の給食費の徴収状況でありま

すが、各学校全て完納ということでございます。

中学校においては、平成27年度決算時の過年度

未納額を含む収納率は99.34％という状況でご

ざいました。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 
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○遠藤智与子議員 今全国的には母子家庭で親が

病気のために食事の用意ができなくて、まとも

な食事は給食だけ、家に食事の用意がなく、友

達の家で食べる納豆ご飯が楽しみの食事になっ

ている、毎食コンビニの食事、１日の食事が給

食だけ、このような生徒も全国的にはふえてき

ているということでございます。寒河江市でも、

給食費を払わないと子供が肩身の狭い思いをす

るのではないかと、親がやりくりしてそれだけ

は払っている、そんな状況も聞かれるところで

あります。幸い、寒河江市は未納の状況がそん

なに多いというわけではないと、このたびは今

のお話で伺いましたけれども、この実際にある

未納状況に関しても、この学校給食無償化とい

うものは本当に大きな力になっていくと思いま

す。 

  そのさらなる充実は次の次に質問することに

して、まず財源についてお伺いしたいと思うの

です。ふるさと納税を財源として見ることは、

流動的で安定感がないというふうにも思うので

すけれども、安定した予算確保が不可欠という

ふうに考えますが、今後の見通しについてはど

のようにお考えなのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほどの御質問でもお答えしま

したけれども、子育て支援というものを社会全

体で支えていく必要があるというふうに申しあ

げましたが、そういう意味からすれば、あのふ

るさと納税でいただいた善意を教育とか子育て

支援に活用するということについては、まさに

その趣旨に沿っているというふうにも思います。 

  しかしながら、このふるさと納税制度につい

ては、先ほどお話ありましたけれども、まだま

だ安定した制度と言えるわけではないわけであ

ります。５年先、10年先どうなっているかわか

らないという制度であります。そういう状況で

ありますが、29年度から寒河江市では学校給食

の無料化をスタートするという、恒久的な制度

としてスタートをするということになるわけで

ありますので、そういう意味からその財源とし

てふるさと納税の寄附金を当てにしていくとい

うのは、必ずしも適切ではないというふうに認

識をしているところであります。基本的には、

今の段階ではふるさと納税に頼らないような財

源確保が求められてくるというふうに認識をし

ております。 

  安定的な財源を確保していくということにつ

いては、どういうものがあるかというような御

質問かというふうに、どういうことを考えてい

るのかということの御質問だと思いますが、さ

きの全員協議会でも財政計画などもお示しをし

ているのでありますけれども、その歳出の項目

の中に、公債費などは着実にこれからも減って

いくというように見込まれていますので、当然

そういうものを財源として活用をしていくとい

うことも考えています。また、今までもさまざ

まな子育て支援の、先ほど申しましたが医療費

の無料化などについて充実をしてきているわけ

でありますが、その財源については必ずしもこ

れだと特定して進めてきたということではあり

ません。それは、毎年毎年さまざまな全体の事

務事業の見直しの中で、スクラップ・アンド・

ビルドでありますとか効率化などを含めながら、

進めながら財源確保してきたというふうに思っ

ておりますので、そういった努力を引き続き展

開をしていくということが必要だというふうに

も認識をしています。 

  最後にしますけれども、しかしながら現在は

ふるさと納税、大変好調でありますから、我々

としてはこの制度が続く限り有効に活用してい

くというのも、全体の財政運営上は必要なこと

ではないかというふうに認識をしております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 社会全体で子育て応援してい

くには、ふるさと納税というのはまさに理にか

なったものだというようなお話でございます。
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それに加え、学校給食無償化は恒久的なものだ

から、安定した財源確保は不可欠だということ

で、その折々にどのような財源確保をしていく

かということを考えながら、不足にならないこ

の財源確保というものをその都度考えていくと

いうようなお話でございますね。ぜひ、これは

財源をきちんと恒久的にとっていただき、子供

たちのためにお金を有効的に使っていただきた

いというふうに思っております。 

  それで、寒河江市の学校給食無償化が県内の

他の自治体への励ましとなったものかどうか、

その後次々と広がってきております。大江町で

は、17年度から小学６年生と中学３年生を給食

費無料にするとしていますね。翌年度に中学、

高校にそれぞれ進学する児童生徒のいる家庭の

出費を考慮し、経済的負担を軽減させる狙いだ

ということでございます。実際、私のところに

も、「中学生はクラブ活動があるので、クラブ

活動で使う例えば剣道着ですとか柔道着、それ

から体育の授業でもスキーの授業がありますね、

その用具などに加えてさまざまなものが必要に

なってくるのだ、それでお金が小学生よりもず

っとかかってくるのよ。できれば中学校も無料

にしてもらえると助かるんだけどな」という切

実な声が寄せられております。鮭川村では、17

年度から村内の小中学校の給食費を完全無料化

する方針を固めたということでございます。ぜ

ひ本市でも中学校の無料化を考えていただきた

いと思いますし、小学校についても「今回の報

道はとてもうれしい。でも、今すぐ無料でもい

いんだけどな」というような声も寄せられてい

るところでございます。このような声に対する

考えをお聞かせ願いたいと思うのですが、よろ

しくお願いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 では、私のほうから答えさせ

ていただきたいと思います。 

  全児童を対象とする無料化の試みというのは、

全国的にも先駆的なものだというふうに思って

おります。まずは小学校から実施をさせていた

だいて、その実施状況とか効果、あるいは市民

の皆さんの反応というものも検証させていただ

きながら事業を推進してまいりたいなと、こん

なふうに考えているところであります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 まずは小学校から段階的に始

めていって、市内全体の反応を見ながらという

ことでございます。実際に新聞などでも、兵庫

県相生市の先駆的な子育て支援に対して、高齢

者のほうからは何で若い人ばっかりというよう

な声が出ているというような報道もございまし

た。ですけれども、佐藤市長がこの人口減少に

歯どめをかけていくんだという強い思いで始め

られるこの段階的な学校給食無償化を、ぜひと

も効果的に、できれば早くにしていっていただ

けるととてもありがたい、そう思う方が寒河江

市では多いのではないかというふうに感じてお

ります。ぜひ考えていっていただきたいと思い

ます。 

  そして、この学校給食のさらなる充実という

ことでございますけれども、中身のほうに入り

ますが、地産地消の食材の割合がどのようにな

っているのかお聞かせ願いたいと思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 地産地消のことについてお答

えを申しあげたいと思います。 

  これも平成27年度の実績でございますが、平

成27年度の小中学校合計の実績で、地産地消の

範囲というものを山形県産とした場合と、寒河

江市産とした場合、二通りで申しあげたいと思

います。 

  まず、野菜購入では山形県産36.2％、寒河江

市産が21.4％、果実購入では山形県産43.1％、

寒河江市産14.7％でありまして、生肉購入で申

しあげますと、山形県産が56.1％、寒河江市産

0.3％でございます。なお、米でありますが、
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米は寒河江市産のはえぬきとつや姫を使用して

おりますので、これは100％となっております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 米は寒河江市産100％という

ことでございます。ですが、肉などが0.3％と

大変少ないですけれども、これは山形県産が

50％以上だということであります。けれども、

この割合ですね、さらに大きくしていく、県産

もの、寒河江市産ものをさらに大きくしていっ

て、子供たちに安全で安心なおいしい野菜や果

実、お肉を食べていってもらうということは、

引き続き進めていく必要があるというふうに思

いますので、この割合についても大きくなるよ

うな引き続きのその努力をよろしくお願いした

いなというふうに思います。 

  そして、安全・安心な地産地消の食材をさら

にふやしていくための取り組みとして、どのよ

うなことをお考えになっているのか伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えを申しあげたいと思い

ます。 

  まず、中学校給食における食材の購入でござ

いますけれども、地産地消というものを推進を

目的といたしまして、市とさがえ西村山農業協

同組合、そして生産者組合の３者による協定を

結んでおります。その協定に基づきまして、野

菜の契約栽培を行って学校給食センターに食材

を納入しているということでございます。それ

から、小学校給食でありますが、小学校給食の

食材購入につきましては、自校給食調理でござ

いますので、各学校独自で小売店等から食材を

購入しております。 

  今後は、地産地消の食材をふやすためには、

小学校給食においても地場産の食材やあるいは

契約栽培の野菜を納入しやすいよう工夫するな

ど、食材の品目あるいは収量、そういったもの

の増加を図ってまいりたいと考えております。 

  また、県の地産地消促進事業費補助金とかそ

の他の補助金を利用いたしまして、さらに国の

地方創生推進交付金、こういったものを活用し

た食育事業等を検討するなど、積極的に地元野

菜の購入などに努めてまいりたいなと考えてお

ります。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 中学校については、農協さん、

生産者、それから市として、このネットワーク

をつくって頑張っているというようなお話でし

たし、小学校におきましても自校で買い物する

ときのその買い方、それについてさらに力を入

れていくと、地場産が多くなるような力を入れ

ていくということでございますし、補助金を使

っての食育、これにも力を入れていくというこ

とでございますので、ここはぜひ期待をしてお

りますので、さらなる中身の充実も図っていっ

ていただきたいというふうに思います。 

  私は母子家庭に育ち、深夜まで働いて疲れ切

った母が朝起きられずに食事の準備ができずに

朝食抜き、昼は菓子パン１個という日が続きま

した。数十年たった今、１日の食事が給食だけ、

そんな子供も多くなったこの社会で、ある少女

は「ご飯を食べたときには心から温かくなった。

野菜ってこんなにおいしかったんだ」と言って

います。その気持ちが身にしみて痛いほど実感

されます。どうか子供たちが体も心も温まる市

政を引き続き具現化していっていただきますよ

うに望みまして、通告番号12番、段階的な学校

給食無償化についての質問を閉じたいと思いま

す。 

  続きまして、通告番号13番、未来に生かす空

き家対策について伺います。 

  平成25年調査の総務省発表では、全国で空き

家は820万戸、空き家の総住宅数に占める割合

は13.5％で、過去最高としています。平成29年

現在は、この数よりさらに多くなっていると推

測されます。中でも管理不全の空き家が大きな
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社会問題となっていて、周囲に対して衛生・景

観の悪化や防災・防犯の低下など影響を及ぼし

ております。 

  寒河江市では、平成25年７月１日から空き家

等の適正管理に関する条例が施行され、それに

基づいた対応をされています。また、人口減少

に歯どめをかけていくため、空き家の利活用で

移住促進をしていく、そんな旨の方針も市長か

ら語られております。先ほど来のお話からもわ

かります。残されてふえていくばかりの空き家

を発想の転換で未来に生かしていく、そんな対

策が求められています。 

  そこで伺います。空き家条例制定後の状況に

ついて、まずは寒河江市内の現在の空き家の実

態をお聞かせいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 空き家の増加、それから適正な

管理については、先ほど来お話ありますが、全

国的にも大変大きな問題になっているわけであ

ります。そういった意味で、寒河江市では適切

に管理が行われていない空き家等が地域の防災、

衛生、景観等の地域住民の生活環境に悪影響を

及ぼすということを踏まえて、平成25年の３月

の議会におきまして、寒河江市空き家等の適正

管理に関する条例というものを御可決をいただ

いて、25年の７月に施行して、条例等に基づき

適正な空き家の管理等に向けて対応していると

ころでございます。 

  空き家の実態について御質問でありますが、

平成27年度に市内全域で空き家などと推測され

る物件についての調査、調査員が赴いて外観か

らの実態調査を行っています。その調査におい

ては、一応４種類に分けて、そのまま使用可能、

それから若干修繕必要、かなり修繕が必要、老

朽住宅などということで４段階に評価を分けた

ところでございます。その調査では、総数が

234戸という状況でございましたが、その後追

跡調査を行って、今年の平成29年２月末現在で

は総数が221戸となっております。そのうち、

そのまま使用可能、若干修繕必要という物件合

わせて118戸、かなり修繕が必要とされる物件

が60戸、老朽危険を含む老朽住宅とされている

物件が43戸というふうになっています。これが

現状だというふうに思います。27年の調査から

13件減っているわけでありますけれども、それ

の要因については、前回の実態調査をした後に

老朽化した空き家の解体などが行われたことに

よるものというふうになっているところであり

ます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 234戸あったうち221戸に減っ

て13戸が減ったということでございます。です

が、118戸が依然残っているということでござ

いました。この実態調査の中で、所有者不明の

空き家の件数、これはどのくらいあるのでしょ

うか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげたこの実態調査

を受けて、27年度に空き家の状態としてそのま

ま使用可とされた建物の所有者等へ対象住宅の

利活用調査を行っております。また、28年度に

もかなり修繕が必要、老朽住宅とされる建物の

所有者等へも利活用調査を行っているところで

ございます。今まだその調査中のところがあり

まして、全体の確定数にはなっておりませんけ

れども、現時点ではこの全体の空き家の中で２

件が所有者不明という状況になっているところ

でありますので、御理解をいただきたいなとい

うふうに思います。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今まだ利活用調査中というこ

とでありますが、現時点で２件が所有者不明と

いうことでございます。平成27年５月に全面施

行されました空き家特別措置法、これとのかか

わりについてどのようになっているのかお聞か

せ願いたいと思います。 
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○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 市の条例、それから特別措置法、

両方において段階的にまず指導または助言をし

て、次に勧告をして、さらに命令をして、最終

的には代執行できるという措置ができるように

双方においてなっております。それに加えまし

て、措置法のほうでは市町村に対して、空き家

等に関する対策を総合的かつ計画的に実施する

ために空き家等対策計画の策定、それから空き

家等対策計画の策定実施に関する協議会の設置

というものが措置法では求められていると、市

町村においてそういうことが求められていると

いうことであります。 

  そして、その特定空き家の参考基準として、

放置すれば倒壊など著しく保安上危険とされる

おそれのある状態、著しく衛生上有害となる状

態、著しく景観を損なっている状態、生活環境

の保全を図るために不適切な状態などについて

のガイドラインというものを定めて、個々の事

案や地域の実情に応じて判断をする認定基準と

いうものを定めるということになっていますが、

これを受けて県のほうでは、市町村に向けた空

き家等対策計画のモデル計画、さらには特定空

き家等の県内統一版の認定基準、先ほど申しま

した認定基準の策定を進めていただいていると

いうところであります。寒河江市としても、そ

の空き家等対策計画というものは必要だという

ふうに認識をしておりますので、県から示され

るモデル計画あるいは認定基準を待った上で、

関係機関と十分に連携を図り、協議しながら、

そういう計画策定に向けて取り組んでいきたい

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 数日前の山形新聞に出ており

ましたね、「空き家解消へてこ入れ、山形対策

協が発足」ということでございますので、これ

はこの特別措置法に基づいたものというふうに

考えられるわけです。寒河江市でも、今から対

策協議会をつくって対策計画を立てていくとい

うことでございますね。平成25年に空き家条例、

寒河江市の条例ができてから、情報提供件数が、

空き家等に対する助言・指導対応件数というの

が教えていただきましたけれども、平成25年か

らどんどんとふえているわけですね。平成25年

度は７件、26年度11件、28年度は13件でありま

すし、その助言・指導件数もそれに伴ってふえ

ているということは、条例の効果が少しずつ出

てきているんだなというふうにも感じられると

ころでありますが、さらにこの特別措置法は合

法的に空き家対策をさらに強化していくという

ことの法律でありましょうから、ここはぜひ寒

河江市でも力を入れて、さらなる対策を強めて

いっていただきたいなというふうに思っており

ます。 

  それで、この具体的な管理がなされていない

空き家への対処の仕方についてなのですけれど

も、これについて具体的に教えていただければ

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今遠藤議員からもお話がありま

したけれども、町会などからの情報提供を受け

て、現実的には市の担当者が現場に出向いて、

当該空き家等の状態を確認をしていくというこ

とにしているわけであります。その上で、条例

に基づき所有者の所在調査を行うということに

しています。現地の調査などで、その当該空き

家が管理がなされていない状態、管理不全と認

められる場合には、所有者などに対して適正に

維持管理をするよう助言・指導を実施していく

ということでございます。 

  管理不全な状態にある空き家等が保安上危険

と判断した場合については、応急処置あるいは

解体をしていただくということをお願いをして

いくことになるのであります。現実的には、し

かしながらその助言あるいは指導に至るまでも

スムーズに所有者が特定されるケースもありま
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すけれども、逆にまた所有者が亡くなっておら

れたり、県外などへ移転をしていたりなどとい

うことで、特定するのに大変時間がかかるとい

う場合もあるわけでありますので、我々として

は迅速な対応をしていきたいというふうに努力

をしているところでありますけれども、なかな

か現実的にはそういう場合もあるということに

ついて御理解をいただきたいなというふうに思

います。いずれにしても、適切な空き家の管理

について努力をしてまいりたいというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 所有者の方が亡くなられてし

まったというようなこともあるということでご

ざいますが、相続人が存在しない危険老朽化し

た空き家対策などについても、相続財産管理人

選任申し立てなどといって、山形県の酒田市な

どではさらに突っ込んだ取り組みなどをしてい

る例もあるようでございます。大変これは困難

なことだと思いますけれども、さらにこの空き

家条例、特別措置法ともども沿いながら、具体

的な処置をさらにてこ入れをしていっていただ

きたいなというふうに思うわけです。 

  それで、老朽化した危険空き家を解体する場

合などへの援助はどのようになっているのかお

聞きしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成28年度、今年度に寒河江市

老朽危険空き家対策事業というものを創設をし

て、住環境の改善及び良好な景観の促進を図る

ということにしております。この事業について

は、老朽化して危険な空き家の解体などの除去

を行う場合に、除去費の一部として50万円を限

度として、対象工事費の２分の１の補助を行う

というものでございます。手続としては、所有

者からの事前調査申し込みを受けて現地調査を

行って、当該建物の不良度、また周辺に与える

危険性を勘案した上で補助金交付と決定すると

いうことにしておりますが、28年度からスター

トしたわけでありますけれども、この制度によ

って高松地内で１件の老朽化した危険空き家の

解体を実施しているところであります。今後に

ついてもこの制度、一層の周知を図って、危険

空き家の除去を進めてまいりたいというふうに

考えているところでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今年度から50万円を上限とし

て工事費の２分の１の補助をするという、これ

も大変画期的な助成制度だなというふうに思い

ます。ただ、所有者が空き家を放置させるより

も解体したほうが自分にとって得策であるとい

うふうに思ってもらえるためにも、このような

援助は大変大事だと思いますし、空き家の対策

の研究をしている中込幸人さんという方により

ますと、解体の補助金制度のほかに、解体後の

土地に係る税を減免する方法、そして跡地の利

用性を高める方法があるというふうにしており

ますね。実際に、この跡地の固定資産税の減免

をしている自治体が全国には数カ所ありまして、

新潟県見附市、富山県立山町、福岡県豊前市、

鳥取県日南町などが挙げられております。先進

例を参考にしていただいて、寒河江市でもぜひ

研究していただければなというふうに思います。 

  現在、空き家の相談窓口は建設管理課になっ

ておりますけれども、空き家の諸問題を迅速に

解決していくために、専門家を一堂に集めての

相談会などを設けてはどうかと考えております。

これについてもお考えお聞かせ願えたらと思い

ますが、お願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 空き家に関する相談、御質問の

とおり建設管理課が窓口になっているわけであ

りますけれども、相談の内容については、空き

家の管理などに関するもの、相続に関するもの、

それから売却・賃貸に関するもの、解体に関す

るものなどということで、多岐にわたっている



 - 85 -

というのが実情であります。そういう状況のた

めに、市のほうでその全てについて解決までの

対応をしていくということはなかなか難しいこ

ともあるわけでありますので、特に相続あるい

は係争など専門性が必要な相談については、専

門の団体などを御紹介して対応しているという

状況にあります。 

  専門家を集めて相談会を開催してはというこ

とでございますけれども、この空き家の所有者

の方にとりましても、何とか一刻も早く問題を

解決したいというふうに思っていらっしゃるわ

けでありますので、市としても各専門期間の団

体あるいは事業者などとも調整を行って、御指

摘のような、御提案のような総合的な相談会の

開催について検討していきたいというふうに考

えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 今後、総合的な窓口として検

討なさっていくというお話でございました。山

形県酒田市などのネットワークづくりなどの例

もございますので、そのようなことも見ながら、

ぜひしていっていただきたいというふうに思い

ます。 

  続きまして、空き家バンクの取り組みでござ

います。寒河江市空き家バンクのこれまでの実

績をお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 実績でありますけれども、現在

空き家を売りたいという方の物件が３件、それ

から購入、買いたいなどの希望者が６名という

登録になっております。平成27年度に登録され

た物件のうち１件の売買が成立しているという

状況でございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 １件が売買が成立したという

ことでございます。やはり、空き家バンクは提

供者と受ける側とのそのマッチング、それに市

としては力を入れていくということが必要にな

ると思うんですけれども、その一つとして、移

住促進にもつなげていくために古民家など利活

用してはどうかというふうにも考えるのですが、

これについてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 他の自治体ではそういうケース

もあるというふうにお聞きをしております。

我々の今のところの調査では、そういう物件が

まだあらわれていないということでありますが、

そういう物件が出てきた場合には、いろんな面

で利活用について、さらには御指摘のような移

住促進などの観点からも何とか活用を考えてい

きたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 その需要に合ったようなもの

があればということでございますが、ぜひ考え

ていただきたいと思います。 

  最後の質問になります。空き家バンクをさら

にこれから充実させるために、やはりここでも

専門団体と連携した相談体制が必要というふう

に思うんですね。これについていかがお考えに

なりますでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど実態を御報告申しあげま

したが、まだまだ利活用というか登録件数も含

め少ないというふうに思います。それには、や

っぱり所有者の方との信頼関係を構築するとい

うのが一番基本かなというふうに思っておりま

すし、またマッチングをうまくできるそのため

の専門家との相談体制なども重要だというふう

に思いますし、今後そのバンクを利用した際の

補助制度の拡充など、より空き家バンクの利用

が推進できるような取り組みを、いろんな形で

検討していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 遠藤議員。 

○遠藤智与子議員 ありがとうございます。空き

家対策が、市長の言う人口削減の歯どめになる
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一翼を担えるように期待いたしまして、私の一

般質問を終わりたいと思います。ありがとうご

ざいました。 

 

伊藤正彦議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号14番、15番について、

５番伊藤正彦議員。 

○伊藤正彦議員 おはようございます。 

  新政クラブの伊藤正彦でございます。 

  佐藤市政も３期目に入り、佐藤市長が考えて

おられる寒河江市、すなわち第６次振興計画

「さくらんぼと歴史が育む スマイルシティ 

寒河江」の実現に向けて、勢いよく船出したと

いったところかと思います。大いに期待をして

おります。 

  一方、第２回雪フェスティバルは来場者が19

万1,000人と、昨年より３万人多かったという

ことで、成功裏に終了したのではないかと思っ

ております。昨年は雪不足に悩まされ、逆にこ

としは大雪に悩まされと、胃が痛い毎日だった

かと思います。しかし、県内の雪祭りのオープ

ニングを飾るにふさわしいフェスティバルであ

ったのではないかと思います。県議会での県の

答弁では、県外からの客が昨年から倍増してい

るほか、県内の宿泊客が昨年比2.8倍というこ

とでした。市内の状況はよくわかりませんけれ

ども、１回目、２回目とだんだん充実してきて

いるということかと思います。また、来場者に

対するアンケートでは、84％の方が次回も参加

したい、参加してもよいと答えているというこ

とでした。関係者の方々の労を多としたいと思

います。大変御苦労さまでした。 

  さて、私からは慈恩寺振興と除雪について質

問をさせていただきます。 

  まず、通告番号14番、慈恩寺振興について質

問いたします。 

  昨年の６月定例会で、私は保存活用、観光等

振興活性化のための施策を有機的に連携させて

進めていくための組織、仮称ですけれども慈恩

寺課とか慈恩寺振興室といったものを新設して

はどうかという提案をいたしました。その際の

答弁は、来年度の組織体制の中で貴重な提案と

して受けとめ、検討していくという答弁でした。

まず、その検討結果についてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 組織をつくっていくときは、事

業目的がより効果的に達成できるように、必要

に応じて見直しを行っていくというのが通例で

ございます。そういう意味で、この29年度にお

ける取り組みでありますけれども、史跡慈恩寺

旧境内整備基本計画の策定というのが主な業務

になっていくわけであります。この計画は、史

跡を守るための方針、さらには史跡の特徴を生

かすための方針の具体的なプランを文化庁と協

議しながら策定をしていくということでござい

ます。整備基本計画の策定については、これま

でも文化庁といろいろ連携を図ってまいりまし

たけれども、これまで以上に緊密な協議が必要

となるというふうに聞いております。これらを

一層推進するということと、ガイダンス施設に

ついても基本調査を行うということにしている

わけであります。こうした取り組みについて、

市内外へ情報を発信していく必要もあるという

ふうに考えております。 

  そういった意味で、来年度、生涯学習課の中

に、仮称でありますけれども、慈恩寺歴史文化

振興室を設置する方向で、教育委員会と調整を

している状況でございます。また、関係課及び

組織の連携などの総合調整については、当面こ

れまで同様政策企画課が担っていくことになろ

うというふうに考えております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 来年度、整備基本計画策定、あ

とガイダンス施設への取り組みも始まるという

ことで、今の答えは生涯学習課の中に慈恩寺歴
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史文化振興室を置かれるということで検討され

るというふうにお答えいただきました。まだ検

討中かもしれませんけれども、今のイメージ的

には、例えば専従員を置くとか兼務とかという

何かイメージございましたらお願い、まだ検討

中であれば検討中でも結構です。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今まだ検討中であります。そう

いう具体的な体制などについて、今教育委員会

とも十分調整を図っている状況であります。

近々そういった意味では議会のほうにもお示し

をしていけるのではないかというふうに考えて

おります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 慈恩寺については、これからと

いうことで、そういったことから逐次充実をさ

せていくという形で対応していく必要があるの

かなと思いますので、人員的にはなかなか大変

かとは思いますけれども、頑張っていただきた

いと思います。大いに期待をしたいと思います。 

  慈恩寺関係につきましては、市長にもこれま

で一生懸命に取り組んでいただき、ここまで順

調に進んできているのかなと私も認識しており

ます。寒河江市第６次振興計画においても、第

２章「活力と交流を創成するまち」の第２節

「地域資源を活かした観光振興」の中で、葉山

や慈恩寺などの資源を生かした観光ルートの整

備をうたっています。慈恩寺については、これ

からが大変重要だろうと思っております。ぜひ、

重点施行すべきところは思い切ってするといっ

たようなスタンスでお願いをしたいと思います。 

  次に、史跡慈恩寺旧境内保存活用計画につい

て伺います。 

  現在、保存活用計画策定の最後の詰めに入っ

ているかと思いますが、当該計画で示されてい

る今後の整備計画、いわゆる線表の概要につい

てお伺いします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えをいたします。 

  史跡慈恩寺旧境内保存活用計画についてであ

りますけれども、これは御案内のことと思いま

すが、旧境内の本質的な価値というものを適切

に保存して、次世代へと確実に伝えていくと、

そしてその価値を損なうことなく活用していく

ための指針として、この旧境内保存活用計画と

いうものを今年度中の策定に向けて、議員おっ

しゃったように今まさに最後の詰めということ

でございます。 

  本計画では、１つとして史跡の保存管理に関

する現状と課題及び方向性と方法について、２

つには整備活用に関する現状と課題及び方向性

と方法について、さらに３つには1,000年以上

かけて形成されたこのたたずまいの保全を図る

ための大綱とか基本方針等について記述をして

いるところでございます。今後は、この計画に

基づきまして適切な保存活用を推進してまいり

たいと考えているところでございます。 

  御質問の今後の整備計画でございますが、本

計画策定後10年をめどにいたしまして、３期に

分けて実施することとしております。１つは、

平成29年度、来年度からでありますが、平成30

年度まで２カ年間を第１期といたしまして、史

跡の整備基本計画や基本設計の策定を進めてま

いります。２つには、平成31年度から平成35年

度までの５年間ということになりますけれども、

第２期といたしまして、史跡内の建造物の保

存・修理、あるいは石垣等の修繕、標柱や案内

板・解説板の設置、そしてガイダンス施設等の

整備を進める予定でございます。それから３つ

目には、平成36年度以降を第３期と考えており

まして、山業地区あるいは愛染ヶ嶽の整備等を

進めていく計画となっております。なお、ガイ

ダンス施設の整備につきましては、来年度、慈

恩寺総合案内施設整備事業によりまして基本調

査を行う計画となっております。 

○國井輝明議長 お待ちください。 
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  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は10時55分といたします。 

 休 憩 午前１０時４１分  

 再 開 午前１０時５５分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 保存活用計画については、１期

から３期に分けて計画をされていて、それに基

づいて進めていかれるというお話でした。では、

来年度策定予定の整備基本計画、これ来年度予

定されておりますけれども、これはどのような

内容の計画になるのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 お答えをいたします。 

  平成27年度と28年度の２カ年間をかけて、史

跡慈恩寺旧境内保存活用計画というものを策定

している途中でございますけれども、来年度に

つきましては、史跡慈恩寺旧境内整備基本計画

を策定する予定でございます。保存活用計画で

示しました整備計画には、保存のための整備と

活用のための整備というものがありまして、こ

の２つの整備をより具体的に記述するものにな

ります。 

  例えば、保存のための整備といたしましては、

史跡内の歴史的建造物や石垣等の修繕方法につ

いて、それから活用のための整備としては案内

板、解説板の内容及び設置場所について、さら

に来訪者が快適に見学できるための休憩施設と

かトイレ、ベンチ等の配置などについて示すこ

とになります。また、ガイダンス施設につきま

しても、その概要等の内容が盛り込まれるもの

になるということでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 整備基本計画については、より

具体的な内容が盛り込まれた計画ということで

すけれども、この整備基本計画作成の主管はど

こになるのでしょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 主管でありますけれども、史

跡慈恩寺旧境内保存活用計画の策定と同じく、

教育委員会、生涯学習課が主管することとなり

ます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 生涯学習課というお話でしたけ

れども、いろんな課がやっぱりかかわるかと思

いますので、その辺よく連携をとりながら、先

ほど市長が言われました、これから検討される

というその新しい室等の有効活用も踏まえて、

いろんな観点から見て、充実した内容の計画に

していただければと思います。 

  慈恩寺振興について、まずはガイダンス施設

からということで、関係者や市民の皆さんは期

待されていると思います。そこのところは皆さ

ん頭が一致しているのではないかと思います。

市長の施政方針でも、古刹慈恩寺についてはい

よいよガイダンス施設等観光拠点施設の早期整

備を進めることによって、地域全体の振興に結

びつくよう取り組んでいく、ガイダンス施設等

の整備の取り組みを前倒しで進めていくという

ふうに述べられました。大変頼もしくありがた

い方針であると思います。 

  そこで、ガイダンス施設の整備について伺い

ます。みんなが期待しているガイダンス施設の

オープンはいつごろになるのでしょうか。第６

次振興計画行動計画では、平成32年度末という

ふうに線引きされておりますけれども、あと４

年後には待望のガイダンス施設ができ上がると

いうふうに期待していいのかお伺いいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 ガイダンス施設のオープンと

いうことでございますが、ガイダンス施設の整

備につきましては、先ほど申しあげましたよう

に、来年度、慈恩寺総合案内施設整備事業とい

うものによりまして基本調査を行いまして、ま

た整備基本計画策定委員会によりまして場所及
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びその内容の検討を行うということになります。

平成30年度には用地買収と土地の造成、平成31

年度から工事を着工いたしまして、可能な限り

早期に完成してまいりたいと考えているところ

であります。 

  しかしながら、ガイダンス施設の整備につき

ましては文化庁の補助を受けての事業となりま

すので、県の指導を受けながら文化庁と十分に

協議をいたしまして着工時期を決定してまいり

たいと、こういうふうに考えております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 私も、保存活用計画の案を拝見

いたしました。当該計画は、保存については非

常に詳しく記述されているすばらしい計画だと

思っています。ただ、そこから先の部分、すな

わち振興・観光といった活用部分がまだ薄いの

ではないかと御意見を申しあげました。 

  当然、保存あっての活用ということになりま

すけれども、市民の方、地元民の方々は活用、

観光という観点から大いに期待しているのでは

ないかと思いますし、ボランティアの方々もそ

のような思いで頑張っているというふうに私は

考えます。ガイダンス施設ができ上がるまでに、

早くてあと４年、観光等の整備はその後といっ

たようなことでは、関係者の方は間違いなく息

切れしてしまうのではないかと思います。５年

や10年で整備が完了するとは私も思いませんけ

れども、いろんなことにかかわっている方々は、

高齢者の方も数多くいらっしゃいます。そうい

った方々が毎年目に見える形で整備は進んでい

るんだ、先が楽しみだなということを実感でき

るような整備の進め方をしていただければと思

います。 

  文化庁の補助については、使用目的が限定さ

れることは、これは間違いありませんし、また

伺ったところでは、文化庁の補助は２分の１で、

半分は市の負担になるということでした。一生

懸命やればやるほど市の負担が大きくなります。

例えば、文化庁では収蔵庫や物品販売所は対象

外とのことです。補助が出ないからそれはつく

らない、必要になったら後でつけ足すといった

ようなやり方は、私は好ましくないのではない

かなと考えます。市の負担がある程度大きくな

っても、つくるべきものはしっかりつくるとい

った思い切った手を打つべきと考えます。貴重

な仏像や教典等が慈恩寺にはまだまだ数多くあ

ると伺っておりますし、そういったものは今後

のためにも収蔵庫といったしっかりした建物に

保管したいんだというお話も伺っております。

また、お土産ものを買えないようなところに多

くの観光客が来るとは考えられません。 

  そこでお伺いしますけれども、まずガイダン

ス施設からということですが、現在イメージし

ているガイダンス施設とはどのようなものでし

ょうか。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 ガイダンス施設についてお答

えをしたいと思います。 

  一般的には、史跡のその全体像や特徴がわか

りやすく説明されていて、史跡の価値を伝える

ということがガイダンス施設の役割となってい

るわけでありますけれども、仮に例を挙げると

いたしますと、ガイダンス施設の内部構成とし

てはおおむね５つのスペースに区分することが

できると思います。 

  まず、１つ目は導入スペースでありまして、

受付やエントランスということになります。２

つ目が解説・展示スペースでありまして、史跡

を見学するに当たって理解しておくことや伝え

ておくべきことを説明パネルとか模型、または

映像ソフトやコンピューターなどを利用して情

報を提供するスペースということになります。

３つ目が活用スペースということでございまし

て、学習の場、体験の場ということになります。

４つ目がサービススペース、休憩室やトイレ等

になりまして、５つ目が管理スペース、事務室
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等になります。以上のような内容がガイダンス

施設の内部構成として、例としてでありますが

考えられることだというふうに思っております。 

  おととし、国史跡の白山平泉寺旧境内のガイ

ダンス施設であります歴史探遊館まほろばとい

うものを、関係者が視察してきたところでござ

いますが、慈恩寺「悠久の魅力」向上基本計画

推進協議会で、その視察内容を説明させていた

だいたところでありますが、具体的には今後検

討をさせていただきたいなというふうに思って

おります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 ガイダンス施設には５つのスペ

ースがあるというお話でした。私もあのガイダ

ンス施設ってどんなものかというのはよくわか

らなかったので、一番近くにある天童の西沼田

遺跡をちょっとこの間見てきました。それより

は慈恩寺は多分もっと内容の充実した施設にし

てもらえるのではないかなとイメージしながら

見てきたんですけれども、何かが足りないよう

なちょっと印象を受けてきたところです。ただ、

先ほどから申しあげていますとおり、どうして

も文化庁の縛りというものがあるでしょうから、

そこはうまく文化庁から引き出すような形で連

携をとっていただければと思います。 

  先ほども申しあげましたけれども、必要な施

設を後からつけ足していくということではなく

て、やっぱり同時に整備をしたほうが私として

はいいのかなと考えます。すなわち、文化庁の

対象外となるような収蔵庫とか商業施設、これ

は市の負担となってもガイダンス施設と同時に

整備するといったほうが効果的、効率的なので

はないかなと思うんですけれども、そういった

整備構想はお持ちでないのかどうか。また、国

の予算制度上、そういった整備は市としてした

くてもどうしてもできないんだと、理由がある

のかどうかお伺いをいたします。 

○國井輝明議長 草苅教育長。 

○草苅和男教育長 施設の整備についてお答えを

いたします。 

  なお、近年の仏像盗難事件あるいは慈恩寺で

おきました油まき事件、こういったことなど文

化財に関する事件というのが相次いでおります

けれども、本山慈恩寺におきましてもセキュリ

ティーの強化のために、昨年度ふるさと納税を

活用いたしまして、境内地の防犯カメラを増設

したところでありまして、文化財の保護のため

には収蔵庫の整備というものは必要であると考

えているところであります。 

  しかしながら、収蔵庫の整備補助につきまし

ては、先ほどありましたように、補助対象者が

仏像等の所有者ということになっているわけで

ありまして、本山慈恩寺等が事業主体というこ

とになります。そのために、収蔵庫の整備につ

きましては、本山慈恩寺等と所有者と十分協議

をしながら進めてまいりたいなと考えていると

ころであります。 

  なお、商業施設の整備につきましては、ガイ

ダンス施設との同時整備が望ましいものと考え

ておりますので、関係各課と連携しながら進め

てまいりたいと考えているところであります。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 商業施設については、同時整備

の方向で検討されていくというお答えで、非常

に期待をしたいと思います。 

  今ガイダンス施設について伺いましたけれど

も、では慈恩寺全体の整備後のイメージ、ある

べき姿というものをどのように考えて整備して

いこうと考えておられるのかお伺いしたいと思

います。私は、多くの観光バスが行き交い、観

光客がすばらしい仏像に感銘を受け、食事をし

て、帰りがけに記念品を買って満足して帰って

いく、また元気のある方は修験の道ウオーキン

グをしたりして修験者の疑似体験をするといっ

たようなイメージを持っておりますけれども、

寒河江市として整備完了後の慈恩寺全体のイメ
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ージをどのように考えておられるのかお伺いし

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 慈恩寺の振興ということについ

ては、平成26年３月に慈恩寺「悠久の魅力」向

上基本計画というものを策定をして、慈恩寺の

歴史的財産を守りながら観光資源の活用、産業

の振興、豊かな地域づくりを推進するというこ

とで、これまでさまざまな整備を行ってきたと

ころであります。基本計画では、先ほど御質問

にありましたが、ガイダンス施設の整備のほか

に、休憩スポットの設置、観光コースの整備な

ど、より魅力的なものとなって多くの方から訪

れていただくような事業を展開しているところ

でございます。 

  慈恩寺全体のイメージというものをどういう

ふうに考えているのかということでありますが、

これは御案内のとおり、慈恩寺というのは岩手

県の世界遺産、平泉中尊寺と並ぶ文化財の宝庫

と言われているわけでありますから、それに匹

敵するような整備というものを目指していく必

要があるというふうに思っているところであり

ますし、また、伊藤議員おっしゃったように、

一般の観光客のみならず歴史研究の愛好家や歴

女なども取り込みながら、さらにはさくらんぼ

シーズンだけでなくて、四季を通じて多くの観

光客を呼び込めるような名刹として名実ともに

位置づけられるように整備をしていく必要があ

るというふうに認識をしているところでありま

す。 

  例えば、現状では自家用車やバスなど車での

移動が大半を占めるわけでありますけれども、

ガイダンス施設と境内を動線で結ぶ参拝ルート

などを確立して、徒歩による参拝客をふやして

いく方策などにも力を入れて、にぎわいの演出

を初め工夫を凝らしていきたいというふうに考

えているところでございます。 

  先ほど申しあげました基本計画の将来像は、

歴史と現代が共存する悠久の時が感じられる慈

恩寺としているわけでありますので、その具現

化を図るべく、本山慈恩寺と地域が一体となっ

た観光拠点エリアを目指してまいりたいという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 平泉中尊寺に匹敵するような整

備ということで、将来が非常に楽しみだなと今

思った次第です。相当な年数とお金がかかるん

でしょうけれども、平泉以上だと慈恩寺は言わ

れておりますので、ぜひそういった方向で力を

入れていただきたいというふうに思います。 

  いろんなバス等が行き交うためには、道路整

備というものも必要になると思います。醍醐地

区を見ますと、日和田地区、慈恩寺地区の道路

は非常に、皆さん御存じのとおり狭い。大型車

に限らずアクセスがよいとは言えません。間も

なく特別養護老人ホームすばるも旧醍醐小学校

跡地に完成するといったようなこともありまし

て、交通量はこれまで以上にふえるかと予想さ

れます。道路整備については、地権者の問題等

もあり、そう簡単にはいかないと思います。そ

れこそ10年、20年がかり、あるいはそれ以上か

けて解決していくことになるのではないかと思

います。 

  そこで、今考えられる一番手っ取り早い方法

というのは、箕輪から上の第一駐車場までの農

道が１本あるんですけれども、これを整備する

ことが一番手っ取り早い方法ではないかと私は

思います。この農道は、今一番有効に活用され

ているアクセス道となっておりますけれども、

今のままでは大型バスがすれ違うのは困難なた

め、必要により自主規制による一方通行という

ことで対応せざるを得ません。でも、１つ簡単

にといいますかできることがあると思っており

ます。それは、農道の両側の側溝にふたをする

ということではないかと思います。両側の側溝

分だけでも広がれば、この道路の利便性は格段
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に上がるのではないかと思います。 

  また、通年の観光、先ほど市長も言っておら

れましたけれども、四季を通じての観光という

点では、特に冬期間の観光というのが非常に大

きな課題となっております。この冬期間の観光

について、観光バスの受け入れができるように

ということで、昨シーズンから農道の除雪を実

施していただけるようになりました。関係者も

非常に感謝しているところであります。しかし、

これはあくまでも一時的な処置であり、恒久的

な対応を考えた場合、農道を市道に格上げをし

て冬期間の除雪等もしっかり対応するといった

ような体制を、慈恩寺整備全体の中で考えてい

く必要があると考えます。 

  ほかにもやるべきことはいろいろあると思い

ますけれども、アクセス道の整備等は、文化庁

の縛りを受けなくても市が先行してできること

ではないかというふうに考えます。このように、

市としてできることは先行的に実施をする、目

に見える形で整備を進めていくといった思い切

った施策をとっていただきたいというふうに考

えます。こういったことをしていかないと、市

民、地元住民、ボランティアの方々のモチベー

ションが維持されないのではないかと心配です。

今後の慈恩寺振興の進め方について、見解をお

伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど慈恩寺の振興に向けた、

全体のどういうイメージで整備を進めていくの

かということで御答弁申しあげましたが、全体

的な整備にはやはり時間、それからお金もかか

る、そして計画的に進めていくということが大

事であります。そういう意味で、着実に前に進

めていくということは、これは大変需要なこと

で、いろんな形で毎年毎年整備を進めてきたと

ころであります。 

  ただ、やっぱり慈恩寺、先ほども申しました

が、一山、それから地元の皆さんとともにやは

り振興策というものを進めていかなければなり

ませんので、そういった意味では地元の皆さん

の気持ちが維持されていくようなぐあいで対応

を進めていくというのが我々も必要だというふ

うに認識をしているところであります。そうい

ったことから、できるだけ必要なものは前倒し

をしながら整備に進めていくということで、ガ

イダンス施設の整備に向けても前倒しをして進

めることとしているところでございます。 

  いろんな点、まだまだ整備を進めていかなけ

ればならない事業があります。御指摘のような

農道についても、昨年度から除雪をさせていた

だきましたが、さらにいろんな工夫ができない

のかどうかであります。文化庁の縛りは受けな

いのではないかという御指摘がありましたが、

文化庁の縛りは当然受けませんけれども、農林

の補助事業でつくっている農道というふうなと

ころもありまして、その辺のところもいろいろ

検討しながら、大変重要な道路整備ということ

にもなろうかというふうに思いますので、いろ

いろ工夫して検討して、何とかそういう受け入

れ体制の充実に早期に取り組めるようにしてい

きたい、そして地元の皆さんとも協調しながら

前に進めていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 受け入れ体制の充実ということ

で、できるだけ前向きにということですが、ぜ

ひそこのところはよろしくお願いをしたいと思

います。 

  第６次振興計画に掲げる「さくらんぼと歴史

が育む スマイルシティ 寒河江」の「歴史が

育む」の大きな柱の一つは慈恩寺です。本山慈

恩寺は、平成25年のプレＤＣから去年まで４年

間、秘仏を公開する形でイベントを実施してき

ました。昨年は「天台大師と慈恩寺修験」と題

して実施しましたけれども、有料参拝者は１万

人に届いていないという状況です。 
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  ことしは秘仏を公開する形ではなく、本山慈

恩寺と悠久の里慈恩寺運営委員会の共同企画で、

新たに散策と歴史を学ぶ２コースとして５月か

ら10月までの間に12回、定員20名のウオーキン

グを実施することになりました。通常の形でど

れだけの方に来ていただけるのかという真価が

問われる年になるのではないかなと思っており

ます。 

  市も地元住民も関係者も一生懸命やっていま

す。ただ、予算面では市に頼らざるを得ないと

いうのが実態です。それは、本山慈恩寺がやる

こととか割り切った線引きをするのではなく、

行政としてできることはないか、手助けできる

ことはないか等しっかり支援していただければ

というふうに思います。今後リニューアルを予

定しておりますチェリーランド、ここからちょ

っと足を延ばせば慈恩寺です。この事業に関連

しても何かできることがあるかもしれません。

慈恩寺は国の宝、市の宝です。そう遠くない将

来には、市有数の観光地になることが大いに期

待できる資源だと思います。慈恩寺振興にスピ

ード感のある思い切った施策をとっていただく

ことを要望、期待して、通告番号14番の質問を

終わります。 

  次に、通告番号15番、除雪について伺います。 

  ことしの冬は、昨年とは違い大雪となりまし

た。市民の生活を守るために大変苦労されたこ

とと思います。一斉除雪が昨シーズン３回だっ

たのに対し、今シーズンは１月末までで11回と

多く、除雪費用も3,000万円を補正して、約１

億5,000万円に上り、予算の執行率が約90％と

いうお話がありました。 

  寒河江市の除雪は、住民の要望等を考慮して

年々よくなってきていると伺っており、市民の

一人として本当にありがたいことだと感謝申し

あげます。まだ今シーズンは終わっておりませ

んが、どれだけ一生懸命やっても要望、苦情等

があり、やむことのない市民ニーズの高まりに

苦慮しておられるのではないかと推察いたしま

す。 

  先月末の山形新聞に、「県内進む高齢化、間

口除雪の今」ということで、間口除雪について

連載されておりましたけれども、県内どの自治

体も試行錯誤を繰り返しながら住民の安全・安

心、快適な暮らしのための除雪を一生懸命実施

しているようです。寒河江市は県内でも頑張っ

ているほうだと思っております。しかし、私自

身感じたことがありましたので、除雪の課題と

対策についてお伺いいたします。 

  毎年毎年いろいろな要望、課題が出てきてい

ると思いますけれども、今シーズンこれまで新

たに出てきた課題、要望、苦情等はありますか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今シーズンの一斉除雪、これま

でに早朝12回、それから日中１回、合計13回行

っているところでございます。御案内のとおり、

今シーズンの降雪の特徴というのは、１月12日

からの５日間、早朝一斉除雪が続いたように、

いわゆるどか雪であったり、かと思えば気温が

上昇し雨になるということも多く、路面がざぶ

ついてわだちができてしまったということが多

くございました。 

  平成25年から開設をしております雪の総合窓

口には、今シーズンも多くの問い合わせ、要望、

苦情などもございまして、これまでに約300件

が寄せられております。この内容については、

雪おろしの相談や雪捨て場などの問い合わせが

70件、道路や歩道、私道の除雪、道路幅確保の

依頼などが115件、除雪の仕方、除雪時間に対

する要望などが115件となっているところでご

ざいます。今シーズン新たな今までにないよう

な要望、苦情というのは特に見当たりませんけ

れども、中でも多かった要望は、先ほども申し

あげましたとおりざぶ雪によるわだちの処理、

道路幅の確保、また除雪の時間に対する要望が

多かったというふうに聞いております。 
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  課題としては、除雪協力会との連携により丁

寧な間口除雪に取り組んできているわけであり

ますけれども、今シーズンは短期間で多くの降

雪があったことから、狭い道路では特に間口除

雪のための雪押し場の確保が得られなかったこ

と、さらに除雪を優先させるため、雪押し場の

排雪に対応する機械の配置がスムーズにできな

かったことなどが課題として挙げられています。

今シーズンまだ総括はこれからということでご

ざいますが、除雪協力会とも十分連携、話し合

いをしながら課題、要望、苦情などの内容につ

いてもまとめて、今後の対応を期していきたい

というふうに考えております。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 毎年毎年、今シーズンは300件

ほど来ているということですけれども、当局と

しては非常に御苦労されているのだろうなとい

うふうに思います。そういったいろんなその要

望、苦情等を受けて、最終的には今市長も言わ

れましたとおり、今後総括、検討ということに

なるのかと思いますけれども、今シーズンそれ

を受けて既に何か対策をとったものとか代表的

なものとかはあるのでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寄せられた要望については、即

時対応可能なものについては極力現場の状況を

確認して対応していく、その場で対応していく

ということにしているわけであります。また、

幅が狭くなった路線などについては、そういう

要望があればドーザーやロータリーなどを組み

合わせながら除雪作業を行って交通の確保をし

ていくという、現場主義的なところが対応は多

いわけであります。 

  また、ことしの特徴としてざぶ雪によるわだ

ちの解消があったわけでありますけれども、こ

れは日中の一斉除雪ということで対応させてい

ただきました。また、そのほか通学・通勤が少

ない休日に、そのざぶ雪によるわだちの処理を

３回ほど実施をして、交通の確保を行うなどの

対応を行っているところであります。 

  また、よくある要望でありますけれども、事

業者によって除雪の違いが指摘されたりなんか

します。また、地域によっても除雪の違いが指

摘されたりしますので、そういうことがないよ

う、オペレーターの皆さんの講習会なども今後

検討していきたいというふうに考えているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 大変御苦労、あるいはいろんな

面で御努力されているということがわかりまし

た。市のホームページを見ますと、市道等の一

斉除雪について、原則として市街地では除雪判

断基準時刻の午前３時30分に10センチを超える

降雪量があった場合、市道等の一斉除雪を行う

とあります。また、ことしから市全体、これま

では田代、幸生、白岩、醍醐、高松、三泉、柴

橋のみだったのが、ことしから市全体で前述の

時刻に10センチを超える降雪量があった場合、

各地区の除雪担当者の判断で自主的に除雪を実

施するということにしましたというふうにホー

ムページには載っております。 

  除雪作業は、通勤・通学時間等を考慮して早

い時間帯に実施しますが、降雪の状況や除雪場

所により、除雪時間帯に差異が生じますので御

理解をお願いします、というふうにホームペー

ジには載っております。除雪時間につきまして、

私もいろいろお伺いすると、多くの地域が通

勤・通学前に実施されているようですけれども、

先ほど市長も時間に対する要望、苦情が結構

115件ほどあったということですけれども、中

には９時から10時の間に実施された地域もあり

ます。９時から10時という時間帯の除雪では、

どう考えても通勤・通学には間に合わないと思

います。通勤・通学の時間といえば７時から８

時くらいかと思いますけれども、それに間に合

わない地域が出ても、市内は広いのだから仕方
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がないということでは済まされないのではない

でしょうか。私は、除雪区域の再編、委託業者

の割り当て地域の変更等が必要と考えますが、

いかがでしょうか。最終的な検討結果は、当然

来シーズンになるかと思いますけれども、現段

階での見解をお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 早朝除雪については、伊藤議員

御指摘のとおり、通勤・通学時間前に完了する

というのが基本であるというふうに考えており

ます。先ほど申しましたが、市民の皆さんから

も除雪時間に対する要望が多く寄せられている

わけでありますけれども、特に時間を要する箇

所などについて、実際調査をしてみますと、も

ちろん全てではありませんが、除雪機械の運転

手が交代し、ふなれなために時間がかかってい

るものでありますとか、機械のトラブルによっ

て遅くなったことなどが要因のところもあった

わけでありますので、こういったことについて

は対応をしていく必要がありますし、すぐ対応

できるものは対応しているというところでござ

います。 

  また、御指摘のように時間を要するというこ

とについて、事業者の方が受け持つ距離が長く

て時間を要しているなどということも考えられ

るわけでありますので、そういった意味では除

雪エリアの再編あるいは割り当て距離の見直し

などについても検討していく必要があろうかと

いうふうにも思いますので、今後除雪協力会の

ほうとも十分協議をしていきたいというふうに

考えております。 

  現在では、ＧＰＳ機能を導入して除雪機械の

運行状況を把握するなどして、除雪がおくれて

いる箇所に円滑に除雪機械を回していくなどと

いう対応も考えられておりますので、将来的に

はそういったことも検討していく必要があろう

かというふうに思います。 

  ことしも、先ほど申しましたが300件ほどの

いろんな御意見を頂戴しております。雪の状況

によっては対応に時間を要して、市民の皆様に

大変御迷惑をおかけしたこともあろうかという

ふうに思います。今後いろんな要望をいただい

たその内容などについて整理・分析をしながら、

次年度の除雪計画に反映させて、できるだけき

め細かな除雪に取り組んでいきたいといふうに

考えているところでございます。 

○國井輝明議長 伊藤議員。 

○伊藤正彦議員 通勤・通学に到底間に合わない

除雪とか、玄関前や車庫前に残された雪を、若

い人が出勤した後に家に残っている高齢者の方

が片づけるといったような状況は、やはり解消

すべきではないかなと思います。山形新聞では、

先ほどの記事の中で、除雪は市民・行政・業者

が三位一体となることが必要だと、それぞれの

実態に適応したあり方を住民・行政・受託業者

の３者がそれぞれの立場からいま一度考える必

要がある、というふうにコメントしております。

まさに自助・共助・公助のバランスが重要だと

いうことだと思います。 

  間口除雪につきましては、これは究極の課題

かなと思うんですけれども、克服すべき課題が

非常に多いので、すぐには解決できないという

ことは十分認識しておりますけれども、通常の

除雪といった観点からは、まだすぐにできるこ

とがあるのではないかなというふうに思います。

ぜひ対策を御検討いただき、これまで以上に市

民が安全・安心に快適に生活できる寒河江市に

していただきたいと思います。そうすれば、自

然と寒河江が住みやすいから寒河江に移住しよ

う、定住しようという方々がふえるのではない

でしょうか。このことを強く要望して、私の一

般質問を終わります。 

 

阿部 清議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号16番、17番について、
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９番阿部 清議員。 

○阿部 清議員 おはようございます。 

  新政クラブの阿部 清です。よろしくお願い

したいと思います。 

  きょうは本当にさわやかな朝でありました。

お昼ごろには12度ぐらいまで気温が上がるとい

うことで、非常に春の訪れが早いのかなという

ふうに感じております。また、春日和となると

やっぱりいいなというふうに思っているところ

であります。 

  早速でありますけれども、16番、17番につい

て質問をさせていただきたいと思います。 

  まず、最初に16番、寒河江市工業団地を核と

した商業振興策について伺いたいと思います。 

  近年の企業経営は予想以上のスピードでグロ

ーバル化しており、日本の企業も合併や買収に

より企業の拡大を図り、世界的な生き残り競争

が始まっております。一方では、誰もが知って

いる有名企業が赤字問題を抱え、買収される事

例なども多く報道されております。地域産業に

おきましても、企業の経営グローバル化が進み、

工場の新規立地の際には国内から海外に立地先

を求めている企業が県内でも少なくありません。 

  本市の工業団地におきましても、10年後、20

年後を見据え、事業拡大や技術開発をしながら

必死に自社発展のために努力を続けております。

また、山形大学との産学連携などを利用しなが

ら、新しい事業を前向きに進めている会社も多

くあります。しかしながら、売上金額などの規

模の問題もあり、全企業が産学連携を利用でき

ていない状況もあるようであります。どの企業

経営者も、将来を見据えて、自社の生き残りを

かけ経営に専念しております。 

  そこで、工業団地を核とした寒河江市商業振

興策について、本市のみならず近隣自治体の経

済、雇用に大きな影響を持っている市中央工業

団地について伺いたいと思います。 

  １番の工業団地の状況について伺います。総

面積及び造成地の残り面積、事業別の企業数、

従業員数等について教えていただきたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 阿部議員御指摘のとおり、企業

誘致については雇用の確保、さらには経済の活

性化、活力ある地域づくりのみならず、移住・

定住を推進する上でも大変重要な施策と位置づ

けております。そういったことで、多くの雇用

に結びつく誘致活動に鋭意取り組んでいるとこ

ろでございます。 

  中央工業団地の現状について申しあげますと、

面積については造成面積が174.2ヘクタール、

うち工場用地が151.2ヘクタール、そのうち分

譲済み面積が133.8ヘクタール、分譲率は

88.5％、未分譲地、残面積でありますが17.4ヘ

クタールとなっているところであります。 

  事業別の企業数についてでありますが、立地

企業は84社であります。うち自動車部品、電気

機械器具製造などの製造業関係が50社、運送業、

卸業、卸売業などの製造業以外の会社が34社と

なっております。 

  また、従業員数については、全体で約4,600

人でございます。うち正社員が約4,000人、パ

ート等が約600人という状況になっております。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ただいま市長のほうから現状に

ついて伺いましたが、今全社員で4,600、正社

員が4,000、そしてパートが600ということであ

りますけれども、市内と市外の雇用人数につい

て伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 約4,600名のうち、寒河江市内

の従業員については約1,740人であります。う

ち、正社員が約1,480人、パートが約260人とい

うことで、全体の従業員数のうちで市内の割合

は約38％というふうになっております。逆に、

市外の従業員数約2,860人ということになりま
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すが、正社員が約2,520人、パートが約340人と

いうことでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。今、市

長のほうから市内の方が約38％ということで報

告ありましたが、工業団地の中に寒河江工業高

校などもありますので、やはり高卒それから大

卒の就職の雇用率というのは、もう少し上げて

いけるような方向で、そういう取り組みをお願

いしたいなと思っております。そういうものも

含めながら、雇用率などもふえるようなところ

を含めながら、今残り17.4ヘクタールとなって

おります造成地の利用見通しというものはどう

いうものかちょっと伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 残りは17.4ヘクタールというこ

とでありますが、これまでもいろんなこの工業

団地の売りというものを申しあげてきましたが、

山形県のちょうど真ん中にあって、交通の要衝

の地であるということで、近いうちにはまた東

北中央道が開通をしていくなどという状況もあ

りますから、首都圏からのアクセスが一段とよ

くなるということもあります。そういった意味

で、一層そういう利点を出しながら、訴えなが

ら誘致を進めていきたいというふうに思います。 

  進める際には特に、何度も申しあげますが、

若者でありますとか女性が安定して働くことが

できる場などについて雇用拡大していくような

方向で企業誘致を進めてまいりたいというふう

に思っているところでございます。 

  17.4ヘクタールについては、いろいろオファ

ーもいただいて、まだ申しあげるような段階で

はありませんがオファーもいただいているとこ

ろでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今市長のほうから、寒河江市は

山形県のへそであるということで話ありました

が、やはり我々もよその自治体に行きますと、

寒河江市はあくまでも山形県のへそであるとい

うことを大々的に訴えておりますけれども、こ

の残り17.4ヘクタールの中には、今オファーも

あるということですので、できるだけ早目に埋

まることを願っているところでありますが、造

成地でありますから新企業の立地というのは最

優先にはなりますけれども、今工業団地内の経

営者の皆様方に、トラックをとめて、そして運

転手なども仮眠できるような場所が欲しいとい

うような要望などもあるようでありますので、

今後とも検討課題としてよろしくお願いしてお

きたいと思います。 

  続いて、新工業団地の立地調査について伺い

ます。 

  先ほど市長のほうから説明ありましたけれど

も、総面積174.2ヘクタールの工業団地の残り

が17.4ヘクタールになったということで、新た

に工業団地の立地調査を行っているということ

でありますが、その状況について伺いたいと思

います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいまも阿部議員からも御指

摘ありましたが、残り17.4ヘクタールというこ

とであります。そういう状況の中で、新たな工

業団地の整備ということについて検討していく

という観点から、現在、日本立地センターとい

うところに産業用地可能性調査を依頼している

わけでございます。３月の末に最終報告をいた

だくということになっているところであります。 

  中間報告ということをいただいておりますが、

まとまった規模、20ヘクタール程度以上の確保

できる土地で、既存の産業集積との連携性、そ

れから交通利便性、災害リスクなどから候補地

を提示していただいているわけであります。新

たな工業団地の整備を視野に入れた工業地とい

うことで提示をしていただいております。それ

は、現在の工業団地の西側に位置するというこ

とで設定をするということで、これは都市計画



 - 98 -

マスタープランの原案のほうにも記載している

ところでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今調査会社にお願いして、３月

末に報告が出るということでありますけれども、

今工業団地の西側ということで、候補地として

都市計画マスタープラン案の中にも示されてお

りますけれども、それからインター周辺の開発、

それから開発候補の拡大について伺いたいと思

います。あわせて、寒河江市の国道112号線の

東側の土地の利用につきましてもよろしくお願

いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ただいま阿部議員から御指摘あ

りました寒河江インター周辺、それからそこを

含んで国道112号を中心とした市の東側の可能

性ということでございますけれども、交通利便

性は御案内のとおり非常に高いものがあるわけ

であります。しかしながら、その20ヘクタール

を確保できる候補地については、国が定めた洪

水浸水想定区域内ということが一つネックにな

っております。また、ブランド米であるつや姫

の生産地、あるいは観光農園がある地域である

ということで、なかなかそこを新たな工業団地

として開発していくということについては慎重

な検討が必要なのではないかということでござ

います。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 やっぱり東側のほうは、国が定

めた洪水地域ということも確かにあると思いま

す。また、つや姫それから観光面でも非常に重

要な位置づけであるということでありますけれ

ども、できるだけ工業団地だけでなくて、住宅

などもありますので、112号バイパス周辺の開

発もお願いをしながら、また月山の景観、風景

保全なども努めながら開発をしていただければ

大変ありがたいと思いますので、よろしくお願

いしたいと思います。 

  それから、３番目の工業団地構想について伺

いたいと思います。 

  第６次振興計画の中で、10年後の工業団地に

ついては、販売額それから従業員などをふやし

て積極的な事業展開をしていこうという数字と

なっておりますが、その構想について伺いたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 御案内のとおり、第６次振興計

画の中では、製品出荷額を1,438億円から1,700

億円、それから製造業従事者については5,494

人から5,740人、それから工業団地の就業者数

4,074人から4,300人ということで拡大をしてい

くという予定、計画であります。ぜひこういう

目標を達成できるように、さらに企業誘致など

の取り組みを進めていくという必要があります。

とりわけ、先ほども申しあげましたが、多くの

雇用が見込まれる製造業、そうした中で若者そ

れから女性が働くことができる場を確保してい

くということが必要でありますので、自動車関

連、それから電気機械機器関連、それから食品

関連などについて雇用を生み出せるように企業

誘致を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

  また、先日の一般質問でも御答弁申しあげま

したが、寒河江・西村山地域資源であります木

質バイオマス資源の賦存量などを踏まえながら、

そういった資源を活用する発電事業者等の企業

誘致なども取り組んで、目標達成に向けて努力

をしていきたいというふうに考えております。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 どうしても工場を立地したもの

の、従業員の確保が少ないというのもなかなか

問題がありますので、やはり製造業含めて工業

団地の構想というのはできるのかなと思います

けれども、やっぱり女性と若者の雇用というこ

とは最重要としていかなければならないのかな

と思います。 
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  やはり、新企業の立地、それから企業の発展

していく条件には、新技術の研究開発、それか

ら新事業の創出などという機能強化などもやっ

ぱり必要不可欠になってくるのかなと思います。

それがうまくマッチングしてくれば、そこに雇

用が生まれて、寒河江市の人口減少の歯どめに

もなってくるのかなと思いますので、重点目標

としてぜひこの目標がかなうようにお願いして

おきたいと思います。 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩いたします。 

  再開は午後１時といたします。 

 休 憩 午前１１時５７分  

 再 開 午後 １時００分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  阿部議員。 

○阿部 清議員 ４番、技術交流プラザの機能充

実について伺いたいと思います。 

  寒河江市技術振興協会におきましても、常日

ごろから企業の発展、健全化を図るために、年

間を通しさまざまな研修会やトップセミナー等

を行っているところでありますが、その技術交

流プラザを進化させた企業経営者の情報ステー

ションとして、退官した大学の教授・准教授と

か、その関係の専門家などのプロの専門員を配

置して、企業への指導や経済の動向、国・県な

どの補助制度の情報提供など、きめ細かな指導

のできる相談窓口として将来を見据えながら機

能を充実していくことが必要と思いますが、市

長の見解を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市技術交流プラザについ

ては、御案内のとおり平成５年に寒河江市の産

業の拠点施設として整備をされたところであり

ます。その中で、技術振興協会においては、バ

ブル経済などの景気変動、それから情報化社会

の到来に柔軟に対応しながら、阿部議員御指摘

のとおり多種多様な研修講座などを行い、異業

種交流、それから人材育成に積極的に取り組ん

できたところでございます。 

  また、このプラザにおいて、市内の企業と大

学とか技術的な課題などについて話し合いを行

って、新たなビジネスチャンスを見出すという

目的のために、平成18年度から産学官連携交流

事業というものがスタートしているところであ

ります。現在、その事業の取り組みによって、

大学と企業との垣根というのがだんだん低くな

ってきているというふうにも思います。大学と

の多くの共同研究のみならず、また企業同士の

連携にも発展をしてきているというふうに認識

をしているところであります。企業同士が連携

していくということになれば、製品とサービス

を組み合わせたり、また新しいニーズを創造す

るということで、付加価値の高い商品の開発に

もつながっていくというふうにも認識をしてい

ます。 

  また、一方では産学官ということを進めてい

るわけでありますけれども、企業においては、

興味は大いにあるが、敷居が高くてなかなか相

談しづらいという意見も多々あります。そして、

できるだけ多くの事業所にまで連携の裾野を丁

寧に広げていくということで、文字どおり企業

のための頼れる情報ステーションとしてさらに

充実をして、産業全体の強靱化を図っていくと

いうことに努めていかなければならないという

ふうに思います。そういう目的のために、阿部

議員御提案のような大学関係者を配置をして、

企業のニーズと大学のシーズをマッチングして

いく、さらには企業情報に詳しい人を配置して

いくなどということで、ひいては企業の受注に

もつなげていくなどということができれば、大

変有効な取り組みなのではないかということで、

我々も大いに検討していく必要があるというふ

うに認識をしているところでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 市長のほうから、今後考えてい
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きたいということですので、今、国それから金

融機関も非常にきめの細かい政策を打ち出して

おりますので、ぜひよろしくお願いしたいと思

っております。 

  ５番目の企業連携によるイベントの開催につ

いて伺いたいと思います。 

  2014年の市制60周年で実施しました寒河江で

がんばる商工展、このようなイベントを商工会

など関係団体と連携しながらイベントをさらに

充実させて、県内外にＰＲしていくことが必要

と感じています。そして、このような展示会を

通じて、市内の企業が一堂に集まって連携して

いくということも大切なことだと思います。経

営者の皆さんは、寒河江でがんばる商工展のよ

うなイベントを５年間隔でできないかというよ

うな要望をしておりますけれども、市長の見解

を伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成26年、2014年に市制施行60

周年記念事業として開催をいたしました寒河江

でがんばる商工展については、市内外の多くの

方々に寒河江市内の企業の持つ技術力の高さ、

ものづくりの心というものを大いにＰＲできた

ものというふうに思っています。来場していた

だいた方へのアンケート調査の結果から、企業

の名前は知っていたけれども、何をつくってい

る会社かわからなかったが、今回その商工展で

知ることができて大変よかったという声も多く

ございました。市民の皆さんにとっても、市内

にある企業を知る大切な機会でもあったという

ふうに思います。 

  こういうことは、市民の皆さんが市内企業の

製品への信頼、それから愛着、さらには市産品

の購入などにもつながっていくというふうにも

思います。そして、何よりこの企業を知ってい

くということは、若者が就職先を考える際の大

きな判断材料になるものであろうかというふう

に思います。若者の地元定着にもつながってい

くのではないかというふうにも思っているとこ

ろであります。 

  また、企業にとっても、この商工展などはお

互いの製品とか持っている技術、ノウハウを知

る絶好の機会にもなったわけでありまして、先

ほど申しましたが、企業が今後連携をしていく

上で大変大切なステップにもなったのではない

かというふうに思います。 

  積極的に開催をしてはどうかという御提案で

ありますが、参加企業の皆さんからアンケート

をしていただきましたが、また参加したいと回

答した企業は84％、その開催時期についても３

年から５年との回答が36％という結果でござい

ました。我々としても、この寒河江でがんばる

商工展のような行事・イベントなどについては、

今申し上げましたようにさまざまな効果が期待

できるということで、企業の開催への情熱のも

とに、ぜひ商工会あるいは技術振興協会、そし

て商工業団地連絡協議会などの関係機関と十分

検討を進めていきたいというふうに考えており

ます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。今市長

のほうから、アンケートの結果３年から５年ぐ

らいの間隔が36％という話ですけれども、私も

聞いたのがその36％の一人なのかなと思います。

やはり、今そういうふうにしてイベントをやる

ことによって、寒河江市内の企業さん、それか

ら工業団地にも多くの優良企業が、業種があり

ます。各企業のさまざまな技術をつなぎ合わせ

ながら新技術の研究から開発、そして新事業の

創出まで幅広い連携ができれば、工業団地内や

それから市内企業で生産・加工、そして組み立

てまで行って、寒河江市産として出荷していけ

るような環境づくり、それからそういうものが

やっぱりほかに負けない寒河江型企業につなが

ると思います。将来にわたって寒河江市の企業

が元気で稼働していくにも、行政の積極的な取
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り組み、それから支援等をお願いしながら、質

問を終わりたいと思います。 

  続きまして、17番のふるさと回帰支援につい

て伺います。 

  新政クラブ会派では、１月16日、山梨県韮崎

市の韮崎市愛育成・カムバック支援事業の視察

を行ってまいりました。韮崎市におきましては、

若者の人口減少が続いておりまして、大きな首

都圏が近いために、高校・大学進学を首都圏に

する若者が多く、就職するにも情報を知る機会

が少なく、地元に戻る若者が年々少なくなって

いる状況があり、市が協議会を立ち上げ協議し

た結果、平成28年10月にＮＰＯ法人を立ち上げ

まして、青少年育成施設の指定管理者として運

営しているようであります。施設を利用するに

は、親の承諾を得て登録をして使用しますが、

施設では何をして過ごすかは自分次第でありま

して、決まり事はなく、同世代との会話や少し

年上の先輩とのコミュニケーションづくりなど、

親や先生以外の斜めの関係と呼ばれる大人との

かかわりにより、勉強への取り組み、仕事のこ

と、まちのことを学び、また20代、30代の若い

職業人を呼んで話を聞くなどの活動をしている

ようであります。 

  開設して間もない施設でありますが、親から

の話では、家庭の生活にめり張りがついてきて

いるという評判もいいようであります。最初、

たまり場になると懸念しておりました学校側で

も、関係者が視察に訪れているなどの報告を受

けている事業でありました。ＮＰＯ法人の若い

地域協力隊員からの説明でありましたが、伸び

伸びと運営している姿が印象的でありました。 

  本市におきましても、第６次寒河江市振興計

画、さがえ未来創成戦略の中でいろいろな取り

組みをしておりますが、大学卒業後も含めた本

市のふるさと回帰に向けた取り組みについて伺

いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 ふるさと回帰の取り組み、若者

のＵターンの取り組みということについては、

地方創生の観点からは大変重要なポイントだと

いうふうにも認識をしておりますし、特に若者

のＵターンについては、移住・定住を進めてい

く際では、その柱になっていくような取り組み

だというふうに思っていますし、喫緊の課題に

もなっている状況にあろうかというふうに思い

ます。 

  寒河江市において、このＵターン者に特化し

た取り組みということについては、平成27年度

から開始をしておりますが、若者・子育て、Ｕ

ターン夫婦に対する家賃補助など、月額１万円

から２万円でありますけれども家賃補助などを

しております。そして、今回創設をいたします

Ｕターン夫婦を対象にした寒河江市独自の奨学

金返還支援制度があろうかというふうに思いま

す。これに加えまして、Ｕターン者のみに限定

をしておりませんが、住宅支援などにも引き続

き取り組んでいくということで、若者のＵター

ンを一層推進をして、移住・定住支援をしてい

きたいというふうに考えているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。 

  市長のほうからは、議員懇談会でもありまし

たけれども、Ｕターン夫婦には、もし奥さんの

ほうが県内でなくても奨学金の返還制度を利用

しながらやっていくよという話を伺いました。

やはり、今市内の子供たちは、高校までは地元

の高校で勉強できますけれども、大学になって

きますと、やはり地元だけで勉強できる環境が

整っていないということで、どうしても都会の

ほうに行くような傾向が強いと思いますので、

さまざまな取り組み等を今後とも広げていただ

いて、若者にできるだけ市内に残れるような状

況づくりをお願いしたいと思っております。 

  続きまして、ＵＩＪターンによる住宅支援を
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掲げておりますが、やはり雇用問題というのが

最重要の支援が必要なのかなと思いますけれど

も、それについて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 移住・定住に限らず、人口減少

対策の中で一番重要になるというんですかね、

そのポイントになるのは、やっぱり仕事の確保

というのが一番重要になってくるんだというふ

うに思います。今御質問のように、ＵＩＪター

ンも当然仕事の確保というのが柱になってくる

というふうにも思います。 

  寒河江市におきましては、平成27年度に移住

支援に係る協定を締結したハローワークさがえ

と連携をしながら、移住に係る相談対応だけで

なくて、市内の企業の合同説明会を首都圏で開

催しております。今年度も間もなくですけれど

も、３月10日に東京・新宿にて合同説明会を、

ほかの自治体と共催でありますけれども開催を

していく予定にしております。何とかそういう

意味で仕事の確保についても努力をしながら、

ＵＩＪターンの促進に努めていきたいと考えて

おります。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今市長のほうから、ハローワー

クの連携というのは私も存じておりましたけれ

ども、３月10日に東京のほうでの説明会がある

ということでありますけれども、一人でも多く

のＵターンにつながるように、企業側ともいろ

いろ連携しながらよろしくお願いしたいと思い

ます。 

  ２月27日の山新報道に、全国自治体の景況感

についての調査が掲載してありました。山形県

の自治体35市町村ありますが、上向き回答した

のは15％の７市町でありました。市では山形市、

天童市、尾花沢市、寒河江市でありました。こ

の記事を読んだとき、私も非常にうれしく感じ

たのですが、本市ではその本文には、子育て世

代向けの住宅建築推進事業により、市外からの

転入に伴う住宅着工数が伸びているということ

が理由としてありましたけれども、そのほかの

理由などももしあれば伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今議会の冒頭にも景気動向につ

いて申しあげましたが、穏やかな回復基調が続

いているというような状況でありますけれども、

先ほど御指摘のとおり、住宅支援、子育て用の

住宅支援というのが、今回のそういう新聞報道

のような状況に寒河江市としてなっているので

はないかということで申しあげたところでござ

います。 

  具体的に申しあげますと、平成28年度であり

ますけれども、その住宅の建築事業においては

子育て世代を含む28件を支援して、市外から98

名の転入者が、28年度ですからまだ終わってお

りませんけれども、見込んでいるという状況に

なっています。そういうこともあって、子育て

世代のみならず全体的に住宅建築が冬期間にお

いても進んでいるのではないかというふうに感

じているところでありまして、そういう結果か

らそういうことを報告させていただいたところ

でございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 28件98名の転入者ということで

ありますけれども、随分多いなということで今

感じました。やっぱり、こういう山新報道など

で市の元気さが出るというのは、市民としては

非常にうれしく感じるところでありますので、

情報発信によって市が積極的にやっているとい

うことは、非常に我々もうれしく思いますし、

その記事を見た、移りたいという人なんかは、

非常に注目をしながらそういう記事を読んでい

ると思います。今後とも、積極的な情報発信と

いうことをお願いして、１人でも人口増につな

がるような展開をしていただければありがたい

と思いますので、よろしくお願いしたいと思い

ます。 
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  続きまして、２番目の青少年のふるさと回帰

支援について伺いたいと思います。 

  韮崎市では、中高生が施設を使用する際に親

の承諾を得て登録してもらい、大学に進学して

からも地域の情報や就職の情報をＳＮＳやホー

ムページなどを活用して情報を提供していくこ

とで、将来にわたりふるさとの思いを伝えるこ

とができるとして、細やかな情報発信につきま

しては切れ目のない情報提供の積み重ねが大切

なんだという話がありました。この説明を聞い

て、なるほどと思いましたけれども、本市にお

きましてもＳＮＳ、それからホームページなど

活用していると思いますけれども、その辺につ

いて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市のほうでは、市報、そ

れから市のホームページはもちろんであります

けれども、さまざまなできる限りの機会を通し

て、情報あるいはそういう施策の内容などにつ

いて市民の皆さんに届けていっているところで

あります。また、先日開催をされましたやまが

た雪フェスティバルなど、各イベントの際、特

設のサイト及びＳＮＳを開設して、そういった

多様な媒体を通じた情報発信などもしていると

ころであります。雪フェスティバルの際には、

コラボイベントとして木育・食育フェスなどを

開催いたしましたが、そうしたフェイスブック

などについても発信をしているところでござい

ます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 ありがとうございます。 

  私も、雪フェスティバルのあの若者の多さ、

イベントのとき、私もちょうど建前がありまし

て、南寒河江の駅のちょうど前におったのです

が、来る汽車が満員の状態でありました。です

から、市内だけの若者でなくて、外からの若者

の影響というのは、今のフェイスブックとかそ

ういう媒体によっての情報を聞きつけた若者の

集まりなのかなと思ってびっくりしております。

そして、その情報発信をしていくには、多くの

若者に興味を持ってもらって参加してもらうこ

とが必要ではありますけれども、その若者との

つながりについて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 若い人たちに興味を持ってもら

うような情報提供をして参加をしていただくと

いう取り組みは、やっぱり正直言うと我々のよ

うな年代でなくて若い人たちが発想をして、そ

して実際はそういう取り組みを推進してもらっ

ているというふうにも思います。そういう意味

で、市内の市民の皆さんだけでなくて、市外に

いる皆さん、そして寒河江に興味のある方、あ

るいはゆかりのある方などにも必要な情報を届

けていく、そしていろんな機会に寒河江の情報

発信をしてもらったり、また来てもらったりと、

参加をしてもらったりということが必要になっ

ていくのではないかというふうに思います。 

  とりわけ、イベントなどへの若者の参加につ

いて、特に寒河江にゆかりのある人については、

今年度、首都圏にいる寒河江だけでなくて西村

山出身の若者を対象にした交流イベントなどを

開催しているわけでありますけれども、ＳＮＳ

などのネットワークを通じて情報発信をして、

交流を呼びかけているところでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 今市長のほうから、若い人がや

っぱり発想していただいて、いろいろな媒体を

使いながら情報発信していくということであり

ますけれども、若者それからよそ者、それから

地域おこし協力隊などを活用しながら、ふるさ

とを思う心を育むという場所づくりとして、少

年の育成施設の創設などについてはどう思われ

るのか伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど視察をされた韮崎市の例

なども、資料として拝見をしているわけであり
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ますけれども、やはりそういう若い人たちがふ

るさとを思う心などについても育んでいく、あ

るいは刺激していくということは、地域活性化

の観点から必要なことだというふうに思います。

そういう思う気持ちを創出していくための仕掛

けづくりというのが大事かなというふうに思い

ます。 

  韮崎市の場合は、市がそういう施設をセッテ

ィングをしたということでありますが、実際活

動しているのは民間の方などが中心になってい

るようでありますけれども、そういう意味では

行政よりも民間の方の力を大いに活用していく

のも効果的なのではないかというふうに考えて

いるところでありますので、御指摘のような地

域おこし協力隊などの活用も大いに効果があろ

うというふうに思いますし、いろんな地域づく

りに関する寒河江市では支援制度などもありま

すから、そういった活動を行う民間団体への支

援などを通じて、そういう若い人たちがふるさ

とを思う心を育む機会を創出していければとい

うふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 阿部議員。 

○阿部 清議員 市長のほうから、仕掛けづくり

をしながら若者のまず団体づくりというのかな、

をしていただいて、やはりその組織づくりをし

ていただいて、そしてその若者たちがどうして

も施設的なものが必要だというときには、育成

をする施設なども考慮をしていただければあり

がたいなと思います。 

  やっぱり、若者というのは１回東京に行って、

自分の力を試してみたいというのは皆さん持っ

ているのかなと思います。また、都会の大学で

は、今も昔もそうだと思いますけれども、魅力

的な教育の場所なのかなと思いますし、また経

済の中心地でもありますので、仕事も幾らでも

あるということで、なかなか向こうに行って１

回は挑戦をしてみたいということもあると思い

ますけれども、やっぱり我々からすれば、地元

に戻ってきてほしいというのが願いであります

ので、その魅力というものをやっぱり将来にわ

たって発信していくことというのは必要だと思

いますので、この事業というのは長いスパンを

必要とする事業だと思っています。 

  やっぱり先ほども市長のほうから言われまし

たけれども、現在地元に戻っている、戻ってき

て頑張っている青年、それから会社、そういう

人たちの力をかりながら、寒河江市の未来を支

える若者が回帰できるような環境づくりという

のは今後とも末永くお願いを申しあげまして、

私の一般質問を終わりたいと思います。ありが

とうございました。 

 

石山 忠議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号18番について、８番石

山 忠議員。 

○石山 忠議員 啓蟄を迎え、春の足音が大きく

なってきました。 

  さて、第６次寒河江市振興計画が動き出して

１年を迎えようとしています。その間、佐藤市

長には昨年12月の市長選挙において見事３選を

果たされ、「さくらんぼと歴史が育む スマイ

ルシティ 寒河江」の実現のため、その手腕を

大いに発揮できる条件が整ったものと思います。 

  そこで、第６次寒河江市振興計画と、平成28

年度から平成32年度までの行動計画、さらに市

長選挙において示されたマニフェスト及び平成

29年度の施政方針に沿って質問と提言をさせて

いただきますので、よろしくお願いいたします。 

  通告番号18番、平成29年度の市政運営につい

て。第６次寒河江市振興計画行動計画の推進に

当たって、５項目についてお伺いいたします。 

  まず、保育所の整備充実について伺います。 

  振興計画の基本政策で、子供がすくすく育つ

まちとして、きめ細かな保育環境の整備のため

に幼稚園や保育所等の整備を挙げられ、にしね
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保育所の増築工事を実施するとともに、行動計

画では保育所整備計画策定を進め、施政方針に

おいても地域の保育ニーズに対応するため、に

しね保育所の定員増、認可保育所への支援、な

か保育所への移転新築、さらに保育料無料化の

拡大を述べておられます。マニフェストでも、

子供の笑顔あふれるまちを育てますとうたって

います。大いに評価をさせていただきます。 

  そこで、今般寒河江市保育所整備計画が示さ

れましたので、以下の点について伺います。 

  旧寒河江服装専門学校跡地の活用については、

平成14年６月に提出された（仮称）八幡の杜歴

史文化ゾーンの構想を初め、土地利活用検討会

議や地域づくりワークショップで検討が進めら

れてきたと伺っていますが、今般なか保育所を

旧寒河江服装専門学校跡地に移転新築決定まで

の経過についてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 石山議員から、まず保育所の整

備充実ということで、なか保育所のことについ

て御質問がありました。 

  寒河江服装専門学校が平成17年３月に閉校し

て、運営する学校法人が解散するに当たって、

土地2,821平米と建物を市に寄贈していただい

たところであります。建物については、御案内

のとおりの状況ということでございましたが、

その土地の利活用についてさまざまな検討が重

ねられてまいりました。 

  石山議員御指摘のとおり、歴史資料館の構想、

さらにはＮＰＯ法人からはホタルの飼育やオー

プンカフェの提案などもいただいたところでご

ざいます。また、ワークショップを平成25年か

ら27年にかけて３回ほど開催をして、参加者の

方から御意見をいただいたところであります。

そのワークショップの中では、子育て交流など

の市民の交流拠点、さらには歴史文化施設、ま

た保育所用地などということで、多くのアイデ

アを提供していただいたところでございます。 

  また、一方でなか保育所につきましては、施

設の老朽化、周辺道路の混雑、それから低年齢

児受け入れなどの課題がありまして、その現在

の場所に建てかえするというのはなかなか難し

く、できるだけ早く移転改築をして、低年齢児

の受け入れ拡大を図るべく計画を立てたところ

でございます。いわば喫緊の課題というふうに

なっていたところでございます。そのなか保育

所の移転先の条件としては、現在のなか保育所

の場所から遠くない場所、それから利用する児

童の保護者にとって交通等の利便性もよく、市

の中心部にあることが望ましいということにな

っているところでございます。 

  こうした状況から、この服装専門学校の敷地

が候補地の一つとして考えられたところでござ

います。そして、この敷地に加えて県道寒河江

大江線から進入する土地を購入して加えていく

ことになれば、現在のなか保育所の敷地よりも

広い面積が確保でき、計画している保育所の機

能の確保を図ることができることから、今般寒

河江服装専門学校跡地を適地というふうに考え

たところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 なか保育所の移転候補地につい

てのお話は伺いました。 

  それで、建設に当たっての御質問にさせてい

ただきます。なか保育所の定員は120名となっ

ていますが、保育所整備計画の平成35年度ニー

ズ量見込み比較では、なか保育所に民間施設を

加えても75人程度の定員不足を見込んでいます。

保育所は幼児にとって地元愛を育む大切な施設

と思います。誇れるなか保育所の建設を望んで

いますが、定員の考え方を含め、新施設のコン

セプトについてお伺いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 新たな新築するなか保育所の考

え方でございますけれども、なか保育所につい

ては、市内の保育施設の中核的な役割を担う基
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幹保育施設としての機能を持たせていきたいと

いうふうに考えております。この施設では、低

年齢児や障がい児の受け入れの充実に加えて、

ゼロ歳から２歳の保育を行う民間立の保育所の

卒園後の受け皿としての機能をもつ施設、また

新たに一時預かりのサービスの提供の実施や地

域住民への子育てに関する相談対応、情報提供

など、子育て支援の拠点施設としてモデル的な

施設にしていきたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  それから、定員の考え方については、新たに

ゼロ歳児の受け入れなども含めて、現在の120

人を160人程度に増員したいというふうに考え

ております。先ほど議員から75名分の不足分と

いうお話がありましたが、なお平成29年度には

民間立保育所１施設、ゆりかご子ども園が増設

工事を行って、20名の定員を予定しているとこ

ろでございます。さらに、今後各保育所におい

ても、保育ニーズに合った定員を見直しを行っ

ていくというふうに、見直しも必要になってく

るというふうに今考えているところでございま

す。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 子育て支援の基幹保育所という

ことで、さまざまな相談活動もできる、あるい

はゼロ歳児等が民間で終了した場合の受け皿に

したいという、大変お母さんたちが非常に望ん

でいる施設だな、考え方だなと思いますので、

ぜひ実現をしてほしいと思いますし、先ほど申

しあげましたように、やはり他に類のないよう

な、本当によかったなと思えるような保育所計

画を立ててほしいというふうに思います。 

  具体的な部分でちょっとお伺いしますが、整

備計画で入所申し込み第１希望の状況がお示し

されました。地域内に受け皿が不足していると

いうことや、継続入所、保育時間など第１希望

がかなわない理由も示されておりましたが、第

１子と第２子が別の保育所に入所することにな

ったなどの声も聞かれます。入所申し込み第１

希望実現のための調整策について、どのように

行っているのかお考えを、あるいは実際を伺い

たいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 我々、今石山議員御指摘のよう

なことをできるだけなくしていきたいというこ

とで、知恵を絞りながら、悩みながら調整をし

ているということでありますけれども、基本的

に保育施設入所までの流れとしては、入所受け

付け、それから内定、それから決定という順に

行っておりますが、最初に認可保育施設の利用

申し込みを行うということになるわけでありま

すけれども、その際に職員が世帯員などの状況

の聞き取りを行います。そして、申請を受け付

けた後に、申請内容及び世帯員等の状況により

利用調整を行うことになっているところであり

ます。これは、一応資料というんですか、表が

ありまして、それに記載をしていただくと、利

用調整基準表というのがありますが、それに基

づいて記載していただくということになるわけ

でありますけれども、これはどこの自治体でも

ほぼ共通したような資料になっておりまして、

基準点数及び調整点数をポイント化して、その

際家庭の状況、さらには今御指摘のあった同時

入所児童の有無などについて記載をしていただ

いて加点をしていくということにしているとこ

ろであります。 

  また、多くの民間立保育施設及び地域型保育

施設については、低年齢児、ゼロ・１・２歳児

のみの保育というふうになっておりますから、

３歳児になると他の保育施設に転園しなければ

ならないという場合があるわけでありますので、

卒園児に合わせて、できるだけ兄弟姉妹同じ施

設に入れるように、ポイント配分を高くしたり、

そういう利用調整を実施して、なるべくそうい

うことがないように対応しているところでござ

います。 
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○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 ぜひ子育てニーズに沿った対応

に知恵を働かせていただければなというふうに

思います。 

  厚生労働省の推計では、昨年生まれた子供の

数が初めて100万人を切った。国が少子化危機

宣言を出して本当に子供を産み育てやすい社会

に変えなければならない状況だ。子供は将来の

納税者で、年金など社会保障の仕組みの担い手

でもある。子供が生れない社会は存続できない。

子供が健全に育つこと自体が公共の利益と言え

る。保育施設はそれを支える重要な場所だ。と

前田正子甲南大教授が読売新聞で述べています

が、幼児施設の大切さを訴える一方、子供の声

がうるさいという住民からの苦情に、各地の保

育施設や自治体が頭を悩ませているというのも

事実です。保育施設の建設について、近隣住民

との理解を深めるための対応についてお伺いい

たします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今稼働している保育施設につい

ては、近隣の住民の方からある程度の理解はい

ただいているというふうに理解をしております

が、御質問は、なか保育所の移転改築について

どういうふうに近隣住民の理解を得るために対

応をどうしているのかということなのではない

かということで、そういったことについてお答

えをしたいというふうに思います。 

  去る１月31日になるのでありますが、服装専

門学校跡地の近隣の各町内会の皆さんを対象に

して、この跡地の活用に関する説明会を開催さ

せていただきました。その中で、あの跡地につ

いては市立なか保育所の新築移転先として活用

していく考えがあるので、参加者の皆さんから

の御意見をいただきたいという旨の説明をさせ

ていただきました。近隣の皆様からは、理解を

いただけたのではないかというふうに我々は考

えているところであります。 

  今後、改めて近隣住民の皆さん、それから実

際今利用されている児童の保護者の皆さんとか、

それから関係の団体の皆さんとの調整を図った

上で、今後設計、建設と進めていきたいという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 ぜひ、地域全体で子供が育てら

れるような条件づくりというのは大切だと思い

ますので、きめ細かな御配慮をお願いをしたい

なというふうに思います。 

  保育所などに通う病気の子供を一時的に預か

る病児保育には、一般的なのが病気の子供や回

復期の子供を預かる病児・病後児対応型、保育

中にぐあいの悪くなった子供を預かる体調不良

児対応型、看護師らが自宅を訪問する非施設型

がありますが、国は子育てと仕事の両立を支援

するために、2019年度まで利用者を150万人ふ

やす目標を掲げています。 

  今回の保育所建設に当たって、保育所の統合

等についても計画が出されておりましたけれど

も、病児保育の検討についてどのようになされ

るのかお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今、石山議員御指摘のとおり、

病児保育についてはいろんな対応型があるわけ

でありますけれども、現在市内には病後児対応

型の施設が１カ所ございます。この病後児対応

型というのは、回復期にある児童をお預かりし

ていくというふうになっておりまして、利用実

績について申しあげますと、平成27年度につい

ては３人で４日間、28年度も２月末現在で３人

で４日間の利用ということで、少ないほうなの

ではないかというふうに思っているところであ

りますが、今後については病児保育のうち、保

育中に微熱を発するなど体調不良になった場合、

保護者が迎えに来るまでの間一時的に預かる体

調不良児対応型の保育について実施を検討して

いきたいというふうに考えているところでござ
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います。 

  それから、保育所の統合についてもお答えを

申しあげたいと思います。子ども・子育て支援

事業計画の中で、たかまつ保育所としらいわ保

育所のあり方について検討するというふうにし

ているところであります。現在の定員は両方と

も90人、合わせて180人というふうになってい

るところでありますが、29年度の申し込み状況

で見ますと、合わせて145人ということになっ

ております。しかしながら、そのうち地元の西

部地区からの申し込みが94人ということで、そ

の他の51人については寒河江地区など他地区か

らの入所申し込みでございます。ほとんどが継

続入所というふうになっているところでありま

す。 

  たかまつ保育所並びにしらいわ保育所につい

ては、今後対象人口が減少ということも見込ま

れておりますことから、今後の保育ニーズを踏

まえて対応していく必要があるために、平成31

年度において今後のあり方を検討していきたい

というふうに考えておるところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 病児保育の内容につきましては、

予定とか予約とかなかなか立てにくいというこ

とがあって、運営が大変だということは聞いて

いますが、現実的にその病気になった、あるい

は病後児の親からすれば心配事ですので、それ

らの対応についてもぜひお願いしたいなという

ことで申しあげました。 

  また、定員のことについても、この計画書の

中に示されておりましたけれども、市長が先ほ

ど阿部議員の御質問に答えておられましたよう

に、子育て支援の成果が出ているということも

ありますので、その辺を十分勘案しながら進め

ていただければありがたいというふうに思いま

す。 

  次に、学校給食を支える農業支援についてお

伺いいたします。 

  今行動計画に小学校の給食費の保護者負担分

について補助するとともに、中学校給食につい

ても一部負担することで、子育て世帯の負担軽

減を図るとし、段階的に無料化を図る新規の集

中的・重点的な取り組みが示されました。心か

ら感謝を申しあげます。 

  さて、食育の推進策として、さがえ食育の日

に合わせ、市産食材を利用した給食を提供し、

食文化や郷土料理の継承を図るとしています。

そこでお伺いしますが、現在の学校給食食材の

納入の現況について、特に市内の農業者が生産

した食材について、品目数や契約、それに納入

ルートも含めてお願いいたします。ただし、先

ほど遠藤議員の質問により答弁をいただいた件

については重複しないでも構いません。よろし

くお願いいたします。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 農業支援という観点なので、私

のほうから御答弁を申しあげたいというふうに

思いますが、まず中学校給食については、平成

23年から実施を開始しているのであります。給

食センターで一括して提供するということであ

りますので、市のほうではＪＡさがえ西村山、

そして野菜生産者団体でありますアグリランド

産直センター運営協力会、学校給食生産クラブ

と、地場産野菜の生産・供給に関する三者協定

を取り交わしているのであります。この協定に

基づいて、年度当初に初めにＪＡさがえ西村山

から見積もりをいただいて、品目ごとに単価契

約を結んで、野菜生産組合が栽培した野菜をＪ

Ａのほうを通して納入をしていただくというふ

うになっております。28年度については、大根、

キャベツ、ジャガイモなど19品目について契約、

購入をしているところでございます。 

  一方、小学校については、御案内のとおり自

校調理により給食を提供していただいておりま

すので、野菜を含めた食材購入については、各

学校ごとに地元の小売店などにその都度発注を
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しているという状況にあります。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 給食食材、特に葉物野菜につい

ての発注は、先ほど品目等市長から御答弁いた

だきましたが、仮契約が納入の２カ月前、正式

発注が１カ月前と伺っています。年度当初では、

まだ種まきもしていない時期になります。これ

まで順調に対応できたが、昨年の異常気象はこ

れまで経験のない価格変動の大きさを招き、特

に白菜320％、キャベツ280％、大根130％、大

きな影響がありました、との生産者の声が聞か

れました。生産者は、市場に出荷したほうがも

うかるが、児童生徒のためにと協力する気持ち

で頑張ってきたが、価格差についての配慮があ

れば助かると述べています。異常気象など自然

災害に対する野菜、特に葉物野菜の価格変動に

対する対策について、例えば異常気象対策基金

や補助制度を設けてはいかがでしょうか。食べ

る側への支援とともに、供給する側への支援に

ついてもお考えをいただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 昨年につきましては、たび重な

る台風の上陸などによって野菜の主産地であり

ます北海道が大きな打撃を受けたということに

よって、野菜価格の高騰が首都圏を中心に広が

って、一部消費者のみならず学校給食用の野菜

価格にも影響があったということは十分承知を

しているところでございます。 

  中学校給食用の野菜購入については、先ほど

御答弁申しあげましたとおり、年度の初めに品

目ごとに単価見積もりを徴収しているわけであ

ります。基本的には、これを遵守していただく

というのが本来の姿であろうかというふうには

思っているところであります。 

  一方、小学校給食の食材購入については、学

校ごとにその都度購入しておりますので、市場

相場に沿った購入がなされていると聞いており

ますので、今回のような突発的な価格高騰に際

しましても、仕入れ価格の一時的な見直しなど

柔軟な対応ができるというふうに考えていると

ころであります。 

  いずれにしても、地元産野菜の消費、地産地

消の推進には、おっしゃるように供給する側と

消費する側の双方にメリットのあるウイン・ウ

インの関係というのが前提でありますので、十

分な協議による課題解決が望ましいというふう

に考えております。議員から御提案ありました

ような制度も含めて検討していかなければなら

ないというふうに思っているところであります。 

  平成29年度につきましては、新年度予算で学

校給食の無料化を推進するに当たって、小中学

校とも給食費単価基準について、小学校は260

円から280円に、中学校は295円から310円に引

き上げさせていただくということになりますの

で、生産者の供給単価にも影響していくのでは

ないかというふうに、反映されるのではないか

というふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 特に、葉物野菜で納入している

生産者は、小学校給食に参加をすると業者にも

影響あるだろうということで、中学校を積極的

にやっていきたいということと、それから野菜

の貯蔵技術あるいは育てる技術というのはかな

り自負していまして、山形市内の野菜なんかほ

とんど、冬場なんかですと寒河江産だよという

ふうなことも伝えてくれました。そんなことで、

ただその技術あるいは能力そのものを今後継者

に伝えないと廃れてしまうことも心配だと。そ

ういう意味では、農業後継者のためにもぜひそ

ういった制度があれば、技術を伝えながら、そ

の寒河江の野菜づくりの技術というか腕といい

ますか知恵といいますか、ハウツーを伝えるこ

とができるのだがなというのが一番大きな目的

だったようですので、いろんな意味で御支援を

いただければありがたいと思います。 

  次に、高齢者ドライバーの対策についてお伺
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いいたします。 

  元気で安心して暮らせるまちの取り組みとし

て、デマンドタクシーや市内循環バスに加え、

高齢者ドライバーの運転免許証の自主返納を促

進するため、免許返納者に対して公共交通の利

用支援を行う免許返納者への移動支援の行動計

画が示されました。お年寄りに優しいまちづく

りに努めますという市長のマニフェストや施政

方針においても、認知症対策の強化とともに高

齢者への配慮が実現し、感謝をしています。 

  日常の足を確保するため、全国各地において

も安心・安全のため社会全体で考える官民一体

の施策が取り上げられ、宿泊費の半額サービス

や引っ越し料金のサービスなど多岐にわたって

いますが、寒河江地区安全協会の実績でも、自

主返納はまだまだ進んでいません。これからの

取り組みについて期待しているところです。 

  さて、このたび第10次寒河江市交通安全計画

が示されました。団塊の世代が70歳を迎え、高

齢者が安全運転を継続する対策、教育や研修も

大切な事項ですが、運転免許の自主返納を進め

るに当たり、運転技術の衰えや認知症を意識で

きない高齢者に対する対策として、民生委員に

よる家族への自主返納を勧める協力要請などで

きないものでしょうか、伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 全国的に見まして、高齢ドライ

バーによる交通事故が多発をしているというこ

とで、高齢ドライバーによる事故防止対策は、

これも喫緊の課題になっているところでありま

す。そういう意味で、今月12日からは改正道路

交通法が施行されまして、高齢運転者対策の推

進が図られていくことになっております。また、

県においては総合交通安全センターに運転適正

相談窓口を設けて、認知症などで運転に不安が

ある方や、家族などから相談を受けているとい

うところでございます。 

  寒河江市におきましては、御案内のとおり新

年度から高齢ドライバーの運転免許証の自主返

納支援制度を設けているところでございます。

制度内容の周知徹底を図りながら、自主返納を

推進してまいりたいというふうに考えていると

ころでございます。 

  議員からは、運転技術の衰えや認知症を認識

できない高齢者に対する対策として、民生委員

による家族への協力要請ができないかというこ

とでございますが、御案内のとおり民生委員の

方からは、地域住民の身近な相談窓口となって

いただいて、地域での見守りや住民と行政ある

いは専門機関をつなぐパイプ役を努めていただ

いているところであります。認知症、特に認知

症が疑われる初期の段階の高齢者を早期に発見

をして、関係機関への相談、早期受診につなげ

ていくようなそういう活動は、認知症の増加に

伴いますますふえてくるというふうに考えられ

ますので、今後そうした活動に取り組んでいた

だけるように、ぜひ民生児童委員の協議会など

とも十分相談して対応を考えていきたいという

ふうに思っているところであります。 

  市としては、高齢ドライバーによる不幸な交

通事故が１件でも起きないように、今後とも関

係機関、団体と連携を図りながら対策を講じて

まいりたいと考えております。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 あるディーラーの話なんですけ

れども、ある高齢ドライバーからしょっちゅう

電話が来ると。駆けつけてみると、今の車は余

りにも便利になっているものですから、オート

スタートを押せばすぐ動くので、それが気がつ

かなかったと。それでもやっぱり車は動かせる

ものだから乗っているという、そういうふうな

人たちは本当に心配だなどという訴えがありま

したので、ぜひ、なかなか行政のほうでそれを

返納しろなどと言えませんので、御配慮をお願

いしたいなということで申しあげました。 

  今市長からも話が出ましたように、今月12日
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からは道路改正法が施行されまして、75歳以上

の高齢ドライバーの免許方針が大きく変わりま

す。認知症機能検査の判定により、医師の診断

が必要になりまして、その結果により免許の取

り消しや停止処分となりますけれども、その結

果、運転経歴証明書の交付が得られなくなると

いうことで、各種のサービスが受けられないこ

とや身分証明ができなくなるというマイナスと

いいますか負の部分もありますので、ぜひこれ

らについて、先ほど市長から御答弁がありまし

たように、きめ細かな対策を進めていただきた

いなというふうに思っています。 

  次に、寒河江公園の整備計画についてお伺い

します。 

  寒河江公園は、市民の憩いの場として、また

観光拠点の一つとして整備が進められ、これま

でになかった大型車両の通行が可能なアクセス

道路の整備などにより、その様相は大きく変わ

ってくると思いますが、振興計画や都市計画マ

スタープランと平成25年６月に策定された寒河

江公園再整備基本計画の現在の関係といいます

か、位置づけについてお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江公園については、御案内

と思いますが、昭和28年の都市計画決定を受け

て昭和30年から陸上競技場、野球場などの体育

施設の整備に着手をしたのを初め、以後つつじ

園の整備、それからツツジの植栽が逐次行われ

てきたところであります。さらに、市制施行の

節目の年には、桜公園、さくらの丘やつつじ園

の拡張整備を行うなどによって現在の寒河江公

園が形づくられて、市民の憩いの場として親し

まれてまいりました。 

  順次これまで維持修繕を行い、機能強化に努

めてまいりましたが、経年による公園施設の劣

化、それからツツジなどの植栽物の植生劣化が

目立ってまいりましたし、また市民のニーズの

変化になかなか対応できないということで、そ

の魅力も低下してきたところでありますし、イ

ベントを開催しても、開催時におけるアクセス

の不良などによってさまざまな課題が生じ、長

年親しんでおられる市民の方から長岡山の再整

備を望む声が多く寄せられてきたところでござ

います。 

  そうした御要望を受けて、平成22年策定の新

第５振興計画に長岡山「市民憩いの花咲か山」

プロジェクトとして盛り込まれて、重点的に取

り組みを進めていくことにしたところでありま

す。そして、平成25年６月に寒河江公園の再整

備計画というものをつくり、その整備に着手す

るということにしたところでございます。これ

まで、この計画に基づいて市民から愛される花

咲か山として魅力ある公園づくりに取り組み、

具体的にはつつじ園整備あるいは御指摘のあっ

た寒河江公園へのアクセス道路の整備を行って

きたところでございます。 

  寒河江公園の再整備基本計画の位置づけにつ

いてでありますけれども、市の総合計画である

振興計画、それから都市計画の指針である都市

計画マスタープランの下位の計画として位置づ

けているところであります。上位計画で寒河江

公園の整備方針などを示し、下位計画である寒

河江公園再整備基本計画ではその方針に基づい

て具体的な整備の方針あるいは内容などを示し

ているというところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 寒河江公園再整備基本計画につ

いて、これを見ますと大変夢のあるような、あ

るいは楽しめるような表現がなされております

けれども、一旦まちに出ますと、この基本計画

について、多くの市民からは知られていないと

いうふうに感じます。これまで市民への周知策

はどのようにとられてきたのでしょうか、お伺

いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほども御答弁申しあげました
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が、25年にこの再整備の基本計画を策定したわ

けでありますけれども、策定の際にはワークシ

ョップなどを開催するとともに、現地の視察な

ども実施をして、いろんな御意見を頂戴して進

めてきたところであります。計画でありますか

ら、当然策定する前段としてパブリックコメン

トなども実施したところでございます。 

  策定後についても、その計画の概要を計画図

とともに市報に掲載をして、またあわせて建設

管理課内あるいは市立図書館において計画書を

公開するなど、市民の皆さんにも周知を図って

きたところでありますが、なかなか議員からは

知られていないということでありますが、その

原因というのは、一つはやはり具体的に目に見

える形で変わっていないというところが周知が

図られていない要因の一つなのではないかとい

うふうに思います。そういう意味からすれば、

今回アクセス道が完成をしていくということに

なると、市民の皆さんの評価、認識も変わって

進んでいくのではないかというふうにも思いま

すが、そういった意味では改めてさらなる周知

を図って、認知度を上げていきたいというふう

に考えているところでございます。 

○國井輝明議長 お待ちください。 

  この際、暫時休憩いたします。 

  再開は14時30分といたします。 

 休 憩 午後 ２時１４分  

 再 開 午後 ２時３０分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

  石山議員。 

○石山 忠議員 先ほど市長から御答弁がありま

したように、公園に対する市民の期待感のあら

われがそういう言葉になって出てきているな、

もっと詳しく知りたいし、こういうものであれ

ばまだまだ楽しみだということのあらわれだと

思いますので、ぜひこれからも御配慮よろしく

お願いしたいなと思います。 

  アクセス道路の完成によりまして、寒河江公

園の利便性が飛躍的に高まりますけれども、都

市計画マスタープランで示された平場へのスポ

ーツ拠点施設の整備検討との関連について、現

段階の計画があればお伺いしたいと思います。

さきに同僚議員の渡邉議員のほうからも触れら

れておりましたので、これらについての重複を

避ける形でお願いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 都市計画プランの見直し作業を

進める中で、柴橋地区での意見交換会において、

地区内に集客に用いることができるような公共

施設が少なく、交流人口の拡大に限りがあるな

どという御意見が出されて、交流人口拡大を含

めた地域の活性化を図るために、新たな拠点と

なるようなそういう施設の整備について、ぜひ

にという意見が寄せられまして、そうした声を

踏まえて記載されているというふうに伺ってい

るところでございます。現時点では、具体的な

ものについてはまだこれからというふうになっ

ているところでありますので、御理解を賜りた

いと思います。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 具体的にはこれからだというこ

とと、それから公共施設のあり方については後

ほど触れさせていただきますので、次の質問に

移りたいと思います。 

  小さな話かどうかわかりませんが、この公園

の再整備計画区域と隣接する長岡町の階段道路

の整備についてお伺いいたします。 

  つつじ公園やさくらの丘の整備に伴い、多く

の観光客が訪れていますが、中に西寒河江駅で

おりて、寒河江高校校門から続く長岡町の階段

を利用するお客さんも多いと伺っています。急

な階段のため、転倒されけがをされたお客様も

おられたとのことでした。早急な対策を講ずる

べきと思いますけれども、いかがでしょうか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 
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○佐藤洋樹市長 御質問の階段道路については、

寒河江高校の敷地の東側にある市道八幡町１号

線の終点部付近というふうに伺っているところ

でありますが、この箇所については長岡山の斜

面に沿って整備をされているために、急な階段

道路というふうになっているところでございま

す。 

  観光客の動線を考慮していきますと、御質問

にあったルートもＪＲ西寒河江駅から寒河江公

園に向かうルートの一つかと思いますけれども、

現在の状況を勘案しますと、安全性を確保して

いくためには階段の勾配を緩やかにしていかな

ければならないということであります。そうし

ていくためには、広い用地の確保が必要になっ

てくるというふうになります。 

  しかしながら、現在の場所にその用地を確保

していくということは、現実的には困難なとこ

ろがありますので、そういう意味で現道の改良

というのはなかなか現実的ではないのではない

かというふうに思っています。そういうことで、

どうしていったらいいかということになるわけ

でありますけれども、もちろんこれは地元町会

の御意見なども十分お聞きをしなければなりま

せんが、例えば階段を上がらず、野球場の方向

に接続する遊歩道あるいは沿道の整備、そうい

うことをして公園などへの案内看板の設置をし

て誘導していく、そういう対策もとれるのでは

ないかというふうに思っておりますので、今後

町内会の町会の皆さんとも十分相談をさせてい

ただいて、対応を検討していきたいというふう

に思います。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 現実的に毎日生活道路として使

っている道路でもありますので、ぜひそれを利

活用している市民の皆さんとの協議を深めなが

ら、安全策をとっていただければ幸いだと思い

ます。 

  先ほども触れられましたけれども、平成27年

度に査定された第６次振興計画、平成25年６月

に策定された寒河江公園再整備計画、それにこ

のたび示された都市計画マスタープラン、同僚

議員の渡邉議員が２日の一般質問でも触れられ

ていましたけれども、スポーツ施設の移転につ

いても寒河江公園内のものを考えていかなけれ

ばならない、他の公共施設よりも先に取り組む

というような市長の答弁がございました。まち

づくりの大きなポイントとなる事業だと思いま

すので、早期の実現が図られることを望んでい

ます。 

  次に、５番目ですが、歴史資源の保存支援に

ついて御質問いたします。 

  振興計画において、「宝を磨き笑顔いっぱい

のまち」の目標として、さくらんぼや慈恩寺な

どの本市の資源を磨き上げ、その魅力を世界に

発信し、多くの人が集まる「宝を磨き笑顔いっ

ぱいのまち」を目指しますとし、寒河江ブラン

ド向上チャレンジを進め、史跡慈恩寺旧境内保

存活用計画等の策定とガイダンス施設等整備の

推進事業を前倒しで実施する行動計画が示され

ました。積極的な事業展開に敬意を表したいと

思います。 

  さて、平安時代、寒河江荘が摂関家藤原氏の

荘園になったことにより、仏像を初め中央から

多くの文化がもたらされました。鎌倉時代には、

文治５年、1189年の奥州合戦の後、幕政の基礎

を固めた政所別当大江氏に与えられ、以降400

年を大江氏によって治められ、この地方の政治

の中心として発展してきました。慈恩寺が誇る

仏像・彫刻群、各地に残る有形、無形の文化財

など、文化財の宝庫寒河江と言われるゆえんで

す。 

  平成27年６月定例会において、歴史のまちづ

くりについて一般質問をさせていただきました。

その中で、有形、無形を問わず文化財の保存、

伝承の取り組みのためには歴史資料館が必要で

はないか、専門学校跡地が適地ではないかと申
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しあげました。教育長から、歴史資料館の建設

については、以前から歴史美術館の整備計画が

あり、専門学校跡地の有効利用については庁内

で検討されており、一緒になって対応を考える

との答弁をいただきました。先ほど市長から答

弁をいただいた経過の中でも触れられておられ

ました。 

  現在、旧家の廃絶や文化財の散逸が進んでい

ます。さらに、大型文化財の保管場所や美術品

の寄贈申し出の受け皿がありません。昨年８月

に要望書も出されていると承知していますが、

（仮称）八幡の杜歴史文化資料センターの実現

について、市長の考え方をお伺いしたいと思い

ます。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江市の現在の歴史文化研究

については、市史編さん事業を中心として実施

をされております。御案内のとおり、この事業

も平成32年度の市史要約編の発行によって、こ

の発行事業、一応の終了を見るという予定にな

っているところでございます。寒河江市史本編

上巻は平成６年に発行されて、以降中巻、下巻

等と発行が続く中、発行時には判明しなかった

新たな発見や解釈などもあって、これらによる

市史の見直しを含めて、今後の寒河江市の歴史

文化研究のあり方について検討をしていく必要

があるといふうに思います。 

  そのための検討委員会というものを、今後の

取り組みを進めていくための検討委員会という

ものについて、組織を立ち上げていかなければ

ならないというふうに思っています。今のとこ

ろ、予定では平成30年度に立ち上げていく予定

になっておりますが、具体的な取り組みについ

て議論を重ねていきたいというふうに考えてお

ります。 

  現在での課題といたしましては、１点目は資

料保存のスペースが足りないこと、それから２

つ目は古文書や貴重な文化財等が展示できない

ということ、それから３点目は資料を研究する

場所が手狭であるなどというのが大きな課題と

して挙げられているところであります。 

  御質問のセンターについては、要望書をいた

だいているわけでありまして、熱心に勉強会を

重ねて活動されているということも伺っている

ところでございます。先ほど申しあげた寒河江

の歴史文化研究の課題などもありますので、そ

ういった課題も含めて歴史センターなどのハー

ド面の整備の必要についても、この検討委員会

の中で十分議論されるものというふうに考えて

いるところでございます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 先ほどの御質問で申しあげまし

たけれども、旧寒河江服装専門学校跡地の利用

方針が示されました。そのことから、歴史文化

資料センターの実現について研究会で検討して

いただく際に、寒河江公園再整備計画に盛り込

むことはできないものかお伺いしたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 寒河江公園の計画には、一応御

案内のとおりハード面などについても計画をし

ているところでございます。そういう意味で、

なかなかその後からというんですか、追加して

その計画の中に盛り込むということは現実的で

はないのかなというふうに思っているところで

あります。そういうことでありますが、検討委

員会の中で議論を踏まえた上で、そういう整備

をしていくということになれば、そこは公園の

再整備計画とあわせて対応していくということ

になろうかというふうに思います。 

  現実的なことを考えていくと、そういうハー

ド面の整備を待つということとあわせて、現在

あります既存施設である郷土館あるいは旧児童

センターの活用などについても柔軟に検討して

いくことができないものかどうかなどについて

もあわせて検討を進めていければいいのかなと
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いうふうに思っているところであります。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 公園内のスポーツ施設の平場へ

の移転などという話が出ましたので、それにあ

わせて考えられないかということでお伺いをし

ました。 

  あわせて、成人病検査センターの移転が計画

されているようですけれども、市有施設ではな

いことを十分承知しながら伺いますけれども、

その成人病検査センター跡地の活用などは考え

られていないものでしょうか。現段階ではちょ

っと大変かもしれませんけれども、所感があれ

ばお伺いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 成人病検査センター、来年度着

工、今から着工してということで、30年度に移

転するということでありますけれども、移転後

の跡地利用については、その方針は決定されて

いないというふうにも伺っております。そうい

う意味で、その状況を我々は伺っていった上で

対応を検討していきたいと思いますので、情報

収集に努めていきたいというふうに考えており

ます。 

○國井輝明議長 石山議員。 

○石山 忠議員 計画区域内からちょっと離れて

いましたので、可能性をぜひ追ってもらいたい

なというふうなことで申しあげました。 

  大江公の城下町の歴史と文化を抜きに寒河江

を語ることはできません。今、歴史文化を後世

に残すため、ふるさとの歴史センターを実現す

る会が活動を始めています。寒河江市のみなら

ず、河北、大江、西川、朝日町を初め各保存会、

大江公ゆかりの光学院や貴重品の関係者など多

くの皆さんが歴史センターを望んでいます。一

例として、寒河江の大江公関連の系図等を所有

する山形市在住の子孫の方が保存に苦労してい

る。また、学芸員もおらず保存条件が整ってい

ない美術館の現状では寄贈も不安といった声も

聞こえてきます。市長のマニフェストにも、地

域資源の整備充実に取り組みますとして、各地

域の歴史資料のブランド化及び保存活動への支

援充実を掲げておられます。ぜひ、まちづくり

の拠点施設として全体的な構想として捉え、寒

河江市のまちづくりの夢が実現できるように望

みまして、質問を終わらせていただきます。あ

りがとうございました。 

 

内藤 明議員の質問 

 

○國井輝明議長 通告番号19番から22番までにつ

いて、15番内藤 明議員。 

○内藤 明議員 最初に、学校給食の無料化につ

いて市長に御質問を申しあげます。 

  私の一般質問は今回で多分88回になりますけ

れども、議員に当選して初めてのこの一般質問、

つまり平成３年６月の議会でありますが、この

定例会で取り上げた一般質問の課題が学校給食

ということでございました。内容は、中学校の

完全給食の実施ということで御質問を申しあげ

たところでありますが、その後、前市長の在任

中は、この中学校給食なかなか実現されません

でした。そういうことで、こうした壇上で何回

も同じような質問に立った経過がございます。 

  当時からすると、きょうのような学校給食の

無料化についてということで議会で議論ができ

るというふうなことは考えもしませんでしたの

で、時代の変遷を感じると同時に、またこの無

料化という議論がこうしてできますことは大変

新鮮なことであるというふうに思っているとこ

ろでございます。 

  しかし、御案内のように、きょう朝一番に同

僚議員であります遠藤さんが既に質問をなされ

ておりますので、重複する点があるかというふ

うに思いますけれども、お茶の世界でいうと一

煎目と二煎目とでは味の変化を楽しむという部

分があるそうでありますから、そういうことに
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あやかって私も質問をさせていただきたいとい

うふうに思っているところであります。 

  初めに、中学生までを対象として無料化する

考え方についてお尋ねをしたいと思います。私

は、憲法の規定やあるいは法律の規定からすれ

ば、小中学生は義務教育課程にありますので、

子供たちは全国どこにいても同じように教育を

受ける権利を有しているものと思っております。

文科省にあっても、学校給食は教育の一環だと

いうふうに言っておりますし、だとするならば

給食費等については本来国が負担して実施すべ

きものというふうに思っているところでござい

ます。 

  しかし、憲法の理念を曲解するような貧困化

する国の政治にあっては、かつて地方自治体が

国に先駆けて福祉政策を行ったように、学校給

食費についても地方自治体が国に先駆けてその

給食費の無料化に踏み切ることは評価すべきも

のであり、私もそういう意味で改めて敬意を表

しているところでございます。 

  ところで、学校給食の無償化推進という市長

の選挙公約を見た市民の間において、ぜひとも

中学校においてもその対象にしてほしいという

ふうな願いがございます。市長の御見解をお伺

いしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 この学校給食の無料化と私も言

っていますが、無料化については今の段階では

県内13市の中では初めての取り組みということ

になるわけであります。中学校も対象にしてほ

しいということについてでありますが、これに

ついては午前中の遠藤議員の御質問に教育長が

お答えをしてまいったとおりでありますけれど

も、まずは小学校のほうから実施をしていくと

いうことにさせていただいておりますが、これ

までいろんな少子化対策に取り組んでまいりま

したが、結婚から出産、育児、そして子育てと

いうことで、切れ目のない施策を展開していく

という観点にあわせて、小学校の給食費の半額

助成、それから小学校の第３子以降については

全額無料、中学校については単価改定による増

額分を市が負担をしていくということを進めて

いきながら、その効果というものをきちんと検

証して、その上で社会情勢やら財政状況などを

踏まえて行動計画に沿ってさらに推進をしてい

くという考えでいるところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 もう一度すると、同じことをや

ると「何やっているんだ、あの議員は」という

ふうに言われそうなので次に進みますが、小学

生、中学生を全児童生徒を対象とした場合に、

この学校給食を無料化するにはどのぐらいの予

算が必要になるか教えていただきたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 予算編成に当たって試算をして

いるわけでありますけれども、あわせて今回給

食１食当たりの単価を値上げをさせていただく

ことにしておりますが、小学校は280円、中学

校は310円ということで、全員無料化するとい

うことになりますと、小学校では約１億2,140

万円、中学校では約6,700万円、合わせて合計

で約１億8,800万円の予算が必要だということ

になります。ただ、これは給食費としていただ

いているところを無料化にするための財源とい

うことになりますが、このほかに小学校の場合

は市の職員の人件費でありますとか、中学校の

場合は委託経費など含めますと、全体で小中学

校給食に係る経費というのは約３億2,000万円

程度必要だというふうに思っているところでご

ざいます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、地方税のこの学校給食に

かかわるこの算定方式についてお伺いしたいと

いうふうに思いますが、最近ではトップランナ

ー方式なるものが導入されておるようでありま
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して、この地方税の算定の仕方も前と大分変わ

ってきているようでありますけれども、その中

で本市の小学校、中学校それぞれの学校給食費

について、地方交付税に算定されている需要額

はいかほどになっているのかお伺いをしたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 平成28年度の地方交付税算定の

基礎となる需要額については、小学校給食では

約6,500万円、中学校給食では約2,700万円とい

うふうになっているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 以外と少ない額ですね。私も驚

いていますが、本来はやっぱり、先ほど申しあ

げましたように、こうした学校給食等について

は国が実施すべきものと思うわけでありますが、

もう少し国の財政支援があってもいいのではな

いかなと率直に私は思っております。これは、

多分全国市長会でも議論なされているのかわか

りませんけれども、それに向けてはやっぱり財

政を地方財政に反映させるような取り組みをぜ

ひしていただきたいというふうに思っていると

ころでありますが、これは今無料化に踏み切ら

れている自治体は、やっぱり少子化対策として

は大変重要な課題だというふうに、また有効な

手段だというふうに、施策だというふうに思っ

てなされているものというふうに思いますので、

ぜひその少子化対策に有効な一つの手だてとい

うことで、予算措置をぜひ国に求めていただき

たいと思いますが、市長の御見解を伺いたいと

思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 確かに議員御指摘のとおり、人

口減少対策を進めていく中で、この少子化対策、

とりわけ経済的な支援強化という意味で学校給

食の無料化に向けた取り組みというのは、県内

の13市では寒河江市が初めてでありますけれど

も、県内でも二、三の自治体でも導入を予定し

ておりますし、全国的に見ると導入している自

治体は結構あるわけでありますので、そういう

ことからすれば、今後さらに多くの自治体でそ

の取り組みを進めていくということになってい

くのだろうというふうに思いますから、そうい

う意味ではきちんとやっぱり財源の確保につい

て国のほうに申しあげていくようにしていきた

いというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 たびたび、国においてはこうし

た自治体において先進的な取り組みをすると、

ペナルティーなるものを科すときがたまたまあ

るんですね。念のためにお聞きしますが、よも

やそんなことはないというふうに思いますけれ

ども、こうした今回寒河江市がこの無料化に踏

み切るような段取りを今進めているわけであり

ますけれども、そうすることによっての国から

のペナルティーなんていうのはないんでしょう

ね。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 医療費の無料化についてはペナ

ルティーがあるということになって、我々はそ

れをなくしてほしい、逆に支援をもらいたいと

いうふうな要望をしているわけでありますが、

今のところ得た情報では、この給食の無料化に

ついてはそういうペナルティー的なものは存在

していないというふうに理解しております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 それは大変結構なことでありま

す。やっぱり、ぜひそういうふうにあるべきだ

というふうに思います。むしろ、国がそうした

ものについて応援をすべきだというふうに私は

思いますけれども、そこで次に、市民の中に小

学校よりもむしろ中学生の給食費について先に

無償化すべきではないかというふうな御意見が

あります。市長の施策に水を差すわけではあり

ませんけれども、考えてみますと、人生の中で

子育てをする家庭について考えてみますと、そ
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の中の教育を考えた場合、子供が小学生時より

も中学生時のほうが出費が多いというのもわか

ります。そうした点で、中学生のこの給食費に

ついて先に無料化をしてはどうなのかというふ

うな御意見がございます。理屈もかなっている

ようでありますけれども、これに対する市長の

御見解を承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 午前中の遠藤議員の御質問にも

一部お答えを申しあげているわけでありますけ

れども、この今回の取り組みというのは、子育

ての世帯を社会全体で支えていくという狙いが

ある、そういう背景があるというふうに思って

おりまして、そのためには子供の成長に合わせ

て子育て世代が若いうちから支えていくという

ことを示していくということも大変大事なこと

だというふうに思っているところであります。 

  また、何度も申しあげますが、寒河江市では

子育てについて結婚・出産そして育児、それか

ら子育てということで、小学校までは切れ目な

い一貫した子育て支援策を行うということによ

って、総合的なまちづくりにつながって、子育

て世代に対する好循環につながっていくものだ

というふうに認識をしているところであります。 

  さらに、今回の学校給食の無料化の推進とい

う施策は、新たに取り組む支援制度であるわけ

でありますが、スタートする以上はその効果と

いうのは、初年度であっても少なくとも対象者

の過半数以上に及ぶことが、この制度の信頼性

を担保することになるというふうに思っている

ところであります。まずは小学校を対象にして

いくというのは、そういう狙いであろうかとい

うふうに思います。 

  つけ加えて言うなれば、先ほど中学校はいろ

いろ経費がかかってということをおっしゃる、

そういうお話でありましたが、親御さんは子供

さんがまだ小学校のときであっても、日々子供

の将来のことを案じながら子育てをしておられ

るのではないかというふうに思います。そうい

った意味で、今回の支援によって将来的にどう

いうふうないろんな負担が生じることなどにつ

いても、やはり親御さんはそういうことに備え

ていくということになっていくというふうにも

私は期待しているところであります。今回の支

援措置というのが、未来への投資として役立っ

てくるのではないかというふうに認識をしてお

ります。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、行動計画で示された無償

化に対する恒久の財源化ということでお尋ねを

いたします。 

  これは、さきの全協のときからしますと三番

煎じでありますから出がらしみたいになりまし

たが、さきの説明においては、またふるさと納

税を活用するだけでなくて、事務事業の見直し

等によって可能だというふうな見解が示されま

した。午前中の答弁もそのようにあったという

ふうに理解をしますが、一方では市民の財政需

要が大変大きいわけでありまして、多いわけで

ありまして、そういうふうな中で多額の先ほど

ありましたような財政的な問題、答弁いただき

ましたけれども、捻出するというふうなことは

大変なことだというふうに思っております。そ

こで、具体的なものがありましたらぜひ教えて

いただきたいというふうにお願いしますが、見

直しをされようとしております事務事業があり

ましたら、ぜひ教えていただきたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 これも、恐縮ですが遠藤議員の

御質問にもお答えしているわけでありますけれ

ども、ふるさと納税についてはまだまだ安定的

な財源ではありませんので、このスタートする

学校給食の無料化の財源は、やっぱりそのほか

に求める、できるだけふるさと納税に頼らない

ような財源確保ということが必要だということ

を申しあげました。 
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  そういう意味で、具体的な財源は何かという

ことでありますけれども、１つにはやはり、財

政計画でもお示しをしているわけでありますけ

れども、公債費などについては減少傾向が進ん

でいくということになっておりますので、そう

いった財源も確保できるのではないかというふ

うに思っているところであります。 

  また、アクションプランに基づく事務事業の

見直しなどを進めていくということによって、

財源を確保していきたいというふうに思ってい

るところでありまして、具体的に何を削る、何

をなくする、その財源を持ってくるということ

については、今後30年度以降の予算編成過程の

中でも十分に向けて議論をしていかなければな

らないというふうに思っているところでありま

す。ただ、ふるさと納税については、やはり今

好調でありますので、今回の無料化の財源とし

ては直接的に充ててはいないことになりますけ

れども、間接的にはやはり全体の財政運営の中

で有効に活用させていただいているところであ

りますので、制度が続く限りそういう取り組み

も必要だというふうに認識をしているところで

ございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 御答弁をいただきましたが、具

体的な事務事業についてはまだこれからだとい

うふうなことでありますけれども、中でも公債

費が減っていくというふうなことで、それも一

つの財源だろうというふうに仰せになったとい

うふうに思います。 

  ただ、これからの多分ハード・ソフト両面で、

その財政需要については多くなるというふうに

思うんですね。この前も、計画は別として、市

民の要望として例えば陸上競技場であるとか野

球場であるとか、この前も出ましたけれども、

そういうものが潜在しているわけでありますか

ら、そういうこともやっぱり考えていく必要が

あるというふうに思います。今具体的にどうい

うものを見直しするかというふうなことについ

ては触れられていませんので、そうした段階に

おいてまた議論をしてまいりたいというふうに

思っているところでございます。 

  次に、若者の正社員化の促進と非正規労働者

の賃金改定等を行う企業に支援する県の施策に

ついてお尋ねをしたいと思います。 

  県は、来年度の事業の中で、若者の正社員転

換を行う企業に対する奨励金制度を創設すると

いうふうにしているようであります。また、同

時に非正規雇用労働者の賃金を引き上げる企業

に対する奨励金も設け、所得向上を促すという

ふうにしているようであります。そのことに関

して吉村知事は、40歳未満の正社員割合で全国

トップを目指すと協調し、富裕層と貧困層の二

極化を回避して、購買力のある中間層をふやし

たいというふうに述べたというふうに言われま

す。 

  私は、これまでの規制緩和や、あるいは構造

改革、そしてまた今行われているアベノミクス

等の推進によって、中小企業で働く人々やある

いは中小企業者は、こうしたものの弊害が顕著

になっているというふうに思っておりますし、

そういう意味で、今日それを是正する施策とし

ては道理にかなったものというふうに思ってお

りまして、是というふうにすべきというふうに

思いますが、市長の御所見を伺いたいと思いま

す。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 県のほうの新たな施策について

の所見ということでありますが、非正規雇用労

働者、当然のことながら正規雇用労働者に比べ

て今は雇用が不安定で賃金が安いと、それから

能力開発の機会が少ないというようなところで

課題があるわけであります。そういったところ

で、県では来年度、国のキャリアアップ助成金

と連携をして、先ほど御説明がありました40歳

未満の正社員化のための上乗せ奨励金、それか
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ら非正規雇用労働者の賃金を正社員並みへとア

ップした場合の奨励金の支給というものを予定

しているというふうに聞いております。 

  これらの施策によって、所得が向上し生活が

安定していく、あるいは購買力のある中間層を

ふやして、それが地域経済の活性化につながっ

ていくということとあわせて、先ほど御指摘あ

った貧困層と富裕層との二極化の是正、さらに

は結婚・子育ての環境も整えていきたいという

ようなところであります。 

  我々としても、そういう新しい支援制度によ

って非正規雇用の方が正社員として働けるよう

になっていく、あるいは能力や希望に応じた雇

用の形態とか待遇が得られるということは、大

変市民が安心して希望を持って働き、そして活

躍するためには大変重要なことだというふうに

思っておりますので、ぜひ推進していければと

いうふうに思っているところであります。 

  また、加えて非正規雇用労働者の正社員転換、

それから待遇改善を進めていくということで、

雇用の質が高まって労働生産性の向上も期待で

きて、寒河江市の産業の競争力の強化にもつな

がるものというふうに認識をしておりますので、

その効果をぜひ期待したいというふうに思って

いるところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 県の事業に対する市長の期待感

も伺ったわけでありますが、こうした事業は本

来は県の単独という事業ではなくて、市町村そ

れぞれタイアップする中でより効果が上がって

くるものだというふうに私は思っていますけれ

ども、そこでお尋ねしたいというふうに思って

いるのですが、本市に対してこうした事業の推

進にかかわって何か具体的な要請等があるのか

どうかお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 29年度の新年度の県の予算の中

で、事前にというふうなことがあるんですかね、

というと語弊がありますが、ある程度県のほう

で担当部局のほうでこういうことを考えている

のだけれども、市町村のほうでも一緒に取り組

むことができますでしょうかなどという打診が

あるような事業もあります。もちろん、市町村

のほうで応分の負担をしていかなければならな

いような事業などについては、逆に打診をして

いただかないと本当は困るわけでありますけれ

ども、事業によってはそういうことがあります

が、今回の制度の創設については、我々のほう

に、正直申しあげますと事前に御相談はござい

ません。具体的な協力の要請もいただいていな

いというふうに担当のほうでも確認をしている

ところであります。 

  市としては、制度が発足をするということで

ありますから、そういった情報についてことし

１月から開始をいたしましたメールマガジン

「さがえ企業支援だより」などにおいて配信を

していきたいというふうに思いますし、また市

報やホームページなどでも掲載をして周知を図

って有効に活用されるように取り組んでいきた

いというふうに考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 機会があれば、ぜひ市長のほう

からも知事に、こういうふうな事業はぜひ市町

村とタイアップして行ったほうがいいのではな

いかというふうなことを申しあげていただきた

いというふうに思いますけれども、もちろん私

どもも機会があったらそういうふうに申しあげ

ておきたいというふうに思いますが、そのほう

が効果があるというふうに考えておりますので、

ぜひそうしていただきたいというふうに思いま

す。 

  まず、今の事業について私は否定するもので

はありませんけれども、そういうふうな視点で

の取り組みをいただきたいなというふうに思っ

ているところであります。そして同時に、吉村

知事もそうですが、佐藤市長においてもぜひ御
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自分の足元にももう少し目を向けていただきた

いなというふうに思っているところであります。 

  というのは、２日に渡邉賢一議員からもあり

ましたので、繰り返すことをしませんけれども、

自治体における例えば働いている労働者の皆さ

んの状況や、あるいは指定管理者の問題、ある

いは民間委託の問題、いろいろ出されましたの

で繰り返しませんけれども、そうしたところに

も目配りをして、例えば渡邉議員が言われたよ

うな公契約条例の制定とか、そういうものにつ

いてももう少しスピード感を持って対処をして

いただくと、なお効果が上がるのではないのか

なというふうに思いますので、そうした取り組

みについても御要請をしておきたいというふう

に思います。 

  続いて、「葉山の里田代地域づくり計画」と

ＮＰＯ法人「葉山の里たしろ」についてお尋ね

をしたいと思います。 

  新聞報道によりますと、里山ホテル構想は、

地域住民が主体的にまとめた葉山の里地域づく

り計画に基づき、旧田代小学校を宿泊施設に改

修し、来年度に着工し、来春オープンを目指す、

そして住民主体の地域づくりの拠点として活用

する計画というふうになっていますが、まずそ

の概要についてお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 旧田代小利活用基本計画という

ことでありますが、田代地区については、御案

内のとおり平成22年３月に第１期の地域づくり

計画というものを策定しております。そして、

平成27年３月に旧田代小を活用した第２期の地

域づくり計画というものが策定されて、そうい

う計画に基づいて各種の地域づくり事業という

ものが行われてきたわけであります。 

  これらの計画を受けて、市のほうでは旧田代

小学校を利活用した取り組みを一層進めていく

ために、この２月28日に旧田代小利活用基本計

画というものを策定をさせていただいたところ

でありまして、具体的な計画の内容については

議員懇談会でも御説明をさせていただいたとこ

ろでありますが、旧田代小を再生していくこと

で、地産地消型飲食事業「たしろ亭」、さらに

新たな宿泊事業などのコミュニティービジネス

を創出して、さらに葉山観光における拠点化や

地域づくり活動の拠点化を進めることができる

のではないかというふうに考えております。こ

うしたことによって、自立的な地域づくりを推

進していけるのではないかというふうに思って

おります。そして、地域内の共同によるコミュ

ニティービジネスを核にして、新たな地域づく

りのモデルというものを提示できないかという

ふうに考えているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 次に、里山ホテル構想を主体的

に担うこのＮＰＯ法人「葉山の里たしろ」の概

要についてもあわせて伺いたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今の御質問では、里山ホテル構

想を主体的に担うＮＰＯ法人という御質問であ

りますが、旧田代小の利活用においては、管理

をこのＮＰＯ法人にお願いするということはま

だ決まっておりません。今後の話ということに

なろうかというふうに思いますが、このＮＰＯ

法人葉山の里たしろについては、地区の住民ら

が田代地区を活動拠点として中山間地域の振興

を通して地域づくりを行うという目的で、昨年

の９月に設立されたところでございます。そし

て、まずは再生する旧田代小を活用したたしろ

亭や、宿泊施設の運営などのコミュニティービ

ジネスを推進していくこと、それから葉山にお

けるグリーンツーリズムなどの観光受け入れ体

制の整備などの活動を行っていくということに

しているところでございます。会員は、２月時

点において52名が参加しているというふうに聞

いているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 
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○内藤 明議員 私は新聞を見たわけで、早とち

りで大変失礼しました。そういうふうに理解し

たものですから、恐縮でございます。 

  次に、これも新聞情報で恐縮なんですが、里

山ホテル運営の中核を担うこの支配人は、地区

に居住しながら開業準備にかかわり、オープン

後は企画の立案、営業活動等の分野で力を発揮

される方を期待し、地域おこし協力隊員として

公募するというふうなことが書いてございまし

た。 

  そこでお尋ねをしたいというふうに思います

けれども、この支配人の人選に当たっては、こ

の事業の成否の鍵を握ると言っても過言ではな

いかというふうに思いますので、その人選の基

準等についてお尋ねをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 今御質問にもありましたが、旧

田代小学校における宿泊施設などの企画・運営

を行うスタッフとして地域おこし協力隊を活用

していくということにしているところでありま

して、その隊員の募集を去る１月13日から２月

28日まで行ったところでございます。６名の応

募がございまして、今後書類選考及び面接など

を行っていくということにしておりますが、こ

の業務については地域の皆さんとともに協力を

しながら、施設の企画・運営を通じて地域づく

りを行うというものでありますから、その中核

を担う隊員には、やはり地域づくりへの情熱と

いうのが一番大事かなというふうに思います。

それから企画・運営力、それから３つ目は地域

の皆さんと調和を図りながら業務を遂行する、

そういう力が必要なのではないかというような

ところで、そういった大きくは３つの基準を満

たすような方を採用していきたいというふうに

考えているところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 情熱や運営力とか、もう一つ申

しあげられましたが、３つのものに従ってとい

うふうなことでございますけれども、何か私の

今までの見知からすると、相当の企画力とある

いは専門性、こういうふうなものがないと大変

なのかなというふうに思っていますが、何かそ

うした一定の資格とか何かは必要とされないと

いうふうにお考えですか。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 特に資格を、この資格というこ

とは求めておりませんが、やはり今申し上げま

した３つの能力というんですか、それの高い方

でふさわしい方を選んでいきたいというふうに

考えております。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 このことについての最後の質問

になりますけれども、田代地区の中において、

この地域の活性化や、あるいは年間を通じて一

定の来客を見込めるということで、地元にぜひ

温泉を掘削していただきたいと、試掘をしてい

ただきたいというふうな声があるというふうに

聞いておりますけれども、県内各地を見ますと、

そうした一つの温泉の試掘などが起爆になって

いるような感もありますので、市長の御見解を

承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど御答弁申しあげましたが、

田代地区から第２期の地域づくり計画というも

のをつくっていただいた際に、この温泉に係る

要望というものをいただいています。その中で

は、まさに田代活性化の起爆剤となりますとい

うようなところで要望をいただいているのであ

ります。常に私の念頭にもあるわけであります

けれども、今回そういった要望も十分承知をし

ている中で、今回の計画では宿泊施設それから

飲食施設というものを整備を進めていくという

ことにさせていただきました。まずはそういう

２つの施設を成功させた上で、その後、この要

望、地元の皆さんが要望している温泉施設につ

いてどうしていくかということを検討していけ
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ればというふうに思っているところでございま

す。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 他の地域の皆さんからは、田代

だけがというふうな声がないというわけではな

いそうでありますけれども、しかしこの事業を

始めるに当たっては、やっぱり大きなものを投

資しないとなかなか成功に結びつかないという

ふうなこともあろうかというふうに思います。

ぜひそうしたところについて、地元の住民の皆

さんの希望をかなえていただけるようなこれか

らの対策をお願いしたいなというふうに考えて

いるところであります。 

  次に、最後になりますけれども、本市の防災

無線整備工事にかかわる談合の有無についてお

尋ねをしたいというふうに思います。 

  昨年10月15日付の全国紙は、全国の自治体が

発注した消防救急デジタル無線の無線システム

の入札で、談合を繰り返したというふうに報じ

ております。その中で、公正取引委員会は独占

禁止法違反でＮＥＣ、沖電気、日本無線、富士

通ゼネラルの４社に63億円の課徴金の納付命令

を出す方針を固めたというふうに報じられまし

た。加えて、去る２月９日には県でこの５社に

対して独禁法違反で指名を停止したということ

も地元紙によって報じられているところでござ

います。 

  そこでお尋ねをしたいというふうに思います

が、本市では去る26年２月に寒河江市防災行政

無線工事のための請負契約を行っておりますけ

れども、この工事は指摘されたような消防救急

デジタル無線工事ではありませんが、3.11以降

のこのような防災無線工事は全国各地が行われ

ているというふうに思われます。今のところ、

防災行政無線工事の談合等の情報は、あるいは

報道はありませんけれども、市民の中で大変心

配している向きがございます。本市の防災行政

無線工事にかかわる談合等の有無について、公

正取引委員会ではどのような見解を示されてい

るのか、おわかりになれば承りたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 特定消防救急デジタル無線機器

の納入の件について、平成29年２月２日付で公

正取引委員会より独占禁止法第３条の規定、つ

まり不当な取引制限の禁止に違反する行為を行

っていたものであるとして、違反事業者として

５社が公表されて排除措置命令が行われており

ます。寒河江市においても、寒河江市建築工事

請負業者等指定停止規定別表指定停止事由第12

号、独占禁止法違反行為に該当すると認められ

ることから、先ほどの５社に対して２月16日付

で６カ月及び12カ月の指名停止の措置を行って

おります。 

  御質問の寒河江市の防災行政無線整備工事に

ついては、平成25年に整備工事の実施設計業務

委託を行い、平成26年に一般競争入札によって

株式会社協和エクシオ東北支店と契約し、施行

したところでございます。この防災行政無線整

備工事については、公正取引委員会から違法行

為について何も発表されておりませんので、こ

の防災行政無線に関する談合などの有無につい

て、公正取引委員会東北事務所に問い合わせを

したところでございますが、東北事務所のほう

からは、現在発表になっていることしか回答で

きるものはないというような返事が返ってきて

いるところでございます。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 最後になりますけれども、次に

西村山広域事務組合において整備された消防救

急デジタル無線工事にかかわる談合についてお

尋ねをしたいというふうに思います。 

  この工事は、平成26年に整備されているそう

でありますけれども、工事の請負業者について

は沖ウィンテック株式会社という会社だそうで

ありますけれども、今回指名を停止されており

ます沖電気とは別法人でありますけれども、沖
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電気の子会社だというふうに言われております。

もしかしたらという疑念が残りますのでお伺い

をしたいというふうに思いますが、このことに

ついて公正取引委員会等では、この工事にかか

わる談合の有無についてはどのように判断され

ているのかお伺いをしたいと思います。 

○國井輝明議長 佐藤市長。 

○佐藤洋樹市長 先ほど申しあげました公正取引

委員会の公表と排除措置命令を受けまして、現

在、西村山広域事務組合より公正取引委員会に

対して独占禁止法違反に関する資料の提供を依

頼しているところでございます。まだ返事は参

っておりませんが、そういう依頼をお願いして

いるという状況でございますので、公正取引委

員会からの資料に基づいて、万が一その違反等

が確認された場合などは厳正に対処していくこ

とになるというふうに聞いているところでござ

います。 

○國井輝明議長 内藤議員。 

○内藤 明議員 このことについては、市民も大

変心配をしております。以前に焼却炉の問題で

もありましたので、またかというふうな疑念も

ありますので、ぜひ適切な対応をしていただく

ようにお願いをしまして、私の質問を終わりた

いと思います。ありがとうございました。 

 

   散    会    午後３時３７分 

 

○國井輝明議長 以上をもちまして、本日の日程

は終了しました。 

  本日はこれにて散会します。 

  御苦労さまでした。 



 - 125 - 

平成２９年３月７日（火曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  古  沢  清  志  議員 

   ３番  佐  藤  耕  治  議員     ４番  渡  邉  賢  一  議員 

   ５番  伊  藤  正  彦  議員     ６番  遠  藤  智 与 子  議員 

   ７番  太  田  芳  彦  議員     ８番  石  山     忠  議員 

   ９番  阿  部     清  議員    １０番  沖  津  一  博  議員 

  １１番       登 代 子  議員    １２番  工  藤  吉  雄  議員 

  １３番  柏  倉  信  一  議員    １４番  木  村  寿 太 郎  議員 

  １５番  内  藤     明  議員    １６番  杉  沼  孝  司  議員 

○欠席議員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

児 玉 憲 司  
選挙管理委員会 
委 員 長  木 村 三 紀  農業委員会会長 

菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 田 宮 信 明  政策企画課長 

伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長  宮 川   徹  財 政 課 長 

設 楽 和 由  税 務 課 長  荒 木 信 行  市民生活課長 

森 谷 孝 義  建設管理課長  安 達 晃 一  下 水 道 課 長 

猪 倉 秀 行  農林課長補佐     洋 一  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

安 達   徹  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  軽 部 賢 悦  水道事業所長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長  山 田 健 二  学校教育課長 

高 林 雅 彦  生涯学習課長  大 沼 孝一郎  監 査 委 員 

渡 辺 優 子  
監 査 委 員 
事 務 局 長  佐 藤 利 美  

農 業 委 員 会 
事務局長補佐 

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   議事日程第４号       第１回定例会 

   平成２９年３月７日（火）  午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度寒河江市一般会計補正 

            予算（第６号）） 

 〃  ２ 議第 ３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ３ 議第 ４号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ４ 議第 ５号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃  ５ 議第３２号 山形県市町村職員退職手当組合規約の一部変更について 

 〃  ６ 質疑 

 〃  ７ 予算特別委員会設置 

 〃  ８ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時３０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第４号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、承認第１号専決処分

の承認を求めることについて（平成28年度寒河

江市一般会計補正予算（第６号））から日程第

５、議第32号山形県市町村職員退職手当組合規

約の一部変更についてまでの５案件を一括議題

といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第６、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、承認第１号専決処分の承認を求める

ことについて（平成28年度寒河江市一般会計補

正予算（第６号））に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第３号平成28年度寒河江市一般会計

補正予算（第７号）に対する質疑はありません

か。 
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   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第４号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第５号平成28年度寒河江市立病院事

業会計補正予算（第１号）に対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第32号山形県市町村職員退職手当組

合規約の一部変更についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第７、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第３号平成28年度寒河江市一般会計補正予

算（第７号）については、議長を除く15人を委

員に選任して構成する予算特別委員会を設置し、

これに付託の上、審査することにしたいと思い

ます。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号平成28年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）については、議長を除く

15人を委員に選任して構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査することに決

しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおりそれぞれ所

管の委員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 
承認第１号、議第４号、議

第３２号 

厚生文教常任委員会 議第５号 

予算特別委員会 議第３号 

 

 

   散    会    午前９時３３分 

 

○國井輝明議長 以上で、本日の日程は終了しま

した。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２９年３月９日（木曜日）第１回定例会 

 

○出席議員（１６名） 

   １番  國  井  輝  明  議員     ２番  古  沢  清  志  議員 

   ３番  佐  藤  耕  治  議員     ４番  渡  邉  賢  一  議員 
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渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 

 



 - 130 - 

   議事日程第５号       第１回定例会 

   平成２９年３月９日（木）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 １ 議第 ３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第 ４ 承認第１号 専決処分の承認を求めることについて（平成２８年度寒河江市一般会計補正

予算（第６号）） 

 〃  ５ 議第 ４号 平成２８年度寒河江市公共下水道事業特別会計補正予算（第１号） 

 〃  ６ 議第３２号 山形県市町村職員退職手当組合規約の一部変更について 

 〃  ７ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃  ８ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第 ９ 議第 ５号 平成２８年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１号） 

 〃 １０ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 １１ 質疑・討論・採決 

 

日程第１２ 議第 ６号 平成２９年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １３ 議第 ７号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃 １４ 議第 ８号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃 １５ 議第 ９号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃 １６ 議第１０号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １７ 議第１１号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １８ 議第１２号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １９ 議第１３号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 ２０ 議第１４号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 ２１ 議第１５号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 ２２ 議第１６号 平成２９年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ２３ 議第１７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ２４ 議第１８号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 

 〃 ２５ 議第１９号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第２０号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２７ 議第２１号 寒河江市長等及び一般職の職員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病
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院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改正について 

日程第２８ 議第２２号 寒河江市若者定着支援未来創成基金条例の制定について 

 〃 ２９ 議第２３号 寒河江市公民館に関する条例の一部改正について 

 〃 ３０ 議第２４号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ３１ 議第２５号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３２ 議第２６号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 ３３ 議第２７号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第２８号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ３５ 議第２９号 寒河江市工場立地法に基づく地域準則を定める条例の一部改正について 

 〃 ３６ 議第３０号 寒河江市自転車等駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 〃 ３７ 議第３１号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規約の一部変更について 

 〃 ３８ 議第３３号 市道路線の認定について 

 〃 ３９ 陳情第１号 防犯灯台帳の作成および電気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営を

行うことを求める陳情 

 〃 ４０ 陳情第２号 町内会で管理している防犯灯の電気料金等の助成を求める陳情 

 〃 ４１ 質疑 

 〃 ４２ 予算特別委員会設置 

 〃 ４３ 委員会付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第５号に同じ 

 

 

 

   再    開    午前９時５０分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 

  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員はありません。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  本日の会議は、議事日程第５号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第３号平成28年度

寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題と

いたします。 
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予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第２、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。石山予算特

別委員長。 

   〔石山 忠予算特別委員長 登壇〕 

○石山 忠予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託なりました案件は、議第３号

平成28年度寒河江市一般会計補正予算（第７

号）であります。 

  ３月７日、委員15名全員出席のもと委員会を

開会し、議第３号を議題として、質疑の後、各

分科会に分担付託し審査することにいたしまし

た。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑を行い、討論を終結し、採決に入りまし

た。 

  採決の結果、議第３号は全会一致をもって原

案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、予算特別委員会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第３、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第３号平成28年度寒河江市一般会計補正予

算（第７号）に対する委員長報告は可決であり

ます。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第４、承認第１号専

決処分の承認を求めることについて（平成28年

度寒河江市一般会計補正予算（第６号））から

日程第６、議第32号山形県市町村職員退職手当

組合規約の一部変更についてまでの３案件を一

括議題といたします。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第７、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。太田総

務産業常任委員長。 

   〔太田芳彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、承認第１号、議第４
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号及び議第32号の３案件であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、承認第１号専決処分の承認を求める

ことについて（平成28年度寒河江市一般会計補

正予算（第６号））を議題とし、当局の説明を

求め、質疑に入りましたが、質疑もなく、討論

を終結し、採決の結果、全会一致をもって原案

のとおり承認するべきものと決しました。 

  次に、議第４号平成28年度寒河江市公共下水

道事業特別会計補正予算（第１号）を議題とし、

当局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑

もなく、討論を終結し、採決の結果、全会一致

をもって原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第32号山形県市町村職員退職手当組

合規約の一部変更についてを議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第８、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  承認第１号専決処分の承認を求めることにつ

いて（平成28年度寒河江市一般会計補正予算

（第６号））、議第４号平成28年度寒河江市公共

下水道事業特別会計補正予算（第１号）、議第

32号山形県市町村職員退職手当組合規約の一部

変更についての３案件を一括して採決いたしま

す。 

  ただいまの３案件に対する委員長報告は、承

認及び可決であります。 

  ３案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、承認第１号、議第４号及び議第32号

の３案件は原案のとおり承認及び可決されまし

た。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第９、議第５号平成

28年度寒河江市立病院事業会計補正予算（第１

号）を議題といたします。 

 

厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告  

 

○國井輝明議長 日程第10、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。厚生文

教常任委員長。伊藤副委員長。 

   〔伊藤正彦厚生文教常任副委員長 登壇〕 

○伊藤正彦厚生文教常任副委員長 委員長、声が

出ませんので、かわって副委員長から報告させ

ていただきます。 

  厚生文教常任委員会における審査の経過と結

果について御報告申しあげます。 

  本委員会は、３月７日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第５号の１案件で

あります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第５号平成28年度寒河江市立病院
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事業会計補正予算（第１号）を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「入院収益と外来収益がそれぞれ減

額補正されているが、その主な要因は」との問

いがあり、当局より「年度途中での退職や人事

異動により、当初の見込みより医師数が減少し

た状態での診療となったことが挙げられるかと

思います。そのような状況の中で、１月末現在

の対前年比では、外来収益は800万円ほど減収

となっておりますが、入院収益については

2,300万円ほどの増収になっており、患者数も

1,800人ほどふえております。しかし、当初計

画した目標の数値までは達成できなかったとい

うことになります」との答弁がありました。 

  委員より「医師不足ということだが、今後の

見通しはどうか」との問いがあり、当局より

「これまで何回も山大医学部に懇願しています

が、常勤医師を派遣していただける状況にはな

っていません。しかし、今月より第１内科から

１枠、毎週金曜日に外来担当医師を派遣してい

ただけることになっています」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第11、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  議第５号平成28年度寒河江市立病院事業会計

補正予算（第１号）に対する委員長報告は、可

決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第５号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第12、議第６号平成

29年度寒河江市一般会計予算から日程第40、陳

情第２号町内会で管理している防犯灯の電気料

金等の助成を求める陳情までの29案件を一括議

題といたします。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第41、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  初めに、議第６号平成29年度寒河江市一般会

計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号平成29年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号平成29年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号平成29年度寒河江市簡易水道
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事業特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算に対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第13号平成29年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算に対する質疑はあ

りませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号平成29年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算に対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号平成29年度寒河江市立病院事

業会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号平成29年度寒河江市水道事業

会計予算に対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第17号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第18号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例等の一部改正についてに対す

る質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第19号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてに対する質疑は

ありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第20号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてに対す

る質疑はありませんか。内藤議員。 

○内藤 明議員 20号についてお尋ねをしますが、

農業委員会のこの関係、かかわりでありますけ

れども、農地利用最適化推進委員ということで

ありますが、この人数と、それから農業委員と

これ兼務可能なのかどうか教えていただきたい

と思います。 

○國井輝明議長 佐藤補佐。 

○佐藤利美農業委員会事務局長補佐 お答えいた

します。 

  推進委員の人数は９名でございます。あと、

兼務はできません。以上です。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第21号寒河江市長等及び一般職の職

員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改

正についてに対する質疑はありませんか。内藤

議員。 

○内藤 明議員 この点について２点お尋ねをし

たいと思いますが、１点目は条例中の１条の関

係で、29年４月から平成33年１月19日というふ

うなこの改めるというふうなことになっている

わけでありますけれども、ちょうどこれは多分

市長の任期にかかわることでこういうふうにし

たのかなというふうに思いますが、改正前のも

のは３月31日までというふうになっております

が、その理由についてお尋ねをしたいというふ

うに思います、第１点ですね、その違いがある

ものですからお尋ねをしたいというふうに思っ

ているわけであります。 

  それから、２点目が、33年１月19日以降、１

月は31日まであるわけでありますが、その以降

についてはもとに戻るというふうになるんだと

いうふうに理解をしていますけれども、この残

った期間については日割り計算になるというこ

とですか。以上お尋ねしたいと思います。 
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○國井輝明議長 菅野総務課長。 

○菅野英行総務課長 お答えいたします。 

  この特例条例の終期のことでありますけれど

も、これまでは年度ということで規定をしてお

りましたが、現在の給与の削減につきましては、

どちらかといいますと市長の政治的判断の側面

が高いというふうに思いまして、市長の任期に

合わせたほうがいいのではないかということか

ら、このようにさせていただきました。 

  そして、第２問目での１月でありますけれど

も、御指摘のように１月20日から１月31日まで

につきましては、日割りで計算することになり

ます。以上でございます。 

○國井輝明議長 ほかに質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第22号寒河江市若者定着支援未来創

成基金条例の制定についてに対する質疑はあり

ませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第23号寒河江市公民館に関する条例

の一部改正についてに対する質疑はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第24号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第25号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてに対する質疑はありませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第26号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第27号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第28号寒河江市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部改正についてに対する質疑

はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第29号寒河江市工場立地法に基づく

地域準則を定める条例の一部改正についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第30号寒河江市自転車等駐車場設置

及び管理に関する条例の一部改正についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第31号寒河江市西村山郡介護認定審

査会共同設置規約の一部変更についてに対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第33号市道路線の認定についてに対

する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、陳情第１号防犯灯台帳の作成および電

気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営

を行うことを求める陳情に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、陳情第２号町内会で管理している防犯

灯の電気料金等の助成を求める陳情に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

予算特別委員会設置 

 

○國井輝明議長 日程第42、予算特別委員会の設

置についてお諮りいたします。 

  議第６号平成29年度寒河江市一般会計予算か
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ら議第16号平成29年度寒河江市水道事業会計予

算までの11案件については、議長を除く15人を

委員に選任して構成する予算特別委員会を設置

し、これに付託の上、審査することにしたいと

思います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第６号平成29年度寒河江市一般会

計予算から議第16号平成29度寒河江市水道事業

会計予算までの11案件については、議長を除く

15人を委員に選任して構成する予算特別委員会

を設置し、これに付託の上、審査することに決

しました。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第43、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおり、それぞれ

所管の委員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 

議第１７号、議第１８号、

議第１９号、議第２０号、

議第２１号、議第２２号、

議第２９号、議第３３号 

厚生文教常任委員会 

議第２３号、議第２４号、

議第２５号、議第２６号、

議第２７号、議第２８号、

議第３０号、議第３１号、 

陳情第１号、陳情第２号 

予算特別委員会 

議第 ６号、議第 ７号、

議第 ８号、議第 ９号、

議第１０号、議第１１号、

議第１２号、議第１３号、

議第１４号、議第１５号、

議第１６号 

 

 

   散    会    午前１０時１４分 

 

○國井輝明議長 以上で本日の日程は終了しまし

た。 

  本日はこれにて散会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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平成２９年３月１７日（金曜日）第１回定例会 
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選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 田 宮 信 明  政策企画課長 
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事務局長補佐 

○事務局職員出席者 
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   議事日程第６号        第１回定例会 

   平成２９年３月１７日（金）  予算特別委員会終了後開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第３４号 寒河江市副市長の選任について 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 委員会付託 

 〃  ４ 質疑・討論・採決 

 〃  ５ 議第３５号 寒河江市課制条例等の一部改正について 

 〃  ６ 議案説明 

 〃  ７ 質疑 

 〃  ８ 委員会付託 

   休  憩 

   再  開 

  （予算特別委員会付託関係） 

日程第 ９ 議第 ６号 平成２９年度寒河江市一般会計予算 

 〃 １０ 議第 ７号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃 １１ 議第 ８号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃 １２ 議第 ９号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃 １３ 議第１０号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃 １４ 議第１１号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃 １５ 議第１２号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃 １６ 議第１３号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃 １７ 議第１４号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １８ 議第１５号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １９ 議第１６号 平成２９年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 ２０ 予算特別委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ２１ 質疑・討論・採決 

 

  （総務産業常任委員会付託関係） 

日程第２２ 議第１７号 寒河江市個人情報保護条例の一部改正について 

 〃 ２３ 議第１８号 寒河江市職員の勤務時間、休暇等に関する条例等の一部改正について 

 〃 ２４ 議第１９号 寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２５ 議第２０号 寒河江市特別職に属する者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２６ 議第２１号 寒河江市長等及び一般職の職員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改正について 

 〃 ２７ 議第２２号 寒河江市若者定着支援未来創成基金条例の制定について 

 〃 ２８ 議第２９号 寒河江市工場立地法に基づく地域準則を定める条例の一部改正について 



 - 141 - 

日程第２９ 議第３３号 市道路線の認定について 

 〃 ３０ 議第３５号 寒河江市課制条例の一部改正について 

 〃 ３１ 総務産業常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ３２ 質疑・討論・採決 

 

  （厚生文教常任委員会付託関係） 

日程第３３ 議第２３号 寒河江市公民館に関する条例の一部改正について 

 〃 ３４ 議第２４号 寒河江市立保育所設置条例の一部改正について 

 〃 ３５ 議第２５号 寒河江市市民浴場に関する条例の一部改正について 

 〃 ３６ 議第２６号 寒河江市介護保険条例の一部改正について 

 〃 ３７ 議第２７号 寒河江市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正について 

 〃 ３８ 議第２８号 寒河江市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の

方法に関する基準を定める条例の一部改正について 

 〃 ３９ 議第３０号 寒河江市自転車等駐車場設置及び管理に関する条例の一部改正について 

 〃 ４０ 議第３１号 寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規約の一部変更について 

 〃 ４１ 陳情第１号 防犯灯台帳の作成および電気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営を

行うことを求める陳情 

 〃 ４２ 陳情第２号 町内会で管理している防犯灯の電気料金等の助成を求める陳情 

 〃 ４３ 厚生文教常任委員会の審査の経過並びに結果報告 

 〃 ４４ 質疑・討論・採決 

 

日程第４５ 議会案第１号 寒河江市議会委員会条例の一部改正について 

 〃 ４６ 議案説明 

 〃 ４７ 質疑・討論・採決 

 〃 ４８ 常任委員会及び議会運営委員会の閉会中における委員会調査申出並びに委員派遣承認要求

について 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第６号に同じ 

 

 

 

   再    開   午前１０時１５分 

 

○國井輝明議長 おはようございます。 
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  ただいまから本会議を再開いたします。 

  本日の欠席通告議員は、２番古沢清志議員で

あります。 

  出席議員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

  ここで、本日の会議運営について、議会運営

委員長の報告を求めます。工藤議会運営委員長。 

   〔工藤吉雄議会運営委員長 登壇〕 

○工藤吉雄議会運営委員長 おはようございます。 

  本会議の会議運営については、去る３月16日、

議会運営委員会を開催し協議いたしましたので、

その結果について御報告申しあげます。 

  初めに、本日追加されます議案について申し

あげます。 

  追加議案は、議第34号寒河江市副市長の選任

について、議第35号寒河江市課制条例の一部改

正について、議会案第１号寒河江市議会委員会

条例の一部改正について、常任委員会及び議会

運営委員会の閉会中における委員会調査申出並

びに委員派遣承認要求についての４議案であり

ます。 

  追加議案の取り扱いについては、初めに日程

第１で議第34号を上程した後、日程第２で市長

の議案説明を受け、日程第３で委員会付託、日

程第４で質疑・討論・採決を行います。 

  次に、日程第５で議第35号を上程した後、日

程第６で市長の議案説明を受け、日程第７で質

疑、日程第８で委員会付託を行い、一旦休憩と

なります。 

  総務産業常任委員会終了後、本会議を再開し、

初日に提案されました議案と議第35号について

委員会ごとに委員長報告を受け、質疑・討論・

採決を行います。 

  その後、日程第45で議会案第１号を上程し、

日程第46で議案説明、日程第47で質疑・討論・

採決を行い、日程第48で常任委員会及び議会運

営委員会の閉会中における委員会調査申出並び

に委員派遣承認要求についてお諮りすることと

いたしました。 

  日程の変更の詳細につきましては、配付して

おります日程表のとおり変更となります。 

  以上、よろしくお取り計らいくださるようお

願い申しあげ、御報告といたします。 

○國井輝明議長 お諮りいたします。 

  本日の会議運営は、ただいまの議会運営委員

長報告のとおり決定することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、本日の会議運営は、議会運営委員長

報告のとおり決定いたしました。 

  本日の会議は、議事日程第６号によって進め

てまいります。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第１、議第34号寒河江市副

市長の選任について議題といたします。 

  この際、菅野英行総務課長の退席を求めます。 

   〔菅野英行総務課長 退席〕 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第２、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 おはようございます。 

  それでは、私から議第34号寒河江市副市長の

選任についてを御説明を申しあげます。 

  今月３月31日をもって、丹野敏晴副市長が任

期満了となりますので、寒河江市副市長に菅野

英行氏を選任いたしたく御提案するものでござ

います。 

  御同意くださいますよう、よろしくお願いを

申しあげます。 
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委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第３、委員会付託でありま

す。 

  お諮りいたします。ただいま議題となってお

ります議第34号については、会議規則第37条第

３項の規定により委員会付託を省略したいと思

います。これに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、委員会付託を省略することに決しま

した。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第４、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議第34号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第34号寒河江市副市長の選任につ

いてを採決いたします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議第34号につ

いては、これに同意することに御異議ありませ

んか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第34号はこれに同意することに決

しました。 

  菅野英行総務課長の着席を求めます。 

   〔菅野英行総務課長 着席〕 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第５、議第35号寒河

江市課制条例の一部改正についてを議題といた

します。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第６、議案説明であります。 

  市長から提案理由の説明を求めます。佐藤市

長。 

   〔佐藤洋樹市長 登壇〕 

○佐藤洋樹市長 議第35号寒河江市課制条例の一

部改正についてを御説明申しあげます。 

  企業支援、企業誘致、創業支援等をより一体

的に推進し、商工業の振興を図るため、市の組

織について所要の改正をしようとするものでご

ざいます。 

  御提案申しあげましたが、よろしく御審議の

上、御可決くださいますようお願い申しあげる

次第であります。 

 

質     疑 

 

○國井輝明議長 日程第７、これより質疑に入り

ますが、所属する委員会の審査案件に関する質

疑は極力控えるとともに、概括的な質疑にとど

めていただくようお願いいたします。 

  議第35号寒河江市課制条例の一部改正につい

てに対する質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

委 員 会 付 託 

 

○國井輝明議長 日程第８、委員会付託でありま

す。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります委員会付託案件表のとおり、所管の委
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員会に付託いたします。 

 

 委員会付託案件表（その２）  

委 員 会 付 託 案 件 

総務産業常任委員会 議第３５号 

 

○國井輝明議長 この際、暫時休憩といたします。 

 休 憩 午前１０時２４分  

 再 開 午前１０時５０分  

○國井輝明議長 休憩前に引き続き会議を開きま

す。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 日程第９、議第６号平成29年度

寒河江市一般会計予算から日程第19、議第16号

平成29年度寒河江市水道事業会計予算までの11

案件を一括議題といたします。 

 

予算特別委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第20、予算特別委員会の審

査の経過並びに結果報告であります。 

  予算特別委員長報告を求めます。石山予算特

別委員長。 

   〔石山 忠予算特別委員長 登壇〕 

○石山 忠予算特別委員長 予算特別委員会にお

ける審査の経過と結果について御報告申しあげ

ます。 

  本委員会に付託になりました案件は、議第６

号平成29年度寒河江市一般会計予算、議第７号

平成29年度寒河江市公共下水道事業特別会計予

算、議第８号平成29年度寒河江市浄化槽整備事

業特別会計予算、議第９号平成29年度寒河江市

簡易水道事業特別会計予算、議第10号平成29年

度寒河江市国民健康保険特別会計予算、議第11

号平成29年度寒河江市後期高齢者医療特別会計

予算、議第12号平成29年度寒河江市介護保険特

別会計予算、議第13号平成29年度寒河江市介護

認定審査会共同設置特別会計予算、議第14号平

成29年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍

醐、三泉）予算、議第15号平成29年度寒河江市

立病院事業会計予算、議第16号平成29年度寒河

江市水道事業会計予算であります。 

  ３月９日、委員全員出席のもと委員会を開会

し、質疑の後、各分科会に分担付託し審査する

ことにいたしました。 

  各分科会の審査の経過については、本日再開

されました委員会で詳しく報告されております

ので省略させていただきますが、各分科会とも

原案を了とすべきものと決した旨の報告があり

ました。 

  各分科会委員長報告の後、委員長報告に対す

る質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決に入りました。 

  最初に、議第６号、議第７号、議第８号、議

第９号、議第13号、議第14号、議第15号及び議

第16号の８案件を一括して採決の結果、全会一

致をもって原案のとおり可決すべきものと決し

ました。 

  次に、議第10号、議第11号及び議第12号の３

案件について順次採決の結果、それぞれ多数を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  以上をもって、予算特別委員会における審査

の経過と結果について報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第21、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 
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  討論に入ります。討論はありませんか。 

  遠藤議員に確認させていただきます。第何号

議案で賛成討論ですか、反対討論ですか。（「第

６号で賛成討論です」の声あり） 

  そのほかに討論はありませんか。（「なし」の

声あり） 

  賛成討論について、遠藤議員の発言を許しま

す。遠藤議員。 

   〔遠藤智与子議員 登壇〕 

○遠藤智与子議員 私は、日本共産党を代表して

議第６号平成29年度寒河江市一般会計予算に賛

成の討論を行います。 

  現在、日本中を疑惑の渦に巻き込んでいる学

校法人森友学園の国有地払い下げ交渉の異常な

値引き、許認可の背後で籠池氏が100万円の寄

附を受け取ったと名指しした一国の総理大臣安

倍晋三首相への疑惑も浮き彫りになっています。

このような報道を見るたび、私たち庶民の怒り

は膨らむばかりであります。冬でもシャワーを

使い、風呂は週１回、髪も自分でカット、わず

かな年金を切り詰めて生活する高齢者や、高過

ぎる学費を払うために幾つものアルバイトをか

け持ちする大学生、月100時間の残業も過労死

ラインではないと働かされる会社員、１日の食

事は給食だけという子供たち、一日一日を歯を

食いしばって生きている人々の納めた税金を、

８億円も黙って値引きしていた政治家、この疑

惑はきちんと解明されなければなりません。 

  混乱をきわめる国政の中、平成29年度寒河江

市一般会計予算に目をやれば、県内初の学校給

食無料化、保育料第３子無料の要件である第１

子の年齢制限撤廃、ひとり親世帯高等学校入学

準備応援金支給事業等によるひとり親家庭への

支援、奨学金返還支援等による若者定着に向け

た支援、高齢者ドライバーの運転免許証返納者

への移動支援、そして活断層付近に立地する市

民浴場の移転建てかえなど、市民目線の素早い

対応にぬくもりが感じられる内容となっている

ことに、私は心が動かされました。 

  私は、2014年３月議会で、一般会計予算に反

対の討論をしております。評価すべきものは率

直に評価していることを明確にしつつも、指定

管理者制度の問題、そのもとで働く労働者の賃

金や身分の問題など、また国保会計への一般会

計からの支出をもっとふやすことなどを反対理

由として挙げています。これらのことは、今後

も翻すものではありません。 

  しかし、国の政治のしわ寄せが格差拡大、子

供の貧困といった形で地方へも広がっておりま

す。未来を担う子供たちが、それぞれの夢を実

現できるよう支援していくことが行政の責務で

あり、結果として人口減少にも歯どめをかけて

いくことになると思います。 

  29年度予算は、そのような目線で市民の要望

を実現させていく予算編成となっており、総じ

て賛同できるものであります。私は、これから

も是々非々の立場で問題点を指摘し、提言もし

ながら、ともに寒河江市の発展に力を尽くして

いく決意を表明し、賛成討論といたします。あ

りがとうございました。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第10号、議第11号及び議第12号の

３案件を除く、議第６号平成29年度寒河江市一

般会計予算、議第７号平成29年度寒河江市公共

下水道事業特別会計予算、議第８号平成29年度

寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算、議第９

号平成29年度寒河江市簡易水道事業特別会計予

算、議第13号平成29年度寒河江市介護認定審査

会共同設置特別会計予算、議第14号平成29年度

寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）

予算、議第15号平成29年度寒河江市立病院事業

会計予算、議第16号平成29年度寒河江市水道事

業会計予算の８案件を一括して採決いたします。 
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  ただいまの８案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ８案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第６号、議第７号、議第８号、議

第９号、議第13号、議第14号、議第15号及び議

第16号の８案件は原案のとおり可決されました。 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第10号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を起立により採決いたしま

す。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第11号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第12号は原案のとおり可決されま

した。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第22、議第17号寒河

江市個人情報保護条例の一部改正についてから

日程第30、議第35号寒河江市課制条例の一部改

正についてまでの９案件を一括議題といたしま

す。 

 

総務産業常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告  

 

○國井輝明議長 日程第31、総務産業常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  総務産業常任委員長報告を求めます。太田総

務産業常任委員長。 

   〔太田芳彦総務産業常任委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業常任委員長 総務産業常任委

員会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第17号から議第22

号まで、議第29号及び議第33号の８案件であり

ます。 

  審査の都合上、まず初めに議第33号の審査を

行い、次に議第17号から議第22号までの審査を

行った後、議第29号の順に審査に入ることを諮

り、異議なく了承され、そのように審査するこ

とに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第33号市道路線の認定についてを

議題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「赤田１号については袋小路である

が、回転帯が設けられており、こういった基準

が守られれば全て市道認可ということで進めて

いくのか」との問いがあり、当局より「開発に

際し、行きどまりのときには回転帯等をつくれ



 - 147 - 

ば市道認定基準を満たすことから、市道と認定

することができます。今後とも認定基準に従い、

市道として認定をしてきたいと考えています」

との答弁がありました。 

  委員より、「袋小路解消というのは、防災上

の理由だと思うが、防災上の観点から市道認定

基準を見直すという努力が必要ではないか」と

の問いがあり、当局より「随時これまでも数回

見直しを行っているところです。今後について

も、状況に応じて見直しをかけるようにしてま

いります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第17号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決の結果、全会一致をもって原案のと

おり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第18号寒河江市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例等の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「短期介護休暇特別休暇ということ

で規定されていますが、時間帯で分割取得が可

能なのか」との問いがあり、当局より「特別休

暇ですので、時間単位でもとれる形になります。

日単位でのみとれるというものではありませ

ん」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第19号寒河江市職員の育児休業等に

関する条例の一部改正についてを議題とし、当

局の説明を求め、質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案のとおり可決すべきものと決しまし

た。 

  次に、議第20号寒河江市特別職に属する者の

給与等に関する条例の一部改正についてを議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案のとおり可決すべきものと決

しました。 

  次に、議第21号寒河江市長等及び一般職の職

員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改

正についてを議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「100分の10に改めるということだ

が、３期目でもあるので、もとに戻すことはで

きないのか」との問いがあり、当局より「行革

で規定しているものではなく、市長の政治的判

断という側面が強いものですので、継続という

ことでお願いしたいと思います」との答弁があ

りました。 

  討論を終結し、採決の結果、賛成少数をもっ

て否決すべきものと決しました。 

  次に、議第22号寒河江市若者定着支援未来創

成基金条例の制定についてを議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市外からの定着を考えた制度と思

うが、ＰＲ方法などはどのように考えているの

か」との問いがあり、当局より「この制度につ

きましては、市外からＵターンしてくる御夫婦

を対象にしているところであります。ＰＲにつ

いては、資料だけでなく各種媒体を使って、特

に若い方々に向けてＰＲをしていきたいと考え

ています」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第29号寒河江市工場立地法に基づく

地域準則を定める条例の一部改正についてを議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りましたが、

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案のとおり可決すべきものと決
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しました。 

  次に、本日付託になりました１案件について、

総務産業常任委員会における審査の経過と結果

について御報告申しあげます。 

  本委員会は、３月17日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  本委員会に付託されました案件は、議第35号

であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  議第35号寒河江市課制条例の一部改正につい

てを議題とし、当局の説明を求め質疑に入りま

した。 

  委員より「商工振興課の名称を変えることに

より、市の商工振興に対する取り組みが後退し

ないように配慮願います」との意見がありまし

た。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  以上で、総務産業常任委員会における審査の

経過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第32、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

  遠藤議員に確認いたします。議第何号に対し

て賛成討論ですか、反対討論ですか。（「議第17

号に対して反対討論であります」の声あり） 

  そのほかに討論はありませんか。 

  反対討論について、遠藤議員の発言を許しま

す。遠藤議員。 

   〔遠藤智与子議員 登壇〕 

○遠藤智与子議員 私は、日本共産党を代表して

議第17号寒河江市個人情報保護条例の一部改正

について反対の討論を行います。 

  この条例は、マイナンバー法の利用を前提と

したものであります。2013年５月24日に成立し

たマイナンバー制度は、国民の各種個人情報を

個人番号、マイナンバーによって結びつけ、活

用する制度で、その狙いは国民の収入と財産の

実態をつかみ、税や保険料の徴収を強化し、社

会保障の給付を削減することにあるとして、多

くの国民が反対してまいりました。 

  問題点が５つ挙げられております。１つは、

マイナンバーの利用範囲がどんどん広がり、社

会保障や税、災害対策に関する情報から所得や

資産、預金口座、あらゆる個人情報が集積され

ること。 

  ２つ目に、100％情報漏えいを防ぐ完全なシ

ステムの構築は不可能であり、意図的に情報を

盗んだり売ったりすることが可能となってしま

うことが挙げられます。一度漏れた情報は流

通・売買され、取り返しがつかなくなります。

情報は集積されるほど利用価値が高まり、攻撃

されやすくなるなどの危険性があり、情報の流

出と情報の悪用は避けられません。 

  ３つ目には、個人番号や個人番号カードの偽

造や成り済まし、犯罪等の危険が避けられない

こと。 

  ４つ目に、システムの構築と維持管理に莫大

な経費がかかり、中小企業等にも重い負担がの

しかかり、個人番号や個人番号カードを管理す

る国民の負担がふえる一方、市民生活上のメリ

ットがほとんどないこと。 

  ５つ目に、国家による国民の管理が強化され、

憲法が保障する基本的人権の侵害にも直結しか

ねない問題があることなどから、弁護士を初め

多くの国民が成立後も制度の実施中止を求めて

まいりました。 

  先日、３月15日で確定申告が終了しましたが、

税務署ではマイナンバーを書かなくても受理さ
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れました。また、けさの山形新聞の報道によれ

ば、政府は16日、マイナンバーを利用して役所

で手続する際、窓口に提出する書類を従来より

簡素化できるようにする時期を、当初予定の７

月から３カ月先送りする方針を固めた。国や各

自治体は７月、マイナンバー制度を使って相互

に情報を参照する仕組みを始めるが、トラブル

に備え、当面は書類の提出を続けてもらう。こ

れとは別に、健康保険の分野は準備がおくれ、

情報参照を含め全面延期を検討している。そし

て、結びとして、健康保険関連はシステムのコ

ストが高く、見直しの必要が生じたため、当分

の間は情報連携自体を見合わせる方向だとして

います。多くの人が心配していたことが、一部

現実になっている状況であります。 

  国が決めたことだからと、何も言わずにいれ

ば、このような市民生活へのリスクは増すばか

りです。私たち地方議員には、それをチェック

する責任があります。 

  私は、以上のことを鑑みて、議第17号寒河江

市個人情報保護条例の一部改正について反対す

るものです。このことを申しあげ、私の反対討

論といたします。 

○國井輝明議長 ほかに討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第17号及び議第21号の２案件を除

く、議第18号寒河江市職員の勤務時間、休暇等

に関する条例等の一部改正について、議第19号

寒河江市職員の育児休業等に関する条例の一部

改正について、議第20号寒河江市特別職に属す

る者の給与等に関する条例の一部改正について、

議第22号寒河江市若者定着支援未来創成基金条

例の制定について、議第29号寒河江市工場立地

法に基づく地域準則を定める条例の一部改正に

ついて、議第33号市道路線の認定について、議

第35号寒河江市課制条例の一部改正についての

７案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの７案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ７案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第18号、議第19号、議第20号、議

第22号、議第29号、議第33号及び議第35号の７

案件は原案のとおり可決されました。 

  次に、議第17号寒河江市個人情報保護条例の

一部改正についてを起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は可決であります。 

  本案は委員長報告のとおり決することに賛成

の議員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第17号は原案のとおり可決されま

した。 

  次に、議第21号寒河江市長等及び一般職の職

員の給与の特例に関する条例及び寒河江市立病

院事業の管理者の給与等に関する条例の一部改

正についてを起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は否決でありますの

で、原案について採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに賛成の議員

の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第21号は可決されました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第33、議第23号寒河

江市公民館に関する条例の一部改正についてか

ら日程第42、陳情第２号町内会で管理している

防犯灯の電気料金等の助成を求める陳情までの

10案件を一括議題といたします。 
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厚生文教常任委員会の審査の 

経 過 並 び に 結 果 報 告 

 

○國井輝明議長 日程第43、厚生文教常任委員会

の審査の経過並びに結果報告であります。 

  厚生文教常任委員長報告を求めます。遠藤厚

生文教常任委員長。 

   〔遠藤智与子厚生文教常任委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教常任委員長 厚生文教常任

委員会における審査の経過と結果について御報

告申しあげます。 

  本委員会は、３月９日、委員全員出席し開会

いたしました。 

  付託されました案件は、議第23号から議第28

号まで、議第30号、議第31号、陳情第１号及び

陳情第２号の10案件であります。 

  審査に入る前に、審査の都合上、初めに議第

23号から議第25号までの審査を行い、次に議第

30号を審査した後、議第26号から議第28号まで

を審査し、その後に議第31号、陳情第１号、陳

情第２号の順に審査を行うことをお諮りし、異

議なく了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第23号寒河江市公民館に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め、質疑に入りましたが、御報告する質疑

もなく、討論を終結し、採決の結果、全会一致

をもって原案のとおり可決すべきものと決しま

した。 

  次に、議第24号寒河江市立保育所設置条例の

一部改正についてを議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より、「にしね保育所の定数を多くした

ことにより、おおよそ希望者の何％が入所可能

になったのかお聞きしたい」との問いがあり、

当局より「１歳児から５歳児合わせて約60名の

申し込みがありましたが、第１希望の方全員を

入所させることができました」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第25号寒河江市市民浴場に関する条

例の一部改正についてを議題とし、当局の説明

を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「市民浴場を利用されている避難者

の方はどのくらいいるのか」との問いがあり、

当局より「平成28年度は、１月末現在の数字で

すが延べ2,820人です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第30号寒河江市自転車等駐車場設置

及び管理に関する条例の一部改正についてを議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「駐輪場を今後無料にするというこ

とだが、これまで有料だったのは何カ所で、収

入はどれくらいだったのかお聞きしたい」との

問いがあり、当局より「有料となっているのは

寒河江駅、南寒河江駅、西寒河江駅、高松駅の

駐輪場で、28年度の利用台数は493台で、使用

料は年間１台当たり自転車は500円、バイクは

1,000円となっており、ほとんどが自転車でし

た」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第26号寒河江市介護保険条例の一部

改正についてを議題とし、当局の説明を求め、

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案のとお

り可決すべきものと決しました。 

  次に、議第27号寒河江市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部改正についてを議題とし、
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当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「指定地域密着型通所介護事業所と

いうのはどのくらいあるのか」との問いがあり、

当局より「現在、寒河江市には５事業所ありま

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、議第28号寒河江市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部改正についてを議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、御報告

する質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、

全会一致をもって原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第31号寒河江市西村山郡介護認定審

査会共同設置規約の一部変更についてを議題と

し、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「委員の任期を２年から３年にする

ことによるメリットの話はあったが、デメリッ

トはないのか。審査の過程において、慣習に流

されたり、認定度の固定化につながるおそれは

ないのか」との問いがあり、当局より「慣習や

さまざまな基準などが新たに蓄積されて、審査

に影響してきたということは、これまでもなか

ったと考えています。任期が長くなることによ

りそのようなことがないよう、今後も努力して

いきます」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案のとおり可決すべきものと決しました。 

  次に、陳情第１号防犯灯台帳の作成および電

気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営

を行うことを求める陳情及び陳情第２号町内会

で管理している防犯灯の電気料金等の助成を求

める陳情については、関連があるため一括議題

とすることをお諮りし、異議なく了承されたた

め、担当書記による陳情文書朗読の後、当局の

出席を求め、それぞれ質疑に入りました。 

  初めに、陳情第１号の陳情項目（１）に関す

る部分の主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「町内会が管理している防犯灯を市

がもとになって台帳をつくるということへの市

の考えをお聞きしたい」との問いがあり、当局

より「あくまで町会で全て管理しているものな

ので、市で台帳を整備するということにはなじ

まないと考えています」との答弁がありました。 

  次に、陳情第２号の主な質疑の内容を申しあ

げます。 

  委員より「平成23年度から28年度にかけて、

市内のほぼ全ての防犯灯のＬＥＤ化を市で実施

したとのことだが、このことにより防犯灯の電

気料金は、これまでと比べて何％くらい安くな

っているのか」との問いがあり、当局より「電

気料金は約半分、50％くらいになっています」

との答弁がありました。 

  質疑を終結し、当局退席の後、それぞれ自由

討議に入りました。 

  初めに、陳情第１号の陳情項目（１）に関す

る部分の主な自由討議の内容を申しあげます。 

  委員より「防犯灯台帳の作成については、防

犯灯自体が町会の持ち物になっているので、町

会が管理運営すべきと思う」との意見がありま

した。 

  次に、陳情第２号の主な自由討議の内容を申

しあげます。 

  委員より「電気料金等の助成については、多

くの期間や費用を費やしＬＥＤ化したばかりで

あり、さらにそれによって電気料金も約半分に

なったという現状を鑑みれば、現段階で助成を

するということは時期尚早と思う。ただし、例

えば通学路など、町会に関係なく多くの市民が

行き交う部分については、今後段階的に検討し

ていく必要があるのではと思う」との意見があ
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りました。 

  討論を終結し、採決に入りました。 

  初めに、陳情第１号防犯灯台帳の作成および

電気料金過誤請求の是正により、公正な行政運

営を行うことを求める陳情の陳情項目（１）に

関する部分について採決を行い、採決の結果、

賛成者なしをもって不採択すべきものと決しま

した。 

  次に、陳情第２号町内会で管理している防犯

灯の電気料金等の助成を求める陳情について採

決を行い、採決の結果、賛成者なしをもって不

採択すべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教常任員会における審査の経

過と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第44、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  ただいまの委員長報告に対する質疑はありま

せんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより採決に入ります。 

  初めに、陳情第１号及び陳情第２号を除く議

第23号寒河江市公民館に関する条例の一部改正

について、議第24号寒河江市立保育所設置条例

の一部改正について、議第25号寒河江市市民浴

場に関する条例の一部改正について、議第26号

寒河江市介護保険条例の一部改正について、議

第27号寒河江市指定地域密着型サービスの事業

の人員、設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部改正について、議第28号寒河江市指定

地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設

備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サー

ビスに係る介護予防のための効果的な支援の方

法に関する基準を定める条例の一部改正につい

て、議第30号寒河江市自転車等駐車場設置及び

管理に関する条例の一部改正について、議第31

号寒河江市西村山郡介護認定審査会共同設置規

約の一部変更についての８案件を一括して採決

いたします。 

  ただいまの８案件に対する委員長報告はいず

れも可決であります。 

  ８案件は委員長報告のとおり決することに御

異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第23号、議第24号、議第25号、議

第26号、議第27号、議第28号、議第30号及び議

第31号の８案件は原案のとおり可決されました。 

  次に、陳情第１号防犯灯台帳の作成および電

気料金過誤請求の是正により、公正な行政運営

を行うことを求める陳情の陳情項目（１）に関

する部分を起立により採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は不採択であります

ので、本案は原案について採決いたします。 

  本案は原案を採択することに賛成の議員の起

立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立なしであります。 

  よって、陳情第１号は不採択とすることに決

しました。 

  次に、陳情第２号町内会で管理している防犯

灯の電気料金等の助成を求める陳情を起立によ

り採決いたします。 

  本案に対する委員長報告は不採択であります

ので、本案は原案について採決いたします。 

  本案は原案を採択することに賛成の議員の起

立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立なしであります。 

  よって、陳情第２号は不採択とすることに決
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しました。 

 

議 案 上 程 

 

○國井輝明議長 次に、日程第45、議会案第１号

寒河江市議会委員会条例の一部改正についてを

議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○國井輝明議長 日程第46、議案説明であります。 

  お諮りいたします。 

  ただいま議題となっております議会案第１号

については、会議規則第37条第３項の規定によ

り提案理由の説明を省略したいと思います。こ

れに御異議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、提案理由の説明を省略することに決

しました。 

 

質疑・討論・採決 

 

○國井輝明議長 日程第47、これより質疑・討

論・採決に入ります。 

  議会案第１号について質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  討論に入ります。討論はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議会案第１号寒河江市議会委員会条

例の一部改正についてを採決いたします。 

  本案は原案のとおり決することに御異議あり

ませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり) 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議会案第１号は原案のとおり可決さ

れました。 

 

常任委員会及び議会運営委員会の 

閉会中における委員会調査申出 

並びに委員派遣承認要求について 

 

○國井輝明議長 日程第48、常任委員会及び議会

運営委員会の閉会中における委員会調査申出並

びに委員派遣承認要求についてであります。 

  このことにつきましては、配付しております

文書のとおり各委員長より申し出があります。 

  お諮りいたします。 

  各委員長の申し出のとおり決することに御異

議ありませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって各委員長の申し出のとおり決しました。 

 

   閉    会    午前１１時４３分 

 

○國井輝明議長 これにて平成29年第１回寒河江

市議会定例会を閉会いたします。 

  大変御苦労さまでした。 
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平成２９年３月７日（火曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

久保田 洋 子  病院事業管理者  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

田 宮 信 明  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  荒 木 信 行  市民生活課長 

森 谷 孝 義  建設管理課長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長     

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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  予算特別委員会議事日程第１号  第１回定例会 

  平成２９年３月７日（火）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 ３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 議案説明 

 〃  ３ 質疑 

 〃  ４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第１号に同じ 

 

 

 

   開    会     午前９時４５分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を開会いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第３号平成28年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○石山 忠委員長 日程第２、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。議案説明は本会議におい

て受けておりますので、この際省略することに

御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○石山 忠委員長 日程第３、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って質疑、答弁とも簡潔明

瞭に行うようにお願いいたします。 

  初めに、議第３号第１表中歳入全部について

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款及び歳出第４款について質

疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款及び歳出第９款について質
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疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第３号第２表から第４表までについ

て質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○石山 忠委員長 日程第４、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおりそれぞ

れの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第３号第１表中歳入全

部、歳出第２款、歳出第８

款、歳出第９款、第２表、

第３表、第４表 

厚生文教分科会 
議第３号第１表中歳出第３

款、歳出第４款 

 

 

   散    会    午前９時４７分 

 

○石山 忠委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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平成２９年３月９日（木曜日）予算特別委員会① 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

久保田 洋 子  病院事業管理者  菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

田 宮 信 明  政策企画課長  伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長 

宮 川   徹  財 政 課 長  荒 木 信 行  市民生活課長 

森 谷 孝 義  建設管理課長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長     

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第２号  第１回定例会 

   平成２９年３月９日（木）    午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ３号 平成２８年度寒河江市一般会計補正予算（第７号） 

 〃  ２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃  ３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第２号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を再開いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第３号平成28年

度寒河江市一般会計補正予算（第７号）を議題

といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第２、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 

 

総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は３月７日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第３号第１表

中歳入全部、歳出第２款、歳出第８款及び歳出

第９款並びに第２表、第３表及び第４表であり

ます。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第３号平成28年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）第１表中歳入全部を議題

とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「16款の寄附金で６億5,000万円と

あるが、どんな見積もりなのかお聞きしたい」
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との問いがあり、当局より「29年度産のはえぬ

きの好評によるふるさと納税の寄附金の収入増

を見込んだものです」との答弁がありました。 

  委員より「寄附金関係で、はえぬきの返礼品

が好調と聞いて安心しました。格付ランクが下

がったことで心配したが、見通しについてお聞

きしたい」との問いがあり、当局より「先日特

Ａから格下げになったばかりでありますので、

何らかの影響が出るのではないかとは思ってい

ますが、見通しはまだ見えていないのが現状で

す」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とするべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第２款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とするべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第８款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「土木費の公園整備事業で、グリバ

ーさがえの整備とありましたが、詳細をお聞き

したい」との問いがあり、当局より「建物とし

ては木造平屋建てで16坪程度の計画です。設備

等は、エアコン、洗面・シャワーユニット、コ

インロッカー、ベンチなどを計画しています」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とするべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第９款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とするべきものと決しました。 

  次に、第２表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「土木費の山西米沢線のことですが、

国からの交付金が減っており、工事もおくれて

いる経緯がありますが、ことしは大丈夫なのか

お聞きしたい」との問いがあり、当局より「交

付金については、これまでのものより内示率の

よい交通安全対策的なものに組みかえたり、最

終年度の年度終了宣言をさせていただいたりし

て申請等を行っている関係から、これまでより

多くいただけるのではとの考えで進んでいると

ころであります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とするべきものと決しました。 

  次に、第３表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

するべきものと決しました。 

  次に、第４表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

するべきものと決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。厚生文教分科会委員長。伊藤

副委員長。 

  〔伊藤正彦厚生文教分科会副委員長 登壇〕 

○伊藤正彦厚生文教分科会副委員長 厚生文教分

科会委員長、声が出ませんので、かわりまして

副委員長の私から御報告させていただきます。

厚生文教分科会における審査の経過と結果につ

いて御報告申しあげます。 

  本分科会は３月７日、委員全員出席し開会い

たしました。 

  分担付託されました案件は、議第３号第１表

中歳出第３款及び歳出第４款であります。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第３号平成28年度寒河江市一般会
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計補正予算（第７号）第１表中歳出第３款を議

題とし、当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「生活保護扶助事業について、対象

者の人数はどれだけふえたのか」との問いがあ

り、当局より「当初予算においては82世帯100

人を見込んでいましたが、現在は84世帯107人

となっております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表歳出第４款を議題とし、当局の

説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第３、質疑・討論・採決

であります。 

  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はありませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はありません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  討論を終結いたします。 

  これより議第３号平成28年度寒河江市一般会

計補正予算（第７号）を採決いたします。 

  本案に対する各分科会委員長報告は、いずれ

も原案を了とするものであります。 

  本案は原案のとおり決することに御異議ござ

いませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第３号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前９時３９分 

 

○石山 忠委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 

 

 

以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長 石  山   忠 
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平成２９年３月９日（木曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 田 宮 信 明  政策企画課長 

伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長  宮 川   徹  財 政 課 長 

設 楽 和 由  税 務 課 長  荒 木 信 行  市民生活課長 

森 谷 孝 義  建設管理課長  安 達 晃 一  下 水 道 課 長 

猪 倉 秀 行  農林課長補佐     洋 一  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

安 達   徹  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  軽 部 賢 悦  水道事業所長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長  山 田 健 二  学校教育課長 

高 林 雅 彦  生涯学習課長  渡 辺 優 子  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

佐 藤 利 美  
農 業 委 員 会 
事務局長補佐     

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 



 - 164 - 

   予算特別委員会議事日程第３号  第１回定例会 

   平成２９年３月９日（木）    本会議終了後開議 

 

   開  会 

日程第 １ 議第 ６号 平成２９年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ７号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ８号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ９号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃  ５ 議第１０号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ６ 議第１１号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ７ 議第１２号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ８ 議第１３号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ９ 議第１４号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １０ 議第１５号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １１ 議第１６号 平成２９年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １２ 議案説明 

 〃 １３ 質疑 

 〃 １４ 分科会分担付託 

   散  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第３号に同じ 

 

 

 

   開    会    午前１０時２５分 

 

○石山 忠委員長 ただいまから、予算特別委員

会を開会いたします。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第６号平成29年

度寒河江市一般会計予算から日程第11、議第16

号平成29年度寒河江市水道事業会計予算までの

11案件を一括議題といたします。 

 

議 案 説 明 

 

○石山 忠委員長 日程第12、議案説明でありま

す。 

  お諮りいたします。議案説明は本会議におい

て受けておりますので、この際省略することに

御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 
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  よって、議案説明は省略することに決しまし

た。 

 

質     疑 

 

○石山 忠委員長 日程第13、これより質疑に入

りますが、各委員の所属する分科会の審査案件

に関する質疑は極力控えるとともに、直接予算

にかかわる部分に絞って質疑、答弁とも簡潔明

瞭に行うようお願いいたします。 

  なお、質疑の際はページを示していただきま

すようにお願いいたします。 

  初めに、議第６号平成29年度寒河江市一般会

計予算の質疑に入ります。 

  議第６号第１表中歳入全部について質疑はご

ざいませんか。内藤委員。 

○内藤 明委員 歳入全部ですよね。（「はい」の

声あり） 

  先ほどの補正予算の関係で質疑があったそう

でありますが、この寄附金にかかわる問題でお

尋ねをしたいというふうに思います。 

  先ほどの答弁では、ふるさと納税に関しては

えぬきがランクづけが格下げになったというよ

うなことの御質問の答弁の中で、今後の見通し

はどうかというようなことがあったそうですが、

今後の見通しは立っていないというような御答

弁であったように思いますけれども、今この情

報化社会にあって、そうした情報が一瞬にして

世界を駆けめぐるわけでありますから、私もふ

るさと納税に関しては一定の見解はありますけ

れども、しかし財政需要が非常に多い中で背に

腹はかえられないというような気持ちがござい

ます。そういうことで、相当影響が出てくるん

じゃないのかなというように思っていますので、

何らかの対応策を考えておかないと、この見込

んだ額がもしかすると達成できないというふう

になりますと大変でございますので、そうした

ことに対する見解をお聞きしたいというふうに

思います。 

○石山 忠委員長 伊藤課長。 

○伊藤耕平さがえ未来創成課長 お答えさせてい

ただきます。 

  はえぬきの格付が落ちたことへの対応策とい

うことで御質問いただきました。先ほど委員長

からのほうにもあったとおりでございまして、

先日格付が落ちたばかりでございます。まだ影

響については見通しが立っていないところでは

ございます。 

  ただ、御懸念ごもっともでございまして、

我々としては以前22年連続特ＡということでＰ

Ｒしておりましたが、今後は米どころ山形での

ブランド米、そしてこの寒河江での気候で育て

られたおいしいお米ということなど、ちょっと

ＰＲのほうを手法を少し変えて今後もＰＲに努

めていきたいというふうに考えているところで

ございまして、現在対応を練っているところで

ございます。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第１款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第２款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第３款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第４款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第５款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第６款について質疑はございませ

んか。杉沼委員。 
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○杉沼孝司委員 119ページであります。農産物

ブランド化推進事業についてお尋ねをしておき

たいと思います。 

  農産物ブランド化については、先日の内示会

のときにもありましたけれども、今年度も台湾、

マレーシアでの現地販売についてはプロモーシ

ョンを継続していくというようなことでありま

したけれども、今マレーシアで変な事件が起き

ているというふうなところに対する対策という

か、不安というか、そういうものはないのかと、

それから昨年度から見ますと、その予算が今年

度は1,200万でありますけれども、昨年度から

2,400万ほど減っておりますが、その点は大丈

夫なのか、その辺についてお尋ねをしたいと思

います。 

○石山 忠委員長 猪倉補佐。 

○猪倉秀行農林課長補佐 お答えいたします。 

  マレーシアの情勢については、先日マレーシ

アのバイヤーでありますＪＭＧトレーディング

の担当者の方と相談させていただきまして、そ

れに事件に対する影響はないというような見解

でございましたので、その部分については安心

いただけるのかなというふうに思っております。 

  それから、昨年度から予算のほうが減ってい

るということでございますが、昨年度は輸出に

係る設備としまして急速冷凍機の導入という部

分が2,300万ほどございましたので、単純にそ

の分が減になったというふうに思っております。 

  以上でございます。 

○石山 忠委員長 ほかに質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第７款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第８款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第９款について質疑はございませ

んか。 

  次に、歳出第10款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第11款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第12款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、歳出第13款について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、第２表について質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、第３表について質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第７号平成29年度寒河江市公共下水

道事業特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第８号平成29年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第９号平成29年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算について質疑はございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算について質疑はございません

か。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算について質疑はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険
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特別会計予算について質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第13号平成29年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算について質疑はご

ざいませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第14号平成29年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算について質疑

はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第15号平成29年度寒河江市立病院事

業会計予算について質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、議第16号平成29年度寒河江市水道事業

会計予算について質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これで質疑を終結いたします。 

 

分科会分担付託 

 

○石山 忠委員長 日程第14、分科会分担付託で

あります。 

  このことにつきましては、お手元に配付して

おります分科会分担付託案件表のとおりそれぞ

れの分科会に分担付託いたします。 

 

 分科会分担付託案件表  

分  科  会 分担付託案件 

総務産業分科会 

議第６号第１表中歳入全

部、歳出第１款、歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第５款、歳出第６

款、歳出第７款、歳出第８

款、歳出第９款、歳出第１

１款、歳出第１２款、歳出

第１３款、第２表、第３

表、議第７号、議第８号、

議第９号、議第１４号、議

第１６号 

厚生文教分科会 

議第６号第１表中歳出第２

款の一部、歳出第３款の一

部、歳出第４款、歳出第１

０款、議第１０号、議第１

１号、議第１２号、議第１

３号、議第１５号 

 

 

   散    会    午前１０時３５分 

 

○石山 忠委員長 本日はこれにて散会いたしま

す。 

  御苦労さまでした。 
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平成２９年３月１７日（金曜日）予算特別委員会② 

 

○出席委員（１５名） 

   ２番  古  沢  清  志  委員     ３番  佐  藤  耕  治  委員 

   ４番  渡  邉  賢  一  委員     ５番  伊  藤  正  彦  委員 

   ６番  遠  藤  智 与 子  委員     ７番  太  田  芳  彦  委員 

   ８番  石  山     忠  委員     ９番  阿  部     清  委員 

  １０番  沖  津  一  博  委員    １１番       登 代 子  委員 

  １２番  工  藤  吉  雄  委員    １３番  柏  倉  信  一  委員 

  １４番  木  村  寿 太 郎  委員    １５番  内  藤     明  委員 

  １６番  杉  沼  孝  司  委員 

○欠席委員（なし） 

○説明のため出席した者の職氏名 

佐 藤 洋 樹  市 長  丹 野 敏 晴  副 市 長 

草 苅 和 男  教 育 長  久保田 洋 子  病院事業管理者 

菅 野 英 行  
総務課長（併） 
選挙管理委員会 
事 務 局 長 

 田 宮 信 明  政策企画課長 

伊 藤 耕 平  
さがえ未来創成 
課 長  宮 川   徹  財 政 課 長 

設 楽 和 由  税 務 課 長  荒 木 信 行  市民生活課長 

石 橋 慶 幸  
建設管理課長 
補 佐  安 達 晃 一  下 水 道 課 長 

猪 倉 秀 行  農林課長補佐     洋 一  商工振興課長 

松 田   仁  
さくらんぼ観光 
課 長  阿 部 藤 彦  健康福祉課長 

安 達   徹  高齢者支援課長  竹 田   浩  子育て推進課長 

小 畑 広 明  
会 計 管 理 者 
（兼）会計課長  軽 部 賢 悦  水道事業所長 

土 屋 恒 一  病 院 事 務 長  山 田 健 二  学校教育課長 

高 林 雅 彦  生涯学習課長  渡 辺 優 子  
監 査 委 員 
事 務 局 長 

佐 藤 利 美  
農 業 委 員 会 
事務局長補佐     

○事務局職員出席者 

月 光 龍 弘  事 務 局 長  山 田 良 一  局 長 補 佐 

渡 邊 拓 也  総 務 係 長  兼 子 拓 也  総 務 係 主 事 
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   予算特別委員会議事日程第４号  第１回定例会 

   平成２９年３月１７日（金）   午前９時３０分開議 

 

   再  開 

日程第 １ 議第 ６号 平成２９年度寒河江市一般会計予算 

 〃  ２ 議第 ７号 平成２９年度寒河江市公共下水道事業特別会計予算 

 〃  ３ 議第 ８号 平成２９年度寒河江市浄化槽整備事業特別会計予算 

 〃  ４ 議第 ９号 平成２９年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算 

 〃  ５ 議第１０号 平成２９年度寒河江市国民健康保険特別会計予算 

 〃  ６ 議第１１号 平成２９年度寒河江市後期高齢者医療特別会計予算 

 〃  ７ 議第１２号 平成２９年度寒河江市介護保険特別会計予算 

 〃  ８ 議第１３号 平成２９年度寒河江市介護認定審査会共同設置特別会計予算 

 〃  ９ 議第１４号 平成２９年度寒河江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算 

 〃 １０ 議第１５号 平成２９年度寒河江市立病院事業会計予算 

 〃 １１ 議第１６号 平成２９年度寒河江市水道事業会計予算 

 〃 １２ 分科会審査の経過並びに結果報告 

      （１）総務産業分科会委員長報告 

      （２）厚生文教分科会委員長報告 

 〃 １３ 質疑・討論・採決 

   閉  会 

 

 

   本日の会議に付した事件 

 

   議事日程第４号に同じ 

 

 

 

   再    開     午前９時３０分 

 

○石山 忠委員長 おはようございます。 

  ただいまから、予算特別委員会を再開いたし

ます。 

  出席委員は定足数に達しておりますので、こ

れより本日の会議を開きます。 

 

議 案 上 程 

 

○石山 忠委員長 日程第１、議第６号平成29年

度寒河江市一般会計予算から日程第11、議第16

号平成29年度寒河江市水道事業会計予算までの

11案件を一括議題といたします。 

 

分科会審査の経過並びに結果報告 

 

○石山 忠委員長 日程第12、分科会審査の経過

並びに結果報告であります。 
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総務産業分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 初めに、総務産業分科会委員

長報告を求めます。太田総務産業分科会委員長。 

  〔太田芳彦総務産業分科会委員長 登壇〕 

○太田芳彦総務産業分科会委員長 おはようござ

います。 

  総務産業分科会における審査の経過と結果に

ついて御報告申しあげます。 

  本分科会は３月９日及び10日、委員全員出席

し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第６号第１表

中歳入全部、歳出第１款、歳出第２款の一部、

歳出第３款の一部、歳出第５款から歳出第９款

まで、歳出第11款、歳出第12款及び歳出第13款

並びに第２表及び第３表並びに議第７号から議

第９号まで、議第14号並びに議第16号でありま

す。 

  審査の都合上、議第６号については議第６号

第１表中歳出第３款の一部の審査終了後に歳出

第９款の審査を行い、次に歳出第５款、次に歳

出第７款の審査を行い、その後歳出第６款、次

に歳出第８款、次に歳出第11款の順で審査を行

うこととし、また議第16号については議第９号

の審査終了後に審査を行い、その後、議第14号

の審査に入ることを諮り、異議なく了承されそ

のように審査することに決しました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第６号平成29年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳入全部を議題とし、当局の説

明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、全会一致をもって原

案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第１款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第２款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「バイオマス資源活用の方向づけと

活用団体や企業などについて今現在どういう状

況なのかお聞きしたい」との問いがあり、当局

より「バイオマス資源は西村山地域に多くある

ことから、有効活用していくべきと市としては

考えております。バイオマス資源利用推進協議

会で調査したところ、森林等はたくさんあり、

有効活用できる資源としてはある程度あるもの

の、確保するのはまた別問題だと整理されたと

ころです。この協議会は、調査しておしまいで

はなく、来年度もその可能性を探っていき、そ

の資源を活用する企業を呼べたらと考えている

ところです」との答弁がありました。 

  委員より「まち・ひと・しごと創生事業の中

の負担金で、フルーツライン左沢線活用協議会

負担金という説明がありましたが、具体的にこ

の協議会でどんなことを検討されているのかお

聞きしたい」との問いがあり、当局より「この

協議会には３本の柱がありまして、１つが広域

観光、２つ目が創業を通じたまちづくり支援、

３つ目が公共交通という３本の柱です。特に力

を入れたいと思っているのが広域観光です。雪

フェスもこの枠組みでやりたいと思っておりま

す。創業を通じたまちづくり支援では、空き店

舗を埋めるような支援もこちらの事業でやって

いくことを想定しているところです」との答弁

がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第３款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第９款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 
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  委員より「防災対策事業ですが、災害用備蓄

品等の整備や活断層による震度分布調査などを

実施ということだが、具体的に中身は調査費な

のかお聞きしたい」との問いがあり、当局より

「防災対策事業の消耗品に関しましては、備蓄

品の整備です。調査に関しては、報償費の中で

市内の各地区でどのような分布で揺れるのか山

大の教授に調査してもらうために報償費40万円

を計上しております」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第５款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「雇用対策事業ですが、工業団地に

ある企業２社を視察させていただいた際に話題

になったのは、本市の就職希望者が全然ないと

の話でした。そういうことが実際あるのか。ま

た、その対策はどう考えているのかお聞きした

い」との問いがあり、当局より「求人を行って

もなかなか雇用に結びつかないという話はお聞

きしているところです。求人倍率が高どまりし

ていることと、職場を求職者が選ばれるという

ことがありますので、企業の持っている技術や

職場環境などのよい面をＰＲしていくよう、こ

れから市としても取り組むべきと考えていると

ころです」と答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第７款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「フローラ・ＳＡＧＡＥ屋上テラス

にカフェをする計画なども考えているとのこと

だが、地域おこし協力隊に対する補助という考

えでいいのかお聞きしたい」との問いがあり、

当局より「中心市街地商店街活性化支援事業で

委託料として計上しております。その中で、フ

ローラ・ＳＡＧＡＥ屋上を活用したイベントな

どを行っていただくことで考えております」と

の答弁がありました。 

  委員より「空き店舗等対策支援事業で空き店

舗利用が多いと聞いているのですが、その実績

と効果についてお聞きしたい」との問いがあり、

当局より「今年度の実績では家賃の補助が８件、

改装の補助が３件、合わせて11件の補助をして

いるところです。また、創業者が空き店舗を活

用する上で十分効果が発揮されていると考えて

おります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第６款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「薬用作物産地化推進事業で、何団

体に種代として助成しているのか。また、何品

目手がけているのかお聞きしたい」との問いが

あり、当局より「団体は１団体です。品名に関

しては、ブシの１品目です」との答弁がありま

した。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第８款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「公園管理事業ですが、二の堰沿い

遊歩道の柵の改修についての新年度の計画とフ

ラワーロード30周年記念式典の概要をお聞きし

たい」との問いがあり、当局より「柵について

は、修繕料の予算の範囲内で引き続き整備して

いきたいと考えています。フラワーロード30周

年については、チェリーランドの箇所の植栽花

壇に記念植樹を行い、イベントとしては関係者

等を呼んでの記念式典等を考えているところで

す」との答弁がありました。 

  委員より「住宅管理事業の公有財産購入費は
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病院を増築するために開発公社で先行取得した

土地の件だと思うが、先行取得時の価格と広さ

は。また、今回の購入費との差額はどんな経費

だったのかお聞きしたい」との問いがあり、当

局より「今回購入を予定しております用地は、

3,988平米で、購入金額が7,976万円です。また、

差額は測量試験費、維持管理経費、支払い利息、

一般管理費、手数料等であります」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第11款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、御報告する

質疑もなく、討論を終結し、採決の結果、全会

一致をもって原案を了とすべきものと決しまし

た。 

  次に、第１表中歳出第12款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第13款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りましたが、質疑もなく、

討論を終結し、採決の結果、全会一致をもって

原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第２表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

すべきものと決しました。 

  次に、第３表を議題とし、当局の説明を求め

質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終結

し、採決の結果、全会一致をもって原案を了と

すべきものと決しました。 

  次に、議第７号平成29度寒河江市公共下水道

事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決の結果、全会一致をもって原案を了

とすべきものと決しました。 

  次に、議第８号平成29年度寒河江市浄化槽整

備事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「浄化槽整備事業は28年度で５年経

過したが、今年度は何件あり、予想した件数に

対してどうなのか。また、今後、どう見ている

のかお聞きしたい」との問いがあり、当局より

「現在のところ41件です。年間60基ということ

で計画しておりますので、少な目に推移してい

ると考えており、今後については、パンフレッ

トを作成しており、多くの市民の方に見ていた

だけるような工夫を凝らしながら整備普及に努

めていきたいと考えているところです」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第９号平成29年度寒河江市簡易水道

事業特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を終

結し、採決の結果、全会一致をもって原案を了

とすべきものと決しました。 

  次に、議第16号平成29年度寒河江市水道事業

会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑に

入りましたが、御報告する質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、全会一致をもって原案を

了とすべきものと決しました。 

  次に、議第14号平成29年度寒河江市財産区特

別会計（高松、醍醐、三泉）予算を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りましたが、質疑も

なく、討論を終結し、採決の結果、全会一致を

もって原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、総務産業分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

厚生文教分科会委員長報告 

 

○石山 忠委員長 次に、厚生文教分科会委員長

報告を求めます。遠藤厚生文教分科会委員長。 
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  〔遠藤智与子厚生文教分科会委員長 登壇〕 

○遠藤智与子厚生文教分科会委員長 厚生文教分

科会における審査の経過と結果について御報告

申しあげます。 

  本分科会は３月９日及び10日、委員全員出席

し開会いたしました。 

  分担付託されました案件は、議第６号第１表

中歳出第２款の一部、歳出第３款の一部、歳出

第４款及び歳出第10款並びに議第10号、議第11

号、議第12号、議第13号及び議第15号でありま

す。 

  審査に入る前に、審査の都合上、議第６号第

１表中歳出第２款の一部の審査を行った後、歳

出第４款、歳出第３款の一部、歳出第10款の順

で審査を行い、その後、議第10号、議第11号、

議第12号、議第13号、議第15号の順に審査を行

うことを諮り、異議なく了承されました。 

  順を追って審査の内容を申しあげます。 

  初めに、議第６号平成29年度寒河江市一般会

計予算第１表中歳出第２款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「高齢者運転免許証自主返納支援事

業について、返納する時期についてはいつ返納

しても同じなのか」との問いがあり、当局より

「考え方としては、有効期限が残っているとき

に返納していただくということにしており、有

効期限が来て書きかえをしなかった人は対象外

となります」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第４款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「救急医療対策事業の中身をお聞き

したい」との問いがあり、当局より「休日の救

急医療体制を確保するための開業医の在宅当番

医制を運営する委託料などを計上したものです。

対前年比13万2,000円の増となっているのは、

新たに貸し出し用のＡＥＤ３台を導入し、町会

の行事、また団体のイベント等での活用により

ＡＥＤの普及を図ろうとするものです」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第３款の一部を議題とし、

当局の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「多子世帯保育支援事業について第

３子から無料という支援だが、公立、私立にか

かわらず、市内の第３子以降は全て対象になる

のかお聞きしたい」との問いがあり、当局より

「公立保育所と幼稚園、認可外保育所、民間立

の認可保育所と大きく分けて４種類ありますが、

全ての施設で第３子以降は無料化しておりま

す」との答弁がありました。 

  委員より「保育所通園バス運行事業に関して、

市立の保育所においてはそれぞれ同じような形

態で運行しているのか」との問いがあり、当局

より「にしねとしばはしは指定管理者にお願い

しており、市直営のしらいわ、たかまつ、みい

ずみ分園はタクシー会社に委託しております」

との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、第１表中歳出第10款を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「ことしからイングリッシュデーが

新規の事業で上げられているが、年間何日授業

を行うのか」との問いがあり、当局より「夏休

みの１日を小中学生の希望者を集めて、ＡＬＴ

あるいはボランティアの方などと英語でコミュ

ニケーションをとったり文化に触れたりするよ

うな体験的な活動を行っていきたいと考えてい

ます」との答弁がありました。 



 - 175 - 

  委員より「さくらんぼ大学の大学院とマイス

ターの中身についてお聞きしたい」との問いが

あり、当局より「大学院については慈恩寺に関

する専門的な講座にし、自分で調査して発表す

るというような内容を考えています。地域マイ

スター養成講座につきましては、地域づくりや

地域での支え合いの活動をリードする人材育成

のための講座を考えています」との答弁があり

ました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を議題とし、当局の説明を求

め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「共同事業拠出金がふえているのに

対し、療養諸費は医療費減を見込んで約２億円

の減とのことだが、医療費減の根拠は何か」と

の問いがあり、当局より「過去３年間の平均と

増減率、被保険者数などを勘案して医療費の減

を見込んでいます。寒河江市の場合は、がんや

循環器系の高額な医療費を要する方が少なくな

ったのではないかと考えています」との答弁が

ありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を議題とし、当局の説明を

求め質疑に入りましたが、質疑もなく、討論を

終結し、採決の結果、全会一致をもって原案を

了とすべきものと決しました。 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計予算を議題とし、当局の説明を求め質

疑に入りましたが、御報告する質疑もなく、討

論を終結し、採決の結果、全会一致をもって原

案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第13号平成29年度寒河江市介護認定

審査会共同設置特別会計予算を議題とし、当局

の説明を求め質疑に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「審査会の回数、審査件数の減を見

込んでいるのは、要支援認定の有効期間が12カ

月から24カ月に延びたからだということだが、

主な要因は何か」との問いがあり、当局より

「要支援認定の有効期間は従来12カ月だったの

が国のほうでは総合事業を実施した市町村から

24カ月まで延長可能ということになったためで

す。しかし、一律ということではなく、一件一

件総合的に判断して対応しており、なおかつ24

カ月前であっても本人の状態により随時区分変

更等の対応は可能です」との答弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  次に、議第15号平成29年度寒河江市立病院事

業会計予算を議題とし、当局の説明を求め質疑

に入りました。 

  主な質疑の内容を申しあげます。 

  委員より「年間患者数について、先日の補正

予算の数字と比較すると来年度は若干患者数は

ふえるという見込みであるということでよいの

か」との問いがあり、当局より「平成29年度当

初では入院患者数を１日88人、先日の補正では

82人としました。実際、１月から２月にかけて

１日の平均患者数が88人、94人とふえているこ

とに加え、新改革プランで経営改善に取り組ん

でいくことから88人の目標としました」との答

弁がありました。 

  討論を終結し、採決の結果、全会一致をもっ

て原案を了とすべきものと決しました。 

  以上で、厚生文教分科会における審査の経過

と結果について御報告を終わります。 

 

質疑・討論・採決 

 

○石山 忠委員長 日程第13、これより質疑・討

論・採決に入ります。 
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  初めに、総務産業分科会委員長報告に対する

質疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  次に、厚生文教分科会委員長報告に対する質

疑はございませんか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これにて質疑を終結いたします。 

  これより討論に入ります。討論はございませ

んか。 

   （「なし」と呼ぶ者あり） 

  これより採決に入ります。 

  初めに、議第10号、議第11号及び議第12号の

３案件を除く議第６号平成29年度寒河江市一般

会計予算、議第７号平成29年度寒河江市公共下

水道事業特別会計予算、議第８号平成29年度寒

河江市浄化槽整備事業特別会計予算、議第９号

平成29年度寒河江市簡易水道事業特別会計予算、

議第13号平成29年度寒河江市介護認定審査会共

同設置特別会計予算、議第14号平成29年度寒河

江市財産区特別会計（高松、醍醐、三泉）予算、

議第15号平成29年度寒河江市立病院事業会計予

算、議第16号平成29年度寒河江市水道事業会計

予算の８案件を一括して採決いたします。 

  ただいまの８案件に対する各分科会委員長報

告は、いずれも原案を了とするものであります。 

  ８案件は各分科会委員長報告のとおり決する

ことに御異議ございませんか。 

   （「異議なし」と呼ぶ者あり） 

  御異議なしと認めます。 

  よって、議第６号、議第７号、議第８号、議

第９号、議第13号、議第14号、議第15号及び議

第16号の８案件は原案のとおり可決すべきもの

と決しました。 

  次に、議第10号平成29年度寒河江市国民健康

保険特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第10号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第11号平成29年度寒河江市後期高齢

者医療特別会計予算を起立により採決いたしま

す。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第11号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

  次に、議第12号平成29年度寒河江市介護保険

特別会計予算を起立により採決いたします。 

  本案に対する分科会委員長報告は、原案を了

とするものであります。 

  本案は分科会委員長報告のとおり決すること

に賛成の委員の起立を求めます。 

   〔賛成議員 起立〕 

  起立多数であります。 

  よって、議第12号は原案のとおり可決すべき

ものと決しました。 

 

   閉    会    午前１０時０１分 

 

○石山 忠委員長 以上をもって予算特別委員会

を閉会いたします。 

  御苦労さまでした。 
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 以上会議の結果を記載し、相違ないことを証す

るために署名する。 

 

予算特別委員会委員長 石  山   忠 

 


